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本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。
そのため、お客様の車にはない装備の説明が記載されている場合があり
ます。また、車の仕様変更により、内容がお車と一致しない場合があり
ますのでご了承ください。
トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いに
ついては、その商品に付属の取扱説明書をお読みください。
イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様の車の装備と
一致しない場合があります。

l トヨタが国土交通省に届け出をした部品以外のものを装着すると、不
正改造になることがあります。

l 車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適
さない部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重
大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

l ハンドルの改造は絶対にしないでください。ハンドルには SRS エア
バッグが内蔵されているため、不適切に扱うと、正常に作動しなくなっ
たり、誤ってふくらみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

l 次の場合はトヨタ販売店にご相談ください。
･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール取り付けナットの交換
異なった種類や指定以外のものを使用すると、走行に悪影響をおよ
ぼしたり、不正改造になることがあります。
･ 電装品・無線機の取り付け・取りはずし
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故に
つながるおそれがあり危険です。
RF送信機の取り付けについては、P. 11 も参照してください。

l フロントウインドウガラス、および運転席・助手席のドアガラスに着
色フィルム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでください。視
界をさまたげるばかりでなく、不正改造につながるおそれがあります。

知っておいていただきたいこと

本書の内容について

不正改造について
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電子機器や無線機を取り付けると、装着された部品を通じてサイバー攻
撃のリスクを高め、思わぬ事故や個人情報の流出などにつながるおそれ
があります。
トヨタ純正品以外を取り付けたことに起因する問題に関してトヨタは保
証いたしません。

故障診断コネクターなどに、点検整
備用の故障診断装置以外の電装品
を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあ
ります。

本車両には、車両の制御や操作に関するデータなどを記録するコン
ピューターが装着されています。
n コンピュータに記録されるデータ※1
※1 グレード／オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。
各機能の作動時や操作状況により、主に次のようなデータを記録しま
す。
l 車両の挙動に関する基本的なデータ（エンジン回転数／電気モー
ター回転数・アクセルペダルの操作状況・ブレーキペダルの操作状
況・車速など）

l 運転支援システムの作動状況（システムの作動に付随して記録され
る車両の挙動に関する基本的なデータも含みます）

l 運転支援システムのセンサーのデータ
l 画像データ（前方・後方・周辺カメラの画像）※2
※2 車両には複数のカメラが付いています。どのカメラが画像を記録している
かはトヨタ販売店にお問い合わせください。

l 位置情報
コンピューターは会話などの音声や車内の映像は記録しません。
また、お客様個人を特定できる種類のデータ（氏名・性別・年齢など）
は車両に記録されません。

サイバー攻撃のリスクについて

故障診断コネクターなどへの電装品取り付けについて

故障診断
コネクター

車両データの記録
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n Toyota Safety Sense によるデータの記録・個人情報の取り扱いに
ついて
トヨタ自動車はToyota Safety Senseにより車両に記録された各シ
ステムの作動状況・各センサーのデータ・画像データ（前方・後方カ
メラの画像）・位置情報を次の場合に該当するときに限り、お客様が販
売店に入庫されたときに取得するほか、トヨタ自動車のサーバーに送
信する形で取得します。
l 一定の衝突や衝突に近い状態などが発生した場合
l 渋滞や悪路、悪天候などの特定の交通環境にある道路を走行してい
る場合

l 新規開通道路、拡張された道路などの特定の道路を走行している場
合

l ハイブリッドシステム始動後の一定のタイミング
Toyota Safety Sense によって記録され、トヨタ自動車が取得した
データの取り扱いについての詳細は、T-Connect ご契約時にご署名い
ただいた留意事項説明をご覧ください。

n データの利用目的と第三者提供について
コンピューターに記録されたデータは、事故解析・故障診断、自動運
転・先進安全・地図関連技術のための研究開発（技術・商品開発、品
質向上など）、データを利用した商品・サービス（自動運転・先進安全
技術用の地図の提供、走行状況の分析・道路インフラなど走行環境の
分析・交通状況の配信などがあります。以下、これらを「個別サービ
ス」といいます）および事故に関するお客様対応、事故の解決のため
の協議を目的に利用することがあります。
なお、次の場合に、トヨタ自動車は、取得したデータを第三者へ開示
または提供することがあります。
l お車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合
l 警察／裁判所／政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合
l トヨタ自動車が訴訟で使用する場合
･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や車両が特定されないように加
工したデータを研究機関などに提供する場合
Toyota Safety Sense によって記録され、トヨタ自動車が取得したデータに
ついては、上記に加え、次の場合に第三者に提供することがあります。
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l お車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合。トヨタ
以外の第三者が提供する車両記録データを利用する個別サービスに
申し込みされた場合などであって、第三者がトヨタに代わり、トヨ
タから第三者へのデータの提供についてお客様の同意を取得した場
合も含みます。

l 自動運転・先進安全・地図関連技術のための研究開発（技術／商品
開発／品質向上など）の目的で、自動運転ソフトウェア関連の会社
などの第三者に提供する場合

l 地図関連技術のための研究開発の目的で、地図作成会社などの第三
者に画像データと位置情報を提供する場合

l 道路整備などの目的で、地方自治体などの第三者に画像データと位
置情報を提供する場合

l 交通状況配信などの個別サービスの申込者に対して、画像データと
位置情報を加工した情報を提供する場合

l トヨタと別途契約を締結した各自治体の消防組織に対して、火災発
生時または救急出動時に、現場付近の画像データを提供する場合

車両に記録されている画像情報は、トヨタ販売店にて、消去することが可能です。

また、画像情報を記録する機能を停止することも可能です。ただし、機能を停止
するとシステム作動時のデータは残りません。

Toyota Safety Senseによって研究開発、および個別サービスの提供を目的と
してトヨタのサーバーに送信する形で取得しているデータの取得と利用を停止
したい場合は、My TOYOTAより停止いただけます。詳細は、My TOYOTAの
マイページをご覧ください。

お客様がT-Connect をご利用の場合、記録データとその使用について、
T-Connect 利用規約をご覧ください。

知識

T-Connect によるデータの取り扱いについて
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お車には、イベントデータレコーダー（EDR）が装備されています。EDR
は、一定の衝突や衝突に近い状態（SRSエアバッグの作動および路上障
害物との接触など）が発生した時に車両システムの作動状況に関する
データを記録します。
EDRは車両の動きや安全システムに関するデータを短時間記録するよう
に作られています。ただし、衝突の程度と形態によっては、データが記
録されない場合があります。
EDRは次のようなデータを記録します。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキペダルの操作状況
･ 車速
これらのデータは、衝突や傷害が発生した状況を把握するのに役立ちま
す。
注意：EDRは衝突が発生したときにデータを記録します。通常走行時に
はデータは記録されません。また、個人情報（例：氏名・性別・年齢・
衝突場所）は記録されません。ただし、事故調査の際に法執行機関など
の第三者が、通常の手続きとして収集した個人を特定できる種類のデー
タと EDR データを組み合わせて使用することがあります。EDR で記録
されたデータを読み出すには、特別な装置を車両またはEDRへ接続する
必要があります。トヨタにくわえ、法執行機関などの特別な装置を所有
する第三者が車両またはEDRに接続した場合でも情報を読み出すことが
できます。
l EDRデータの情報開示
次の場合を除き、トヨタは EDR で記録されたデータを第三者へ開示
することはありません。
･ お車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合
･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合
･ トヨタが訴訟で使用する場合
ただし、トヨタは
･ データを車両安全性能の研究に使用することがあります。
･ 使用者・車両が特定されないデータを調査目的で第三者に開示する
ことがあります。

イベントデータレコーダー
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お車へ RF 送信機を取り付けると、次のようなシステムに影響をおよぼ
す可能性があります。
l ハイブリッドシステム
l EFI コンピュータ
l Toyota Safety Sense
l ABS（アンチロックブレーキシステム）
l VDIM（ビークルダイナミクスインテグレイテッドマネージメント）
l SRSエアバッグ
l シートベルトプリテンショナー
悪影響を防ぐための措置や取り付け方法については、必ずトヨタ販売店
にお問い合わせください。
ご希望により、RF送信機の取り付けに関する詳しい情報（周波数帯域・
電力レベル・アンテナ位置・取り付け条件）をトヨタ販売店にてご提供
します。
高電圧部位や高電圧配線は、電磁シールド構造になっています。従来の
車や家電製品と比べて、電磁波が多いということはありません。アマチュ
ア無線の一部（遠距離通信）において、受信時に雑音が混入する場合が
ありますので、あらかじめご了承ください。

保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載し
ていますので、併せてお読みください。
日常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施してくださ
い。（法律で義務付けられています）

トヨタ販売店で専用の電子キーをご購入し、ご使用いただくことで、プ
ラスサポート（→ P. 377）の機能が利用可能になります。詳細につい
ては、トヨタ販売店にお問い合わせください。

RF送信機の取り付けについて

保証および点検について

プラスサポートについて
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下記サイトより取扱説明書（デジタル配信）をご確認いただけます。ご
購入いただきましたアクセサリーパーツの取扱説明書をご使用前にお読
みいただき、記載された内容に従って正しくお使いください。商品の使
用方法や安全にお使いいただく上での注意点を記載しております。なお、
デジタル配信により印刷や輸送にともなう CO2 排出量の低減が見込ま
れます。持続可能な社会を構築するためにトヨタはこれからも取扱説明
書のあり方を見直してまいります。
アクセサリーパーツ取扱説明書掲載サイト：
お持ちのスマートフォンやタブレット、携帯電話等にて QR コードを読
み取りいただくか、URL より閲覧してください。
URL：https://manual-accessories.toyota/CAWeb/index.html

QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。
なお、紙面で必要な場合はサイトより印刷いただくか、トヨタ販売店に
ご相談ください｡

アクセサリーパーツ・用品について
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パワーコントロールユニットなどの高電圧部位には、取り扱いに注意す
ることを示すラベルが貼付されている場合があります。
記号の示す意味は次のとおりです。

高電圧部位に貼り付けられている記号について

記号 意味

危険であることを示しています。

高電圧部位であることを示しています。

手で触れてはいけない部位であることを示しています。

高温部位であることを示しています。
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お守りいただかないと、お客様自身と周囲の人々が死亡、ま
たは重大な傷害につながるおそれがあることを説明していま
す。
お守りいただかないと、車や装備品の故障や破損につながる
おそれがあることを説明しています。
操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってくださ
い。

押す・まわすなど、していただ
きたい操作を示しています。
フタが開くなど、操作後の作動
を示しています。

説明の対象となるもの・場所を
示しています。
“ してはいけません ”“ この
ようにしないでください”“こ
のようなことを起こさないでく
ださい”という意味です。

機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、
知っておくと便利なことを説明しています。

本書の見方

1 2 3
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n 名称から探す
･ 五十音順さくいん...........612
･ アルファベット順
さくいん...........................609

n 取り付け位置から探す
･ イラスト目次......................16

n 症状や音から探す
･ こんなときは
（症状別さくいん）...........604
･ 車から音が鳴ったときは
（音さくいん）...................607

n タイトルから探す
･ 目次 ........................................2

検索のしかた
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イラスト目次

イラスト目次

n外観

ドア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 120

施錠／解錠 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 120, 124

ドアガラスの開閉 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 177

メカニカルキーでの施錠／解錠 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 563
トランク . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 131

車内から開ける. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 131

車外から開ける. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 131

メカニカルキーで開ける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 564
ドアミラー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 174

鏡面の角度調整. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 174

ミラーの格納  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 174

調整位置の登録. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 161

曇りを取る（ミラーヒーター）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 399

1

2

3
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ワイパー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 232
冬季の注意 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 386
凍結防止（フロントワイパーデアイサー）★ . . . . . . . . . . . . . .P. 399
洗車時の注意  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 448
給油口. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 239
給油方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 241

燃料の種類・燃料タンク容量. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 582
タイヤ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 468
サイズ・空気圧. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 585
冬用タイヤ・タイヤチェーン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 386
点検・ローテーション・空気圧警報システム. . . . . . . . . . . . . .P. 468
パンク時の対処. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 536, 551
ボンネット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 461
開け方. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 461
エンジンルームカバー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 465
エンジンオイル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 582
オーバーヒート時の対処 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 573

ヘッドランプ・方向指示灯・LEDデイライト・
コーナリングランプ・車幅灯. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 209, 218
フロントフォグランプ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 230
方向指示灯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 209
尾灯・制動灯・リヤフォグランプ★ . . . . . . . . . . . . . . . .P. 218, 230
尾灯・制動灯・方向指示灯 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 209, 218
後退灯
シフトポジションをRにする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 204
番号灯. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 218

4

5

6

7

走行に関わる外装のランプバルブ
（交換要領：P. 499）

8

9

10

11

12

13

14

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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nインストルメントパネル

パワースイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 195

ハイブリッドシステムの始動・モード切りかえ . . . . . . . . . . . .P. 195

ハイブリッドシステムの緊急停止 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 506

ハイブリッドシステムが始動できないときの対処  . . . . . . . . . .P. 561
シフトレバー  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 204

シフトポジションの切りかえ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 204

けん引時の注意. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 509

シフトレバーが動かないときの対処. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 207
メーター . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P. 93

見方・明るさの調整  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 100

警告灯／表示灯. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P. 86

警告灯点灯時の対処  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 516
マルチインフォメーションディスプレイ . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 101

表示内容 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 101

エネルギーモニター  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 110

警告メッセージ表示時の対処. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 524

1

2

3
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パーキングブレーキスイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 210

かける・解除する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 210

冬季の注意 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 387

警告ブザー・警告メッセージ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 213, 524
方向指示レバー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 209
ランプスイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 218

ヘッドランプ・車幅灯・尾灯・番号灯・LEDデイライト. . . . .P. 218

フロントフォグランプ・リヤフォグランプ★ . . . . . . . . . . . . . .P. 230
ワイパー＆ウォッシャースイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 232

使い方. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 232

ウォッシャー液の補充. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 467
非常点滅灯スイッチ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 503
トランクオープナースイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 131
ボンネット解除レバー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 461
給油扉オープナースイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 241
ハンドル位置調整スイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 170
オートエアコン. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 397, 408

操作方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 397, 408

リヤウィンドウの曇り取り
（リヤウインドウデフォッガー）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 399

フロントワイパーデアイサー★ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 399
オーディオ※

音楽を聴く※

電話をかける・受ける（ハンズフリー）※

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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nスイッチ類

インストルメントパネル照度調整スイッチ. . . . . . . . . . . . . . . .P. 100
ODO/TRIP スイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P. 99
ヘッドランプクリーナースイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 238
ドアミラースイッチ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 174
アダプティブハイビームシステムスイッチ. . . . . . . . . . . . . . . .P. 222

1

2

3

4

5



21イラスト目次

Century_J_OM

マイコンプリセットドライビングポジションシステム
スイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 161
シートベルト高さ調整スイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P. 35
ドアロックスイッチ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 124
ウインドウロックスイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 178
パワーウインドウスイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 177
ドアハンドル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 125

1

2

3

4

5

6



22 イラスト目次

Century_J_OM

メーター操作スイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 102
電話スイッチ※

クルーズコントロールスイッチ

レーダークルーズコントロール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 300

クルーズコントロール. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 310
LTA（レーントレーシングアシスト）スイッチ . . . . . . . . . . . .P. 274
オーディオスイッチ※

トークスイッチ※
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助手席パワーシートスイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 148
電動リヤカーテンスイッチ★ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 441
ブレーキホールドスイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 215
リヤシート／オットマン位置もどしスイッチ. . . . . . . . . . . . . .P. 158
EVドライブモードスイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 201
ドライブモードセレクトスイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 363
車高選択スイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 365
VSC OFFスイッチ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 370

1

2

3

4

5

6

7

8

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。



24 イラスト目次

Century_J_OM

nフロント席

SRSエアバッグ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P. 39
フロアマット  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P. 30
フロントシート. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 147
ヘッドレスト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 168
シートベルト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P. 34
コンソールボックス  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 424
ドアロックボタン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 124
カップホルダー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 426
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パーソナルランプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 420
小物入れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 427
インテリアランプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 419
インナーミラー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 172
ヘルプネットスイッチパネル※1

サンバイザー※2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 433
バニティミラー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 433

CTPPIBW031

1
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7

※1：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

※2：やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り
付ける場合には、チャイルドシートをうしろ向
きに取り付けないでください。重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。（→P. 56）
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nリヤ席

リヤドアカーテン★. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 440
コートフック  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 444
バニティミラー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 433
インテリアランプ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 419
読書灯. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 420
シートベルト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . P. 34
ヘッドレスト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 168
電動リヤカーテン★. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 441
リヤシート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 155
マガジンラック. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 439
アームレスト  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 438
ライティングテーブル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 439
小物入れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 427

充電用USB端子  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 436
HDMI 端子※

ヘッドフォンジャック※
リヤマルチオペレーションパネル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 392
カップホルダー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 426
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時計 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 438
後席ディスプレイ※

後席ブルーレイディスク™ (BD)/DVDプレーヤー※

ドアロックボタン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 124
パワーウインドウスイッチ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 177
ドアハンドル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 125
靴べら差し . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 444
シートバックポケット. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 438
小物入れ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 427
アクセサリーコンセント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 435
オットマン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P. 152

1
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施していただ
くことが法律で義務付けられています。適切な時期に点検整備を実施し、
車に異常がないことを確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細については、別冊「メンテナンスノート」を参
照してください。
異常が見つかった場合は、トヨタ販売店で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロアカーペットの上にしっかりと固定してお
使いください。
固定フック（クリップ）にフロア
マット取り付け穴をはめ込む

固定フック（クリップ）上部のレ
バーをまわして、フロアマットを
固定する

※ マークを必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状はイラストと異なる場合があります。

運転する前に

点検整備

フロアマット

CTP11BW039

1

CTP11BW040

2
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警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマットがずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ
ぬスピードが出たり車を停止しにくくなるなど、事故の原因になり重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

n運転席にフロアマットを敷くとき

lトヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しな
い

l運転席専用のフロアマットを使用する

l固定フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する

l他のフロアマット類と重ねて使用しない

lフロアマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない

n運転する前に

lフロアマットがすべての固定フック（ク
リップ）で正しい位置にしっかりと固定さ
れていることを定期的に確認し、特に洗車
後は必ず確認を行う

lハイブリッドシステム停止およびシフト
レバーが P の状態で、各ペダルを奥まで
踏み込み、フロアマットと干渉しないこと
を確認する

CTP11BW041
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まっすぐ座り、運転操作時に体が
背もたれから離れないよう、背も
たれの角度を調整する
（→P. 147）
ペダルがしっかりと踏み込め、ハ
ンドルを握ったときにひじが少
し曲がるようなシート位置にす
る（→P. 147）

ヘッドレストの中央が耳のいちばん上のあたりになるようにする
（→P. 169）
シートベルトを正しく着用する（→P. 34）

すべての乗員は、走行前に必ずシートベルトを正しく着用してください。
（→P. 34）
シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを乗せるときは、適
切なチャイルドシートをご用意ください。（→P. 53）

後方が確実に確認できるように、インナーミラー・ドアミラーを正しく
調整してください。（→P. 172, 174）

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前にシートやミラーなどを適切に調整して
ください。

正しい運転姿勢について

1

2

シートベルトを正しく着用する

ミラーを調整する

3

4
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警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

l走行中は運転席の調整をしないでください。
運転を誤るおそれがあります。

l背もたれと背のあいだにクッションなどを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、衝突したとき、シートベルトやヘッドレ
ストなどの効果が十分に発揮されないおそれがあります。

lフロントシートの下にものを置かないでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、思わぬ事故や調整機構の故障の原因にな
ります。

l公道を走行するときは、法定速度や制限速度を遵守してください。

l他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、安全運転を心がけてくだ
さい。

l飲酒運転は絶対にしないでください。お酒を飲むと注意力と判断力がにぶり、
思いがけない事故を引き起こすおそれがあります。また、眠気をもよおす薬を
飲んだときも運転を控えてください。

l運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の
状況などへの注意が不十分になり、大変危険です。ハンズフリー以外の自動車
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。

l長距離ドライブの際は、疲れを感じる前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じたときは、無理に運転せず、すみやかに休
憩してください。
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l 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれないよ
うにしてください。

l 腰部ベルトを必ず腰骨のできる
だけ低い位置に密着させる

l 背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

l ねじれがないようにする

ベルトを固定するには、“カチッ”
と音がするまでプレートをバック
ルに挿し込む
ベルトを解除するには、解除ボタ
ンを押す

シートベルト

走行前にすべての乗員は必ずシートベルトを正しく着用してください。

正しく着用する

着け方・はずし方

解除ボタン

1

2
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アジャスターを上げる
アジャスターを下げる

前方・側方から強い衝撃を受けたとき、フロント席・リヤ外側席のシー
トベルトを引き込むことで適切な乗員拘束効果を確保します。
前方・側方からの衝撃が弱いときや、うしろからの衝撃、横転のときは通常は作動
しません。

シートベルトの高さ調節（フロント席）

CTP11BW043

1

2

シートベルトプリテンショナー（フロント席・リヤ外側席）
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nシートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロックされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出してもロックする場合があります。一度ベルトを
強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引き出すことができます。

nお子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

lシートベルトが正しい位置で着用できない小さなお子さまの場合は、お子さま
の体に合ったチャイルドシートを使用してください。（→P. 53）

lシートベルトが正しい位置で着用できるお子さまの場合は、シートベルトの着
用のしかたに従ってください。（→P. 34）

nシートベルトプリテンショナーについて

シートベルトプリテンショナーは、一度しか作動しません。玉突き衝突などで連
続して衝撃を受けた場合でも、一度作動したあとは、その後の衝突では作動しま
せん。

n予防連携機能について

プリクラッシュセーフティによって車両との衝突の可能性が高いと判断された
とき、シートベルトプリテンショナーの作動準備を整えます。

nリヤ席シートベルトについて

知識

シートベルトがガイドからはずれた場合に
は、ガイドに通してから使用してください。
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警告

急ブレーキや事故の際のけがを避けるため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

nシートベルトの着用について

l全員がシートベルトを着用する

lシートベルトを正しく着用する

lシートベルトは一組につき一人で使用する
お子さまでも一組のベルトを複数の人で使用しない

lお子さまはリヤ席に座らせてシートベルトを着用させる

l背もたれは必要以上に倒さず、上体を起こし、シートに深く座る

l肩部ベルトを腕の下に通して着用しない

l腰部ベルトはできるだけ低い位置に密着させ着用する

lリヤシートベルトを使用するときは、シートベルトがガイドに通っていること
を確認する

n妊娠中の女性の場合

n疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着用してください。

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着
用してください。（→P. 34）
通常の着用のしかたと同じように、腰部ベ
ルトが腰骨のできるだけ低い位置にかかる
ようにお腹のふくらみの下に、肩部ベルト
は確実に肩を通し、お腹のふくらみを避け
て胸部にかかるように着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝突し
たときなどに、母体だけでなく胎児までが
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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警告

nお子さまを乗せるとき

→P. 68

nプリテンショナー付きシートベルトについて

シートベルトプリテンショナーが作動すると、SRSエアバッグ／プリテンショ
ナー警告灯が点灯します。その場合はシートベルトを再使用することができな
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

nシートベルトの損傷・故障について

lベルトやプレート・バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない
ようにしてください。

lシートベルトが損傷したときはシートベルトを修理するまでシートは使用し
ないでください。

lプレートがバックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトがねじれてい
ないかを確認してください。うまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店
に連絡してください。

lもし重大な事故にあったときは、明らかな損傷が見られない場合でも、シー
ト、シートベルトを交換してください。

lプリテンショナー付きシートベルトの取り付けや取りはずし・分解・廃棄など
は、トヨタ販売店以外でしないでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなくなるおそれがあります。
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フロント ＳＲＳ エアバッグ（運転席 SRS エアバッグ／助手席 SRS
エアバッグ）
運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和
SRSニーエアバッグ
運転者の衝撃緩和を補助
SRSサイドエアバッグ
l フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和
l リヤ外側席乗員の胸などへの衝撃を緩和
SRSカーテンシールドエアバッグ
フロント席とリヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和

SRSエアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けた
ときにふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝
撃を緩和させます。

SRSエアバッグ

1

2

3

4
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nSRSエアバッグが作動すると

lSRSエアバッグは高温のガスにより非常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあります。

l作動音と共に白いガスが発生します。

lエアバッグ近辺の部品の一部分などだけでなくエアバッグ構成部品（ハンドル
のハブ・エアバッグカバー・インフレーター）も数分間熱くなることがありま
す。エアバッグそのものも熱くなります。

lフロントウインドウガラスが破損することがあります。

lハイブリッドシステムと燃料供給を停止します。（→P. 78）

lすべてのドアが解錠されます。（→P. 128）

l自動的にブレーキと制動灯を制御します。（→P. 369）

l室内灯が自動で点灯します。（→P. 420）

l非常点滅灯が自動で点滅します。（→P. 503）

lT-Connect の契約期間内は、次の場合、自動的に緊急通報がヘルプネットセン
ターに送信されます。

･ SRSエアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作動した
･ 車両に一定以上の衝撃を受けた
オペレーターからの呼びかけに応答がなくても、緊急車両などを手配するこ
とがあります。詳しくは「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

知識
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n正面からの衝撃でSRSエアバッグが作動するとき

l次のエアバッグは、衝撃の強さが設定値（移動も変形もしない固定された壁に、
車速約20～30km/h で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当する値）以上の
場合に作動します。

･ フロントSRSエアバッグ
･ SRSニーエアバッグ

l次の場合はエアバッグが作動する車速は設定値より高くなります。

･ 駐車している車や標識のような衝撃によって移動や変形するものに衝突した
場合
･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、車両前部がもぐり込む、下に入り込
む、トラックの下敷きになるなど）

l衝突条件によっては次の部品のみが作動する場合があります。

･ シートベルトプリテンショナー
l前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場合は左右の SRS カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

n側面からの衝撃でSRSエアバッグが作動するとき

l次の SRS エアバッグは、衝撃の強さが設定値（約 1.5t の車両が、約 20 ～
30km/h の速度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃の強さに相当する値）以上
の場合に作動します。

･ SRSサイドエアバッグ
･ SRSカーテンシールドエアバッグ

n車両下部からの衝撃でSRSエアバッグが作動するとき

l次のSRSエアバッグは、車両下部が固いも
のにぶつかったときなどの状況で作動す
る場合があります。

･ フロントSRSエアバッグ
･ SRSニーエアバッグ
･ SRSサイドエアバッグ
･ SRSカーテンシールドエアバッグ
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nSRSエアバッグが作動しないとき

l次のSRSエアバッグは、側面や後方からの
衝撃・横転・または低速での前方からの衝
撃では、通常は作動しません。ただし、そ
れらの衝撃が前方への減速を十分に引き
起こす場合には、作動することがありま
す。

･ フロントSRSエアバッグ
･ SRSニーエアバッグ

l次のSRSエアバッグは、斜めから衝撃を受
けた場合や、客室部分以外の側面に衝撃を
受けたときに作動しない場合があります。

･ SRSサイドエアバッグ
･ SRSカーテンシールドエアバッグ

l次のエアバッグは、前方や後方からの衝
撃、横転、または低速での側面からの衝撃
では、通常は作動しません。

･ SRSサイドエアバッグ

l次のエアバッグは、後方からの衝撃・横転・
または低速での前方や側面からの衝撃で
は、通常は作動しません。

･ SRSカーテンシールドエアバッグ



431-1.  安全にお使いいただくために

安
全
・
安
心
の
た
め
に

1

Century_J_OM

nトヨタ販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要になります。できるだけ早くトヨタ販売
店へご連絡ください。

lいずれかのSRSエアバッグがふくらんだとき

lハンドルのパッド部分・ダッシュボードの助手席SRSエアバッグ付近・インス
トルメントパネル下部が傷付いたり、ひび割れたり、その他の損傷を受けたとき

lSRSサイドエアバッグが内蔵されているシート表面が傷付いたり、ひび割れた
り、その他の損傷を受けたとき

lSRSカーテンシールドエアバッグが内蔵されているフロントピラー・リヤピ
ラー部・ルーフサイド部が傷付いたり、ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

l次のエアバッグはふくらまなかったが、事
故で車両の前部を衝突したとき、または破
損・変形などがあるとき

･ フロントSRSエアバッグ
･ SRSニーエアバッグ

l次のエアバッグはふくらまなかったが、事
故でドアおよびその周辺部分を衝突した
とき、または破損・変形・穴あきなどがあ
るとき

･ SRSサイドエアバッグ
･ SRSカーテンシールドエアバッグ



44 1-1.  安全にお使いいただくために

Century_J_OM

警告

nSRSエアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

l運転者と乗員すべてがシートベルトを正しく着用してください。
SRSエアバッグはシートベルトを補助するためのものです。

l助手席SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員がエアバッグに近
付きすぎると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。乗員が SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特に危険です。
シートの背もたれを調整して、シートをできるだけ SRS エアバッグから離
し、まっすぐに座ってください。

lお子さまがシートにしっかり座っていないと、SRS エアバッグのふくらむ衝
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。お
子さまが小さくてシートベルトを使用できないときは、チャイルドシートで
しっかり固定してください。
お子さまはリヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる
ことをおすすめします。（→P. 53）

lシートの縁に座ったり、ダッシュボードに
もたれかかったりしない

lお子さまを助手席SRSエアバッグの前に
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない

l運転者および助手席乗員は、ひざの上に何
も持たない

CTP11BW014
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警告

nSRSエアバッグについて

lコートフックにハンガーなどの硬いものをかけないでください。
SRSカーテンシールドエアバッグが作動したときに投げ出されて重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lドアやフロントピラー・センターピラー・
リヤピラー・ルーフサイドレールへ寄りか
からない

lドアに向かってひざをついたり、窓から顔
や手を出したりしない

lダッシュボード・ハンドルのパッド部分・
インストルメントパネル下部などには何
も取り付けたり、置いたりしない

lドア・フロントウインドウガラス・ドアガ
ラス・フロントピラーおよびリヤピラー・
ルーフサイドレール・アシストグリップな
どには何も取り付けない
（速度制限ラベルを除く：→P. 543）
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警告

nSRSエアバッグについて

lSRS ニーエアバッグがふくらむ場所にビニールカバーが付いている場合は、
取り除いてください。

lエアバッグがふくらむ場所を覆うようなシートアクセサリーを使用しないで
ください。エアバッグが作動する際、アクセサリーが干渉するおそれがありま
す。そのようなアクセサリーがエアバッグが正常に作動するのをさまたげ、シ
ステムを不能にしたり、またはエアバッグが誤って作動したりして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lSRSエアバッグシステム構成部品の周辺およびフロントドアの周辺は、強く
たたくなど過度の力を加えないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しなくなるおそれがあります。

lSRSエアバッグがふくらんだ直後は、構成部品が熱くなっているため、ふれ
ないでください。

lSRSエアバッグがふくらんだあとに、もし呼吸が苦しく感じたら、ドアやド
アガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出てください。皮膚
の炎症を防ぐため、残留物はできるだけ早く洗い流してください。

lSRS エアバッグが収納されている部分に傷が付いていたり、ひび割れがあ
るときは、そのまま使用せずトヨタ販売店で交換してください。
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警告

n改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、次の改造・廃棄をしないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lSRSエアバッグの取りはずし・取り付け・分解・修理

l次の部品周辺の修理・取りはずし・改造

･ ハンドル
･ インストルメントパネル
･ ダッシュボード
･ シート
･ シート表皮
･ フロントピラー
･ センターピラー
･ リヤピラー
･ ルーフサイドレール
･ フロントドアパネル
･ フロントドアトリム
･ フロントドアスピーカー

lフロントドアパネルの穴あけなどの改造

l次の部品やその周辺の修理・改造

･ フロントフェンダー
･ フロントバンパー
･ 車内側面部

l次の部品、または装置の取り付け

･ グリルガード
･ 除雪装置
･ ウインチ

lサスペンションの改造

lCDプレーヤー・無線機などの電化製品の取り付け
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センサー
ボンネット
リフター

ポップアップフード

ポップアップフードは前方向からの衝突時にボンネットの後方を持ち上
げ、エンジンルーム内の空間を確保し、歩行者の頭部への衝撃を緩和さ
せます。
作動速度範囲での走行時に歩行者やその他の物体との衝突により、フロ
ントバンパー裏にあるセンサーが一定以上の衝撃を感知すると、システ
ムが作動し、ボンネットが持ち上がります。

システムの構成部品

1

2

3
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nポップアップフードについて

l廃車するときは、必ずトヨタ販売店にご相談ください。

lポップアップフードは、一度作動すると再使用できません。トヨタ販売店で交
換してください。

nポップアップフードが作動するとき

次のような衝撃を受けたときに作動します。

l作動速度範囲（約25～ 55km/h）での走行時、フロントバンパーに歩行者と同
等、もしくはそれ以上の衝撃を正面から受けたとき。（衝突したときにフロント
バンパーに痕跡が残らないような場合でも、一定以上の衝撃が加われば作動し
ます。また、軽いもの・小さな動物や他の小さな物体でも衝突の状況、速度に
よっては作動することがあります）

lその他に、次のような車両下部やフロントバンパーに衝撃を受けたときも作動
することがあります。

･ 縁石に衝突したとき
･ 深い溝や穴に落ち込んだとき
･ ジャンプして地面にぶつけたとき
･ 駐車場のスロープ・うねりのある道路・突起物や落下物などにぶつけたとき

nポップアップフードが作動しにくいとき

l走行中、フロントバンパーの左右の角や側面に歩行者がぶつかったときは、衝
撃を検知しにくいため、作動しないことがあります。
また、歩行者の衝撃によっては作動しにくい場合があります。

l車両が横すべりするなどして、車速が正しく検知できないときは正常に作動し
ないことがあります。

nポップアップフードが作動しないとき

次のようなときは作動しません

l横たわっている歩行者に衝突したとき

l作動速度範囲外での走行時にフロントバンパーが衝撃を受けたとき

l横方向や後部から衝撃を受けたとき

l横転、転覆したとき（事故の状況、形態によっては、ポップアップフードが作
動することがあります。）

n予防連携機能について

プリクラッシュセーフティによって歩行者・自転車運転者との衝突の可能性が高
いと判断されたとき、ポップアップフードの作動準備を整えます。

知識
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警告

nポップアップフードが作動したとき

lボンネット解除レバーを引かないでください。ポップアップフードが作動した
あとにボンネット解除レバーを引くと、さらにボンネットが上がり、思わぬけ
がをするおそれがあり危険です。また、ボンネットが上がったまま走行すると
視界がさまたげられ、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

lボンネットを無理に押しもどさないでください。作動したボンネットは手動で
は下げることができないため、ボンネットが変形したり、思わぬ傷害につなが
るおそれがあり危険です。

lポップアップフードが作動したあとは、トヨタ販売店で交換してください。な
お、車両の移動は安全な場所までにとどめ、販売店に連絡してください。

lポップアップフードが作動した直後は、リフターにふれないでください。作動
直後はリフターが熱くなっているため、やけどをするおそれがあります。

注意

nポップアップフードについて

lボンネットが完全に閉まっていないと、正常に作動しないおそれがあります。
走行前に必ず確認してください。

l4輪とも指定されたサイズのタイヤを指定空気圧（→P. 585）で使用してく
ださい。異なるサイズのタイヤを使用すると、システムが正常に作動しなくな
るおそれがあります。

lフロントバンパー周辺に何かがぶつかったときは、ポップアップフードが作動
していなくても、センサーが損傷しているおそれがあります。必ずトヨタ販売
店で点検を受けてください。

lポップアップフードの部品や配線などを取りはずしたり修理しないでくださ
い。誤って作動したり、正常に作動しなくなるおそれがあります。修理や交換
作業が必要なときは、トヨタ販売店にご相談ください。

lフロントバンパー・ボンネット・サスペンションなどを純正品以外のものに交
換しないでください。また、取りはずしたりしないでください。システムが正
常に作動しなくなるおそれがあります。

lフロントバンパーやボンネットにものを取り付けないでください。衝撃を正し
く検知できず、システムが正常に作動しなくなるおそれがあります。

lボンネットを強く閉めたり、リフターに荷重を加えないでください。リフター
が損傷し、システムが正常に作動しなくなるおそれがあります。

lサスペンションを改造しないでください。車高がかわると、システムが正常に
作動しなくなるおそれがあります。
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排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に有害な物質が含まれています。

警告

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸化炭素（CO）が含まれているため、次のこ
とを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を招き
事故の原因となるほか、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

n走行中の留意事項

トランクを閉じてください。
トランクが閉じているのに車内で排気ガス臭がするときは、ドアガラスを開け
て空気を入れかえ、すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けてください。

n駐車するとき

l車庫内など換気が悪い場所や囲まれた場所では、ハイブリッドシステムを停止
してください。

l長時間ハイブリッドシステムが作動したままにしないでください。
やむを得ないときは、開かれた場所に車を停め、排気ガスが車内に入ってこな
いことを確認してください。

l降雪時や雪が積もった場所では、ハイブリッドシステムが作動したままにしな
いでください。まわりに積もった雪で排気ガスが滞留して、車内に侵入するお
それがあります。

n排気管について

排気管は定期的に点検する必要があります。排気管等の腐食などによる穴や亀
裂、および継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は、必ず
トヨタ販売店で点検を受けてください。
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1-2. お子さまの安全

l お子さまにも必ずシートベルトを着用させてください。シートベルト
を正しく着用できない小さなお子さまを乗せるときは、適切なチャイ
ルドシートをご用意ください。（→P. 53）

l 運転装置にふれるのを防ぐため、お子さまはリヤシートに乗せること
をおすすめします。

l 走行中にドアを開けたり、パワーウインドウを誤操作したりしないよ
うに、チャイルドプロテクター（→ P. 126）・ウインドウロックス
イッチ（→P. 178）をご使用ください。

l 小さなお子さまには、パワーウインドウ・ボンネット・トランクやシー
トなど、体を挟まれるおそれがある装備類を操作させないでください。

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次のことをお守りください。

警告

lお子さまを車の中に残したままにしないでください。車内が高温になって熱射
病や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、発炎筒
などでやけどしたり、運転装置を動かして、思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。

l車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確保するための注意事項や
チャイルドシートの取り付け方などをまとめたP. 53 を参照してください。
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知っておいていただきたいこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P. 53
チャイルドシートを使用するときは・・・・・・・・・・・・・・・・P. 55
シート位置別チャイルドシートの適合性について・・・・・・・・P. 58
チャイルドシートの取り付け方法・・・・・・・・・・・・・・・P. 66
･ シートベルトで固定する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P. 67
･ ISOFIX ロアアンカレッジで固定する・・・・・・・・・・・・P. 69
･ トップテザーアンカレッジを使用する・・・・・・・・・・・・P. 71

l チャイルドシートに関する注意事項および法規について、優先してお
守りください。

l お子さまが成長し、適切にシートベルトが着用できるようになるまで
はチャイルドシートを使用してください。

l お子さまの年齢・体格に合わせて、適切なチャイルドシートをお選び
ください。

l すべてのチャイルドシートがすべての車両に適合するわけではありま
せん。チャイルドシートの使用・購入の際は、あらかじめ取り付ける
シート位置との適合性を確認してください。（→P. 58）

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルドシートを取り付ける前にお守りいただきた
いことや、チャイルドシートの種類および取り付け方法などを記載して
います。
l シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを乗せるとき
は、チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、
チャイルドシートはリヤシートに取り付けてください。
取り付け方法は、商品に付属の取扱説明書に必ず従ってください。

l トヨタでは、より安全にお使いいただくために、トヨタ純正チャイ
ルドシートの使用を推奨しています。
トヨタ純正チャイルドシートは、トヨタ車のために作られたチャイ
ルドシートです。トヨタ販売店で購入することができます。

目次

知っておいていただきたいこと
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警告

nお子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

l事故や急停止の際、効果的にお子さまを保護するために、必ず正しく取り付け
られたチャイルドシートを使用して、しっかり体を固定してください。お子さ
まに最適なチャイルドシートについては、チャイルドシート製造業者、または
販売業者にご相談ください。

lトヨタでは、お子さまの年齢や体の大きさに合った適切なチャイルドシートを
リヤシートに取り付けることを推奨します。事故統計によると、フロントシー
トよりリヤシートに適切に取り付けるほうがより安全です。

lお子さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりません。事故
の際、お子さまがフロントウインドウガラスや乗員、車内の装備にぶつかるお
それがあります。

nチャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急ブレーキをかけたときや衝突したときな
どに飛ばされるなどして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

l事故等で車両に強い衝撃を受けた場合は、チャイルドシートにも目に見えない
破損があるおそれが強いため、再使用しないでください。

lチャイルドシートによっては、取り付けができない、または取り付けが困難な
場合があります。その場合は、車への取り付けに適したチャイルドシートであ
るか確認ください。（→P. 58）本書のチャイルドシート固定方法およびチャ
イルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの上、確実に取り付け、使用方
法をお守りください。

lチャイルドシートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかりと取
り付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくだ
さい。

lチャイルドシートの取りはずしが必要な場合は、車両からはずして保管する
か、トランク内に容易に動かないように収納してください。
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n 助手席にチャイルドシートを取り付けるとき
お子さまの安全のために、チャイルドシートはリヤシートに取り付け
てください。
やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、助手席
シートを次のように調整し、チャイルドシートを取り付けてください。
l シートをいちばんうしろに下
げる

l 背もたれとチャイルドシート
の間にすき間がある場合は、背
もたれと チャイルドシートの
すき間が少なくなるように背
もたれを調整する

l クッション前端をいちばん下
に下げる

l シートの高さをいちばん高い位置まで上げる
l シートベルトの高さをいちばん下に下げる（→P. 35）
l ヘッドレストとチャイルドシートが干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、ヘッドレストを取りはずす
取りはずしができない場合は、ヘッドレストをいちばん上まで上げ
る

n リヤシートにチャイルドシートを取り付けるとき
リヤシートを次のように調整し、チャイルドシートを取り付けてくだ
さい。
l シートをいちばんうしろに下
げる

l 背もたれをいちばんうしろに
倒す

l ヘッドレストをいちばん低く
し、いちばんうしろにする

l ランバーサポートをいちばん
うしろに下げる

l 助手席の背もたれにあるオットマンを格納する
ドア連動シートリターン機能をOFFにしてください。（→P. 393）

リヤシート／オットマン位置もどしスイッチを押さないでください。（→P. 158）

チャイルドシートを使用するときは
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警告

nチャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

lやむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシー
トをうしろ向きに取り付けないでください。
うしろ向きに取り付けていると、事故などで助手席SRSエアバッグがふくら
んだとき、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがありま
す。
助手席側のサンバイザーに、同内容のラベルが貼られています。併せて参照し
てください。

lやむを得ず助手席に前向きにチャイルド
シートを取り付ける場合には、助手席シー
トをいちばんうしろに下げて取り付けて
ください。
助手席SRS エアバッグはかなりの速度と
力でふくらむので、お守りいただかない
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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警告

nチャイルドシートを使用するとき

lジュニアシートを使用している場合は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の中心
にくるようにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないように
してください。

lお子さまの年齢や体の大きさに合ったチャイルドシートを使用して、リヤシー
トに取り付けてください。

lチャイルドシートに座らせている場合で
も、ドア・シート・フロントピラー・リヤ
ピラー・ルーフサイドレール付近にお子さ
まの頭や体のどの部分も、もたれかけない
ようにしてください。SRS エアバッグが
ふくらんだ場合、大変危険であり、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

l運転席とチャイルドシートが干渉し、チャ
イルドシートが正しく取り付けられない
場合は、助手席側のリヤ席に取り付けてく
ださい。

l助手席シートとチャイルドシートが干渉
しないように、助手席シートを調整してく
ださい。
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n シート位置別チャイルドシートの適合性について
シート位置別チャイルドシートの適合性（→ P. 60）は、使用可能な
チャイルドシートの種類や取り付け可能な座席位置を記号で表してい
ます。また、お子さまに合った推奨チャイルドシートについても選択
することができます。
推奨チャイルドシートについては、「推奨チャイルドシートと適合性一
覧表」を確認してください。（→ P. 64）
次に記載されている、「シート位置別チャイルドシートの適合性を確認
する前に」も併せて確認してください。

n シート位置別チャイルドシートの適合性を確認する前に
チャイルドシートの規格を確認する
ＵＮ（ECE） R44※1 または、ＵＮ（ECE） R129※1 に適合した
チャイルドシートを使用してください。
適合したチャイルドシートには、次の認可マークが表示されていま
す。
チャイルドシートに付いている認可マークを確認してください。
法規番号の表示例
ＵＮ（ECE） R44認可マー
ク※2
対象となるお子さまの体重
の範囲が記載されていま
す。
ＵＮ（ECE） R129認可マー
ク※2
対象となるお子さまの身長
の範囲および使用可能な体
重が記載されています。

※1 ＵＮ（ECE） R44、ＵＮ（ECE） R129は、チャイルドシートに関する
国連法規です。

※2 表示されているマークは、商品により異なります。

シート位置別チャイルドシートの適合性について

1
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チャイルドシートのカテゴリーを確認する
チャイルドシートのカテゴリーが次のどのカテゴリーに該当するの
か、チャイルドシートの認可マークを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイルドシートに付属の取扱説明書を確認
頂くか、または販売業者へ確認してください。
･ ユニバーサル「universal
（汎用）」
･ セ ミ ユ ニ バ ー サ ル
「semi-universal（準汎用）」
･ リ ス ト リ ク テ ィ ッ ド
「restricted（限定）」
･ ビークルスペシフィック
「vehicle specific（特定車
両）」

2



60 1-2.  お子さまの安全

Century_J_OM

n シート位置別チャイルドシートの適合性

車両のシートベルトで固定するタイプのユニバーサル（汎
用）カテゴリーのチャイルドシートに適しています。

車両のシートベルトで固定するタイプの前向きに取付ける
ユニバーサル（汎用）カテゴリーのチャイルドシートに適
しています。

推奨チャイルドシートと適合性一覧表（→P. 64）に記載
されたチャイルドシートに適しています。

i-Size チャイルドシートおよび ISOFIX チャイルドシート
に適しています。

トップテザーアンカレッジが装備されています。

チャイルドシートの取り付けに適していません。

やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合に
は、チャイルドシートをうしろ向きに取り付けないでくだ
さい。

※1,2,3

※1,2,5

※1,2,5

※4
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※1 シートをいちばんうしろに下げた状態で取り付けてください。シートの高
さ調整ができる場合は、いちばん高い位置に調整してください。

※2 前向きにチャイルドシートを取り
付けるときに、背もたれとチャイ
ルドシートの間にすき間がある場
合は、背もたれとチャイルドシー
トのすき間が少なくなるように背
もたれを調整してください。

※3 ヘッドレストとチャイルドシートが干渉してチャイルドシートが正しく取
り付けられない場合、ヘッドレストの取りはずしが可能なときは、ヘッド
レストを取りはずしてください。
取りはずしができない場合は、ヘッドレストをいちばん上まで上げてくだ
さい。

※4 チャイルドシートを必ず、前向きで使用してください。
※5 ヘッドレストをいちばん低くし、いちばんうしろにしてください。
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n チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト式が搭載
可能な着座位置（有／無）

有
前向きのみ 有 有

アイサイズ着座位置（有／無） 無 有 有

搭載可能な横向きチャイルドシート着
座位置の治具（L1／ L2） × × ×

搭載可能なうしろ向きチャイルドシー
トの治具（R1／ R2X／ R2） × R1、R2、

R2X
R1、R2、
R2X

搭載可能な前向きチャイルドシートの
治具（F2X／ F2／ F3） × F2X、F2、

F3
F2X、F2、
F3

搭載可能なジュニアシートの治具
（B2／ B3） × B2、B3 B2、B3

3
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ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記
の表に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することがで
きます。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシー
トに付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシー
トに「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、
チャイルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお
問い合わせの上、適合性を確認してください。

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート



64 1-2.  お子さまの安全

Century_J_OM

n 推奨チャイルドシートと適合性一覧表

推奨チャイルド
シート 適応範囲 搭載する向き

着座位置

トヨタ純正 
NEO G-Child 
i-Size

身長：～83cm
（体重：～13kg） うしろ向き × ○ ○

月齢15か月以上かつ、
身長：76～ 100cm
（体重：～18kg）

前向き × ○ ○

トヨタ純正 
NEO G-Child 
Junior

身長：100～150cm
（体重：15～ 36kg） 前向きのみ × ○ ○

3
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チャイルドシートの隣の席を使用するときは、肩部ベルトが確実に肩を
通り、腰部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置に密着することを確認し
てください。チャイルドシートの隣の席に座ったときに、チャイルドシー
トの種類によっては、乗員の体またはシートベルトがチャイルドシート
と干渉するためシートベルトが正しく着用できず、十分な効果を発揮で
きない場合があります。その場合は、他の席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
l リヤシートにチャイルドシートを取り付けるときは、お子様やチャイ
ルドシートがフロントシートと干渉しないようにフロントシートを調
整してください。

l サポートベース付きのチャイルドシートを取り付けるときに、チャイ
ルドシートをサポートベースへ固定する際にチャイルドシートが背も
たれと干渉する場合は、チャイルドシートが干渉しなくなるまで背も
たれを調整してください。

l シートベルトのショルダーアン
カーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、シー
トを前方に動かします。

l ジュニアシートを取り付けるときに、お子様がかなり直立した姿勢に
なる場合は、背もたれの角度を最も快適な位置に調整します。また、
シートベルトのショルダーアンカーがチャイルドシートベルトガイド
より前にある場合は、シートを前方に移動します。
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チャイルドシートのご使用については、チャイルドシートに付属の取扱
説明書を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法

固定方法 ページ

シートベルト
で固定する P. 67

ISOFIX ロア
アンカレッジ
で固定する

P. 69

テザーベルト
を固定する P. 71
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n シートベルトで固定する
チャイルドシートに付属の取扱説明書に従ってチャイルドシートを取
り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場合は、チャイルドシートメーカー
が提供する「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合
わせの上、適合性を確認してください。（→P. 59, 60）
やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合は、助手席
シートを正しく調整してください。（→ P. 55）
リヤシートを正しく調整する（→P. 55）
チャイルドシートにシートベ
ルトを取り付け、プレートを
バックルに“カチッ”と音が
するまで挿し込む。ベルトがね
じれていないようにする
チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従い、シートベルトをチャイル
ドシートにしっかりと固定させてく
ださい。

チャイルドシートにシートベ
ルトの固定装置が備わってい
ない場合は、ロッキングクリッ
プ（別売）を使用して固定する
ロッキングクリップの購入にあたっ
ては、トヨタ販売店にご相談くださ
い。（ロッキングクリップ品番：
73119-22010）

取り付け後はチャイルドシートを前後左右にゆすり、しっかりと固
定されていることを確認してください。（→P. 68）

チャイルドシートをシートベルトで固定する

1

2

3

4

5
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n チャイルドシートの取りはずし
バックルの解除ボタンを押し、シートベルトをチャイルドシートから
取りはずす
バックル解除時に、シートクッションの反発により、チャイルドシートが跳ね
上がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックルの解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られますので、ゆっくり戻してください。

警告

nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

lお子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一ベルトが首に巻き付い
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。
誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、ハサミ
などでシートベルトを切断してください。

lシートベルトのプレートとバックルがしっかり固定されて、ベルトがねじれて
いないか確認してください。

lチャイルドシートを前後左右にゆすって、しっかり固定されているか確認して
ください。

lチャイルドシートを固定したあとは、シートを調整しないでください。

lジュニアシートを使用している場合は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の中心
にくるようにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないように
してください。

l必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの上、確実に取り付
け、使用方法をお守りください。
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n ISOFIX ロアアンカレッジについて
この車はリヤ外側席に ISOFIX
ロアアンカレッジが装備されて
います。（ロアアンカレッジが装
備されていることを示すマーク
がシートに付いています）

n ISOFIX ロアアンカレッジで固定する
チャイルドシートに付属の取扱説明書に従ってチャイルドシートを取
り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場合は、チャイルドシートメーカー
が提供する「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合
わせの上、適合性を確認してください。（→P. 59, 60）
リヤシートを正しく調整する（→P. 55）
カバーをめくり、ISOFIX ロア
アンカレッジの位置を確認す
る

チャイルドシートを ISOFIX ロアアンカレッジで固定する

1

2
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チャイルドシートをシートに
取り付ける
チャイルドシートのコネクタ（取り
付け金具）をロアアンカレッジに取
り付けます。
取り付け方法は、それぞれのチャイ
ルドシートに付属の取扱説明書に
従ってください。

取り付けたチャイルドシートを前後左右にゆすり、固定されている
ことを確認する（→P. 68）

3

警告

nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

lチャイルドシートを固定したあとは、シートを調整しないでください。

l ISOFIX ロアアンカレッジを使用するときは、周辺に障害物がないか、シート
ベルトが挟まっていないかなどを確認してください。

l必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの上、確実に取り付
け、使用方法をお守りください。

4
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n トップテザーアンカレッジについて
この車はリヤ外側席にトップテザーアンカレッジが装備されていま
す。
テザーベルトを固定するときに
使います。

n テザーベルトをトップテザーアンカレッジに固定する
チャイルドシートに付属の取扱説明書に従ってチャイルドシートを取
り付けてください。
リヤシートを正しく調整する（→P. 55）
フタを開けてトップテザーア
ンカレッジにフックを固定し、
テザーベルトを締める
テザーベルトをピンと張り、フック
がしっかり固定されていることを確
認します。（→P. 68）

トップテザーアンカレッジを使用する

トップテザーアンカレッジ

テザー
ベルト

1

テザーベルト
フック

2
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警告

nチャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

lテザーベルトがしっかり固定されて、ベルトがねじれていないか確認してくだ
さい。

lテザーベルトはトップテザーアンカレッジ以外に掛けないでください。

lチャイルドシートを固定したあとは、シートを調整しないでください。

l必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの上、確実に取り付
け、使用方法をお守りください。

注意

nトップテザーアンカレッジについて

使用しないときはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ
が破損するおそれがあります。
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1-3. ハイブリッドシステム

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ガソリンエンジン
電気モーター

ハイブリッドシステムの特徴

ハイブリッドシステムは、電気モーターとガソリンエンジンという2つ
のパワーのシナジー（相乗）効果により、優れた動力性能と低燃費化の
両立を高い次元で実現したシステムです。さらに、排出ガスを低減、ク
リーン化した環境に配慮した技術となっています。

1

2
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u 停車時・発進時・低速走行時

停車中はガソリンエンジンを停止※します。
発進時は電気モーターを使って発進します。
低速走行時や下り坂走行時もガソリンエンジンを停止※し、電気モー
ターを使って走行します。
シフトレバーがNにあるときは駆動用電池への充電が行われません。
※ 駆動用電池の充電が必要なときやエンジン暖機中など、ガソリンエンジン
が自動停止しないことがあります。（→P. 75）

u 通常走行時

主にガソリンエンジンを使用して走行します。
必要に応じて電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充電
します。

u 急加速時

アクセルペダルを強く踏み込むと、ガソリンエンジンに加え、駆動用
電池からも電気モーターに電力を供給し、電気モーターの出力を上げ、
力強く加速します。

u 減速時・制動時（回生ブレーキ）

車輪が電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充電します。

ガソリンエンジンが停止した状態での走行時、車両の接近を周囲の人に
知らせるため、車速に応じた音階で音を鳴らします。車速が約25km/h
をこえると消音します。

車両接近通報装置
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n回生ブレーキについて

次の場合、車の運動エネルギーを電気エネルギーに変換し、駆動用電池へ充電す
ると共に減速力を得ることができます。

lシフトレバーがDまたはSで走行中に、アクセルペダルから足を離したとき

lシフトレバーがDまたはSで走行中に、ブレーキペダルを踏んだとき

nEVインジケーターについて

nガソリンエンジンの自動停止について

車両状態に応じて、ガソリンエンジンは自動的に始動・停止します。
ただし、次のいずれかの状態では自動停止しないことがあり、燃費が低下する場
合があります。※

lガソリンエンジン暖機中

l駆動用電池充電時

l駆動用電池の温度が高いとき、または低いとき

l暖房をかけているとき

l急加速・急減速をくり返したとき

l長時間のハイブリッドシステム作動をくり返したとき

l長い下り坂を走行したとき
※ 状況により、上記の他にもガソリンエンジンが自動停止しない場合がありま
す。

n駆動用電池の充電について

ガソリンエンジンの動力による充電や回生ブレーキにより、駆動用電池が充電さ
れるため、車外からの充電は必要ありません。しかし、車両を長時間放置すると、
少しずつ放電します。そのため少なくとも、2～3ヶ月に一度、約30分間また
は16kmほど運転してください。
万一、駆動用電池が完全に放電し、ハイブリッドシステムを始動できないときは
トヨタ販売店にご連絡ください。

n補機バッテリーの充電について

→P. 569

知識

ガソリンエンジン停止中や、電気モーターの
みで走行しているときに、EV インジケー
ターが点灯します。
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n補機バッテリーあがり発生後や、交換などでターミナルを脱着したとき

ガソリンエンジンの自動停止が行われないことがあります。
自動停止しない状態が2～3日続く場合は、トヨタ販売店へご連絡ください。

nハイブリッド車特有の音と振動について

ハイブリッド車は、READYインジケーターが点灯し、走行可能な状態でも、通
常の車のように、エンジン音や振動がないことがあるため、走行可能な状態であ
ることに気が付かない場合があります。安全のため、駐車時は確実にシフトレ
バーをPにして、パーキングブレーキをかけてください。

ハイブリッドシステム始動後は、次のような音や振動が発生する場合があります
が、異常ではありません。

lエンジンルームからのモーター音

lハイブリッドシステム始動時や停止時に聞こえる車両後方および駆動用電池か
らの音

lハイブリッドシステム始動時および停止時に車両後方から聞こえる“コトン”、
“カチッ”などの高電圧リレーの音

lトランクを開けたときに聞こえる作動音

lガソリンエンジンの始動・停止時や低速走行時、およびアイドリング中にトラ
ンスミッション付近から聞こえる音

l急加速時のエンジン音

lブレーキペダルを踏んだときや、アクセルペダルをゆるめたときに聞こえる回
生ブレーキの音

lガソリンエンジンの始動・停止による振動

l駆動用電池冷却用吸入口 (→ P. 78) から聞こえるファンの音

n車両接近通報装置について

次のような場合は、周囲の人に通報音が聞こえにくくなることがあります。

l周囲の騒音が大きい場合

l雨または強風の場合

また、車両接近通報装置は車両前側にあるので、車両前方と比較して、車両後方
は聞こえにくくなることがあります。

nマルチインフォメーションディスプレイに“ 車両接近通報装置 故障 販売店で点
検を 受けてください” が表示されたとき

車両接近通報装置に異常があるおそれがあります。トヨタ販売店に連絡してくだ
さい。

nメンテナンスや修理・廃車について

お車のメンテナンスや修理・廃車の際は必ずトヨタ販売店にご相談ください。特
に廃車する場合は、トヨタ販売店を通じて駆動用電池の回収を行っていますの
で、ご協力ください。
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イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ハイブリッドシステムの注意

ハイブリッドシステムには、駆動用電池・パワーコントロールユニット・
オレンジ色の高圧ケーブル・電気モーターなどの高電圧部位（最高約
650V）や、冷却用ラジエーターなどの高温部位がありますので、ご注
意ください。ご使用前に、ここで説明している内容をよくお読みいただ
き、正しく取り扱ってください。なお、高電圧部位には、取り扱い上の
注意喚起のため 表示を含んだラベルが貼付されています。

CTP12BW029

パワーコントロールユニット
電気モーター
駆動用電池
DC/DCコンバーター

サービスプラグ
高電圧ケーブル（オレンジ色）
エアコンコンプレッサー

1

2

3

4

5

6

7
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トランク内部には、駆動用電池冷却
用の吸入口があります。吸入口をふ
さいだりすると、駆動用電池の入出
力に制限がかかる原因になります。

事故により衝撃を受けたときなどは、ハイブリッドシステムを停止して
高電圧を遮断します。また、フューエルポンプ制御により燃料供給を停
止し、燃料もれを最小限に抑えます。
この場合、ハイブリッドシステムを再始動させることができなくなるた
めトヨタ販売店へご連絡ください。

ハイブリッドシステムの異常やお知らせしたい事項が発生すると自動で
表示されます。
警告メッセージは、マルチインフォ
メーションディスプレイに表示さ
れます。
表示された画面の指示に従ってくださ
い。（→P. 524）

駆動用電池冷却用吸入口

緊急停止システム

警告メッセージ
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n警告灯が点灯したときや、警告メッセージが表示されたとき、または補機バッテ
リーとの接続が断たれたとき

ハイブリッドシステムを再始動できないおそれがあります。
もう一度始動操作をしてもREADYインジケーターが点灯しない場合はトヨタ販
売店にご連絡ください。

nガス欠になったとき

ガス欠でハイブリッドシステムが始動できないときは、燃料残量警告灯
（→ P. 518）が消灯するまで給油してから再始動してください。少量の給
油では始動できない場合があります。（給油量の目安は車両水平状態で約
13L 以上です。車両の傾きによって給油量はかわります。傾いているとき
は、少し多めに給油してください）

n電磁波について

l高電圧部位や高電圧配線は、電磁シールド構造になっています。従来の車や家
電製品と比べて、電磁波が多いということはありません。

lアマチュア無線の一部（遠距離通信）において、受信時に雑音が混入する場合
がありますので、あらかじめご了承ください。

n駆動用電池について

駆動用電池には寿命があります。寿命は車の使い方、走行条件により異なります。

n適合宣言

この車両は、ECE100（バッテリー電気車両安全）に基づいた水素排出量に適合
しています。

知識
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警告

n高電圧・高温について

この車は、高電圧システムを使用しています。
次のことをお守りいただかないと、やけどや感電など重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

l高電圧部位・高電圧の配線（オレンジ色）およびそのコネクターの取りはず
し・分解などは絶対に行わないでください。

l高電圧部位にふれないでください。特に走行後は高温になっており危険です。

lサービスプラグがリヤシート奥に設置し
てあります。サービスプラグは絶対にさわ
らないでください。サービスプラグは、ト
ヨタ販売店での車両の修理時などに、駆動
用電池の高電圧を遮断するためのもので
す。
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警告

n事故が発生したとき

次のことをお守りいただかないと、感電など重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

l続発事故防止のため安全な場所に停車して、パーキングブレーキをかけ、シフ
トレバーをＰに入れ、ハイブリッドシステムを停止する

l高電圧部位・高電圧配線（オレンジ色）などには、絶対にさわらない

l車室内および車室外に、はみ出している電気配線には絶対さわらない

l液体の付着やもれがある場合は絶対にさわらない
駆動用電池の電解液（強アルカリ性）が目や皮膚にふれると失明や皮膚傷害の
おそれがあり危険です。万一、目や皮膚に付着した場合はただちに多量の水で
洗い流し、早急に医師の診察を受けてください。

l駆動用電池の電解液がもれている場合は、車両に近付かない
万一、駆動用電池が破損しても、電池内部の構造により大量に電解液が流出す
ることはありませんが、流出すると蒸気を発生します。蒸気は目や皮膚に刺激
性があり、吸引すると急性中毒を起こすおそれがあり危険です。

l万一、車両火災が発生したときは、ABC消火器を使用して消火する
水をかける場合は、消火栓などから大量にかけてください。

l後輪が接地した状態でけん引しない
電気モーターから発電され、破損の状態によっては、火災のおそれがあり危険
です。（→P. 509）

l車の下の路面などを確認し、液体のもれ（エアコンの水以外）が見つかった場
合、燃料系統が損傷している可能性があります。そのままハイブリッドシステ
ムを始動すると燃料に引火するおそれがあり危険ですので、始動しないでくだ
さい。
この場合は、トヨタ販売店に状況を連絡するときに併せてお伝えください。



82 1-3.  ハイブリッドシステム

Century_J_OM

警告

n駆動用電池について

l絶対に転売・譲渡・改造などをしないでください。廃車から取りはずされた駆
動用電池は事故防止のため、トヨタ販売店を通じて回収を行っていますので、
ご協力ください。
適切に回収されないと、次のようなことがおこり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。

･ 不法投棄または放置され、環境汚染となるばかりか、第三者が高電圧部位
に触れてしまい、感電事故が発生する
･ 装備された車両以外で駆動用電池を使用（改造などを含む）し、感電事故、
発熱・発煙・発火・爆発事故、電解液漏出事故などが発生する
特に、転売・譲渡などを行うと、相手にこれらの危険性が認識されず、事故
につながるおそれがあります。

l駆動用電池を取りはずさないままでお車を廃棄された場合、高電圧部品・ケー
ブル・それらのコネクターにふれると、深刻な感電の危険があります。お車を
廃棄するときには、トヨタ販売店で駆動用電池を廃棄してください。駆動用電
池は適切に廃棄しないと、感電を引き起こし、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

注意

n駆動用電池冷却用の吸入口について

l吸入口をふさぐように荷物などを置かないでください。
吸入口がふさがれると駆動用電池の入出力に制限がかかる原因になります。

l吸入口に水や異物を入れないでください。
駆動用電池を損傷するおそれがあります。

l駆動用電池周辺に多量の水をこぼさないよう注意してください。
誤ってこぼしてしまったときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。
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1-4. 盗難防止装置

パワースイッチをOFFにすると、シ
ステムの作動を知らせるためにイ
ンジケーターが点滅します。
登録されたキーを携帯し、パワース
イッチをアクセサリーモードまたは
ON モードにするとシステムが解除さ
れ、インジケーターが消灯します。

nメンテナンスについて

イモビライザーシステムのメンテナンスは不要です。

nシステムが正常に作動しないとき

lキーが金属製のものに接したり、覆われているとき

lキーが他の車両のセキュリティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重なっ
ているときや接近しているとき

イモビライザーシステム

キーに信号発信機が内蔵してあり、あらかじめ登録されたキー以外では
ハイブリッドシステムを始動できません。
車両から離れる場合は、車内にキーを残さないでください。
このシステムは車両盗難の防止に寄与する機能であり、すべての車両盗
難に対する完全なセキュリティを保証するものではありません。

知識

注意

nイモビライザーシステムを正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムが正常に作動しな
いおそれがあります。
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2. 計器の見方
警告灯／表示灯..........................86
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マルチインフォメーション
ディスプレイ........................101
エネルギーモニター／
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2. 計器の見方

 表示タイプ1

 表示タイプ2

警告灯／表示灯

メーター・センターパネル・ドアミラーの警告灯／表示灯でお車の状況
をお知らせします。
次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。
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 表示タイプ3
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万一のシステム異常などを警告します。

警告灯一覧

※1

（赤色）

ブレーキ警告灯
（→P. 516）

※1 ABS＆ブレーキアシスト警
告灯（→P. 517）

※1

（黄色）

電子制御ブレーキ警告灯
（→P. 516）

※2
ブレーキオーバーライドシ
ステム／ドライブスタート
コントロール警告灯
（→P. 517）

※2 ハイブリッドシステム過熱
灯（→P. 516）

※1

（赤色）

パワーステアリング警告灯
（→P. 518）

※2
高水温警告灯（→P. 516）

※1

（黄色）

パワーステアリング警告灯
（→P. 518）

※2
充電警告灯（→P. 516） 燃料残量警告灯

（→P. 518）

※2
油圧警告灯（→P. 516）

運転席・助手席シートベル
ト非着用警告灯
（→P. 518）

※1 エンジン警告灯
（→P. 517）

※1 タイヤ空気圧警告灯
（→P. 518）

※1 SRSエアバッグ／
プリテンショナー警告灯
（→P. 517） （黄色）

LDA表示灯（→P. 519）

※1 ポップアップフード警告灯
（→P. 517）

※1
クリアランスソナーOFF表
示灯（→P. 518）
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※1 作動確認のためにパワースイッチをONモードにすると点灯し、数秒後また
はハイブリッドシステムを始動すると消灯します。点灯しない場合や点灯し
たままのときはシステム異常のおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受
けてください。

※2 マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

※1

（点滅
または
点灯）

PCS警告灯（→P. 519）
※1 運転支援情報表示灯
（→P. 520）

（黄色）
LTA 表示灯（→P. 519）

※1 スリップ表示灯
（→P. 520）

（黄色）

レーダークルーズコント
ロール表示灯（→P. 519）

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯
（→P. 520）

（黄色）

クルーズコントロール表示
灯（→P. 519）

※1

（点滅）

ブレーキホールド作動表示
灯（→P. 520）

（黄色）
PDA表示灯（→P. 519）
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システムの作動状況を表示します。

表示灯一覧

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

方向指示表示灯
（→P. 209）

（緑色）

レーダークルーズコント
ロール表示灯（→P. 300）

尾灯表示灯（→P. 218）
（白色）

LTA表示灯（→P. 275）

ハイビーム表示灯
（→P. 219）

（緑色）
LTA表示灯（→P. 275）

（緑色）

AHS表示灯（→P. 222）
AHB表示灯（→P. 226） （黄色

[点滅 ]）

LTA表示灯（→P. 275）

フロントフォグランプ表示
灯（→P. 230）

（緑色）
LDA表示灯（→P. 282）

リヤフォグランプ表示灯★
（→P. 230） （黄色

[点滅 ]）

LDA表示灯（→P. 282）

※1, 2
PCS警告灯（→P. 256）

（黄色）

LDA OFF表示灯
（→P. 282）

（白色）

クルーズコントロール表示
灯（→P. 310）

※3

（橙色）

BSMドアミラーインジケー
ター（→P. 319）

（緑色）

クルーズコントロール表示
灯（→P. 310）

※1, 2 クリアランスソナーOFF表
示灯（→P. 336）

（白色）

レーダークルーズコント
ロール表示灯（→P. 300）

クリアランスソナー検知表
示灯★（→P. 335）
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※1 システムがOFFのときに点灯します。
※2 作動確認のためにパワースイッチをONモードにすると点灯し、数秒後また
はハイブリッドシステムを始動すると消灯します。点灯しない場合や点灯し
たままのときはシステム異常のおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受
けてください。

※3 ドアミラーに表示されます。
※4 外気温が約3℃以下のとき、約10秒間点滅後に点灯します。
※5 センターパネルに表示されます。

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

※1, 2 運転支援情報表示灯
（→P. 319, 329, 344, 
352）

EVインジケーター
（→P. 75）

※2 スリップ表示灯
（→P. 370）

※4
低温表示灯（→P. 93）

※1, 2 VSC OFF表示灯
（→P. 371）

※5 セキュリティ表示灯
（→P. 83）

エアサスペンション HIGH
モード表示灯（→P. 365）

プラスサポート表示灯★
（→P. 377）

READYインジケーター
（→P. 195）

（白色）
PDA表示灯（→P. 288）

EVドライブモード表示灯
（→P. 201）

（緑色）
PDA表示灯（→P. 288）

パーキングブレーキ表示灯
（→P. 210）

エコドライブモード表示灯
（→P. 363）

※2 ブレーキホールドスタンバ
イ表示灯（→P. 215）

スポーツモード表示灯
（→P. 363）

※2 ブレーキホールド作動表示
灯（→P. 215）
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nクリアランスソナーOFF 表示灯について

クリアランスソナー検知表示灯がある車両（→P. 335）は、クリアランスソナー
機能のON／OFFの状態に関わらずシフトポジションをRにすると消灯します。

知識

警告

n安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS やSRS エアバッグなど安全装置の警告灯がパワースイッチをONモード
にしても点灯しない場合や点灯したままの場合は、事故にあったときに正しく
作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につながるおそれがありま
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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n 計器類の位置
 表示タイプ1／表示タイプ2

マルチインフォメーションディスプレイ
車両に関するさまざまな情報を表示します。（→P. 101）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（→P. 524）

外気温
外気温度を -40 ℃～ 60℃のあいだで表示します。

アナログメーター（表示タイプ2のみ）
お好みのメーターに変更することができます。（→P. 104）

アナログスピードメーター：車両の走行速度を示します。

タコメーター：毎分のエンジン回転数を示します。

ハイブリッドシステムインジケーター：ハイブリッドシステムの出力や回生レ
ベルを示します。（→P. 96）

デジタルスピードメーター
シフトポジション／シフトレンジ表示
時計
GPS の時刻情報（GPS 時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しく
は別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

計器類

メーターの表示について

1

2

3

4

5

6
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ウィジェット（オーディオシステム連携表示）
オーディオシステム連携表示の一部を簡易表示します。（→P. 106）

コンテンツ一覧が表示されているときは、ウィジェットが非表示になります。

航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を表示します。

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことが
あります。
･ 少量給油（約15L以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

ウィジェット（燃費グラフ）
燃費グラフの一部を簡易表示します。（→P. 106）

コンテンツ一覧が表示されているときは、ウィジェットが非表示になります。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（→P. 99）
水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

7

8

9

10

11

12
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 表示タイプ3

アナログメーター
お好みのメーターに変更することができます。（→P. 104）

ハイブリッドシステムインジケーター：ハイブリッドシステムの出力や回生レ
ベルを示します。（→P. 96）

タコメーター：毎分のエンジン回転数を示します。

マルチインフォメーションディスプレイ
車両に関するさまざまな情報を表示します。（→P. 101）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（→P. 524）

外気温
外気温度を -40°C～ 60°Cのあいだで表示します。

デジタルスピードメーター
シフトポジション／シフトレンジ表示
時計
GPS の時刻情報（GPS 時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しく
は別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

アナログスピードメーター
航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距離を表示します。

1

2

3

4

5

6

7

8
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燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことが
あります。
･ 少量給油（約15L以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

オドメーター／トリップメーターディスプレイ（→P. 99）
水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

n ハイブリッドシステムインジケーター
チャージエリア
回生※ブレーキ機能により、エネル
ギーを回収している状態を示しま
す。

回生した電力は、駆動用電池を充電
します。

エコエリア
エコ運転（環境に配慮した走行）を
している状態を示します。

インジケーターのバー表示をエコエ
リアに保つことで、エコ運転が可能
です。

パワーエリア
全開走行時など、エコ運転の範囲を超えている状態を示します。

ハイブリッドエコエリア
ガソリンエンジンの動力を使用しない状況を多く含む状態を示します。

ガソリンエンジンは、各種の条件により自動的に停止・再始動します。
※ ここでの回生の意味は、運動エネルギーを電気エネルギーに変換すること
です。

9

10

11

1

2

3

4
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nメーター・ディスプレイの作動条件

パワースイッチがONモードのとき

nエンジン回転数について

ハイブリッド車のエンジン回転数は、燃費の向上や排気ガス低減などのため、ち
密に制御されています。走行条件や運転条件が同じでも、エンジン回転数が異な
る場合があります。

n外気温表示について

l次の場合は、正しい外気温度が表示されなかったり、温度表示の更新が遅くなっ
たりすることがありますが、故障ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約20km/h 以下）のとき
･ 外気温度が急激に変化したとき（車庫・トンネルの出入り口付近など）

l“--”または“E”が表示されたときは、システム異常のおそれがあります。ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

n燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動しています。少量給油後に燃料計と航続可能距離の
表示が更新されない場合、次の操作を行うことで表示を更新することができま
す。

車両を平坦な場所に停車させる

燃料タンク内の燃料の動きがおさまるまで、しばらくお待ちください。

ODO/TRIP スイッチを押してオドメーター／トリップメーターの表示をオド
メーター（ODO）に切りかえる

パワースイッチをOFFにする

ODO/TRIPスイッチを押したまま、パワースイッチをONモードにする

そのまま約5秒間ODO/TRIP スイッチを押し続け、オドメーター（ODO）が
点滅を開始したら手をはなす

オドメーター（ODO）が約 5 秒間点滅したあと、通常の表示にもどれば、更
新は終了です。

n航続可能距離について

l運転履歴から学習した燃費と現在の燃料残量から算出した走行可能な距離を表
示します。使用環境（気象、渋滞など）や運転方法（急発進、エアコンの使用
など）に応じて燃費がかわるため、実際に走行できる距離とは異なります。

l燃料給油量が少量のとき、表示が更新されないことがあります。この場合、燃
料計の表示と共に更新することができます。（→P. 97）

知識

1

2

3

4

5
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n液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用しても問題ありません。

nカスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイの で、計器類の表示を変更できます。
（→P. 104）

警告

n低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面表示の切りかえが遅れる場合があります
ので、車室内を暖めてからご使用ください。

例えばシフトレンジ表示を使用した場合、シフト操作をしてもすぐにギヤ段の
表示が切りかわらないことで運転者がダウンシフトしなかったと誤解し、再度
ダウンシフトすることによって急激に過度のエンジンブレーキがかかり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注意

nハイブリッドシステムや構成部品への損傷を防ぐために

lタコメーターが表示されているときは、タコメーターの表示がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている範囲）に入らないようにしてください。

l“ エンジン冷却水高温 安全な場所に停車して 取扱書を確認してください ”
または“ハイブリッドシステム 高温出力制限中です”が表示されたときは、
オーバーヒートのおそれがあるため、ただちに安全な場所に停車してくださ
い。完全に冷えたあと、エンジンを確認してください。（→P. 573）
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n 表示項目
l オドメーター
走行した総距離を表示します。

l トリップメーターA／トリップメーターB
リセットしてからの走行距離を表示します。トリップA・トリップBの2種類
で使い分けることができます。

リセットするには、リセットしたい方のトリップメーターを表示中にスイッチ
を長押しします。

n 表示の切りかえ
スイッチを押すごとに表示が切
りかわります。また、トリップ
メーター表示中にスイッチを押
し続けると、走行距離を 0 にす
ることができます。

n音声対話サービスでの操作★

音声対話サービスを使用してオドメーター／トリップメーターを表示すること
ができます。

音声対話サービスについては、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

オドメーター／トリップメーターディスプレイ

知識

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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インストルメントパネル照明の明るさを調整できます。
車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明るさのレベルを調節することができます。

暗くする
明るくする

インストルメントパネル照明の明るさを調整するには

1

2
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マルチインフォメーションディスプレイは、外気温や走行に関するさま
ざまな情報を表示したり、設定を切りかえることができます。
コンテンツ表示エリア
走行に関するさまざまな情報を表示し
たり、車両設定を変更することができ
ます。

また、状況に応じて注意喚起やアドバ
イスなどを割り込み表示します。

走行支援システム表示エリア
コンテンツ表示エリアで運転支援シス
テム情報を表示していないときに運転
支援システムが作動していると、シス
テムの作動状況を表示します。
･ PCS（プリクラッシュセーフティ） （→P. 256）
･ LTA（レーントレーシングアシスト）（→P. 270）
･ LDA（レーンディパーチャーアラート）（→P. 276）
･ レーダークルーズコントロール（→P. 297）
･ クルーズコントロール （→P. 309）
･ PDA（プロアクティブドライビングアシスト）（→P. 283）

n液晶ディスプレイについて

→P. 98

マルチインフォメーションディスプレイ

機能概要

1

2

知識

警告

n運転中の使用について

lマルチインフォメーションディスプレイを操作する時は、周囲の安全に十分注
意してください。

lマルチインフォメーションディスプレイを見続けないでください。前方の歩行
者、障害物などを見落とすおそれがあり危険です。

n低温時の画面表示について

→P. 98
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u コンテンツ表示エリアの操作方法

メーター操作スイッチを使って次のように操作します。

／ ：マルチインフォ
メーションディスプレイの切
りかえ

／ ：表示項目の切りか
え・ページ送り・カーソル移動
短押し：決定
長押し：リセット・詳細項目表
示・ページ送り
ひとつ前の画面にもどる
電話の発着信・履歴表示
ハンズフリーシステムと連携して、発着信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムについて詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説明書」を
参照してください。

u メーターのページ切りかえ

メーター操作スイッチの また

は を押してページを切りかえ
る

操作方法

1

2

3

4
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n 表示項目
l ブランク（非表示）
l 運転支援システム情報
l ナビゲーションシステム連携表示
l 設定
l 警告メッセージ (→ P. 524)

n ページ内の表示項目の切りかえ
ページ内の設定モード画面から表示させる項目を選択します。
メーター操作スイッチの または を押してページを選択する
（→P. 102）

を長押しして設定モード画面にする
メーター操作スイッチの または を押して変更する表示画面
を選択する
メーター操作スイッチの または を押して表示項目を選択す
る
設定完了後、 を押す

n 運転支援機能情報表示について
次のシステムの作動状況を表示します。
l PCS（プリクラッシュセーフティ）(→ P. 256)
l LTA（レーントレーシングアシスト）(→ P. 270)
l LDA（レーンディパーチャーアラート）(→ P. 276)
l レーダークルーズコントロール (→ P. 297)
l クルーズコントロール (→ P. 309)
l PDA（プロアクティブドライビングアシスト）(→ P. 283)

n ナビゲーションシステム連携表示
マルチインフォメーションディスプレイに次の情報を表示します。
l 目的地案内
l コンパス

マルチインフォメーションディスプレイの表示項目について (中央画面)

1

2

3

4

5
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n 変更できる項目（メーター表示）
メーター表示の設定を から変更することができます。
l 言語
表示される言語を選択することができます。

l 単位
電費／燃費表示の単位を選択することができます。

l メータータイプ
メーター表示のタイプを変更することができます。

l メーターデザイン
メーター表示のデザインを変更することができます。

l アナログメーター
アナログメーターに表示する項目を選択することができます。

l EV インジケーター
EV インジケーターの作動／非作動を変更することができます。

l 燃費グラフ
燃費情報の表示を変更することができます。

l ドライブインフォタイプ
1行目と 2 行目の項目を別々に、平均車速／走行距離／走行時間から選択する
ことができます。

l TRIP A/B の表示項目
TRIP A/B のドライブインフォ情報を変更することができます。

l 割り込み表示
割り込み表示される項目の表示・非表示を、項目ごとに変更することができま
す。

l 初期化
メーターの表示設定をもとにもどすことができます。

n 変更できる項目（機能の切りかえ・車両設定）
→P. 586
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n 表示項目
l ブランク（非表示）
l 燃費グラフ
l 始動後走行時間／EV走行比率
l 運転支援システム情報 (→ P. 103)
l ナビゲーションシステム連携表示
l オーディオシステム連携表示
l ドライブインフォメーション
l TRIP A/B のドライブインフォメーション情報
l エネルギーモニター ( → P. 110)
l タイヤ空気圧 ( → P. 472)

n ページ内の表示項目の切りかえ
→P. 103

n サイド画面に表示させる項目の変更

メーター操作スイッチの または を押してページを選択する

を長押しして設定モード画面にする

メーター操作スイッチの または を押して変更する表示画面
を選択する

が表示されている画面でメーター操作スイッチの または

を押すと、各項目の表示・非表示を選択できる画面に移動しま
す。

メーター操作スイッチの または を押して表示させる項目を

選択し を押す

マルチインフォメーションディスプレイの表示項目について ( サイド画
面 )

1

2

3

4
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n 燃費グラフ
l 瞬間燃費
現在の瞬間燃費を表示します。

l 平均燃費
始動後・リセット後のうち、いずれかの平均燃費を表示します。

表示される平均燃費は で変更することができます。（→P. 104）
n 始動後走行時間／ EV 走行比率

始動後EV走行比率

ハイブリッドシステムを始動してか
ら現在までに EV 走行できた割合を
グラフ表示します。※

始動後走行時間
ハイブリッドシステムを始動してか
ら現在までの走行時間を表示しま
す。※

※ ハイブリッドシステムを始動するたびに、表示がリセットされます。

n ナビゲーションシステム連携表示
マルチインフォメーションディスプレイに次の情報を表示します。
l 目的地案内
l コンパス

n オーディオシステム連携表示について
オーディオシステムの作動状況をマルチインフォメーションディスプ
レイに表示できます。

1

2
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n ドライブインフォメーション

ドライブインフォメーション
1
ドライブインフォメーション
2

ドライブインフォタイプとドラ
イブインフォ項目の組み合わせ
を から選択して表示させるこ
とができます。（→P. 104）
l 平均車速：ハイブリッドシステムの平均車速を表示
l 走行距離：ハイブリッドシステムの走行距離を表示
l 走行時間：ハイブリッドシステムの経過時間を表示

n TRIP A/B のドライブインフォメーション

TRIP A/B 1 のドライブイン
フォメーション
TRIP A/B 2 のドライブイン
フォメーション

ドライブインフォタイプとドラ
イブインフォ項目の組み合わせ
を から選択して表示させるこ
とができます。（→P. 104）
l 平均車速：TRIP A/B の平均車速を表示
l 走行距離：TRIP A/B の走行距離を表示
l 走行時間：TRIP A/B の経過時間を表示

1

2

1

2
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n 変更できる項目（機能の切りかえ・車両設定）
→P. 586
n 変更できる項目（メーター表示）
→P. 104

n設定画面の操作について

l一部の項目を除き、車両走行中は設定画面を操作することができません。設定
を変更するときは、安全な場所に停車して操作してください。

l警告メッセージが表示されたときは、設定画面の操作が一時中断されます。

設定について

知識

警告

nディスプレイの設定を変更するとき

ハイブリッドシステムが作動している状態で操作を行う場合、車庫内など囲ま
れた場所では、十分に換気をしてください。換気をしないと、排気ガスが充満
し、排気ガスに含まれる一酸化炭素（CO）により、重大な健康障害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注意

nディスプレイの設定を変更するとき

補機バッテリーあがりを起こす可能性がありますので、確実にハイブリッドシ
ステムが作動している状態で実施してください。
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状況に応じて運転者に提案メッセージを表示する機能です。提案メッ
セージが表示されたときにメーター操作スイッチを操作することで、提
案された内容を直接操作することができます。
n 窓閉め提案（ワイパー連動）
雨が車内に入ることを防ぐために、ドアガラスが開いている状態でワ
イパーが動き始めるとドアガラスを閉める提案メッセージを表示しま
す。
このとき “ はい ” を選択すると、開いているすべてのドアガラスが
閉まります。

n 窓閉め提案（高速走行時）
ドアガラスが開いている状態で一定以上の車速になると、ドアガラス
を閉める提案メッセージを表示します。
このとき “ はい ” を選択すると、開いているすべてのドアガラスが
閉まります。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することができます。（→P. 586）

提案サービス機能

知識
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マルチメディアディスプレイ
マルチインフォメーションディ
スプレイ
メーター操作スイッチ

車両の駆動状況、ハイブリッドシステムの作動状況、およびエネルギー
の回収状況を確認できます。
n 表示のしかた
 マルチインフォメーションディスプレイ
メーター操作スイッチを使用してマルチインフォメーションディスプ
レイにエネルギーモニターを表示させる
マルチインフォメーションディスプレイのコンテンツ表示エリア（左／右）に
表示させることができます。

マルチインフォメーションディスプレイの操作方法については、P. 102 を参
照してください。

 マルチメディアディスプレイ

メインメニューの を選択する

“エネルギーフロー” を選択する

エネルギーモニター／燃費画面

ハイブリッドシステムの状態を、マルチインフォメーションディスプレ
イおよびマルチメディアディスプレイに表示します。

システムの構成部品

1

2

3

エネルギーモニターの見方

1

2
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n 表示について
エネルギーの流れに応じて矢印が表示されます。エネルギーの流れが
ないときは、矢印は表示されません。
矢印の色は次のように変化します。

青：電気エネルギーを回収・充電しているとき

黄：電気エネルギーを使用しているとき

赤：ガソリンエンジンの動力を使用しているとき

 マルチインフォメーションディスプレイ
エンジン
フロントタイヤ
リヤタイヤ
駆動用電池
図は説明のためにすべての矢印を掲
載しており、実際の表示内容とは異
なります。

 マルチメディアディスプレイ
エンジン
フロントモーター
駆動用電池
フロントタイヤ
リヤタイヤ
図は説明のためにすべての矢印を掲
載しており、実際の表示内容とは異
なります。

1

2

3

4

CTP20BW065
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nマルチメディアディスプレイ上の駆動用電池の表示について

駆動用電池に充電しているときは緑色に、駆動用電池の電力が使用されていると
きは黄色に、それぞれ表示色がかわります。

n駆動用電池の残量警告について

lシフトポジションがN で、駆動用電池の充電ができない状態が継続、もしくは、
駆動用電池の残量が一定未満まで低下すると、ブザーが断続的に吹鳴します。そ
の後、さらに残量が低下したときは、ブザー音が断続から連続にかわります。

lマルチインフォメーションディスプレイのメッセージとブザー音で警告された
ときは、画面の指示に従って対処してください。

nマルチメディアディスプレイ上のエンジンの表示について

ガソリンエンジンの暖気中はガソリンエンジンのイメージが青色で表示され、暖
気が終了すると赤色にかわります。

知識
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n 瞬間燃費画面
メインメニューの を選択する
“トリップインフォメーション” を選択する
燃費履歴画面が表示されたときは、“瞬間”を選択します。

履歴消去
過去 15 分間の 1 分ごとの
燃費（平均燃費）
瞬間燃費
ハイブリッドシステム始動
後平均車速
航続可能距離
ハイブリッドシステム始動
後経過時間

表示される平均燃費は、参考として利用してください。
表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合があります。

n 燃費履歴画面
メインメニューの を選択する
“トリップインフォメーション” を選択する
瞬間燃費画面が表示されたときは、“履歴”を選択します。

最新値表示
過去最高値表示
過去平均燃費表示
履歴削除
最新値更新

表示される平均燃費は、参考として利用してください。
表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合があります。

燃費画面の見方

1

2

1

2

3
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n過去の区間平均燃費の記録を更新するには

燃費履歴画面で“更新”を選択すると、平均燃費の値とグラフが更新され、新
たに平均燃費の記録を開始します。

n燃費データをリセットするには

“履歴削除”を選択すると、燃費データがリセットされます。

n航続可能距離について

現在の燃料残量で走行できるおよその距離を示します。

表示される距離は、過去の平均燃費をもとに算出されるため、表示される距離を
実際に走行できるとは限りません。

知識
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3-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。
電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシ
ステムの作動（→P. 139）
･ ワイヤレス機能の作動
（→P. 116）

メカニカルキー
キーナンバープレート

全ドアを施錠する（→P. 120）
必ず施錠されたことを確認してくださ
い。

ドアガラスを閉める※

全ドアを解錠する（→P. 120）
ドアガラスを開く※

トランクを開ける（→P. 131）
※ トヨタ販売店での設定変更が必要です。（→P. 586）

キー

キーについて

1

2

3

ワイヤレスリモコン

CTP31BW005
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メカニカルキーを取り出すには、解
除レバーをスライドさせてキーを
取り出してください
メカニカルキーは挿し込み方向に指定
のある片溝キーです。キーシリンダー
に挿し込めないときは、キー溝面の向
きをかえて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一
緒に携帯してください。電子キーの電
池が切れたときやスマートエントリー
＆スタートシステムが正常に作動しな
いとき、メカニカルキーが必要になり
ます。（→P. 563）

n駐車場などでキーを預けるときは

必要に応じてトランクオープナーメインスイッチを OFF にして、グローブボッ
クスを施錠します。（→P. 133, 423）メカニカルキーを取り出し、電子キーの
みを渡してください。

nメカニカルキーを紛失したとき

キーナンバープレートに打刻されたキーナンバーと残りのメカニカルキーから、
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいメカニカルキーを作ることができます。
キーナンバープレートは車の中以外の安全な場所（財布の中など）に保管してく
ださい。

n航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管する場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

メカニカルキーを使うには

CTP31BW006

知識
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n電池の消耗について

l電池の標準的な寿命は1～2年です。

l電池残量が少なくなると、ハイブリッドシステムを停止した際に車内から警告
音が鳴り、マルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示されま
す。

l長時間使用しない電子キーの電池消耗を抑えることができます。（→P. 141）

l電子キーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでも電池が消
耗します。次のような状態になったときは、電池が消耗している可能性があり
ます。新しい電池に交換してください。

･ スマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレスリモコンが作動しない
･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

l電池はお客様自身で交換することができます（→P. 492）が、交換の際にキー
が破損するおそれがあるため、トヨタ販売店での交換をおすすめします。

l電池の著しい消耗を防ぐため、次のような磁気を発生する電化製品の1ｍ以内に
電子キーを保管しないでください。

･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および充電器
･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

lスマートエントリー＆スタートシステムによる操作をしなくても、車両周辺に
長時間いると、電池の消耗は早くなります。操作をしない場合は、車両周辺に
長時間いないことをおすすめします。

l電池の消耗を抑えるため、車両周辺に長時間いるときは、降車オートロック機
能を一時的に非作動にすることをおすすめします。（→P. 492）

n電池の交換方法

→P. 492

nキー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認することができます。詳しくはトヨタ販売店
へご相談ください。

n不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使用すると、キーシリンダーが空まわりして
解錠できません。
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nマルチインフォメーションディスプレイに “ 新しいキーが登録されました 詳し
くは販売店に問い合わせください”と表示されたときは

追加で新しく電子キーが登録された場合、車外から解錠して運転席ドアを開けた
ときにメッセージが表示されることが1週間程続きます。電子キーの登録をした
覚えがないにも関わらずメッセージが表示されたときは、お持ちの電子キー以外
に登録されている電子キーがないかをトヨタ販売店で確認してください。

注意

nキーの故障を防ぐために

l落としたり、強い衝撃を与えたり、曲げたりしない

l温度の高いところに長時間放置しない

lぬらしたり超音波洗浄器などで洗ったりしない

lキーに金属製または磁気を帯びた製品を取り付けたり、近付けたりしない

l分解しない

l電子キー表面にシールなどを貼らない

lテレビやオーディオ、電磁調理器などの磁気を帯びた製品の近くに置かない

l電気医療機器（マイクロ波治療器や低周波治療器など）の近くに置いたり、身
につけたまま治療を受けない

n電子キー取り扱いの注意

nキーを携帯するときは

電源を入れた状態の電化製品とは10cm以上離して携帯してください。10cm
以内にあると電化製品の電波と干渉し正常に機能しない場合があります。

nスマートエントリー＆スタートシステムの故障などで販売店に車両を持ってい
くときは

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。

n電子キーを紛失したときは

電子キーを紛失した状態で放置すると、盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーをすべてお持ちのうえ、ただちにトヨタ販
売店にご相談ください。
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3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

u スマートエントリー＆スタートシステム

電子キーを携帯して操作します。
フロント席のドアハンドルを
握って解錠する
ハンドル裏面のセンサー部に確実に
触れてください。

施錠操作後 3 秒間は解錠できませ
ん。

ドアハンドル上側のロックセ
ンサー部（ハンドルのくぼみ
部）にふれ施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

u ワイヤレスリモコン

全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してくだ
さい。 
押し続けるとドアガラスが閉まりま
す。※

全ドアを解錠する
押し続けるとドアガラスが開きま
す。※

※ トヨタ販売店での設定変更が必要です。（→P. 586）

ドア

車外からの解錠・施錠

CTP32BW025

1

2

CTP32BW026

1

2
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n降車オートロック機能※

※ トヨタ販売店での設定変更が必要です。

次の手順で車から離れることで、自動で施錠することができます。

電子キーを携帯して降車し、すべてのドアを閉める

車内に電子キーがあると施錠できません。車内にあるすべての電子キーを携帯
してください。

電子キーの作動範囲内（→P. 140）でブザーが“ピピッ”と鳴るまで待機する

降車オートロック待機状態になります。

降車オートロック待機状態になったら、電子キーの作動範囲から離れる

すべてのドアが施錠され、作動の合図でお知らせします。（→P. 122）

約1分間電子キーの作動範囲から離れなかったときは、警告ブザーが鳴り、降
車オートロック待機状態が解除されます。この場合は、ドアを開閉することで
降車オートロック待機状態にもどります。

n降車オートロック機能を一時的に非作動にするには

降車オートロック待機状態のときに電子キーを携帯し、ブザーが“ ピッピー”
と鳴るまでドアハンドルを握り続けることで、降車オートロック機能を非作動に
することができます。

降車オートロック機能を一時的に非作動にした場合、次の操作のあとドアを開閉
することで作動可能状態にもどります。

lドアを施錠・解錠する

lハイブリッドシステムを始動する

n接近時オートアンロック機能※

※ トヨタ販売店での設定変更が必要です。

次の条件を満たしているときに、電子キーの作動範囲内に電子キーがあるとドア
を解錠することができます。

lすべてのドアが閉まっている

lすべてのドアが施錠されている

n接近時オートアンロック機能を一時的に非作動にするには

すべてのドアが閉まっている状態のときに電子キーを携帯し、ブザーが “ ピッ
ピー”と鳴るまでドアハンドル表面のロックセンサー部にふれ続けることで、接
近時オートアンロック機能を非作動にすることができます。

接近時オートアンロック機能を一時的に非作動にした場合、ハイブリッドシステ
ムを始動することで作動可能状態にもどります。

知識

1

2

3



122 3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

Century_J_OM

n作動の合図

ドア：
ブザーと非常点滅灯の点滅で知らせます。
（施錠は1回、解錠は2回）

トランク：
ブザーで知らせます。

n解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約30秒以内にドアを開けなかったときは盗難防止のため、自動的
に施錠されます。

nドアハンドル上側のロックセンサーで施錠できないとき

n半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態でドアを施錠しようとすると、ブザーが鳴りま
す。ドアを完全に閉めてから、もう一度施錠してください。

nスマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレスリモコンが正常に作動しな
いとき

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解錠ができます。（→P. 563）
電子キーの電池が消耗しているときは、電池を交換してください。（→P. 492）

n補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレスリモコンでドアを、施錠・
解錠することはできません。
メカニカルキーを使ってドアの施錠・解錠をしてください（→P. 563）

ドアハンドル上側のロックセンサーに指で
ふれても施錠できないときは、上下のロック
センサー部に同時にふれてください。
手袋を着用しているときは、手袋をはずして
ください。
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nリヤシートリマインダー機能

リヤシートへの荷物の置き忘れなどを防止するため、次の操作を行ってからパ
ワースイッチをOFF にするとブザーが鳴り、約 6秒間マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示されます。

lリヤドアを開閉したあと約10分以内にハイブリッドシステムを始動した

lハイブリッドシステムが作動している状態でリヤドアを開閉した

ただし、リヤドアを開けてから約2秒以内にリヤドアを閉めたときは、リヤシー
トリマインダー機能は作動しません。

リヤシートリマインダー機能は、リヤドアの開閉によりリヤシートに荷物などを
載せたと判断します。そのため、使い方によってはリヤシートに荷物を置き忘れ
ていてもリヤシートリマインダー機能が作動しないなど、実際の状況とは異なる
作動をする場合があります。
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u ドアロックスイッチ（施錠／解錠）

全ドアを施錠する
全ドアを解錠する

u ドアロックボタン（施錠）

 フロント席
ロックボタンを押し下げて、ドア
を施錠する

 リヤ席
ロックボタンを押し下げて、ドア
を施錠する

車内からの施錠／解錠

1

2



1253-2. ドアの開閉、ロックのしかた

3

各
部
の
操
作

Century_J_OM

u ドアハンドル（解錠）

 運転席ドア
ドアハンドルを引くとドアが解
錠され、ドアが開きます。
ドアが解錠されると、ロックボタン
が上がります。

 運転席以外のドア
ドアハンドルを引くとドアが解
錠され、再度ドアハンドルを引く
とドアが開きます。
ドアが解錠されると、ロックボタン
が上がります。
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 フロント席ドア
ロックボタンを押し下げる
ドアハンドルを引いたままドアを閉める
パワースイッチがアクセサリーモードまたはONモードのときや、車内に電子キー
が放置されているときは施錠されません。ただし、キーが正しく検知されずに施錠
される場合があります。

 リヤ席ドア
ロックボタンを押し下げる
ドアを閉める
車内に電子キーが放置されているときは施錠されません。ただし、キーが正しく検
知されずに施錠される場合があります。

施錠側にすると、リヤ席ドアが車内
から開かなくなります。
解錠
施錠
お子さまが車内からリヤ席ドアを開け
られないようにできます。両側のリヤ
席ドアを施錠側にしてください。

キーを使わずに外側からドアを施錠するときは

チャイルドプロテクター

1

2

1

2

1

2
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次の機能を設定・解除することができます。
設定一覧については、P. 586 を参照してください。

オートドアロック・アンロック機能

機能 作動内容

車速感応オートドアロック 速度が約 20km/h 以上になると全ドアが施錠
されます。

シフト操作連動ドアロック ハイブリッドシステムが作動中にシフトレ
バーをPから動かすと全ドアが施錠されます。

シフト操作連動アンロック シフトレバーをPに入れると全ドアが解錠され
ます。

運転席ドア開連動アンロック
パワースイッチを OFF にしてから 45 秒以内
に運転席ドアを開けると全ドアが解錠されま
す。
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n解錠ドアの切りかえ機能

ワイヤレスリモコンを使用して、スマートエントリー＆スタートシステムで解錠
できるドアの設定を切りかえることができます。

パワースイッチをOFFにする

キー表面のインジケーターが消灯しているときに、 と同時に、 または

のいずれかを約5秒間押し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切りかわります。（続けて切りかえ操作を行
う場合は、ボタンから手を離したあと、5秒以上間隔をあけてから手順 を行っ
てください）

n衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後左右から強い衝撃を受けると、すべてのドアが解錠されます。衝撃の
度合いや事故の状況によっては作動しないことがあります。

nメカニカルキーでの施錠・解錠

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解錠ができます。（→P. 563）

nチャイルドプロテクター使用時のドアの開け方

ドアを解錠して車外のドアハンドルを引くと開きます。万一、車内から開ける場
合はドアガラスを下げて手を出し、車外のドアハンドルを引いてください。

知識

1

2

2

マルチインフォメーショ
ンディスプレイ表示 解錠できるドア ブザー音

運転席のドアハンドルを
握ると運転席のみ解錠 車外：“ピピッ”（3回）

車内：“ポーン”（1回）助手席のドアハンドルを
握ると全席解錠

いずれかのドアハンドル
を握ると全席解錠

車外：“ピピッ”（2回）
車内：“ポーン”（1回）
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nイージークローザー

ドアが半ドア状態になったとき、イージークローザーが作動し自動で完全に閉ま
ります。

lパワースイッチがOFFになっていても、イージークローザーは作動します。

l車内のドアハンドルや車外のドアハンドルを引いたままドアを閉めるときは、
イージークローザーは作動しません。

lイージークローザーが作動中でも、車内のドアハンドルや車外のドアハンドル
を引いてドアを開けることができます。（ドアロックボタンやチャイルドプロテ
クターが施錠側のときを除く）

lイージークローザーでドアが閉まったあと数秒間モーター音が聞こえますが、
異常ではありません。

n半ドア走行時警告ブザー

いずれかのドア・トランクが確実に閉まっていない状態のまま、車速が約5km/h
をこえると警告ブザーが鳴ります。

開いているドア・トランクまたはボンネットがマルチインフォメーションディス
プレイに表示されます。

nスマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレスリモコンが正常に働かない
おそれのある状況

→P. 142

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）

警告

n事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、不意にドアが開き車外に放り出されるなど、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lすべてのドアを確実に閉め、施錠する

l走行中はドア内側のドアハンドルを引かない
特に、運転席はドアロックボタンが施錠側になっていてもドアが開くため、注
意してください。

lお子さまをリヤ席に乗せるときは、チャイルドプロテクターを使用して車内か
らドアが開かないようにする
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警告

nドアを開閉するときの留意事項

傾斜地・ドアと壁などのあいだが狭い場所・強風など、周囲の状況を確認し、
予期せぬ動きにも対処できるよう、ドアハンドルを確実に保持してドアを開閉
してください。

nワイヤレスリモコンを使ってドアガラスを操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがないことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、ワイヤレスリモコンによる操作をさせないでください。
お子さまや他の人がドアガラスに挟まれたり巻き込まれたりするおそれがあり
ます。

nイージークローザーについて

注意

nイージークローザーの故障を防ぐために

ひんぱんにドアの開閉を繰り返したり、イージークローザーの作動中にドアに
無理な力をかけたりしないでください。

ドアが半ドア状態になったとき、イージー
クローザーが働き完全に自動で閉まりま
す。また、作動し始めるまでに数秒かかり
ます。指などをドアのあいだに挟まないよ
うに注意してください。骨折など重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。

チャイルドプロテクターが施錠側になって
いるドアは、車内のドアハンドルを引いて
もイージークローザーの作動を停止できな
いため、特にご注意ください。
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トランクオープナースイッチを押
す
自動で全開します。

u スマートエントリー＆スタートシステム

電子キーを携帯し、トランクのス
イッチを押す
自動で全開します。

トランクが開く途中でスイッチを押
すと、作動を停止します。

次のいずれかの方法ですべての
ドアを解錠したときは、電子キー
を携帯しなくてもトランクを開
けることができます。
･ スマートエントリー＆スタートシステム
･ ワイヤレス機能
･ ドアロックスイッチ
･ メカニカルキー
･ オートドアアンロック機能

トランク

トランクオープナーやスマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤ
レスリモコンを使って開けることができます。
トランククローザーで閉めることもできます。

車内からトランクを開ける

車外からトランクを開ける

CTP32BW027
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u ワイヤレスリモコン

ブザーが鳴るまでスイッチを押
し続ける
自動で全開します。

トランクが開く途中でスイッチを押
すと、作動が停止します。

スイッチを押す
ブザーが鳴り、トランクが自動で閉ま
ります。

トランクが閉まる途中でスイッチを押
すと、トランクが再び開きます。

トランクグリップを持って、横方向
に力をかけないようにトランクを
引き下げ、外から押して閉めてくだ
さい。

CTP32BW028

トランククローザースイッチを使用して閉じる

トランクグリップを使用して閉じる
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トランクに積んだ荷物の盗難防止などのために、トランクオープナース
イッチを一時的に無効にすることができます。
グローブボックス内のメインス
イッチをOFFにする
ON
OFF
ワイヤレスリモコン・スマートエント
リー＆スタートシステムでもトランク
を開けられなくなります。

nトランクリッドランプ／トランクランプ

lトランクを開けたとき、トランクリッドランプ／トランクランプが点灯します。

lパワースイッチがOFFの場合、トランクリッドランプ／トランクランプが点灯
したままのときは、約20分後に自動消灯します。

nイージークローザー

トランクが半ドア状態になったとき、イージークローザーが働き自動で閉まりま
す。

lパワースイッチがOFFになっていても、イージークローザーは作動します。

lイージークローザーが作動しないときには、いったんトランクを半分以上開け
てから、再度閉めてください。

nトランク内キー閉じ込み防止機能について

lすべてのドアが施錠されている場合、トランク内に電子キーを置いたままトラ
ンクを閉めると、警告音が鳴ります。この場合、車外にあるトランクオープン
スイッチで開けられます。

lすべてのドアが施錠されている状態で、予備のキーをトランクに入れたときも、
キー閉じ込み防止機能が働き、トランクを開けることができます。盗難防止の
ため、車から離れるときは必ずすべての電子キーを携帯してください。

lすべてのドアが施錠されている状態でトランク内に電子キーを置いても、電子
キーが置かれた場所や、周囲の電波状況によっては、トランク内の電子キーを
検知できないことがあります。この場合は、キー閉じ込み防止機能が働かず、ト
ランクを閉めたときに施錠されてしまいます。トランクを閉めるときには、必
ず電子キーの所在を確認してください。

lドアがひとつでも解錠されている場合は、キー閉じ込み防止機能は働きません。
この場合は、車内のトランクオープナーでトランクを開けてください。

荷物の盗難防止などのために

1

2

知識
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n過負荷防止機構

トランクリッドの上に無理な力がかかっているとパワートランクリッドは作動
しません。

n落下防止機構

トランクリッドが自動で開くときに無理な力がかかると、トランクリッドが急激
に落下しないようにブレーキをかけます。

n挟み込み防止機構

トランクリッドが自動で閉まる途中で異物を挟むと、作動が停止し開きます。

n半ドア走行時警告ブザー

→P. 129

nメカニカルキーについて

トランクはメカニカルキーを使用して開けることもできます。（→P. 564）

トランクをメカニカルキーで開けたときは、パワートランクリッドとイージーク
ローザーは作動しません。作動させるには、手動でトランクを全閉にしてから操
作してください。

nスマートエントリー&スタートシステムやワイヤレスリモコンが正常に作動しな
いとき

メカニカルキーを使ってトランクを開けることができます。（→P. 564）

電子キーの電池が消耗しているときは、電池を交換してください。（→P. 492）

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）
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警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

n走行する前に

l走行前にトランクが閉まっていることを必ず確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突然開き、車外のものにあたったり、荷物が
投げ出されたりして思わぬ事故につながるおそれがあります。

lトランクの中でお子さまを遊ばせないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病や窒息などを引き起こすおそれがありま
す。

lお子さまにはトランクの開閉操作をさせないでください。
不意にトランクリッドが開いたり、閉めるときに手・頭・首などを挟んだりす
るおそれがあります。

n走行中の留意事項

トランク内には絶対に人を乗せないでください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや衝突したときなどに、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
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警告

nトランクの使用にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につながるおそれがあり
危険です。

lトランクを開ける前に、トランクリッド上の雪や氷などの重量物を取り除いて
ください。開いたあとに重みでトランクリッドが突然閉じるおそれがありま
す。

lトランクを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。

l人がいるときは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてくださ
い。

l強風時の開閉には十分注意してください。
トランクリッドが風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれがあり
ます。

lトランクリッドにトヨタ純正品以外のアクセサリー用品を取り付けないでく
ださい。トランクリッドの重量が重くなると、開いたあとに突然閉じるおそれ
があります。

l半開状態で使用すると、トランクリッドが
突然閉じて重大な傷害を受けるおそれが
あります。特に傾斜地では、平坦な場所よ
りもトランクの開閉がしにくく、急にトラ
ンクが開いたり閉じたりするおそれがあ
ります。必ずトランクが全開で静止してい
ることを確認して使用してください。

lトランクを閉めるときは、トランクリッド
で指などを挟まないよう十分注意してく
ださい。

lトランクは必ず外からトランクリッド上
面を軽く押して閉めてください。トランク
グリップで直接トランクを閉めると、手や
腕を挟むおそれがあります。
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警告

nイージークローザーについて

nパワートランクリッドについて

パワートランクリッドの操作時は、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害につながるおそれがあり危険です。

l周囲の安全を確かめ、障害物がないか、身のまわりの品が挟み込まれる危険が
ないか確認してください。

l人がいるときは、作動させる前に安全を確認し、動かすことを知らせる「声か
け」をしてください。

lトランクリッドが自動で開いている途中でパワートランクリッドスイッチを
押すと、作動が停止します。坂道などの傾斜地では、停止させたとき急に開い
たり閉じたりするおそれがあるため、十分注意してください。

l傾斜した場所では、自動で開いたあとにトランクリッドが突然閉じる場合があ
ります。トランクは必ず全開で静止していることを確認して使用してくださ
い。

l次のような場合、システムが異常と判断し自動作動が停止することがありま
す。手動作動に切りかわり、急にトランクリッドが閉じるなどして思わぬ事故
につながるおそれがあるため、十分に注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき
･ ハイブリッドシステム停止時でパワートランクリッドが自動作動している
ときに、パワースイッチを ON モードにしたりハイブリッドシステムを始
動したりして、補機バッテリー電圧が急に低下したとき

lトランクリッドにトヨタ純正品以外のアクセサリー用品を取り付けないでく
ださい。自動で作動できずにパワートランクリッドが故障したり、開いたあと
に突然閉じるおそれがあります。

トランクが半ドア状態になったとき、イー
ジークローザーが働き完全に自動で閉まり
ます。また、作動し始めるまでに数秒かか
ります。指などをトランクのあいだに挟ま
ないように注意してください。骨折など重
大な傷害を受けるおそれがあり危険です。
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警告

n挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害につながるおそれがあり危険です。

l挟み込み防止機能を故意に作動させようとして、体の一部を挟んだりしないで
ください。

l挟み込み防止機能は、トランクが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しない
場合があります。指などを挟まないように注意してください。

l挟み込み防止機能は、挟まれるものの形状や挟まれかたによっては作動しない
場合があります。指などを挟まないように注意してください。

注意

nイージークローザーの故障を防ぐために

イージークローザーの作動中は、トランクに無理な力をかけないでください。

nパワートランクリッドの故障を防ぐために

lパワートランクリッドを作動させる前に、トランクリッドの上に雪や荷物など
が載っていないことを確認してください。また、凍結によるトランクの貼り付
きがないことを確認してください。トランクリッドに無理な力がかかっている
状態で作動させると、故障の原因になります。

lパワートランクリッドの作動中は、トランクリッドに無理な力をかけないでく
ださい。
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l ドアを施錠・解錠する（→P. 120）
l トランクを開ける（→P. 131）
l ハイブリッドシステムを始動する（→P. 195）

nアンテナの位置

スマートエントリー＆スタートシステム

電子キーをポケットなどに携帯していると、次の操作が行えます。
必ず運転者が携帯してください。

知識

車外アンテナ

車室内アンテナ

トランク内アンテナ

トランク外アンテナ

1

2

3

4
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n作動範囲（電子キーの検知エリア）

n警告音と警告表示について

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を防ぐため、車内や車外で警告音が鳴った
り、マルチインフォメーションディスプレイに警告が表示されることがありま
す。マルチインフォメーションディスプレイに警告が表示されたときは、ディス
プレイの表示をもとに適切に対処してください。（→P. 524）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法は次のようになります。

：ドアの施錠・解錠時

ドアハンドルから周囲約 70cm 以内
で電子キーを携帯している場合に作
動します。（電子キーを検知している
ドアハンドルのみ作動します）

：トランクの解錠時

トランクオープンスイッチから周囲約 70cm 以内で電子キーを携帯し
ている場合に作動します。

：ハイブリッドシステム始動時またはパワースイッチ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作動します。

警告音 状況 対処方法

車外から“ピー”と
5秒間鳴る

いずれかのドアが開いて
いるときにスマートエン
トリー＆スタートシステ
ムで施錠しようとした

全ドアを閉めたあと、再
度施錠してください。

全ドアが施錠されている
状態で電子キーをトラン
ク内に置いたままトラン
クを閉めた

トランク内から電子キー
を取り出したあと、トラ
ンクを閉めてください。

車内から“ポーン”、
“ポーン”と鳴り続ける

運転席ドアが開いている
状態でパワースイッチを
アクセサリーモードにし
た（パワースイッチがア
クセサリーモードのとき
運転席ドアを開いた）

パワースイッチを OFF
にしたあと、運転席ドア
を閉めてください。

運転席ドアが開いている
状態でパワースイッチを
OFFにした

運転席ドアを閉めてくだ
さい。
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nマルチインフォメーションディスプレイに“車室内にキーが あります”と表示
されたとき

車内に電子キーを置いたまま、スマートエントリー＆スタートシステムでドアを
施錠しようとすると、警告メッセージが表示されます。車内から電子キーを取り
出したあと、再度施錠してください。

n節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補機バッテリーあがりを防止するため、節
電機能が働きます。

l次の状況では、スマートエントリー＆スタートシステムによる解錠に時間がか
かる場合があります。またイルミネーテッドライトが点灯しない、接近時オー
トアンロック機能による解錠が作動しない場合があります。

･ 車の周辺に電子キーを一定時間以上放置した。
･ 5日間以上スマートエントリー＆スタートシステムを使用しなかった

l14日間以上スマートエントリー＆スタートシステムを使用しなかった場合、運
転席以外での解錠ができなくなります。この場合は、運転席のドアハンドルを
握る、もしくは、ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してください。

n電子キーの節電モードについて

節電モードに設定すると、電子キーによる、電波の受信待機を停止し、電子キー
の電池の消耗を抑えることができます。

n電子キーの機能が停止するとき

電子キーを置いたままにするなど、一定時間電子キーの位置に変化がなかった場
合、電池の消耗を抑えるために電子キーの機能が停止します。

この場合は、電子キーを持ち上げるなどして位置を動かすことで、自動的に復帰
します。

電子キーの を押しながら、 を 2 回押
し、電子キーのインジケータが 4 回光るこ
とを確認してください。

節電モード中は、スマートエントリー& ス
タートシステムを使用できません。節電モー
ドを解除するには、電子キーのいずれかのス
イッチを押してください。 CTP32BW029
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n機能が正常に働かないおそれのある状況

スマートエントリー＆スタートシステムは微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、イモビライザーシステムが正常に作動しない場
合があります。（対処方法：→P. 563）

l電子キーの電池が消耗しているとき

l近くにテレビ塔や発電所・ガソリンスタンド・放送局・大型ディスプレイ・空
港があるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとき

l電子キーが、次のような金属製のものに接していたり、覆われたりしているとき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDやDVDなどのメディア

l近くで他の電波式ワイヤレスリモコンを使用しているとき

l電子キーを、次のような電波を発信する製品と同時に携帯しているとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話などの無線通信機器
･ 他の電子キー、電波式ワイヤレスリモコン
･ パソコンや携帯情報端末（PDAなど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

lリヤウインドウガラスに金属を含むフィルムなどが貼ってあるとき

l充電器など電子機器の近くに電子キーを置いたとき

lコインパーキングに駐車しているとき

スマートエントリー＆スタートシステムでドアを施錠・解錠できない場合は、次
の方法を試してください。

lドアハンドルに電子キーを近付けて操作する

lワイヤレス機能を使用する

上記の方法でも施錠・解錠できない場合は、メカニカルキーを使用してください。
（→P. 563）

また、スマートエントリー＆スタートシステムでハイブリッドシステムが始動で
きない場合は、P. 565を参照してください。
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nご留意いただきたいこと

l電子キーが作動範囲内（検知エリア内）にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。

･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドアガラスやドアハンドルに近付きすぎる、
または地面の近くや高い場所にある
･ トランクの解錠時に電子キーが地面の近くや高い場所にある、またはリヤバ
ンパー中央に近付きすぎている
･ ハイブリッドシステム始動時やパワースイッチの切りかえ時に、電子キーが
インストルメントパネルやフロア上・リヤシート後方のパッケージトレイ上・
ドアポケット・またはグローブボックス内などに置かれていた
･ ドア解錠時に電子キーと車両との間を体でさえぎっている

lインストルメントパネル上面やドアポケット付近に電子キーを置いたまま車外
に出ると、電波の状況によっては車外アンテナに検知され車外から施錠でき、電
子キーが車内に閉じ込められるおそれがあります。

l電子キーが作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人以外でも施錠・解
錠できます。ただし、電子キーを検知しているドア以外は解錠しません。

l車外でも電子キーがドアガラスに近づいていると、ハイブリッドシステムを始
動できることがあります。

l電子キーが作動範囲内にあるとき、洗車や大雨などでドアハンドルに大量の水
がかかると、ドアが施錠・解錠することがあります。（ドアの開閉操作がなけれ
ば、解錠されても約30秒後に自動で施錠します）

lワイヤレスリモコンなどでの施錠時に電子キーが車両の近くにあると、スマー
トエントリー＆スタートシステムでの解錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できます）

l手袋を着用していると施錠・解錠しないことがあります。

lロック操作は、連続で2回まで有効です。3回目以降はロック動作しません。※

l電子キーを携帯したまま洗車をすると、水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。その場合は次のような処置をしてくださ
い。

･ 電子キーを車両から約2ｍ以上離れた場所に置く（盗難に注意し保管してく
ださい）
･ 電子キーを節電モードに設定してスマートエントリー＆スタートシステムの
作動を停止する（→P. 141）

l洗車機での洗車中にキーが車内にあると、水がドアハンドルにかかったときに、
マルチインフォメーションディスプレイに警報が表示され車外のブザーが吹鳴
することがあります。全てのドアを施錠すると警報は止まります。

lロックセンサーの表面に氷や雪、泥が付着すると、センサーが反応しないこと
があります。その場合は氷や雪、泥を取り除いて再度操作するか、ハンドル下
部のロックセンサーを使って操作してください。
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lすばやいドアハンドル操作や、車外アンテナの作動範囲内へ入ってすぐのドア
ハンドル操作では、解錠しないことがあります。センサーにふれ解錠したこと
を確認してからドアハンドルを引いてください。

l作動範囲内に他の電子キーがあると、解錠に時間がかかることがあります。
※ トヨタ販売店での設定変更が可能です。

n降車オートロック機能※1についてご留意いただきたいこと

l車内に人が乗っている場合でも、車内に電子キーがないときは降車オートロッ
ク機能が作動します。施錠したくないときは、降車オートロック機能を非作動
にしてください。（→P. 121）

l洗車機などの大きな金属物が動くような場所では、電子キーの位置が正しく検
知されないおそれがあります。降車オートロック機能の誤作動を防ぐために、車
から離れるときは車内に電子キーを残さないでください。

l全てのドアを閉めたあとに次の操作をすると、降車オートロック機能が解除さ
れます。

･ ブレーキペダルを踏んだとき
･ パワースイッチを押したとき
･ 降車オートロック機能以外で施錠・解錠したとき
降車オートロック機能を作動させるには、いずれかのドアを開閉してください。

l電子キーのスイッチを押し続けている場合、降車オートロック機能が正常に作
動しないおそれがあります。

l降車オートロック待機状態のときにいずれかのドアを開けると、降車オート
ロック機能が解除されます。

lすべてのドアが閉じたときに電子キーが作動範囲内にない場合でも、一定時間
内に電子キーが作動範囲内に入ると降車オートロック機能が作動します。

l電池残量が少ないときは、降車オートロック機能が正常に作動しないおそれが
あります。

l降車オートロック機能を一時的に非作動にする（→P. 121）とき、ブザーが2
回鳴る前に次の操作をすると、降車オートロック機能は非作動になりません。

･ いずれかのドアを開けたとき
･ ブレーキペダルを踏んだとき
･ パワースイッチを押したとき
降車オートロック機能を一時的に非作動にするには、いずれかのドアを開閉した
あと、操作をやり直してください。

l降車オートロック機能を一時的に非作動にする（→P. 121）ときは、施錠され
ていないドアのドアハンドルを握ってください。

l降車オートロック機能を一時的に非作動にする（→P. 121）ときにブザーが鳴
らない場合は、電子キーの位置を確認してから再度ドアハンドルを握ってくだ
さい。
※ トヨタ販売店での設定変更が必要です。
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n長期間運転しないとき

l盗難防止のため、電子キーを車両から約2m以上離しておいてください。

lあらかじめスマートエントリー＆スタートシステムを非作動にすることができ
ます。（→P. 586）

l長時間使用しない電子キーの電池消耗を抑えることができます。（→P. 141）

nシステムを正しく作動させるために

l電子キーを必ず携帯した上で作動させてください。また、車外から操作する場
合は電子キーを車両に近付けすぎないようにしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがあります。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ
込み防止機能が働かないこともあります）

lトランク内に電子キーを置かないでください。
電子キーの場所（スペアタイヤ★付近、トランク内側の端）、状況（金属製のか
ばんの中、金属製のものの付近など）、または周辺の電波環境によっては、キー
閉じ込み防止機能が作動しない場合があります。（→P. 133）

nスマートエントリー＆スタートシステムが正常に作動しないとき

lドア・トランクの施錠・解錠：→P. 563

lハイブリッドシステムの始動：→P. 565

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）

nカスタマイズ機能でスマートエントリー＆スタートシステムをキャンセルしたと
きは

lドア・トランクの施錠・解錠：ワイヤレス機能、またはメカニカルキーを使っ
てドア・トランクの施錠・解錠ができます。（→P. 120, 132, 563）

lハイブリッドシステムの始動・パワースイッチのモード切りかえ：→P. 565

lハイブリッドシステムの停止：→P. 196

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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警告

n電波がおよぼす影響について（スマートエントリー＆スタートシステムアンテ
ナ）

l植込み型心臓ペースメーカー、植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータ
および植込み型除細動器を装着されている方は、アンテナ（→P. 139）から
約 22cm 以内に近付かないようにしてください。電波により植込み型心臓
ペースメーカー、植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータおよび植込み
型除細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。

l植込み型心臓ペースメーカー、植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータ
および植込み型除細動器以外の医療用電気機器を使用される場合は、電波によ
る影響について医療用電気機器製造業者などに事前に確認ください。電波が医
療用電気機器の動作に影響を与えるおそれがあります。

スマートエントリー＆スタートシステムを非作動にすることもできます。詳し
くはトヨタ販売店にお問い合わせください。
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3-3. シートの調整

前後位置調整
リクライニング調整
クッション前端の上下調整
シート全体の上下調整
腰部調整（ランバーサポート）（運
転席のみ）

フロントシート

調整のしかた

1

2

3

4

5
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n オート作動での操作
背もたれとヘッドレストを前
倒し、シートを前方に動かす
背もたれとヘッドレストを起
こし、シートを中立位置に戻す
リヤ席が中立位置でないときは、リ
ヤ席が中立位置まで作動したあと、
助手席が中立位置にもどります。

ヘッドレストを前倒しにする
ヘッドレストを中立位置に戻す
作動条件を満たさないときは、ボタンを押しても作動しません。

n マニュアル作動での操作
背もたれを前に傾ける
背もたれをうしろに傾ける
シートを前方に移動する
シートを後方に移動する
操作スイッチを押しているあいだ、
助手席シートを調整することができ
ます。

運転席からの助手席操作について

1

2

3

4

1

2

3

4
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n オートでの作動
リヤマルチオペレーションパネルのHOME画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「助手席」をタッチする
操作スイッチをタッチする
作動条件を満たしていないときは、
操作スイッチがグレー表示になりま
す。

途中で停止するときは、「停止」を
タッチします。

ヘッドレストを前倒しにす
る

ヘッドレスト中立位置に戻す
背もたれとヘッドレストを起こし、シートを後方に動かす
リヤ席が中立位置でないときは、リヤ席が中立位置まで作動したあと、助手
席が中立位置にもどります。

背もたれとヘッドレストを前倒しにし、シートを前方に動かす
n マニュアル作動での操作

リヤマルチオペレーションパネルのHOME画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「助手席」をタッチする
操作スイッチをタッチする
操作スイッチをタッチしているあい
だ、助手席シートを調整することが
できます。

背もたれを前に傾ける
背もたれをうしろに傾ける
シートを後方に移動する
シートを前方に移動する

リヤ席からの助手席操作について

1

2

3

1

2

3

4
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nシートの調整について

l天井との干渉を回避するため、シートの作動を制限することや、調整している
部位以外が作動することがあります。

l助手席とリヤ席の距離が近いと、作動が制限されることがあります。

n助手席を前倒しにしたとき

助手席のヘッドレストを前倒しにすることで、リヤ席からの車両前方視界をより
広くすることができます。

n助手席シートの可倒式ヘッドレストについて

助手席のヘッドレストを前倒しにしたとき、助手席側のドアを開けて、助手席
シート調整スイッチで助手席位置を後方に調整、またはリクライニングを後方に
倒すと、スイッチを離したあと、ヘッドレストが中立位置にまでもどります。

n助手席シートの操作について

次のときは、シート操作スイッチを操作しても、ヘッドレストを前倒しまたは中
立位置にできません。

lパワースイッチがアクセサリーまたはOFF のとき

l助手席に乗員がいるときや重い荷物を載せているときなど、シートが重量を検
知しているとき※

l助手席シートベルトがバックルに留められているとき

l助手席ドアが開いているとき
※ 一度シートが重量を検知すると、助手席ドアを開閉するか、パワースイッチを
OFFにするまで、検知状態が継続します。

知識
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警告

nシートを調整するとき

l同乗者がシートにあたってけがをしないように注意してください。

lシートの下や動いている部分に手を近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

l足元のスペースを確保し足を挟まないように注意してください。

nリクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでください。
必要以上に倒しすぎると、事故のときに体がシートベルトの下にもぐり、腹部
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトが首にかかるなどして、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

n運転席またはリヤ席からの助手席操作について

助手席に乗員がいるときは操作をしないでください。また、操作中やヘッドレ
ストが前倒しになっているときは、助手席に座らないでください。
足や頭を挟むなどして助手席乗員がけがをするおそれがあります。

n助手席を前倒しにしたとき

運転席からドアミラーが見えにくい場合は、助手席の位置を調整してください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

n可倒式ヘッドレストについて

ヘッドレストを前倒しにしたまま、助手席に人を乗せないでください。衝突し
たときなどに重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。人を乗せるときは、
必ず走行前にヘッドレストを引き起こして正しい位置に調整してください。

注意

n運転席またはリヤ席からの助手席操作について

操作するときは助手席の上や足元に作動をさまたげるものがないことを確認し
てください。シートに無理な力がかかり故障するおそれがあります。
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リヤマルチオペレーションパネルの HOME 画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「左席」または「助手席」をタッチする

「左席」をタッチしたとき
をタッチし、操作スイッチ
、 で調整する

操作スイッチをタッチしているあい
だ、オットマンを調整することができ
ます。

完全に格納されると、ブザーが鳴りま
す。

格納する
展開する

「助手席」をタッチしたとき
操作スイッチをタッチして調整
する
操作スイッチをタッチしているあい
だ、オットマンを調整することができ
ます。

完全に格納されると、ブザーが鳴りま
す。

格納する
展開する

オットマンを展開／格納するには

1

2

3 1

2 3

2

3

3
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2
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nオットマンについて

l助手席の背もたれを前に傾けた状態で展開すると、オットマンとして使用でき
ます。

nオットマンが展開できないときは

オットマンを使用できる十分なスペースが確保されていません。次の手順でス
ペースを確保してください。

オットマンを完全に格納する

助手席と左側リヤ席を操作して、スペースを確保する

オットマンが完全に格納されていないと、リヤ席の調整が制限される場合があ
ります。

知識

l助手席の背もたれをうしろに傾けた状態
で展開すると、フットレストとして使用で
きます。

lフロント席からもオットマンを格納する
ことができます。（→P. 158）

警告

nオットマンの使用について

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあり危険です。

lオットマン部分に座らない

l車を乗り降りする際はオットマンを格納する

l展開するときにフロアとオットマンの間に手や足を入れない

l格納するときにシートとオットマンの間に手や足を入れない

lオットマンを使用中に助手席の調整をしない

1

2
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注意

nオットマンの故障を防ぐために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、部品が故障または破損するおそれがあります。

l足元のスペースを確保し、オットマンの作動をさまたげない

lオットマンに無理な力をかけない

lオットマン部分に重たいものを載せない

lオットマン部分にものを載せたまま格納しない
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n オート作動での操作
シートをあらかじめ登録された位置にすることができます。
リヤマルチオペレーションパネルのHOME画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「左席」または「右席」をタッチする
操作スイッチをタッチする
途中で停止するときは、「停止」を
タッチします。

中立位置にする
背もたれが少し倒れる位置
にする※

助手席を前方に移動します。

背もたれが大きく倒れる位
置にする※

助手席を前方に移動し、背もたれとヘッドレストを前倒しにします。

登録した位置を呼び出す（→P. 166）
※「左席」をタッチしたときのみ表示されます。

リヤシート

調整するには

1
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n マニュアル作動での操作
リヤマルチオペレーションパネルのHOME画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「左席」または「右席」をタッチする
調整したい部位をタッチする
ヘッドレストの調整
（→P. 168）
肩部調整（ショルダーサ
ポート）
腰部調整（ランバーサポー
ト）
リクライニング調整
シートクッションの前後調整
オットマン（フットレスト）調整※（→P. 152）

※「左席」をタッチしたときのみ表示されます。

表示された操作スイッチをタッチして調整する
操作スイッチをタッチしているあいだ、シートを調整することができます。

1
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nシートの調整について

フロントシートとの距離が近いとき、およびオットマンを展開しているときは、
リヤシートの作動が制限されることがあります。

nオートでの作動条件（左側リヤ席）

次のときは、 ・ を選択できません。

lパワースイッチがアクセサリーモードまたはOFF のとき

l助手席に乗員がいるときや重い荷物を載せているときなど、シートが重量を検
知したとき

一度シートが重量を検知すると、助手席ドアを開閉するか、パワースイッチを
OFF にするまで、検知状態が継続します。

l助手席シートベルトがバックルに留められているとき

l助手席ドアが開いているとき

n助手席を前倒しにしたとき

→P. 150

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することができます。（→P. 586）

知識

警告

nシートを調整するとき

シートの下や動いている部分に手を近づけないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれがあります。

nリクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでください。
必要以上に倒しすぎると、事故のときに体がシートベルトの下にもぐり、腹部
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトが首にかかるなどして、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
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スイッチを押す
スイッチを押しているあいだ、リヤ
シートを中立位置に戻すことができま
す。

オットマンが展開しているときは、リ
ヤシートが中立位置に戻ったあともス
イッチを押しつづけると、オットマン
を格納することができます。

左側リヤ席には、エアーの作動による押圧機能を備えたリフレッシュシ
ステムが装備されています。リフレッシュシステム操作画面でコースや
作動の強さなどをお好みにより調整することができます。
リフレッシュシステム操作画面を表示するには、リヤマルチオペレー
ションパネルのHOME画面で「リフレッシュ」をタッチします。
コースの選択
コースをタッチすると作動が開始しま
す。

作動の強さ
5段階で調整することができます。

作動の停止

シートに乗員がいないときは、リフレッシュシステムを使用しないでください。

フロント席からリヤ席を戻すには

警告

nフロント席からリヤ席を戻すとき

シートの動いている部分で指や手を挟み、けがをするおそれがあるため、操作
前に「声かけ」をしてください。

リヤシートリフレッシュシステム

1

2

3
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n作動条件

パワースイッチがONモードのとき

nリヤシートリフレッシュシステムの作動について

次のとき、リヤシートリフレッシュシステムが停止します。

l作動開始から約15 分経過したとき

l左側のリヤ席ドアを開けたとき

lリヤシート／オットマン位置もどしスイッチを押したとき

知識

警告

nリヤシートリフレッシュシステムのご使用について

l妊娠中のかた、出産直後のかた、静養を要する疾患（心臓疾患）のあるかた
は、使用する前に必ず医師に相談してください。

lお子さまは使用しないでください。

l食後や飲酒後、または長時間の使用は避けてください。

l使用中に気分が悪くなった場合は、ただちに使用を止めてください。
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リヤ席ドアを開けると自動的にリヤ席が中立位置に戻り、乗り降りしや
すくなります。
n 設定変更のしかた
リヤマルチオペレーションパネルを使って設定を変更することができ
ます。
リヤマルチオペレーションパネルのHOME 画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「左席」または「右席」をタッチする

をタッチする
ボタンをタッチして設定を変
更する

ドア連動シートリターン機能

1
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乗降時に運転者が乗り降りしやすいよう、シートやハンドルが自動で動
きます。
次のすべての操作を行ったとき、
シートとハンドルが乗り降りし
やすい位置に自動で調整されま
す。
･ シフトレバーをPに入れる
･ パワースイッチをOFFにする
･ シートベルトをはずす

次のいずれかの操作を行ったとき、シートとハンドルがもとの位置に
もどります。
･ パワースイッチをアクセサリーモード、またはONモードにする
･ シートベルトを着用する

nパワーイージーアクセスシステムの作動について

l降車時に、シートの位置が最後方にあるときやリヤ席に近いときは、パワーイー
ジーアクセスシステムが作動しない場合があります。

lパワーイージーアクセスシステム作動中にシート位置を調整すると、作動が停
止しマニュアル調整になります。（腰部調整を除く）

l降車時、パワーイージーアクセスシステム作動中または作動後にシート位置を
調整すると、乗車時にパワーイージーアクセスシステムは作動しません。

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）

パワーイージーアクセスシステム／マイコンプリセットド
ライビングポジションシステム／メモリーコール機能

自動で運転席・ハンドル・ドアミラーを動かし、乗り降りしやすい位置
に調整したり、お好みのドライビングポジションに調整します。

パワーイージーアクセスシステム（運転席のみ）

知識
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お好みのドライビングポジション（シートの位置・ハンドルの位置・ド
アミラーの角度）を登録して、ワンタッチで呼び出すことができます。ド
ライビングポジションは、3パターンまで登録できます。
n 登録方法

パワースイッチをONモードにする
シフトレバーがPの位置にあることを確認する
運転席・ハンドル・ドアミラー角度をお好みの位置に調整する
SET ボタンを押しながら、ま
たはSETボタンを押したあと
3秒以内に 1～ 3のうち登録
したいボタンをブザーが鳴る
まで押す
すでに同じボタンに登録されている
場合は、上書きされます。

助手席側を登録するときは、助手席をお好みの位置に調整し、助手席
側のボタンで手順 の操作を行うと、助手席シート位置が登録できま
す。

n 呼び出し方法
パワースイッチをONモードにする
シフトレバーがPの位置にあることを確認する
1 ～ 3 のうち呼び出したいポ
ジションのボタンをブザーが
鳴るまで押す

マイコンプリセットドライビングポジションシステム

1

2

3

4

4

1

2

3
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nドライビングポジションシステムを正しくお使いいただくために
登録位置がシート各調整位置の最端部にある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じることがあります。

nポジションの呼び出し作動を途中で止めたいとき
次のいずれかの操作をします。

lSETボタンを押す

l1～3のボタンを押す

lシート調整スイッチ※のいずれかを操作する（シートのみ作動停止）
※ 腰部調整を除く

lハンドル位置調整スイッチを操作する（ハンドルのみ作動停止）

nポジション呼び出し作動について
リヤ席乗員のスペースが保たれていない場合、シートの作動が停止し、登録した
ポジションまで作動しないことがあります。

n助手席のポジションの呼び出し作動について
次のときは、助手席の登録したポジションを呼び出すことができません。

lオットマンが展開しているとき

l背もたれとヘッドレストが前倒しになっているとき

n登録できるシート位置（→P. 147）
腰部調整以外の位置が登録できます。

nパワースイッチOFF 後の作動
運転席ドアを開けて 180 秒以内、または運転席ドアを閉め 60 秒以内に呼び出
したいポジションのボタンを押すと、シートの位置が調整されます。ハンドルの
位置は、パワースイッチを押すと調整されます。

n登録したシート位置が呼び出せないとき
シート位置を特定の範囲内に登録した場合、状況によってはシート位置を呼び出
せないことがあります。詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。

n音声対話サービスでの操作について★

音声対話サービスを使用して次の操作をすることができます。

lドライビングポジションの登録

lドライビングポジションの呼び出し

（シフトレバーがPの位置にあるときのみ操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

知識

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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お好みのドライビングポジションに電子キーを登録することで、電子
キーごとにお好みのドライビングポジションを自動で呼び出すことがで
きます。
n 登録方法
お好みのドライビングポジションをあらかじめ1～3のいずれかのボ
タンに登録しておきます。
登録させたいキーのみ携帯して、運転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2つ以上あると、正確に登録できません。
パワースイッチをONモードにする
シフトレバーがP の位置にあることを確認する
登録させたいドライビングポジション（1～3）を呼び出す
呼び出したドライビングポジ
ションのボタンを押しなが
ら、ドアロックスイッチの施
錠側または解錠側を“ピー”
とブザーが鳴るまで押す
登録できなかった場合は、約3秒間
ブザーが鳴り続けます。

n 呼び出し方法
ドライビングポジションを登録した電子キーを携帯し、運転席ドア
をスマートエントリー＆スタートシステムまたはワイヤレスリモコ
ンで解錠してドアを開ける
ハンドルを除くドライビングポジションが登録された位置へ動きますが、シー
ト位置は乗り込みやすくするために、登録された位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録された位置にある場合は、シートやミ
ラーは動きません。

パワースイッチをアクセサリーモードまたは ON モードにするか、
シートベルトを着用する
シートとハンドルが登録したドライビングポジションに動きます。

メモリーコール機能（運転席のみ）

1

2

3

4

1

2
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n 解除方法
解除させたいキーのみ携帯して、運転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2つ以上あると、正確に解除できません。
パワースイッチをONモードにする
シフトレバーがPの位置にあることを確認する
SETボタンを押しながら、ドアロックスイッチの施錠側または解錠
側を“ピッピッ”とブザーが鳴るまで押す
解除できなかった場合は、約3秒間ブザーが鳴り続けます。

nメモリーコール機能によるドライビングポジションの呼び出しについて

l電子キーごとにドライビングポジションを登録できるため、携帯する電子キー
によっては、呼び出されるドライビングポジションが異なる場合があります。

l運転席ドア以外のドアをスマートエントリー＆スタートシステムで解錠した場
合は、ドライビングポジションの呼び出しは行われません。その場合は、登録
したドライビングポジションのボタンを押してください。

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）

知識

警告

nシート調整時の警告

シート調整中は、シートがリヤ席乗員にあたったり、運転者の体がハンドルに
圧迫されたりしないよう注意してください。

nパワーイージーアクセスシステムでハンドル・シートが作動しているときは

体や荷物などが挟まれないようにしてください。けがをしたり、荷物が破損す
るおそれがあります。

1

2

3
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パワースイッチをONモードにする
リヤマルチオペレーションパネルの HOME 画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「左席」または「右席」をタッチする
リヤ席を好みの位置に調節し、「登録」をタッチする
「メモリー1」または「メモリー2」をタッチする
すでに登録されている場合は、上書きされます。

パワースイッチをONモードにする
リヤマルチオペレーションパネルの HOME 画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「左席」または「右席」をタッチする
「メモリー1」または「メモリー2」をタッチする
作動条件を満たしていないときは、操作スイッチがグレー表示になります。

途中で停止するときは、「停止」をタッチします。

作動中にシートを調整すると、オート作動が停止しマニュアル作動になります。

リヤシートポジションメモリー

お好みのリヤ席の位置を登録して、ワンタッチで呼び出すことができま
す。

登録方法

呼び出し方法

1

2

3

4

5
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nポジション呼び出し作動について

リヤ席乗員のスペースが保たれていない場合、シートの作動が停止し、登録した
ポジションまで作動しないことがあります。

nポジションメモリーを正しくお使いいただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部にある状態で、さらに同じ方向に操作する
と、呼び出し位置にずれが生じることがあります。

知識

警告

nシート調整時の警告

シート調整中は、リヤ席乗員がフロントシートにあたらないよう注意してくだ
さい。
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上げる
下げる

リヤマルチオペレーションパネルの HOME 画面で「シート」をタッ
チする（→P. 392）
「左席」または「右席」をタッチする
をタッチし、操作スイッチ
～ で調整する
上げる
後方に移動
下げる
前方に移動
操作スイッチをタッチしているあい
だ、ヘッドレストが作動します。

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシートに装備されています。
リヤ中央席に装備されているヘッドレストはシート一体式のため、調整
できません。

上下調整するには（フロント席）

1

2

上下前後調整するには（リヤ席）

1

2

3 1

2 5

2

3

4

5
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nフロント席について

フロント席のヘッドレストが天井に近い場合は、ヘッドレストの上方への作動が
制限されます。 

nヘッドレストの高さについて

nヘッドレストの取りはずしについて（リヤ中央席を除く）

ヘッドレストの取りはずし・取り付けについてはトヨタ販売店にご相談くださ
い。

知識

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちばん
上のあたりになるように調整してください。

警告

nヘッドレストについて（リヤ中央席を除く）

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

lヘッドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する

lヘッドレストを必ず正しい位置に調整する

lヘッドレストをはずしたまま走行しない
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3-4. ハンドル位置・ミラー

スイッチを操作すると、ハンドルを次の方向に動かします。
上方へ
下方へ
手前へ
前方へ

ハンドルの 周辺部を押すと
ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた

1

2

3

4

ホーン（警音器）
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nハンドル位置調整の作動条件

パワースイッチがアクセサリーモード、またはONモードのとき※

※ 運転席シートベルトを装着していれば、パワースイッチのモードにかかわら
ず、ハンドルの調整ができます。

nハンドル位置の自動調整

お好みのハンドル位置をマイコンプリセットドライビングポジションシステム
に登録すると、自動で調整されます。（→P. 161）

nパワーイージーアクセスシステム

パワースイッチのモード切りかえ・運転席シートベルトの脱着に連動して、ハン
ドルとシートが動きます。（→P. 161）

知識

警告

n走行中の警告

走行中はハンドル位置の調整をしないでください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
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運転姿勢に合わせてインナーミラーの高さを調整することができます。
インナーミラー本体を持って、上下
方向に調整する

後続車のヘッドランプのまぶしさに応じて反射光を自動的に減少させま
す。
自動防眩機能の切りかえ
ON/OFF
ON のときはインジケーターが点灯し
ます。
パワースイッチを ON モードにしたと
きは、ミラーは常に自動防眩機能がON
になっています。
ボタンを押すとOFFになりインジケー
ターが消灯します。

インナーミラー

後方を十分に確認できるようにミラーの位置を調整することができま
す。

上下調整のしかた

自動防眩機能を使うには

インジケーター
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nセンサーの誤作動防止

知識

センサーの誤作動を防ぐため、センサーにふ
れたりセンサーを覆ったりしないでくださ
い。

警告

n走行中の警告

走行中はミラーの調整をしないでください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
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調整するミラーを選ぶ
左
右

ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを操作する
上
右
下
左

ミラーを格納する
ミラーを元の位置にもどす
スイッチを中立の位置（AUTO）にす
ると自動モードに切りかわり、ドアの
施錠・解錠と連動します。

ドアミラー

調整のしかた

1

1

2

2

1

2

3

4

ドアミラーの格納・復帰のしかた

1

2
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ミラー選択スイッチの LまたはRどちらかが選択されているときは、後
退時に鏡面が下向きになり、下方が見やすくなります。
この機能を使用しないときは、ミラー選択スイッチを中立の位置（L・R
ともに選択していない状態）にしてください。
n 後退時に下向きになる角度を調整するときは
シフトレバーをRに入れた状態で、鏡面位置を調整することで、下向
きに動く角度を調整できます。
次回からシフトレバーをRにするたびに、その角度で作動します。
通常時（シフトレバーが R 以外のとき）の鏡面位置を基準に下向きに動く角度
を記憶するため、調整後に通常時の鏡面位置を変更すると、それに伴って後退
時の鏡面位置も変化します。

通常時の鏡面位置を変更したときは、後退時に下向きになる角度も調整してく
ださい。

n鏡面調整の作動条件

パワースイッチがアクセサリーモードまたはONモードのとき

nミラーが曇ったとき

リヤウインドウデフォッガーを作動させると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（→P. 399）

nミラー角度の自動調整

お好みのミラー角度をマイコンプリセットドライビングポジションシステムに
登録すると、自動調整されます。（→P. 161）

n寒冷時にドアミラーを使用するとき

寒冷時にドアミラーが凍結していると、ドアミラーの格納・復帰や鏡面の調整が
できない場合があります。ドアミラーに付着している氷や雪などを取り除いてく
ださい。

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）

リバース連動機能について

知識
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警告

n走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

lミラーの調整をしない

lドアミラーを格納したまま走行しない
走行前に必ず、運転席側および助手席側のミラーをもとの位置にもどして、正
しく調整する

nミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障などの原因になるおそれがあります。

nミラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなります。やけどをするおそれがあるのでふれ
ないでください。
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3-5. ドアガラスの開閉

スイッチでドアガラスを開閉できます。
スイッチを操作すると、ドアガラスを次のように動かします。
 運転席
閉める
自動全閉※

開ける
自動全開※

※ 途中で停止するときは、スイッチを
反対側へ操作します。

 運転席以外
閉める
自動全閉※

開ける
自動全開※

※ 途中で停止するときは、スイッチを
反対側へ操作します。

パワーウインドウ

開閉のしかた

1

2

3

4

1

2

3

4
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スイッチを押すとインジケーター
が点灯し、運転席以外のドアガラス
が作動不可になります。
お子さまが誤ってドアガラスを開閉す
ることを防止できます。

n作動条件

パワースイッチがONモードのとき

nハイブリッドシステム停止後の作動

パワースイッチをアクセサリーモードまたは OFF にしたあとでも、約 45 秒間
はドアガラスを開閉できます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作
動しなくなります。

n挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠とドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

n音声対話サービスでの操作について★

音声対話サービスを使用して次の操作をすることができます。

lすべての席の窓の開閉

l各席の窓の開閉

（ウィンドウロックスイッチがOFF のときのみ操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

n巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物がドアガラスとドアの間に巻き込まれる
と、作動が停止します。

ウインドウロックスイッチ

インジケーター

知識

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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nドアガラスを開閉することができないときは

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉することができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。

l車を停止し、パワースイッチをONモードの状態で、挟み込み防止機能や、巻き
込み防止機能が作動したあと約4秒以内に、パワーウインドウスイッチを「自
動全閉」の位置で引き続ける。または、「自動全開」の位置で押し続けることで
ドアガラスを開閉することができます。

l上記の操作を行ってもドアガラスが開閉できない場合、機能の初期化を次の手
順で実施してください。

パワースイッチをONモードにする

パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、ドアガラスを全
閉にする

いったんパワーウインドウスイッチから手を離して、再度パワーウインドウス
イッチを「自動全閉」の位置で約6秒以上引き続ける

パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガラスを全
開にしたあと、さらにスイッチを約1秒以上押し続ける

いったんパワーウインドウスイッチから手を離して、再度パワーウインドウス
イッチを「自動全開」の位置で約4秒以上押し続ける

再度、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、ドアガラ
スを閉めたあと、さらにスイッチを約1秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。
以上の操作を行っても反転して閉じ切らない、または全開にならない場合は、ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

nドアロック連動ドアガラス開閉機能

lメカニカルキーでドアガラスを開閉できます。※（→P. 563）
lワイヤレスリモコンでドアガラスを開閉できます。※（→P. 120）
※ トヨタ販売店での設定変更が必要です。（→P. 586）

n補機バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチがOFF になるため、補機バッテリーを接続したあと、
再度ウインドウロックスイッチをONにする必要があります。

n窓開警告ブザー

パワースイッチが OFF でドアガラスが開いていると、運転席ドアを開けたとき
にブザーが鳴り、メーター内のマルチインフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）

1

2

3

4

5

6
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警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

nドアガラスを開閉するとき

l運転者は、乗員の操作を含むすべてのドアガラス開閉操作について責任があり
ます。特にお子さまの誤った操作による事故を防ぐため、お子さまにはドアガ
ラスの操作をさせないでください。お子さまや他の人がドアガラスに挟まれた
り巻き込まれたりするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウインドウロックスイッチを使用することを
おすすめします。（→P. 178）

lワイヤレスリモコンやメカニカルキーを使ってドアガラスを操作するときは、
ドアガラスに人が挟まれるおそれがないことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、ワイヤレスリモコンやメカニカルキーによる操作をさ
せないでください。お子さまや他の人がドアガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。

l車から離れるときはパワースイッチをOFF にし、キーを携帯してお子さまも
一緒に車から離れてください。いたずらなどによる誤った操作により、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

n挟み込み防止機能

l挟み込み防止機能を故意に作動させようとして、乗員の手・腕・頭・首などを
挟んだりしないでください。

l挟み込み防止機能は、ドアガラスが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな
い場合があります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で
は作動しません。指などを挟まないように注意してください。

n巻き込み防止機能

l巻き込み防止機能を故意に作動させようとして、乗員の手・腕・服などを巻き
込ませたりしないでください。

l巻き込み防止機能は、ドアガラスが完全に開く直前に異物を巻き込むと作動し
ない場合があります。手・腕・服などを巻き込まれないように注意してくださ
い。

lドアガラスを開閉するときは、乗員の手・
腕・頭・首などを挟んだり巻き込んだりし
ないようにしてください。特にお子さまへ
は手などを出さないよう声かけをしてく
ださい。
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3-6. お好み設定

次の認証デバイスから個人を特定します。
l Bluetooth® デバイス
Bluetooth® 機器をマルチメディアシステムに接続することで個人を特定します。

Bluetooth® 機器の接続方法については、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が
所有権を有します。

認証デバイスから個人が特定されたとき、次の機能の設定を再生します。
l マルチメディアディスプレイで設定可能な車両設定 ※

個人が特定されると、前回パワースイッチを OFF にしたときの車両設定を再生し
ます。

※ 一部の設定項目を除く

マイセッティング

Bluetooth® デバイスから個人を特定し、運転者ごとの車両設定を記憶
しておくことで、次回乗車時に再生します。あらかじめ認証デバイスを
割り当てておくことで、運転者に合わせたお好みの設定で乗車すること
ができます。マイセッティングには、運転者 3 名分の設定を記憶するこ
とができます。Bluetooth® デバイスの割り当て／削除、ドライバー名
の設定、初期化方法、運転者の手動きりかえ、記憶してあるドライバー
の削除については別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してくださ
い。

割り当てる認証デバイスの種類

再生される機能
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4-1. 運転にあたって

→ P. 195

ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーをDにする
（→P. 204）
パーキングブレーキを解除する（→P. 210）
パーキングブレーキがオートモードのときは、自動でパーキングブレーキが解除さ
れます。（→P. 210）

ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっくり踏み
発進する

シフトレバーはDのまま、ブレーキペダルを踏む
必要に応じて、パーキングブレーキをかける（→P. 210）
長時間停車する場合は、シフトレバーをPにします。（→ P. 204）

シフトレバーはDのまま、ブレーキペダルを踏む
パーキングブレーキをかけて（→P. 210）、シフトレバーをPにする
（→P. 204）
パーキングブレーキ表示灯が点灯していることを確認します

パワースイッチを押してハイブリッドシステムを停止する
電子キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠する
坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め※を使用してください。

※ 輪止めはトヨタ販売店で購入することができます。

運転にあたって

安全運転を心がけて、次の手順で走行してください。

ハイブリッドシステムを始動する

発進する

停車する

駐車する

1

2

3

1

2

1

2

3

4
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パーキングブレーキをかけ、シフトレバーをDにする
アクセルペダルをゆっくり踏む
車が動き出す感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発進す
る

n 急発進の抑制制御
アクセルペダルを踏み込んだまま、次のようにシフトポジションを切
りかえたとき、ハイブリッドシステム出力を抑制することがあります。
l Rに切りかえたとき※

l PまたはRから、Dなどの前進シフトポジションに切りかえたとき※

この場合、マルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってください。

※ 状況によっては操作できない場合があります。

n 後退速度の抑制制御
後退時の速度が所定以下となるようにハイブリッドシステム出力を抑
制※します。
後退速度の抑制制御が作動しているときは、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに“速度抑制中”が表示されます。

※ 状況によっては所定の速度以下に抑制できない場合があります。

n上り坂発進について

ヒルスタートアシストコントロールが作動します。（→P. 368）

n燃費を良くする走り方

ハイブリッド車も急加速を控えるなど、通常のガソリン車と同様の心がけが必要
です。（→P. 384）

n雨の日の運転について

l雨の日は視界が悪くなり、またガラスが曇ったり、路面がすべりやすくなった
りするので、慎重に走行してください。

l雨の降りはじめは路面がよりすべりやすいため、慎重に走行してください。

l雨の日の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜が発生し、ハンドル
やブレーキが効かなくなるおそれがあるので、スピードは控えめにしてくださ
い。

上り坂の発進のしかた

急発進および後退速度の抑制（ドライブスタートコントロール）

知識

1

2

3
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nハイブリッドシステム出力の抑制について（ブレーキオーバーライドシステム）

lアクセルペダルとブレーキペダルが同時に踏まれたとき、ハイブリッドシステ
ム出力を抑制する場合があります。

lブレーキオーバーライドシステム作動中は、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。

nドライブスタートコントロールについて

lTRCの作動を停止（→P. 371）すると、急発進の抑制制御も停止します。急
発進の抑制制御により、ぬかるみや新雪などからの脱出が困難な場合は、TRC
の作動を停止してください。（→P. 371）

lタイヤがスリップ（空転）していると、後退速度の抑制制御が作動することがあ
ります。

l後退速度の抑制制御のON（作動）／OFF（非作動）を切りかえることができま
す。（→P. 586)

･ パワースイッチをONにしたときは、後退速度の抑制制御は常にON（作動）
になっています。
･ 後退速度の抑制制御をOFF（非作動）にしても、急発進の抑制制御は作動し
ます。

n運転標識の取り付け

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標識などをバンパーやアルミ部分に取り
付けることはできません。

n環境に配慮した運転

→P. 113

警告

次の警告をお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

n発進するとき

車が動き出すことによる事故を防ぐため、READY インジケーターが点灯して
いる状態で停車しているときは、常にブレーキペダルを踏んでください。クリー
プ現象で車が動き出すのを防ぎます。
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警告

次の警告をお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

n運転するとき

l踏み間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を十分把握
した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車が急発進して思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
･ 後退するときは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作がしにくくな
ります。ペダル操作が確実にできるよう注意してください。
･ 車を少し移動させるときも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク
セルペダルが確実に踏めるようにしてください。
･ ブレーキペダルは右足で操作してください。左足でのブレーキ操作は緊急
時の反応が遅れるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

lハイブリッド車は電気モーターでの走行時にエンジン音がしないため、周囲の
人が車両の接近に気が付かない場合があります。車両接近通報装置が作動して
いても、周囲の騒音などが大きい場合は車両の接近に気が付かないことがあり
ますので、十分注意して運転してください。

l燃えやすいものの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないでくださ
い。
排気管や排気ガスは高温になり、可燃物が近くにあると火災になるおそれがあ
り危険です。

l通常走行時は、走行中にハイブリッドシステムを停止しないでください。走行
中にハイブリッドシステムを停止してもハンドルやブレーキの操作は可能で
すが、ハンドルの操作力補助がなくなり、ハンドル操作が困難になります。安
全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止することができないような緊急時は、P. 506
を参照してください。

l急な下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。
フットブレーキを連続して使いすぎると、ブレーキが過熱して正常に機能しな
くなります。（→P. 204）

l走行中はハンドル・シート・ドアミラー・インナーミラーの調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

lすべての乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないようにしてくださ
い。
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警告

次の警告をお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

nすべりやすい路面を運転するとき

l急ブレーキ・急加速・急ハンドルはタイヤがスリップし、車両の制御ができな
くなるおそれがあります。

l急激なアクセル操作、シフト操作によるエンジンブレーキやエンジン回転数の
変化は、車が横すべりするなどのおそれがあります。

l水たまり走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキが正常に働くことを
確認してください。ブレーキパッドがぬれるとブレーキの効きが悪くなった
り、ぬれていない片方だけが効いたりしてハンドルをとられるおそれがありま
す。

nシフトレバーを操作するとき

lシフトレバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり、R
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。
思わぬ事故や故障の原因となるおそれがあります。

l車両が動いているあいだは、シフトレバーをPに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくな
るおそれがあります。

l車両が前進しているあいだは、シフトレバーをRに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくな
るおそれがあります。

l車両が後退しているあいだは、シフトレバーを前進側のシフトポジションに入
れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくな
るおそれがあります。

l走行中にシフトレバーをNに入れると、ハイブリッドシステムの動力伝達が解
除され、エンジンブレーキが効かなくなります。

lアクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
シフトレバーがPまたはN以外にあると、車が急発進して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。
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警告

次の警告をお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

nブレーキパッドの摩耗について

次のいずれかのときは、できるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキ
パッドを交換してください。

lブレーキパッドの厚さを4輪とも目視で点検し、どれか1つでも使用限度をこ
えている場合（使用限度についてはP. 584を参照してください）

lマルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示された場合

必要なときにパッドの交換が行われないと、ディスクローターの損傷につなが
る場合があります。
パッドやローターなどの部品は、役割を果たすとともに摩耗していきます。摩
耗の限度をこえて走行すると故障を引き起こすばかりでなく、事故につながる
おそれがあります。

n停車するとき

l不必要にアクセルペダルを踏み込まないでください。
シフトレバーがPまたはN以外にあると、車が急発進して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

l車が動き出すことによる事故を防ぐため、READYインジケーターが点灯して
いるときは常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをか
けてください。

l坂道で停車するときは、前後に動き出して事故につながることを防ぐため、常
にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてくださ
い。

l停車中に空ぶかしをしないでください。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあると火災につながるおそれがあり危険で
す。
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警告

次の警告をお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

n駐車するとき

l炎天下では、メガネ・ライター・スプレー缶や炭酸飲料の缶などを車内に放置
しないでください。
放置したままでいると、次のようなことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがもれたり、出火する
･ プラスチックレンズ・プラスチック素材のメガネが、変形またはひび割れ
を起こす
･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚したり、電気部品がショートする原因に
なる

lライターを車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込
んだりシートを動かしたときにライターの操作部が誤作動し、火災につながる
おそれがあり危険です。

lウインドウガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないでくださ
い。
吸盤や容器がレンズの働きをして、車両火災につながるおそれがあり危険で
す。

lシルバー色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ
ンドウを開けたまま放置しないでください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反射し、レンズの働きをして火災につながるお
それがあり危険です。

l車から離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーをPに入
れ、ハイブリッドシステムを停止し、施錠してください。
READY インジケーターが点灯しているあいだは、車から離れないでくださ
い。
パーキングブレーキをかけずにシフトレバーを P にした状態では、車が動き
思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

lREADYインジケーターが点灯しているとき、またはハイブリッドシステム停
止直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。
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警告

次の警告をお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

n仮眠するとき

必ずハイブリッドシステムを停止してください。
READY インジケーターが点灯した状態のまま仮眠すると、無意識にシフトレ
バーを動かしたり、アクセルペダルを踏み込んだりして、事故やハイブリッド
システムの異常過熱による火災が発生するおそれがあります。さらに、風通し
の悪い場所に停めると、排気ガスが車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

nブレーキをかけるとき

lブレーキがぬれているときは、普段よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離が長くなり、ブレーキのかかりに、左右の
違いが出るおそれがあります。また、パーキングブレーキがしっかりとかから
ないおそれもあります。

l電子制御ブレーキシステムが機能しないときは、他の車に近付いたりしないで
ください。また、下り坂や急カーブを避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、通常よりも強く踏む必要があります。また
制動距離も長くなります。ただちにブレーキの修理を受けてください。

lブレーキシステムは2つ以上の独立したシステムで構成されており、1つの油
圧システムが故障しても、残りは作動します。この場合、ブレーキペダルを通
常より強く踏む必要があり、制動距離が長くなります。ただちにブレーキの修
理を受けてください。
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注意

n運転しているとき

l運転中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、ハイブリッドシステム出力
を抑制する場合があります。

l坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー
キペダルを同時に踏んだりしないでください。

n駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけシフトレバーをPにしてください。パーキング
ブレーキをかけシフトレバーをPにしておかないと、車が動き出したり、誤っ
てアクセルペダルを踏み込んだときに急発進するおそれがあります。

n部品の損傷を防ぐために

lパワーステアリングモーターの損傷を防ぐため、ハンドルをいっぱいにまわし
た状態を長く続けないでください。

lディスクホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するときは、できる
だけゆっくり走行してください。

n走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損傷が考えられます。ハンドルをしっかり
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。

lハンドルがとられる

l異常な音や振動がある

l車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法はP. 536, 551を参照してください。



1934-1. 運転にあたって

4

運
転

Century_J_OM

注意

n冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のような重大な損傷を与えるおそれがあるた
め、走行しないでください。

lエンストする

l電装品がショートする

l水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったときは必ずトヨタ販売
店で次の点検をしてください。

lブレーキの効き具合

lエンジン・トランスミッション・ディファレンシャルなどのオイルやフルード
の量および質の変化

lプロペラシャフト・各ベアリング・各ジョイント部などの潤滑不良
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荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするために、荷物を積むときは次のことをお守
りください。

警告

n積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそれがあり危険です。

l燃料が入った容器

lスプレー缶

n荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダル・アクセルペダルを正しく操作できな
かったり、荷物が視界をさえぎったり、荷物が乗員に衝突したりして、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

lできるだけ荷物はトランクに積んでください。

lトランクに人を乗せないでください。乗員用には設計されていません。乗員
は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。

l次の場所には荷物を積まないでください。

･ 運転席足元
･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる場合）
･ パッケージトレイ
･ インストルメントパネル
･ ダッシュボード

l室内に積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。

n荷物の重量・荷重のかけ方について

l荷物を積み過ぎないでください。

l荷重を不均等にかけないようにしてください。

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、ハンドル操作性やブレーキ制御の低
下により思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。



195

4

運
転

Century_J_OM

4-2. 運転のしかた

パーキングブレーキがかかっていることを確認する
シフトレバーがPの位置にあることを確認する
ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイに とメッセージが表示されます。

表示されないと、ハイブリッドシステムは始動しません。

パワースイッチを短く確実に押
す
短く確実に押せば、押し続ける必要は
ありません。

READYインジケーターが点灯すれば、
ハイブリッドシステムは正常に始動し
ています。

READY インジケーターが点灯するま
でブレーキペダルを踏み続けてくださ
い。

パワースイッチのどのモードからでも
ハイブリッドシステムを始動できま
す。

READYインジケーターが点灯したことを確認する
READYインジケーターが消灯している状態では走行できません。

プラスサポート★をご使用の方は、P. 377も併せて参照してください。

パワー（イグニッション）スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を行うことで、ハイブリッドシステムの始
動またはパワースイッチのモードを切りかえることができます。

ハイブリッドシステムの始動のしかた

1

2

3

4

5

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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車両を完全に停止させる
パーキングブレーキをかけて（→P. 210）、シフトレバーをPの位置
にする（→P. 204）
パワースイッチを短く確実に押す

ブレーキペダルから足を離してマルチインフォメーションディスプレ
イの「アクセサリー」や「パワーON」の表示が消灯していることを
確認する

ブレーキペダルを踏まずにパワースイッチを押すと、モードを切りかえ
ることができます。（スイッチを押すごとにモードが切りかわります）
OFF
非常点滅灯が使用できます。

アクセサリーモード※

オーディオなどの電装品が使用できま
す。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「アクセサリー」が表示されます。

ONモード
すべての電装品が使用できます。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「パワーON」が表示されます。

※ カスタマイズメニューでON／OFF を切りかえることができます。
（→P. 586）

ハイブリッドシステムの停止のしかた

パワースイッチの切りかえ

1

2

3

4

1

2

3
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シフトレバーが P 以外でハイブリッドシステムを停止させた場合、ハイ
ブリッドシステムは停止しますが、パワースイッチのモードはOFFにな
りません。次の手順でOFF にしてください。
パーキングブレーキがかかっていることを確認する
シフトレバーをPの位置にする

マルチインフォメーションディスプレイに「電源をOff してください」
が表示されていることを確認し、パワースイッチを1回短く確実に押
す

マルチインフォメーションディスプレイの「電源をOff してください」
の表示が消灯していることを確認する

nACC カスタマイズがOFF のとき

パワースイッチが OFF の状態でも、節電機能が働くまでの一定時間はマルチメ
ディアシステムが使用できます。

nパワースイッチ照明

状況に応じて、次のようにパワースイッチ照明が切りかわります。

l運転席または助手席ドアが開いているときは、パワースイッチ文字照明が点灯
します。

lパワースイッチがOFFのとき、電子キーを携帯したままブレーキペダルを踏む
と、パワースイッチ文字照明が点滅します。

lパワースイッチがアクセサリーモードまたはONモードのときは、パワースイッ
チ文字照明が点灯します。

lパワースイッチをアクセサリーモードまたはONモードからOFFにしたときは、
パワースイッチ文字照明がしばらく点灯し、その後消灯します。

シフトレバーがP以外でハイブリッドシステムを停止したとき

知識

1

2

3

4
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n自動電源OFF 機能

lシフトレバーがP にあるとき、20分以上アクセサリーモードまたはONモード
（ハイブリッドシステムが作動していない状態）にしたままにしておくと、パ
ワースイッチが自動でOFF になります。

lシフトレバーがP およびパワースイッチがアクセサリーモードまたはONモー
ド（ハイブリッドシステムが始動していない状態）のときに補機バッテリーの
残量が少なくなると、ブザーが鳴りマルチインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。そのままの状態を続けると、パワースイッチが自
動でOFFになります。

ただし、自動電源 OFF 機能は、補機バッテリーあがりを完全に防ぐものではあ
りません。ハイブリッドシステムが作動していないときは、パワースイッチをア
クセサリーモード、またはONモードにしたまま長時間放置しないでください。

nハイブリッド車特有の音と振動について

→P. 76

n電子キーの電池の消耗について

→P. 118

n外気温が低いときは

lハイブリッドシステム始動時にREADYインジケーターの点滅時間が長くなる
ことがあります。READY インジケーターが点灯すれば走行可能になりますの
で点灯するまでそのままお待ちください。

nスマートエントリー＆スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況

→P. 142

nご留意いただきたいこと

→P. 143

nハイブリッドシステムが始動しないとき

lイモビライザーシステムが解除されていない可能性があります。（→P. 83）
トヨタ販売店へご連絡ください。

l始動操作に関するメッセージがマルチインフォメーションディスプレイに表示
されている場合は、画面の指示に従ってください。

lメカニカルキーを使ってドアを解錠した場合は、スマートエントリー＆スター
トシステムでハイブリッドシステムを始動することができません。ハイブリッ
ドシステムを始動するには、P. 563 を参照してください。または、乗車中に
電子キーを携帯し、施錠した場合（→ P. 124）はハイブリッドシステムを始
動できます。

nマルチインフォメーションディスプレイに“スマートエントリー＆スタートシス
テム 故障 取扱書を確認”が表示されたときは

システムに異常があるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。
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n万一、READYインジケーターが点灯しないときは

正しい手順で始動操作を行っても READY インジケーターが点灯しない場合は、
ただちにトヨタ販売店へご連絡ください。

nハイブリッドシステムに異常があるときは

→P. 78

n電子キーの電池が切れたときは

→P. 492

nパワースイッチの操作について

lスイッチを短く確実に押せてない場合は、モードの切りかえやハイブリッドシ
ステムの始動ができない場合があります。

lパワースイッチOFF後、すぐに再始動した場合は、ハイブリッドシステムが始
動しない場合があります。パワースイッチOFF後の再始動は、数秒待ってから
操作してください。

nカスタマイズ機能でスマートエントリー＆スタートシステムを非作動にしたとき
は

→P. 563

警告

nハイブリッドシステムを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな
いでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

n走行中の警告

ハイブリッドシステムの停止などで車両滑走状態になったときは、車両が安全
な状態で停止するまでドアを開けたり、ロック操作をしたりしないでください。

n緊急時のハイブリッドシステム停止方法

l走行中にハイブリッドシステムを緊急停止したい場合には、パワースイッチを
2秒以上押し続けるか、素早く3回以上連続で押してください。（→P. 506）
ただし、緊急時以外は走行中にパワースイッチにふれないでください。走行中
にハイブリッドシステムを停止してもハンドルやブレーキの操作は可能です
が、ハンドルの操作力補助がなくなり、ハンドル操作が困難になります。安全
を確認した上で、すみやかに道路脇に停車してください。

l走行中にパワースイッチを操作すると、マルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示され、警告ブザーが鳴ります。
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注意

n補機バッテリーあがりを防止するために

lハイブリッドシステム停止中は、パワースイッチをアクセサリーモードまたは
ONモードにしたまま長時間放置しないでください。

lハイブリッドシステム停止中に、マルチインフォメーションディスプレイの
「アクセサリー」または「パワーON」の表示が消灯していない場合、パワー
スイッチが OFF になっていません。パワースイッチを OFF にしてから車両
を離れてください。

lシフトレバーがP以外でハイブリッドシステムを停止させないでください。シ
フトレバーがP以外でハイブリッドシステムを停止させた場合、パワースイッ
チがアクセサリーモードとなるため、そのまま放置するとバッテリーあがりの
原因となります。

nハイブリッドシステムを始動するとき

もしハイブリッドシステムが始動しにくい場合は、ただちにトヨタ販売店で点
検を受けてください。

nパワースイッチの操作について

パワースイッチ操作時に引っかかりなどの違和感があるときは、故障のおそれ
があります。すみやかにトヨタ販売店にご連絡ください。
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EV ドライブモードの ON/OFF を
切りかえる
EVドライブモードになると、EVドラ
イブモード表示灯が点灯します。

もう一度スイッチを押すと通常走行
（ガソリンエンジンと電気モーターに
よる走行）にもどります。

nEVドライブモードの切りかえについて

次のときは EV ドライブモードに切りかわらない場合があります。EV ドライブ
モードに切りかわらないときはブザーが鳴り、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。

lハイブリッドシステムが高温のとき
炎天下に駐車したあとや登降坂、高速走行後など

lハイブリッドシステムが低温のとき
約0℃を下まわるような低温下に長時間駐車したあとなど

lガソリンエンジンが暖機運転中のとき

l駆動用電池の充電量が低いとき
エネルギーモニターに表示される駆動用電池の残量が少ない状態（→P. 110）

l車速が高いとき

lアクセルペダルを大きく踏み込んだときや坂道など

lフロントウインドウガラスの曇り取りを使用しているとき

EVドライブモード

EV ドライブモードは、駆動用電池から電力を供給し、電気モーターの
みを使って走行するモードです。早朝、深夜の住宅街や屋内の駐車場な
どで、騒音や排気ガスを気にすることなく走行することができます。

知識
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nEVドライブモードでハイブリッドシステムを始動するには

ガソリンエンジンが冷えているときにハイブリッドシステムを始動すると、暖機
運転のためガソリンエンジンが自動的に始動します。次の方法でハイブリッドシ
ステムを始動すると暖機運転を控え、騒音を抑える事ができます。

nEVドライブモードの自動解除について

EV ドライブモードで走行中、次のときは自動的に通常走行（ガソリンエンジン
と電気モーターによる走行）になることがあります。EV ドライブモードが解除
されるときは、ブザーが鳴り、EV ドライブモード表示灯が点滅したあと、消灯
します。

l駆動用電池の充電量が低下したとき
エネルギーモニターに表示される駆動用電池の残量が少ない状態（→P. 110）

l車速が高いとき

lアクセルペダルを大きく踏み込んだときや坂道など

nEVドライブモードの走行可能距離

EVドライブモードの走行可能距離は数百mから約1km程度です。ただし、車
両の状況によっては EV ドライブモードが使用できない場合があります。（走行
距離は、駆動用電池の充電量や走行状態によって異なります）

n燃費について

ハイブリッドシステムは、通常走行（ガソリンエンジンと電気モーターによる走
行）において、最も燃費がよくなるように制御されています。EV ドライブモー
ドを多用すると、燃費が悪くなることがあります。

nマルチインフォメーションディスプレイに “EV モードに現在切りかえできませ
ん”と表示されたときは

EV ドライブモードを使用できません。EV ドライブモードを使用できない理由
（暖気中／ハイブリッド充電不足／ EV 速度域超過／アクセル踏みすぎ）が表示
される場合があります。EV ドライブモードが使用できる状況になってから使用
してください。

ブレーキペダルをしっかり踏み、EVドライ
ブモードスイッチを押しながらパワース
イッチを押す
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nマルチインフォメーションディスプレイに“EVモードが解除されました”と表
示されたときは

EVドライブモードが自動解除されています。EVドライブモードを使用できない
理由（ハイブリッド充電不足／EV速度域超過／アクセル踏み過ぎ）が表示され
る場合があります。しばらくしてから使用してください。

警告

n走行中の警告

EV ドライブモードではエンジン音がしないため、周囲の人が車両の発進や接
近に気が付かない場合があります。車両接近通報装置が作動していても、周囲
の騒音などが大きい場合は、車両の接近に気が付かない場合がありますので、
十分注意して運転してください。
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パワースイッチが ON モードの状態で、ブレーキペダルを踏んだ
状態でシフトレバーのボタンを押しながら操作します。※

シフトレバーのボタンを押しながら操作します。
シフトレバーのボタンを押さずそのまま操作します。
PとDのあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に止
めてから行ってください。

※ シフトレバーのボタンを押す前にブレーキペダルを踏んでください。シフトレ
バーのボタンを始めに押してもシフトロックは解除されません。

※1 燃費向上や騒音の低減のために、通常はDポジションを使用してください。
※2 Sモードはシフトレンジを選択することで、加速力やエンジンブレーキ力を切
りかえることができます。

トランスミッション

シフトレバーの動かし方

シフトレバーの使用目的

シフトレバー 目的および状態

P 駐車またはハイブリッドシステムの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

S Sモード走行※2
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n スポーツモード・エコドライブモード
→P. 363

シフトレバーをSポジションにすると、Sモードに切りかわります。
シフトレンジを選択することで、使用するシフトレンジの上限を制限し、
不要なシフトアップを抑えたり、エンジンブレーキ力を切りかえること
ができます。また、通常走行にくらべエンジン回転数が高くなるように
トランスミッションを制御するため、加速応答性が向上します。
シフトレバーの“－”側または“＋”側の操作でシフトレンジを選
択することができます。
シフトレンジアップ
シフトレンジダウン
S1からS8レンジのあいだで選択され
ているシフトレンジがメーターに表示
されます。

S ポジションへ操作したときの初期レ
ンジは、車速に応じて S4 から S7 に
設定されます。

n シフトレンジ機能
l 加速力・エンジンブレーキ力は、8段階から選択が可能です。
l シフトレンジの数字が小さい方が、加速力・エンジンブレーキ力は
大きくなり、エンジン回転数も高くなります。

l １から5のシフトレンジでの加速時は、車速に応じて、シフトレン
ジが自動的に切りかわります。

走行モードの選択

Sモードでのシフトレンジ選択

1

2
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nSモードについて

l6レンジ以下のとき、シフトレバーを“＋”側へ保持すると8レンジに設定され
ます。

lシフトレバーを“－”側へ操作したとき、走行状態に適したエンジンブレーキ
力を得られるレンジにダウンします。

nシフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフトダウン操作には制限があり、シフトレ
バーを操作してもシフトダウンできない場合があります。（このときブザーが 2
回鳴ります）

nレーダークルーズコントロールを使って走行しているとき

エンジンブレーキを目的に次の操作を行っても、レーダークルーズコントロール
が解除されないためエンジンブレーキは効きません。

lSモードで走行中に7・6・5・4レンジにシフトダウンしたとき（→P. 276）

lDポジションで走行中に走行モードをスポーツモードにしたとき（→P. 363）

n急発進および後退速度の抑制（ドライブスタートコントロール）

→P. 185

nリバース警告ブザー

シフトレバーをRに入れるとブザーが鳴り、Rにあることを運転者に知らせます。

nシフトロックシステム

シフトロックシステムは、発進時のシフトレバーの誤操作を防ぐシステムです。
パワースイッチがONモードでブレーキペダルを踏んだままシフトレバーのボタ
ンを押した状態でなければ、シフトレバーをPからシフトできません。

知識
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nシフトレバーをPからシフトできないとき

ブレーキペダルを踏んでいることを確認してください。
ブレーキペダルを踏んだままシフトレバーのボタンを押した状態でシフトレ
バーがシフトできない場合、シフトロックシステムなどの故障が考えられます。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
ただし一時的な処置として、次の方法でシフトレバーをシフトすることができま
す。

シフトロックの解除のしかた：

パワースイッチを ON モードにし（→ P. 196）、パーキングブレーキがかかっ
ていることを確認する（→P. 210）

パワースイッチをOFFにする

ブレーキペダルを踏む

マイナスドライバーなどを使ってカバー
を取りはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

シフトロック解除ボタンを押しながらシ
フトレバーのボタンを押す

シフトロック解除ボタンを押しているあ
いだは、レバーをシフトできます。

1

2

3

4

5
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警告

nすべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキ力
の急激な変化が横すべりやスピンの原因になりますので注意してください。

nシフトロック解除時の事故を防ぐために

シフトロック解除ボタンを押すときは、必ずパーキングブレーキをかけブレー
キペダルを踏んでください。
誤ってアクセルペダルを踏んでいると、シフトロック解除ボタンを押してシフ
トレバーを操作したときに、車が急発進して思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注意

n駆動用電池の充電について

シフトレバーがＮでは、ガソリンエンジンが回転していても駆動用電池は充電
されないため、Ｎで放置すると駆動用電池の残量が低下し、走行不能になるお
それがあります。
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レバー操作により、次のように運転者の意思を表示することができます。
左折
左側へ車線変更
（レバーを途中で保持※）
レバーを離すまで左側方向指示灯が点
滅します。

右側へ車線変更
（レバーを途中で保持※）
レバーを離すまで右側方向指示灯が点
滅します。

右折
※ 2または3の位置にレバー操作し、す
ぐに離したときは方向指示灯が 5 回
点滅します。

n作動条件

パワースイッチがONモードのとき

n表示灯の点滅が異常に速くなったとき

方向指示灯の電球が切れていないか確認してください。

方向指示レバー

操作のしかた

1

2

3

4

知識
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n マニュアルモード
手動でパーキングブレーキをかける・解除することができます。

スイッチを引き、パーキングブ
レーキをかける
パーキングブレーキ表示灯が点灯しま
す。

緊急時、走行中にパーキングブレーキ
をかける必要があるとき、スイッチを
引き続けてください。

スイッチを押し、パーキングブ
レーキを解除する
･ ブレーキペダルを踏みながら操作
してください。
･ パーキングブレーキ自動解除機能
により、アクセルペダルを踏むこ
とでパーキングブレーキを解除す
ることができます。アクセルペダ
ルを踏むときはゆっくり踏んでく
ださい。（→P. 212）
解除後、パーキングブレーキ表示灯が消灯します。

パーキングブレーキ表示灯が点滅した場合は、再度スイッチを操作してくださ
い。（→P. 520）

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブレーキをかける・解除することができま
す。
オートモードのときは、シフトレバーの操作に応じてパーキングブレー
キが自動で作動します。また、オートモードのときでも手動でパーキン
グブレーキをかける・解除することができます。

操作のしかた

1

2
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n オートモードをONにする
停車中に、ブザーが鳴り、マルチインフォメーションディスプレイに
メッセージが出るまでスイッチを引き続ける。
オートモードを ON にすると、パーキングブレーキが次のように作動
します。
l シフトレバーをPからP以外にすると、パーキングブレーキが解除さ
れ、パーキングブレーキ表示灯が消灯します。

l シフトレバーをP以外からPにすると、パーキングブレーキがかか
り、パーキングブレーキ表示灯が点灯します。
シフトレバーは、停車した状態でブレーキペダルを踏みながら操作してくださ
い。

急なシフト操作を行ったときやブレーキペダルが十分に踏み込まれていないと
きに、オートモードが作動しない場合があります。その場合は、手動でパーキ
ングブレーキを操作してください。（→P. 210）

n オートモードをOFFにする
停車中に、ブザーが鳴り、マルチインフォメーションディスプレイに
メッセージが出るまでスイッチを押し続ける。
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nパーキングブレーキの作動

lパワースイッチがONモード以外では、パーキングブレーキスイッチによる解除
はできません。

lパワースイッチがONモード以外では、オートモードによる作動（かける・解除
する）はできません。

nパーキングブレーキ自動解除機能

次の条件をすべて満たしたとき、アクセルペダルを踏むことによりパーキングブ
レーキを解除することができます。

l運転席ドアが閉まっているとき

l運転席シートベルトを着用しているとき

lシフトレバーが前進もしくは後退の位置にある

lエンジン警告灯やブレーキ警告灯が消灯している

アクセルペダルを踏むときはゆっくり踏んでください。

アクセルペダルを踏んでもパーキングブレーキが解除しない場合、手動で解除し
てください。

オートモードではシフトレバーを P から P 以外にすると、パーキングブレーキ
が自動的に解除されます。

nパーキングブレーキ自動作動機能について

下記の条件をすべて満たしたとき、パーキングブレーキが作動します。

lブレーキを踏んでいない

l運転席のドアが開いている

l運転席のシートベルトを装着していない

lシフトレバーが Pもしくは N 以外の位置にある

lエンジン警告灯やブレーキ警告灯が消灯している

nマルチインフォメーションディスプレイに「EPBが連続で操作されました　しば
らくお待ちください」が表示されたときは

短時間に作動をくり返すと、システムの過熱防止のために作動制限することがあ
ります。その場合は、操作を控えてください。1分程度でもとの状態にもどります。

知識
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nマルチインフォメーションディスプレイに「EPB動作が途中で停止しました」ま
たは「EPB現在使用できません」が表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作してください。何度か操作してもメッセージ
が消えない場合は、システムに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

nパーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、モーターの音（“ ウィーン ” という音）
が聞こえることがありますが、異常ではありません。

nパーキングブレーキ表示灯について

lパーキングブレーキをかけたとき、パワースイッチのモードによって、次のよ
うにパーキングブレーキ表示灯が点灯します。
ONモード：パーキングブレーキを解除するまで点灯します。
ONモード以外：約15秒間点灯します。

lパーキングブレーキをかけた状態でパワースイッチをOFF にしたとき、パーキ
ングブレーキ表示灯が約 15 秒間点灯したままになりますが、異常ではありま
せん。

nパーキングブレーキスイッチが故障したときは

自動的にオートモードがONになります。

n駐車するとき

→P. 184

nパーキングブレーキ未解除警告ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに「EPBがロックされています」が表示されます。
（車速が5km/h をこえたとき）

nブレーキ警告灯が点灯したときは

→P. 516

n冬季のパーキングブレーキの使用について

→P. 386
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警告

n駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままにしないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動き出して思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

nパーキングブレーキスイッチについて

パーキングブレーキスイッチの周辺にものを置かないでください。
ものとスイッチが干渉して、思わぬパーキングブレーキの作動につながるおそ
れがあります。

nパーキングブレーキ自動作動機能について

パーキングブレーキ自動作動機能を日常のパーキングブレーキ操作のかわりに
は絶対に使用しないでください。本機能は運転者のパーキングブレーキかけ忘
れによって起こる事故を軽減するための機能です。機能に頼ったり、安全を委
ねて駐車をしたりすると、重大な傷害に及ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

注意

n駐車するとき

車から離れるときは、シフトレバーをPにし、パーキングブレーキをかけてく
ださい。

車が動かないことを確認してください。

nシステムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告表示を確認してください。

n補機バッテリーがあがったとき

パーキングブレーキシステムを作動させることはできません。(→ P. 567)

n故障などでかかったままになったとき

パーキングブレーキがかかったまま走行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブレー
キの効きが悪くなったり、早く摩耗したりするおそれがあります。ただちにト
ヨタ販売店に連絡してください。
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スイッチを押して、ブレーキホール
ドシステムをONにする
ブレーキホールドスタンバイ表示灯
（緑）が点灯します。ブレーキ保持中は
ブレーキホールド作動表示灯（黄）が
点灯します。

※1 ブレーキホールドスタンバイ表示
灯

※2 ブレーキホールド作動表示灯

nシステムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステムをONできません。

l運転席ドアが閉まっていない

l運転席シートベルトを着用していない

lマルチインフォメーションディスプレイに、「EPB作動が途中で停止しました」
や「EPB故障　販売店で点検してください」が、表示されている

ブレーキホールドシステムがONのときに上記いずれかを検出したときは、シス
テムが OFF になり、ブレーキホールドスタンバイ表示灯（緑）が消灯しブレー
キを保持できません。ブレーキ保持中に、運転席ドアが閉まっていないことや運
転席シートベルトを着用していないことを検出した場合は、さらに警告音と共に
マルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示され、自動的にパー
キングブレーキがかかります。

ブレーキホールド

シフトレバーがD・S・N またはP でブレーキホールドシステムがON
のとき、ブレーキペダルを踏んで停車するとブレーキがかかったまま保
持されます。シフトレバーが D または S のとき、アクセルペダルを踏
むと同時に解除され、スムーズに発進できます。

※1 ※2

知識



216 4-2. 運転のしかた

Century_J_OM

nブレーキ保持について

lブレーキ保持中にブレーキペダルが踏まれていない状態が約3分継続すると、自
動的にパーキングブレーキがかかります。このときはブザーが鳴り、マルチイ
ンフォメーションディスプレイにメッセージが表示されます。

l急坂路ではブレーキ保持できないことがあり、その場合運転者が、ブレーキを
かける必要があります。このときブザーが鳴り、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。表示された画面の指示に従ってくださ
い。

lブレーキ保持中にシステムをOFFするときは、ブレーキペダルをしっかり踏み、
もう一度スイッチを押してください。

lパーキングブレーキを自動的に作動させたくない場合は、ブレーキホールドス
イッチを押してスタンバイ表示灯（緑）が消灯したのを確認してからパワース
イッチをOFFにしてください。

nブレーキ保持中にパーキングブレーキが自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキングブレーキを解除してください。

l運転席シートベルトを着用した状態でアクセルペダルを踏む

lブレーキペダルを踏みながら、パーキングブレーキスイッチを操作して手動で
解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示灯が消灯したことを確認してください。
（→P. 520）

nトヨタ販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件を満たしているときに、ブレーキホールド
スイッチを押してもブレーキホールドスタンバイ表示灯（緑）が点灯しないとき
はシステムの異常が考えられます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

nマルチインフォメーションディスプレイに「BrakeHold 故障」が表示されたと
きは

システムに異常があるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

n警告メッセージ・警告ブザーについて

操作に関して注意が必要な場合や、システムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうながします。マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示されたときは、表示された画面の指示に従って
ください。

nブレーキホールド作動表示灯（黄）が点滅したときは

→P. 520
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警告

n次のようなときは、ブレーキホールドシステムをOFFにしてください。

l急坂路

lすべりやすい路面

l自動洗車機を使用するとき

lけん引されるとき

注意

n駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するための機能ではありません。ブレーキ保持
中にパワースイッチをOFFにすると、保持が解除されて車が動き出す場合があ
ります。パワースイッチを操作するときは、ブレーキペダルを踏み、シフトレ
バーをPにして、パーキングブレーキをかけてください。
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4-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作すると、ランプが点灯します。

※ スイッチを  の位置へ操作し手を離すと、自動的に  の位
置へ戻ります。

上記の表のスモールランプは、車幅灯・尾灯・インストルメントパネル
照明を意味します。
※1  の状態に切りかえるには スイッチを下に回した状態で約1
秒保持してから、手を離します。

約1 秒保持しないと、ランプ類の作動は  のまま変化しません。

※2 周囲の明るさに従って、尾灯・番号灯が自動的に点灯・消灯します。
※3 停車中から低車速での走行中にのみ点灯します。
ただし、一定の車速をこえるか、走行開始後しばらくすると自動で解除され、

 での点灯状態にもどります。

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプなどを点灯・消灯できます。

点灯のしかた

3 2

ポジション
点灯状態

周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

 ヘッドランプ・スモールランプが点灯

 LED デイライト
（→P. 220）が点灯※2

ヘッドランプ・スモールラン
プが点灯

 ※1 スモールランプが点灯 スモールランプが点灯※3

1

2

3

3

2

2
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スイッチを  の位置で2秒以上保持すると、次のように作
動します。
消灯中に  か  の位置へ操作すると消灯状態が解除さ
れます。

※ スイッチを  の位置へ操作し手を離すと、自動的に  の位
置へ戻ります。

※ シフトポジションが P にある、またはパーキングブレーキがかかっていると
きに消灯できます。
シフトポジションを P 以外にするか、パーキングブレーキを解除すると、消
灯状態は解除されます。

ヘッドランプ点灯時ハイビーム
に切りかえ
レバーをもとの位置へもどすとロー
ビームにもどります。

レバーを引いているあいだ、ハイ
ビームを点灯
ランプが消灯していても、ハイビーム
が点灯します。レバーを離すと、ロー
ビームにもどる、または消灯します。

消灯のしかた

3

1 3

3 2

ポジション
点灯状態

周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

 
ヘッドランプ・スモールラン
プ・LEDデイライト
（→P. 220）が消灯

ヘッドランプ・スモールランプ
が消灯※

ハイビームにする

3

1

2



220 4-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方

Century_J_OM

l ヘッドランプ（ロービーム）点灯時にハンドルまたは方向指示レバー
を操作すると、交差点での視認性確保のため、車両進行方向側のコー
ナリングランプが点灯します。
ただし、車速が約35km/h より高い場合は、コーナリングランプは点灯しません。

l ヘッドランプ（ロービーム）点灯時にシフトレバーをR にすると、駐
車時の視認性向上のため、両側のコーナリングランプが点灯します。

nLEDデイライト

日中での走行時、自車が他の運転者から見やすくなるように、ハイブリッドシス
テム始動後、パーキングブレーキを解除して、ランプスイッチを AUTO にする
と、LEDデイライトが自動で点灯します。（車幅灯より明るく点灯します。）

LEDデイライトは夜間の使用を意図したものではありません。

n自動で点灯／消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動的にランプが点灯／消灯します。日中走行中でも周囲
の環境や明るさによって、ヘッドランプが自動点灯する場合があります。

nライトセンサー

nランプ消し忘れ防止機能

パワースイッチをアクセサリーモードまたは OFF にして運転席ドアを開けると
すべてのランプが自動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、パワースイッチをONモードにするか、一度ラン
プスイッチを にしてから または の位置にします。

コーナリングランプ

知識

センサーの上にものを置いたり、センサーを
ふさぐようなものをフロントウインドウガ
ラスに貼らないでください。周囲からの光が
さえぎられると、自動点灯・消灯機能が正常
に働かなくなります。
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nランプ消し忘れ警告ブザー

ヘッドランプ・尾灯が点灯している状態で運転席ドアを開けると、ランプ類の消
し忘れを警告するブザーが鳴ります。

nオートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、乗車人数・荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸を自動で調整します。

n節電機能

車両の補機バッテリーあがりを防止するため、パワースイッチを OFF の状態で
ヘッドランプまたは尾灯が点灯している場合、節電機能が働き約20分後すべて
のランプが自動消灯します。

パワースイッチをONモードにすると、節電機能は解除されます。

次のいずれかを行った場合、節電機能は一旦解除され、再度節電機能が働き約20
分後すべてのランプが自動消灯します。

･ ランプスイッチを操作したとき
･ ドアを開閉したとき

nコーナリングランプの制御について

コーナリングランプは、点灯したまま約30分経過すると、自動で消灯します。

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
(→ P. 586)

注意

n補機バッテリーあがりを防止するために

ハイブリッドシステムを停止した状態でランプ類を長時間点灯しないでくださ
い。
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l 車速に応じて、ハイビームの明るさと照らす範囲を調整します。
l カーブを走行しているとき、進行方向側をハイビームでより明るく照
らします。

l 前方車両の周辺を遮光したハイ
ビームを点灯します。（遮光ハイ
ビーム）
前方車両へのまぶしさを緩和しつつ、
前方視界の確保を補助します。

ハイビームで照らす範囲
ロービームで照らす範囲

l 先行車との距離に応じて、ロービームの照らす範囲を調整します。
l 低速で走行しているとき、両側のコーナリングランプで車両側方を照
らします。

AHS（アダプティブハイビームシステム）

アダプティブハイビームシステムは、フロントウインドウガラス上部に
設置されたカメラセンサーにより前方車両のランプや街路灯などの明る
さを判定し、ヘッドランプの配光を制御します。

警告

n安全にお使いいただくために

アダプティブハイビームシステムを過信しないでください。運転者は常に自ら
の責任で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

nアダプティブハイビームシステムの誤作動を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

システムの制御

1

2
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アダプティブハイビームシステ
ムスイッチを押す

ランプスイッチを または
の位置にする

レバーがロービームの位置にあると
き、アダプティブハイビームシステム
が作動し、AHS 表示灯が点灯します。

nシステムの作動条件

l次の条件をすべて満たすと、ハイビームが点灯し、システムが作動します。

･ 車速が約15km/h 以上※
･ 車両前方が暗い
※ 車速が約 30km/h 以上になると、カーブ走行時に進行方向側を明るく照ら
します。

l次の条件をすべて満たすと、前方車両の位置に応じて遮光ハイビームに切りか
わります。

･ 車速が約15km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいる
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が少ない

l次の条件のいずれかのとき、ロービームに切りかわります。

･ 車速が約12km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両の台数が多い
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が多い

アダプティブハイビームシステムを使うには

1

2

知識
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n前方カメラの検知について

l次のような状況では、ハイビームが自動で遮光ハイビームに切りかわらない場
合があります。

･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹などで前方車両が見え隠れするとき
･ 前方車両が離れた車線から接近してきたとき
･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき
･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの強い光を反射しているとき
･ センサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253

l前方車両のフォグランプにより、ハイビームが遮光ハイビームに切りかわる場
合があります。

l街路灯や信号・広告などの照明、または標識・看板・反射板（リフレクター）な
どの反射物によりハイビームが遮光ハイビームに切りかわる場合や切りかわら
ない場合、または遮光範囲が変化する場合があります。

l次の原因により、遮光範囲の追従速度やロービームへの切りかえのタイミング
が変化する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯しているとき
･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況など）
･ 乗車人数や荷物の量

lヘッドランプの配光制御が運転者の感覚に合わない場合があります。

l自転車などの軽車両は検知しない場合があります。

l次のような状況では、周囲の明るさが正確に検知されず、ハイビームが歩行者
や前方車両などの迷惑になる場合や、ロービームが継続する場合があります。こ
のような場合は、手動でハイビームとロービームを切りかえてください。

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た光があるとき
･ 前方車両のランプが無灯火のときや、ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき
･ ハイビームとロービームをひんぱんに切りかえているとき
･ ハイビームの点灯が不適切と思われるとき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき
･ システムをOFFにする必要があるとき：→P. 247
･ センサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253
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nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することができます。
（カスタマイズ一覧：→P. 586）

n ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
AHS 表示灯が消灯し、ハイビーム
表示灯が点灯します。

アダプティブハイビームシステムに
もどすには、再度レバーをもとの位
置にもどします。

n ロービームへの切りかえ
アダプティブハイビームシステ
ムスイッチを押す
AHS表示灯が消灯します。

アダプティブハイビームシステムに
もどすには、再度アダプティブハイ
ビームシステムスイッチを押しま
す。

ハイビームの使用に問題がある、または他の運転者・付近の歩行者の迷
惑になると思われるときに使用します。
レバーを手前に引き、もとの位置に
もどす
レバーを引いているあいだはハイビー
ムが点灯しますが、レバーがもとの位
置にもどるとしばらくのあいだロー
ビームが点灯します。その後、再度ア
ダプティブハイビームシステムが作動
します。

手動制御に切りかえるには

一時的なロービームへの切りかえ
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オートマチックハイビームス
イッチを押す

ランプスイッチを または

にする

レバーがロービームの位置にあると
き、オートマチックハイビームシステ
ムが作動し、AHB表示灯が点灯します。

AHB（オートマチックハイビーム）

オートマチックハイビームは、フロントウインドウガラス上部に設置さ
れた前方カメラにより前方車両のランプや街路灯などの明るさを判定
し、自動的にハイビームとロービームを切りかえます。

警告

n安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しないでください。運転者は常に自らの責任
で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけ、必要に応じて手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

nオートマチックハイビームの誤作動を防ぐために

システムをOFFにする必要があるとき：→P. 247

オートマチックハイビームを使うには

1

2
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nハイビームとロービームの自動切りかえ条件

l次の条件をすべて満たすと、ハイビームを点灯します。

･ 車速が約30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が少ない 

l次の条件のいずれかのときはロービームが点灯します。

･ 車速が約25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯などの光が多い

n前方カメラの検知について

l次の状況では、ハイビームが自動でロービームに切りかわらない場合がありま
す。

･ 車両が割り込んできたとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹などで前方車両が見え隠れするとき
･ 前方車両が離れた車線から接近してきたとき
･ 前方車両が遠方を走行しているとき
･ 前方車両が無灯火のとき
･ 前方車両のランプ類の照度が低いとき
･ 前方車両が自車のヘッドランプなどの強い光を反射しているとき
･ センサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253

l前方車両のフォグランプにより、ハイビームがロービームに切りかわる場合が
あります。

l街路灯や信号・広告などの照明、または標識・看板などの反射物によりハイビー
ムがロービームに切りかわる場合や、ロービームが継続する場合があります。

l次の原因により、ハイビームとロービームの切りかえのタイミングが変化する
場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両との車間距離
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯しているとき
･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況など）
･ 乗車人数や荷物の量

知識
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lハイビームとロービームが運転者の感覚に合わず切りかわる場合があります。

l自転車などの軽車両は検知しない場合があります。

l次の状況では、周囲の明るさが正確に検知されず、ハイビームが歩行者や前方
車両などの迷惑になる場合や、ロービームが継続する場合があります。このよ
うな場合は、手動でハイビームとロービームを切りかえてください。

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た光があるとき
･ 前方車両のランプが無灯火のときや、ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき
･ ハイビームとロービームをひんぱんに切りかえているとき
･ ハイビームの点灯が不適切と思われるとき、またはほかの運転者・付近の歩
行者の迷惑になると思われるとき
･ システムをOFFにする必要があるとき：→P. 247
･ センサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253
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n ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
AHB 表示灯が消灯し、ハイビーム
表示灯が点灯します。

オートマチックハイビームにもどす
には、再度レバーをもとの位置にも
どします。

n ロービームへの切りかえ
オートマチックハイビームス
イッチを押す
AHB表示灯が消灯します。

オートマチックハイビームにもどす
には、再度オートマチックハイビー
ムスイッチを押します。

ハイビームの使用に問題がある、または他の運転者・付近の歩行者の迷
惑になると思われるときに使用します。
レバーを手前に引き、もとの位置に
もどす
レバーを引いているあいだはハイビー
ムが点灯しますが、レバーがもとの位
置にもどるとしばらくのあいだロー
ビームが点灯します。その後、再度オー
トマチックハイビームが作動します。

手動制御に切りかえるには

一時的なロービームへの切りかえ
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 フロントフォグランプ装着車
消灯する
点灯する

 フロント＆リヤフォグランプ装着車
消灯する
フロントフォグランプを
点灯する
フロント＆リヤフォグラ
ンプを点灯する

手を離すと の位置までもどりま
す。

再度操作すると、リヤフォグランプの
み消灯します。

フォグランプスイッチ

雨や霧などの悪天候下での視界を確保します。

1

2

1

2

3
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n点灯条件

フロントフォグランプ：
尾灯が点灯しているときに使用できます。
リヤフォグランプ★：
ヘッドランプ、またはフロントフォグランプが点灯しているときのみ使用できま
す。

nリヤフォグランプ★について

lリヤフォグランプが点灯しているときは、メーター内の表示灯が橙色に点灯し
ます。

l雨や霧などで視界が悪いときに後続車に自分の車の存在を知らせるために使用
します。
視界が悪いとき以外に使用すると後続車の迷惑になる場合があります。
必要なとき以外は使用しないでください。

知識

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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次のように レバーを操作すると、ワイパーまたはウォッシャーが
作動します。

を選択しているとき、雨滴量と車速に応じてワイパーが作動しま
す。

停止

AUTOモード

低速作動

高速作動

一時作動

が選択されているときは、次のようにツマミをまわして、雨滴セ
ンサーの感度を調整できます。
雨滴センサーの感度調整（高）
雨滴センサーの感度調整（低）

ワイパー&ウォッシャー

操作のしかた

1

2

3

4

5

6

7
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ウォッシャー液を出す
レバーを手前に引くとワイパーと連
動してウォッシャーが作動します。
（数回作動したあと、液だれ防止とし
てさらに 1 回作動します。ただし、
走行中は液だれ防止作動は働きませ
ん。）

パワースイッチがONモードの状態
でヘッドランプが点灯していると
き、5 回手前に引くごとにヘッドラ
ンプクリーナーが作動します。

n作動条件

パワースイッチがONモードのとき

n音声対話サービスでの操作★

音声対話サービスを使用して次の操作をすることができます。

lフロントワイパーを1回のみ作動

lウォッシャー液を出す（停車中のみ操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

n車速による作動への影響

AUTO選択時以外でも、車速によってウォッシャー連動時のワイパー作動（液だ
れ防止作動が働くまでの時間）がかわります。

低速作動選択時は停車時のみ間欠作動へ切りかわります。
（雨滴センサーの感度調整が最高に調整されているときは、低速作動を続けます）

8

知識

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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n雨滴感知センサー

lパワースイッチがONモードのときにワイパースイッチをAUTOモードにする
と、動作確認のためワイパーが１回作動します。

l雨滴感知センサーの温度が85℃以上または－15℃以下のときは、AUTO作動
しないことがあります。その場合は、AUTOモード以外でワイパーを使用して
ください。

nウォッシャー液が出ないとき

nドア開連動ワイパー停止機能

選択中、シフトレバーがPの状態でワイパーが作動しているときにフロン
トドアを開けると、ワイパーの水しぶきが車両の近くにいる人にかかるのを防ぐ
ためにワイパーの作動が停止します。フロントドアを閉めると作動を再開しま
す。

n走行中にハイブリッドシステムを緊急停止したときは

ハイブリッドシステムを停止したときにワイパーが作動していた場合は、高速作
動でワイパーの作動が継続します。車両停止後にパワースイッチをON モードに
すると通常作動を再開し、運転席ドアを開けるとワイパーの作動を停止します。

l雨滴感知センサーが雨滴量を判定します。

光学センサーを使用しているため、フロン
トガラスに朝日や夕日が断続的にあたる
ときや、虫などで汚れたときに、正しく作
動しないことがあります。

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズルのつ
まりを点検してください。
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警告

nAUTOモード時のワイパー作動について

AUTOモードでは、センサーにふれたり、フロントウインドウガラスに振動が
あるなどの要因で不意にワイパーが動くおそれがあります。ワイパーで指など
を挟まないように注意してください。

nウォッシャー使用時の警告

寒冷時はフロントウインドウガラスが暖まるまでウォッシャー液を使用しない
でください。ウォッシャー液がフロントウインドウガラスに凍りつき、視界不
良を起こして思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

注意

nフロントウィンドウガラスが乾いているとき

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

nウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

nノズルがつまったとき

ノズルがつまったときはトヨタ販売店へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

n補機バッテリーあがりを防止するために

ハイブリッドシステムを停止した状態でワイパーを長時間作動しないでくださ
い。

n雨滴感知センサー

フロントウインドウガラスに撥水コーティングを行うと雨滴感知センサーが雨
滴量を正確に感知できず、オート作動が正常に作動しないことがあります。
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ワイパーは使用していないとき、ボンネット下に格納されています。
寒冷時やワイパーゴムを交換するときは、ワイパーの停止位置を格納位
置からサービスポジションに切りかえた上でワイパーを立ててくださ
い。
n サービスポジションへ切りかえる
パワースイッチを OFF にしたあ
と約 45 秒以内に、ワイパース
イッチを の位置で約 2 秒
以上保持する
ワイパーがサービスポジションに移
動します。

n ワイパーを立てる
ワイパーアームのフック部を
持ってガラス面から引き上げる

ワイパーの停止位置切りかえ／ワイパーの立て方

フック部



2374-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方

4

運
転

Century_J_OM

nワイパーを格納位置にもどすには

ワイパーを倒した状態でパワースイッチをONモードにし、いずれかのワイパー
操作をしてください。作動後は格納位置で停止します。

知識

注意

nワイパーを立てるときは

lワイパーがボンネット下の格納位置にあるとき、ワイパーを立てないでくださ
い。この位置でワイパーを立てるとボンネットに干渉し、傷が付くおそれがあ
ります。

lワイパーを立てた状態でワイパーを作動させないでください。ワイパーがボン
ネットに干渉し、傷が付くおそれがあります。
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スイッチを押してヘッドランプを
洗浄する

レバーを5回手前に引くことで、
ヘッドランプクリーナーを作動させる
こともできます。（→P. 232）

n作動条件

パワースイッチがONモードでヘッドランプが点灯しているとき

ヘッドランプクリーナー

ヘッドランプにウォッシャー液を噴射します。

知識

注意

nウォッシャー液が出ないとき

ヘッドランプクリーナースイッチを操作し続けないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。
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4-4. 給油のしかた

l ドアとドアガラスを閉め、パワースイッチをOFFにしてください。
l 燃料の種類を確認してください。

n燃料の種類

l無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

lバイオ混合ガソリン（プレミアム）

nバイオ混合ガソリンについて

エタノールの混合率10％以下、またはETBEの混合率22％以下のガソリン（酸
素含有率3.7％以下）を使用することができます。

給油口の開け方

給油する前に

知識
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警告

n給油するときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こすなど、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

l給油前にボデーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去してください。除去
したあとは給油が完了するまで、車内にもどったり、他の人やものにふれない
でください。また、給油口に静電気を除去していない人を近付けないでくださ
い。
静電気を帯電した人が給油口に近付くと、放電による火花で燃料に引火するお
それがあります。

lキャップはツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けてください。また、キャップを
ゆるめたときに、“ シュー” という音がする場合は、その音が止まるまで
キャップを保持してください。
すぐに開けると、気温が高いときなどに、給油口から燃料が噴き出るおそれが
あります。

l気化した燃料を吸わないようにしてください。
燃料の成分には、有害物質を含んでいるものもあります。

l喫煙しないでください。

l給油口にノズルを確実に挿入してください。

l継ぎ足し給油をしないでください。

l正常に給油できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。
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給油扉オープナースイッチを押
して、給油扉を開ける

キャップをゆっくりまわして開
け、ホルダーにはめ込む

注意

n給油するとき

l燃料をこぼさないでください。塗装が損傷する可能性があります。

l無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）が入手できないときは、無鉛レギュ
ラーガソリンを使用することもできますが、次のような状態になるおそれがあ
ります。

･ ガソリンエンジンからの異音や振動など（ノッキング）が発生する
･ ガソリンエンジンの出力が低下する

lその他の燃料（粗悪ガソリン／軽油／灯油／高濃度バイオ混合ガソリン※）を
使用しないでください。その他の燃料を使用すると、次のような状態になるお
それがあります。

･ ガソリンエンジンからの異音や振動など（ノッキング）が発生する
･ ガソリンエンジンの出力が低下する
･ ガソリンエンジンの始動性が悪くなる
･ 排気制御システムが正常に機能しない
･ 燃料系部品が損傷する

※ エタノール混合率10％をこえるもの、またはETBE混合率22％をこえるも
の

給油口の開け方

1

2
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キャップを“カチッ”と音がする
までまわして閉める
手を離すと、キャップが逆方向に少し
もどります。

n車内のスイッチで給油扉が開かないとき

給油口の閉め方

知識

トランク内のカバーを取りはずし、レバーを
引きます。

警告

nキャップが正常に閉まらないとき

必ずトヨタ販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま使用したり、純正品以外のキャップを使
用すると、火災などを引き起こし、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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4-5. 運転支援装置について

本取扱説明書では、Ver.3 までの情報を記載しています。Toyota Safety
Sense 各機能の制御内容・取り扱い・警告／注意事項などの最新情報に
ついては、トヨタ公式Webサイトにあるデジタル取扱説明書で確認する
ことができます。
ご使用前に必ずシステムのソフトウェアバージョンに合った取扱説明書
をお読みください。

nご使用にあたっての留意事項

lお客様の安全に関わる問題や法規上の問題が発生したときは、一時的に一部の
機能を作動不可にすることがあります。あらかじめご了承ください。

lT-Connect 利用契約が未契約／未更新の場合、無線通信によるソフトウェア
アップデートは行われません。

ソフトウェアアップデートを確認する（Toyota Safety 
Sense）

T-Connect ご利用契約中のお客様は通信モジュール（DCM）を使って
ソフトウェアアップデートを実施することで、システムのアップデート・
機能の変更／追加ができます。

警告

n安全にお使いいただくために

Toyota Safety Senseは、ソフトウェアを更新することで各機能の取り扱い
方法が変わることがあります。正しい取り扱い方法を知らずにシステムを使用
すると、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

lトヨタ公式Webサイトにある、システムのソフトウェアバージョンに合った
デジタル取扱説明書をお読みいただいた上でご使用ください。

Toyota Safety Sense の取扱説明書での記載内容について

知識
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システムのソフトウェアバージョンを確認した上で、トヨタ公式Webサ
イトにアクセスする必要があります。
n マルチメディアディスプレイ※／スマートフォンでバージョンを確認
する
運転支援機能の更新に関するお知らせ、または運転支援アップデート
アプリケーションから現在のソフトウェアバージョンを確認すること
ができます。
メインメニューの にタッチします
“運転支援アップデート”にタッチします

※ マルチメディアのバージョンによっては表示されない場合があります。

n 自車のToyota Safety Senseのバージョンに合った取扱方法をお読
みいただくには
パソコンやスマートフォンから、以下URLにアクセスする

事前に確認したバージョンが含まれたファイルを選択する

nデジタル取扱説明書について

ご希望の場合、印刷した冊子を購入することもできます。詳しくはトヨタ販売店
にお問い合わせください。

自車のToyota Safety Senseのバージョンに合った取扱方法をお読み
いただくには

1

2

1

URL QRコード

https://manual.toyota.jp/safetysu/

知識

2
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ソフトウェアアップデートがある場合、マルチメディアディスプレイに
通知画面が表示されます。画面の指示に従ってください。
ソフトウェアを更新することで、各機能の取り扱い方法が変わったり、機
能が追加されたりすることがあります。
変更・追加された内容は、トヨタ公式Webサイトにあるデジタル取扱説
明書で確認することができます。

nソフトウェアアップデートについて留意事項

l一度ソフトウェアアップデートを実施すると、前のバージョンにもどすことは
できません。

l通信環境や更新内容によって、ソフトウェアアップデートに数時間かかること
があります。パワースイッチをOFFにすると更新は中断されますが、再度ON
にすると前回の続きから再開します。

lソフトウェアアップデートに失敗した場合、前のバージョンでシステムを起動
します。

lソフトウェアアップデートの実施中でもToyota Safety Senseを使用するこ
とができます。

l次のようなときは自動でソフトウェアアップデートを実施することがありま
す。

･ システムの不具合など、お客様の安全に関わる問題が発生したとき※
･ 法規上の問題が発生したとき※
･ 取り扱い方法や性能に影響がない、軽微な修正を行うとき
※ すべての更新内容がインストールされ、ソフトウェアが最新の状態になるこ
とがあります。

n運転支援機能の更新通知で確認できること

次の項目を確認、または実行できます。

lソフトウェアのバージョン、更新内容、注意事項、使い方などの表示

lソフトウェアの更新履歴表示へのリンク

lソフトウェアの更新

ソフトウェアを更新する

知識
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Toyota Safety Sense

Toyota Safety Sense は、運転支援装置によって運転者を補助し、安
全で快適なドライブを支援します。

警告

nToyota Safety Sense について

Toyota Safety Sense は運転者の安全運転を前提としたシステムであり、事
故被害や運転負荷の軽減に寄与することを目的としています。

本システムは認識性能・制御性能に限界があります。システムを過信せず、運
転者は常に自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけてください。

n安全にお使いいただくために

lシステムを過信しないでください。運転者は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転を心がけてください。本システムはあらゆる状況で動作するも
のではなく、支援には限界があります。システムに頼ったり、安全を委ねる運
転をしたりすると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

lお客様ご自身で作動テストを行わないでください。対象や状況によってはシス
テムが正常に作動せず、思わぬ事故につながるおそれがあります。

l走行操作に関して注意が必要な場合や、システムに異常が発生したときには、
警告メッセージ・警告ブザーで注意をうながします。ディスプレイに警告メッ
セージが表示されたときは、表示された画面の指示に従ってください。

l外部の騒音やオーディオの音などにより、警報ブザーが聞きとりにくい場合が
あります。また、路面状況などにより、システムの作動を感じにくい場合があ
ります。
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警告

nシステムをOFFにする必要があるとき

次のときは、システムをOFFにしてください。

システムが正常に作動せず、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

l過積載やパンクで車両が傾いているとき

l過度な高速走行をしているとき

lけん引時

lトラック／船舶／列車などに積載するとき

l車両をリフトで上げ、タイヤを空転させるとき

l点検でシャシーダイナモやフリーローラーなどを使用するとき

lオフロード走行やスポーツ走行をするとき

l洗車機を使用するとき

lセンサーやセンサー周辺への衝撃などによりセンサーの向きがずれていると
き、変形しているとき

lセンサーやライトをさえぎるような装備品を装着しているとき

l応急用タイヤ・タイヤチェーンなどを装着しているとき、タイヤパンク応急修
理キットで修理したとき

lタイヤの残り溝が十分にないとき、または空気圧が不足しているとき

lメーカー指定のサイズ以外のタイヤを装着しているとき

l事故や故障などにより走行不安定なとき
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n AHS（アダプティブハイビームシステム）
→P. 222

n AHB（オートマチックハイビーム）
→P. 226

n PCS（プリクラッシュセーフティ）
→P. 256

n LTA（レーントレーシングアシスト）
→P. 270

n LDA（レーンディパーチャーアラート）
→P. 276

n PDA（プロアクティブドライビングアシスト）
→P. 283

n 発進遅れ告知機能
→P. 290

n RSA ( ロードサインアシスト )
→P. 292

n レーダークルーズコントロール
→P. 297

n クルーズコントロール
→P. 309

n ドライバー異常時対応システム
→P. 315

運転支援装置
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複数のセンサーにより、システムの作動に必要な情報を認識します。
n 周囲の状況を検出するセンサー

前方レーダー
前方カメラ
後側方レーダー

Toyota Safety Sense で使用するセンサー

CTP45BW079

1

2

3
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警告

nレーダーの故障や誤作動を防ぐために

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、レーダーが正常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lレーダーとレーダー専用カバーは常にきれいにしておく

レーダー前面やレーダー専用カバー前後面に汚れ・水滴・雪などが付着した場
合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーやレーダー専用カバーを傷付けないよう、やわ
らかい布で汚れをふき取ってください。

lレーダーやレーダー専用カバー周辺にアクセサリーを付けたり、ステッカー
（透明なものを含む）などを貼ったりしない

lレーダー周辺への強い衝撃を避ける
レーダー／フロントグリル／フロントバンパーに衝撃を受けた際は、必ずトヨ
タ販売店で点検を受けてください。

lレーダーを分解しない

lレーダーやレーダー専用カバーを改造、塗装したりしない。純正部品以外に交
換しない。

l次のようなときは、レーダーの再調整が必要です。詳しくはトヨタ販売店にご
相談ください。

･ レーダーを脱着や交換したとき
･ フロントバンパー／フロントグリルを交換したとき

レーダー

レーダー専用カバー

1

2
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警告

n前方カメラの故障や誤作動を防ぐために

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、前方カメラが正常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lフロントウインドウガラスは常にきれいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚れ／油膜／水滴／雪などが付着した場
合は、取り除いてください。
･ フロントウインドウガラスにガラスコーティング剤を使用していても、前
方カメラ前部に水滴などが付着した場合は、ワイパーでふき取ってくださ
い。
･ フロントウインドウガラス内側の前方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

lフロントウインドウガラスの前方カメラ前部（図に示す範囲内）にステッカー
（透明なものを含む）などを貼り付けない

l前方カメラ前部のフロントウインドウガラスが曇ったり、結露したり、凍結し
たりした場合は、エアコンの機能を使用する

l前方カメラ前部のフロントウインドウガラスの水滴をワイパーが正しくふき
取れないときは、ワイパーゴムまたはワイパーブレードを交換する

lフロントウインドウガラスにフィルムを貼らない

lフロントウインドウガラスに傷・ひびなどが生じた場合は、そのまま放置せず
に交換する
フロントウインドウガラスの交換後は、前方カメラの再調整が必要です。詳し
くはトヨタ販売店にご相談ください。

約4cm

約4cm

1

2
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警告

l前方カメラに液体をかけない

l前方カメラに強い光を照射しない

l前方カメラのレンズを汚したり、傷を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃除するときは、ガラスクリーナーがレンズ
に付着しないようにしてください。また、レンズにはふれないでください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、トヨタ販売店にご相談ください。

l前方カメラに強い衝撃を加えない

l前方カメラの取り付け位置や向きを変更したり、取りはずしたりしない

l前方カメラを分解しない

lインナーミラーなどの前方カメラ周辺部品や天井を改造しない

lボンネット・フロントグリル・フロントバンパーに、前方カメラの視界をさえ
ぎる可能性のあるアクセサリーを取り付けない
詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。

lルーフ上に全長の長い荷物（サーフボードなど）を積むときは、前方カメラの
視界をさえぎらないようにする

lヘッドランプなどのランプ類を改造しない

nフロントウィンドウガラスの前方カメラ取り付け部について

フロントウインドウガラスが曇る可能性があるとシステムが判断した場合、
ヒーターにより前方カメラ周辺のフロントウインドウガラスの曇り取りが自動
的に作動します。お手入れなどで前方カメラ周辺にふれるときは、十分にフロ
ントガラスが冷めてからにしてください。やけどをするおそれがあります。
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nセンサーやシステムが正しく作動しないおそれがあるとき

l車両の高さや傾きが変わるような改造をしているとき

lフロントウインドウガラスが汚れているときや、曇っているとき、ひび割れや
破損があるとき

l外気温が高温または低温のとき

lセンサー前面に泥、雨滴、雪、虫、ゴミなどが付着したとき

l悪天候時（雨・霧・雪・砂嵐など）

l前方に水／雪／土ぼこりなどの巻き上げや水蒸気・煙があるとき

l夜間やトンネル内など暗い場所でヘッドランプを点灯していないとき

lヘッドランプのレンズが汚れて照射が弱いとき

lヘッドランプの光軸がずれているとき

lヘッドランプが故障しているとき

l対向車のヘッドランプ光／太陽光／反射光などが前方カメラに入射していると
き

l急激な明るさの変化があるとき

lテレビ塔／放送局／発電所／レーダー搭載車両など、強い電波やノイズが発生
する場所の近くを走行するとき

lワイパーブレードがセンサーの視界をさえぎっているとき

l周囲に次のようなレーダーの電波を反射するものがあるとき

･ トンネル
･ トラス橋
･ 砂利道
･ 轍のある雪道
･ 壁
･ 大型トラック
･ マンホール
･ ガードレール
･ 鉄板

l周囲に段差や突起物があるとき

l超小型モビリティなどのように対象車両の全幅が狭いとき

l空荷のトラックなど対象車両の前端・後端面積が小さいとき

知識
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l対象車両の荷台から荷物がはみ出しているとき

l対象車両の一部が布で覆われているなど金属の露出が少ない車両のとき

lトラクター・サイドカーなど対象車両が特殊な形状のとき

l対象車両との車間距離が極端に短くなったとき

l対象車両の位置がずれている場合

l対象車両に雪や泥などが付着している場合

l次のような道路を走行しているとき

･ 急なカーブや曲がりくねった道
･ 急な上り坂や下り坂など、路面勾配が変化する道
･ 左右に傾きのある道
･ 路面に深いわだちがある道
･ 整備されていない荒れた道
･ 起伏や段差が多い道路

lハンドル操作が不安定な場合

l車線内での自車の位置が一定でない場合

l本システム部品もしくはブレーキ等の関連部品が冷えている・過熱している・
ぬれているなど

lホイールアライメントがずれているとき

l凍結路・積雪路・砂利道などのすべりやすい路面を走行するとき

lカーブの形状とは異なる経路で走行するとき

lカーブに対して進入速度が過度に高いとき

l駐車場や車庫、カーエレベータなどに出入りするとき

l駐車場内を走行するとき

l低床トレーラーなど対象車両の前端・後端
が低い位置にあるとき

l対象車両の最低地上高が極端に高いとき
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l生い茂った草・垂れ下がった枝・垂れ幕など自車に覆い被さるような障害物が
ある場所を走行するとき

l風が強いとき

n車線を検知できないおそれがあるとき

l車線の幅が極端に狭い、または広いとき

l車線変更をした直後、または交差点を通過した直後

l工事によって規制された車線、または仮設の車線を走行しているとき

l周囲に車線もしくは類似の構造物、模様、影があるとき

l同一車線上に複数の白線があるとき

l車線が明瞭でないとき、濡れた路面を走行しているとき

l車線が縁石等の上に引かれているとき

lコンクリート路のような照り返しなどで明るい路面を走行しているとき

nシステムの一部もしくは全てが作動しないとき

l本システムもしくはブレーキ、ステアリング等関連システムに異常検出時

lVSC、TRC等の安全システムが作動時

lVSC、TRC等の安全システムがOFFの時

nブレーキの作動音や踏み応えの変化について

lブレーキが作動したときにブレーキの作動音が聞こえたり、ブレーキペダルの
踏み応えがかわったりすることがありますが異常ではありません。

lシステムの制御によるブレーキ作動中はブレーキペダルがお客様の想定よりも
固く感じられたり、ブレーキペダルが沈みこんだりすることがあります。どち
らの場合もブレーキの踏み増しは可能です。必要に応じてブレーキを踏み増し
してください。

nレーダーセンサーの取り扱い
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PCS（プリクラッシュセーフティ）

進路上の作動対象（→ P. 257）をセンサーで検出し、衝突の可能性が
高いとシステムが判断したときに、警報やブレーキ力制御により運転者
の衝突回避操作を補助します。また、衝突の可能性がさらに高まったと
判断したときは、自動的にブレーキを作動させることで、衝突回避を支
援、あるいは衝突被害の軽減に寄与します。
必要に応じて、プリクラッシュセーフティのON／OFF や、警報タイ
ミングを切りかえることができます。（→P. 269）

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常のブレーキ操作のかわりには絶対に使用し
ないでください。本システムはあらゆる状況で衝突を回避または衝突の被害を
軽減するものではありません。システムに頼ったり、安全を委ねる運転をした
りすると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

lプリクラッシュセーフティは衝突回避を支援、あるいは衝突被害の軽減に寄与
することを目的としていますが、その効果はさまざまな条件によりかわりま
す。そのため、常に同じ性能を発揮できるものではありません。
次の項目をお読みいただき、システムを過信せず安全運転に努めてください。

･ 安全にお使いいただくために：→P. 243

nプリクラッシュセーフティをOFFにするとき

システムをOFFにする必要があるとき：→P. 247
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システムは次のものを作動対象として検出しています。（機能によって、
作動対象が異なります）
l 車両
l 自転車※

l 歩行者
l 自動二輪車※

l 壁
※ 人が乗車している場合のみを作動対象としています。

n 衝突警報
衝突の可能性が高いとシステムが判断したとき、“ピピピ・・・”と
ブザー音が鳴り、マルチインフォメーションディスプレイにアイコン
とメッセージを表示し、回避操作をうながします。
作動対象が車両の場合、緩ブレー
キによる警告を行う場合もあり
ます。

アクセルが強く踏み込まれてい
るとシステムが判断した場合は、
図で示すアイコンとメッセージ
がマルチインフォメーション
ディスプレイに表示されます。

システムの作動対象

機能一覧
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n プリクラッシュブレーキアシスト
衝突の可能性が高いとシステムが判断したとき、運転者のブレーキ操
作で不足しているブレーキ力を増強します。

n プリクラッシュブレーキ
衝突の可能性が高いとシステムが判断したときは、ブレーキが自動で
かかり、衝突回避を支援、あるいは衝突被害の低減に寄与します。

n 緊急時操舵支援
システムが次の条件を全て満たしたと判断した場合、操舵支援を行い、
車両の安定性確保と車線逸脱の抑制に寄与します。
作動時には衝突警報に加え、図で示すシンボルがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されます。
l 衝突する可能性が高い
l 自車線内に回避するための十分なスペースがある
l 運転者の回避操舵があった
作動時には衝突警報とディスプ
レイ表示で注意喚起を行います。
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n 交差点衝突回避支援（右左折）
次のような状況において衝突の可能性が高いとシステムが判断したと
き、衝突警報およびプリクラッシュブレーキによる支援を行います。
交差点の形状によっては正しく支援できない場合があります。
l 交差点で右折して対向車／対
向自動二輪車の進路を横切る
とき

l 右左折中に、横断歩行者や、自
転車を検出したとき

n 交差点衝突回避支援（出合頭車両）
交差点など、側方から接近する車
両や自動二輪車との衝突の可能
性が高いとシステムが判断した
とき、衝突警報およびプリクラッ
シュブレーキによる支援を行い
ます。
交差点の形状によっては正しく
支援できない場合があります。
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n 低速時加速抑制
低速走行時にアクセルペダルが
強く踏み込まれ、衝突の可能性が
あるとシステムが判断したとき、
ハイブリッドシステム出力を抑
制または弱いブレーキをかける
ことで加速を抑制します。作動時
には、ブザー音が鳴り、マルチイ
ンフォメーションディスプレイ
に警告灯とメッセージを表示し
ます。

n サスペンションコントロール
衝突の可能性が高いとシステムが判断したとき、AVS（→ P. 368）
によってショックアブソーバーの減衰力を制御することで、安定した
車両姿勢の維持に寄与します。

警告

nプリクラッシュブレーキについて

lプリクラッシュブレーキが作動したときは、強いブレーキがかかります。

lプリクラッシュブレーキは停止状態を保持する機能ではありません。プリク
ラッシュブレーキの作動により車両が停止したときは、必要に応じて速やかに
運転者自らブレーキをかけてください。

lプリクラッシュブレーキは運転者の操作状態によっては作動しません。運転者
がアクセルペダルを強く踏んでいたり、ハンドルを操作したりしていると、運
転者の回避操作とシステムが判断し、プリクラッシュブレーキが作動しない、
または作動が解除される場合があります。

lブレーキペダルを踏んでいるときは、運転者の回避操作とシステムが判断し、
プリクラッシュブレーキの作動開始タイミングが遅れる場合があります。

n低速時加速抑制について

運転者がハンドルを操作していると、回避操作とシステムが判断し、低速時加
速抑制が作動しない、または作動が解除される場合があります。
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警告

n緊急時操舵支援について

l緊急時操舵支援は車線逸脱抑制制御が完了したとシステムが判断した段階で
作動を解除します。

l緊急時操舵支援は運転者の操作状態によっては作動しない、または作動中に解
除される場合があります。

･ 運転者がアクセルペダルを強く踏んでいたり、ハンドルを大きく操作した
り、ブレーキを踏んでいたり、方向指示レバーを操作すると、運転者の回
避操作とシステムが判断し、緊急時操舵支援が作動しない場合があります。
･ 緊急時操舵支援作動中に、アクセルペダルを強く踏んだり、ハンドルを大
きく操作したり、ブレーキを踏んでいると、運転者の回避操作とシステム
が判断し、緊急時操舵支援の作動が解除される場合があります。
･ 緊急時操舵支援作動中に、ハンドルを保持したりシステムと逆方向にハン
ドル操作した場合には、緊急時操舵支援の作動が解除されます。
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nプリクラッシュセーフティ各機能の作動条件

プリクラッシュセーフティがONで、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシ
ステムが判断したときに作動します。

ただし、次のときシステムは作動しません。

l補機バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

lシフトレバーがRのとき

lVSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

l衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突
警報が解除される場合があります。

lプリクラッシュブレーキアシスト

知識

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約5～180km/h 約 5～180km/h

対向車両 約30～180km/h 約 80～ 220km/h

自転車 約5～80km/h 約 5～80km/h

歩行者 約5～80km/h 約 5～80km/h

先行自動二輪車、静止自
動二輪車 約5～180km/h 約 5～80km/h

対向自動二輪車 約30～180km/h 約 30～ 180km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約30～180km/h 約 10～ 180km/h

自転車 約30～80km/h 約 30～ 80km/h

歩行者 約30～80km/h 約 30～ 80km/h

先行自動二輪車、静止自
動二輪車 約30～180km/h 約 10～ 80km/h
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lプリクラッシュブレーキ

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操作をすると、プリクラッシュブレーキ
の作動が解除される場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む
･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

l緊急時操舵支援

方向指示灯が点滅しているときは、緊急時操舵支援が作動しません。

緊急時操舵支援作動中に次の操作をすると、緊急時操舵支援の作動が解除され
る場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む
･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する
･ ブレーキペダルを踏む

l交差点衝突回避支援（右左折）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動
しません。

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両 約5～180km/h 約 5～180km/h

対向車両 約30～180km/h 約 80～ 220km/h

自転車 約5～80km/h 約 5～80km/h

歩行者 約5～80km/h 約 5～80km/h

先行自動二輪車、静止自
動二輪車 約5～180km/h 約 5～80km/h

対向自動二輪車 約30～180km/h 約 30～ 180km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、自
転車、歩行者、自動二輪車 約40～80km/h 約 40～ 80km/h

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約5～40km/h 約 5～75km/h 約10～115km/h

歩行者 約5～30km/h  約5～40km/h

自転車 約5～30km/h  約5～50km/h

対向自動二輪車 約5～40km/h 約 5～75km/h 約10～115km/h



264 4-5. 運転支援装置について

Century_J_OM

l交差点衝突回避支援（出合頭車両）

l低速時加速抑制

方向指示灯が点滅しているときは、低速時加速抑制が作動しません。

低速時加速抑制の作動中に次の動作をすると、低速時加速抑制の作動が解除さ
れます。

･ アクセルペダルを離す
･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

n作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。

周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・角度などによっては、作動対象を検出
できず、システムが正常に作動しないおそれがあります。

図は作動対象として検出する対象のイメージです。

作動対象 自車速度 相手車速度 相対速度

車両、自動二輪
車（側面） 約5～60km/h

･ 自車速度以下
･ 約４０km/h以
下

約5～60km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両、静止車両、歩
行者、自転車、壁 約0～15km/h 約 0～15km/h
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n衝突の可能性が高くなくてもシステムが作動するおそれがあるとき

l例えば次のような状況では、システムが衝突の可能性が高いと判断し、作動す
るおそれがあります。

･ 作動対象などのすぐそばを通過するとき
･ 車線を変更して作動対象などを追いこすとき
･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレール・電柱・木・壁など）に近付いたとき

･ 自車の前方に作動対象との区別がつきにくい模様・ペイントがあるとき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手前で停止または進路変更したとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開閉バーに接近したとき

･ カーブの道路脇に作動対象や物体など
が存在するとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき
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･ 右左折中に、対向車／対向自動二輪車／横断歩行者／横断自転車が自車の前
方を通過したとき
･ 右左折中に、対向車／対向自動二輪車／横断歩行者／横断自転車の手前を通
過しようとしたとき
･ 右左折中に、対向車／対向自動二輪車／横断歩行者／横断自転車が自車進路
に入る手前で停止または進路変更したとき

･ 対向車の進路に接近するようにハンドルを操作したとき

･ 交差点内で右折中、対向車／対向自動二
輪車が右折しているとき、または左折し
ているとき

･ 道路上方／下方を移動するものがある
とき
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nシステムが正常に作動しないおそれがあるとき

l例えば次のような状況では、前方センサーが作動対象を検出できず、システム
が正常に作動しないおそれがあります。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてくるとき
･ 自車や作動対象がふらついているとき
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハンドル・急加速・急減速など）
･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレール・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき
･ 上方に構造物がある場所の下に作動対象がいるとき
･ 作動対象の一部が他のもので隠れているとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）
･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射しているとき
･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に明るく見えるとき
･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶け込んでいるとき
･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出してきたりしたとき
･ 斜めを向いている前方車両に近付いたとき
･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自転車、2 人以上乗車している自転車、
前傾姿勢で乗車している自転車、または特殊な形状の自転車（チャイルドシー
ト装着車・タンデム自転車など）
･ 歩行者・自転車の大きさが約1m以下、または約2m以上のとき
･ 歩行者・自転車の全身の輪郭があいまいなとき（レインコート・ロングスカー
トを着用している場合など）
･ 歩行者が前かがみになっている、またはしゃがんでいるとき
･ 歩行者・自転車の移動速度が速いとき
･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車などを押しているとき
･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、または周囲が暗い（夜間やトンネル内な
ど）など、作動対象が背景に溶け込んでいるとき
･ ハイブリッドシステムを始動したあと、走行を開始してしばらくのあいだ
･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がりきってからの数秒間
･ 右折中に、対向車／対向自動二輪車が自車の走行する車線よりも3つ以上離
れた車線を走行しているとき

･ 右折中に、自車の向きが対向車線に対す
る正対方向から大きく外れているとき
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･ 交差点で出会い頭に大型トラック／牽引トレーラーなど全長の長い車両が接
近してくるとき

l上記に加えて、例えば次のような状況では緊急時操舵支援が作動しないおそれ
があります。

･ 作動対象に近づきすぎたとき
･ 回避するための十分なスペースがない、または回避先に物があるとき
･ 対向車がいるとき

l上記に加えて、例えば次のような状況では壁を作動対象として検知できず、低
速時加速抑制が作動しないおそれがあります。

･ ガラス扉や網目状のフェンスなど壁の背面が透けているとき
･ 壁が傾いていたり、高さが低いとき
･ 壁がポールなど幅の狭いもののとき
･ 壁が生垣など草木のとき
･ 壁に路面などが映りこんでいるとき
･ 自車が壁に斜めに近づくとき

･ 右左折中に、歩行者や自転車が自車の後
方から追い抜くように前方にでてくる
とき
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l PCSの作動／非作動は、カスタマイズメニューから切りかえることが
できます。（→P. 586）
パワースイッチがONになるとシステムはONになります。

l システムをOFFにすると、PCS警告灯が点灯し、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表示されます。

l カスタマイズ設定から、PCSの設定を変更することができます。
（→P. 586）

l 衝突警報の作動タイミングを変更すると、緊急時操舵支援のタイミン
グも変更されます。

を選択した場合、緊急時操舵支援はほとんどの場合作動しませ
ん。

l レーダークルーズコントロール制御中はユーザー設定に関わらず、衝

突警報が のタイミングで作動します。

PCSの設定を変更する
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l 車線が整備された道路を走行中
かつ、レーダークルーズコント
ロールの作動中に、車線や先行車
／周辺車を前方カメラやレー
ダーで認識し、車線維持に必要な
ハンドルの操作を支援します。
高速道路や自動車専用道路で使用し
てください。

レーダークルーズコントロールが作
動していないとき LTA は作動しま
せん。

渋滞のときなど車線が見えにくい、
または見えない場合、先行車／周辺
車の軌跡を利用して支援を行いま
す。

ハンドル操作をしなかったり、ハン
ドルをしっかり握っていない状態で
の運転が続いたりしたときは注意喚
起が行われ、機能が一時的に解除さ
れます。

機能が解除されたときはハンドルを
しっかり握り直してください。

LTA（レーントレーシングアシスト）

LTAの機能
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l 車両が車線から逸脱した場合、
ディスプレイの表示および、ブ
ザーにより注意をうながします。
ブザー吹鳴時は、道路状況を確認の
上、ハンドルを慎重に操作して、車
線内の中央付近にもどってくださ
い。

警告

nLTAをお使いになる前に

lLTAを過信しないでください。LTAは自動で運転する装置でも前方への注意
を軽減する装置でもないため、運転者は常に自らの責任で周囲の状況を把握
し、ハンドル操作で進路を修正し、安全運転を心がけてください。また、長時
間の運転などによる疲労時は適切に休憩をとってください。

l適切な運転操作をしなかったり、注意を怠ったりすると、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

lLTAを使用しないときは、LTAスイッチでシステムをOFFにしてください。
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n機能の作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動します。

lシステムが車線を認識しているとき、または先行車／周辺車の軌跡を認識して
いるとき

lレーダークルーズコントロールが作動しているとき

l車線の幅が約3～4mのとき

l方向指示レバーを操作していないとき

l急カーブを走行していないとき

l一定以上の加減速がないとき

l大きな操舵力でハンドルを操作していないとき

l手放し運転に対する注意喚起（→P. 273）が行われていないとき

l車線中央付近を走行しているとき

n機能の一時解除

l機能の作動条件（→P. 273）が満たされなくなった場合、一時的に機能が解除
されますが、ふたたび作動条件が満たされると、自動的に復帰します。

l機能作動中に、作動条件が満たされなくなった場合、“ピピッ”とブザー音で、
一時的に機能が解除されたことをお知らせする場合があります。

l機能によるステアリング制御は、運転者のハンドル操作によって修正すること
ができます。

nLTA中の車線逸脱警報について

lLDAの警報手段をハンドル振動に変更していても、LTA作動中は車線逸脱時に
ブザーによる警報を実施します。

l車線変更に相当するハンドル操作を検知した場合、システムは車線逸脱とは判
断せず、警報も作動しません。

知識
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n手放し運転に対する注意喚起について

l手放し運転をしているとシステムが判断したとき、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがマルチインフォメーションディスプレイに表
示され注意喚起を行います。ハンドルを握ったとシステムが判断すると、注意
喚起を停止します。システムを使用する際は注意喚起にかかわらず、常にハン
ドルをしっかりと握ってください。

l操作しない状態が続くと注意喚起が行われ、機能が一時的に解除されます。運
転者のハンドル操作が小さい状態が続いたときも同様に注意喚起が行われま
す。

n手放し運転に対する注意喚起が正常に作動しないおそれがあるとき

車両の状態やハンドル操作状態、路面状況によっては注意喚起が行われないおそ
れがあります。
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LTAのON／OFFを切り替えるに
は LTAスイッチを押す
LTA が ON のときは LTA 表示灯が点
灯します。

システムのON／OFF を変更する

CTP45BW083

警告

n機能が正常に作動しないおそれのある状況

次のような状況では、各機能が正しく作動せず車線から逸脱するおそれがあり
ます。運転者は常に自らの責任で周囲の状況を把握し、本機能を過信せずにハ
ンドル操作で進路を修正してください。

l先行車／周辺車がふらついたとき（先行車／周辺車の動きに合わせて自車もふ
らついて走行しレーンをはみ出すおそれがあります）

l先行車／周辺車が車線から逸脱したとき（先行車／周辺車の動きに合わせて自
車も車線から逸脱するおそれがあります）

l先行車／周辺車がレーン内を右、または左に片寄って走行したとき（先行車／
周辺車の動きに合わせて自車も片寄って走行しレーンをはみ出すおそれがあ
ります）

l周囲に移動物、構造物があるとき（移動物、構造物と自車の位置によっては自
車がふらついて走行するおそれがあります）

l横風を受けているときなど、周辺車両の走行によって発生する風の影響を受け
ているとき

lセンサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253

l車線を検知できないおそれがあるとき：→P. 255

lシステムをOFF にする必要があるとき：→P. 247

l先行車／周辺車が車線変更したとき（先行
車／周辺車の動きに合わせて自車も車線
変更するおそれがあります）
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LTAの作動状態を示しています。

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示 ステアリン
グアイコン 状態

白色 灰色／白色 灰色
LTAがスタンバイ中

緑色 緑色 緑色
LTAが作動中

黄色
点滅

黄色
点滅 緑色

車両が点滅している側の車線から逸
脱している
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車線または走路※ からの逸脱の可能性を警告するとともに、車線または
走路※からの逸脱を避けるためのハンドル操作の一部を支援します。
車線または走路※を前方カメラで認識します。
※ アスファルトと草・土などの境界や、縁石、ガードレールなどの構造体

n 車線逸脱警報機能
車両が車線または走路 ※ から逸
脱する可能性がある場合にディ
スプレイの表示および、警報ブ
ザーまたはハンドルの振動によ
り注意をうながします。
道路状況を確認の上、ハンドルを慎
重に操作して、車線または走路※内
の中央付近にもどってください。

方向指示灯の点滅中であっても、と
なりの車線を走行中の車両と衝突す
る可能性があるとシステムが判断し
た場合、車線逸脱警報機能が作動し
ます。

※ アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

LDA（レーンディパーチャーアラート）

基本機能
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n 車線逸脱抑制機能
車両が車線または走路 ※ から逸
脱する可能性がある場合に、逸脱
を避けるために必要なハンドル
操作の一部を支援します。
ハンドル操作をしなかったり、ハン
ドルをしっかり握っていない状態で
の運転が続いたりしたときは、一定
時間ディスプレイの表示と警報ブ
ザーで注意喚起が行われます。

方向指示灯の点滅中であっても、と
なりの車線を走行中の車両と衝突す
る可能性があるとシステムが判断し
た場合、車線逸脱抑制機能が作動し
ます。

※ アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

n 休憩提案機能
車両がふらついて走行している
ときに、ディスプレイの表示およ
びブザーにより休憩をうながし
ます。
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n各機能の作動条件

l車線逸脱警報／抑制機能

次の条件をすべて満たしたときに作動します。

･ 車速が約50km/h 以上のとき
車線の周囲に車両、自動二輪車、自転車、歩行者を検知した場合は約40km/h
以上のときに作動することがあります。

対象が縁石、ガードレールなどの構造体の場合は約 35km/h 以上のときに作
動します。( カスタマイズメニューで低車速支援を作動にしたとき）

･ システムが車線または走路 ※ を認識しているとき（車線または走路 ※ が片
側しかないとき、認識している方向のみ作動します）
･ 車線の幅が約3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき（方向指示灯方向に車両がいる場合は
除く）
･ 急カーブを走行していないとき
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハンドルを操作していないとき
･ VSCまたはTRCをOFF にしていないとき
※ アスファルトと草・土などの境界や、縁石、ガードレールなどの構造体

n機能の一時解除

作動条件（→P. 278）が満たされなくなった場合、一時的に機能が解除されま
すが、ふたたび作動条件が満たされると、自動的に復帰します。

警告

nLDAをお使いになる前に

lLDAを過信しないでください。LDAは自動で運転する装置でも前方への注意
を軽減する装置でもないため、運転者は常に自らの責任で周囲の状況を把握
し、ハンドル操作で進路を修正し、安全運転を心がけてください。また、長時
間の運転などによる疲労時は適切に休憩をとってください。

l適切な運転操作をしなかったり、注意を怠ったりすると、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

知識
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n車線逸脱警報／抑制機能の作動について

l車速や路面の状況、逸脱の程度などにより、車線逸脱抑制機能の作動を感じな
かったり、車線逸脱抑制機能が作動しなかったりすることがあります。

lカスタマイズで振動を選択していても状況によって警報ブザーが吹鳴する場合
があります。

l走路※がはっきり見えない場合、または直線的でない場合は走路逸脱に対する
警報、抑制が作動しない場合があります。

l意図的に歩行者や駐車車両を避けたと判断した場合に警報、抑制が作動しない
場合があります。

lとなりの車線を走行中の車両と衝突する可能性を判断できない場合がありま
す。

l車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵支援は、運転者のハンドル操作によって
修正することができます。
※ アスファルトと草・土などの境界や、縁石、ガードレールなどの構造体

n手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル操作をうながすメッセージとアイコンのディスプレイの
表示、および警報ブザーにより注意喚起を行います。システムを使用する際は注
意喚起にかかわらず、常にハンドルをしっかりと握ってください。

l車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵支援中にハンドル操作をしなかったり、
ハンドルをしっかり握っていない状態だとシステムが判断したとき

ハンドル操舵支援の回数が増えるごとに、警報ブザーの継続時間が長くなりま
す。ハンドルを操作したとシステムが判断しても一定時間警報ブザーが鳴り続け
ます。
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n休憩提案機能について

次の条件をすべて満たしたとき作動します。

l車速が約50km/h 以上のとき

l車線の幅が約3m以上のとき

車両の状態や路面状況によっては休憩提案が行われない場合があります。



2814-5. 運転支援装置について

4

運
転

Century_J_OM

l LDAの作動／非作動は、カスタマイズメニューから切りかえることが
できます。（→P. 586）

l カスタマイズ設定から、LDAの設定を変更することができます。
（→P. 586）

LDAの設定を変更する

警告

n機能が正常に作動しないおそれのある状況

次のような状況では、各機能が正しく作動せず車線から逸脱するおそれがあり
ます。運転者は常に自らの責任で周囲の状況を把握し、本機能を過信せずにハ
ンドル操作で進路を修正してください。

lアスファルトと草・土などの境界や、縁石、ガードレールなどの構造体が不明
瞭または直線的でないとき

l横風を受けているときなど、周辺車両の走行によって発生する風の影響を受け
ているとき

l車線を検知できないおそれがあるとき：→P. 255

lセンサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253

lシステムの一部もしくは全てが作動しないとき：→P. 255

lシステムをOFF にする必要があるとき：→P. 247
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車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵支援、または車線逸脱警報の作動
状態をディスプレイ表示で示します。

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 車線表示 ステアリン
グアイコン 状態

黄色
点灯

消灯 消灯 システムが非作動

消灯
灰色

消灯 システムが車線を認識していない

消灯
白色

消灯 システムが車線を認識している

黄色
点滅

黄色
点滅

消灯 点滅している側の車線に対して車線
逸脱警報機能が作動中

緑色 緑色 緑色

点灯している側の車線に対して車線
逸脱抑制機能が作動中

黄色
点滅

黄色
点滅 緑色

点滅している側の車線に対して車線
逸脱警報機能／抑制機能が作動中
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PDA（プロアクティブドライビングアシスト）

プロアクティブドライビングアシストは、作動対象（→ P. 284）を検
出した場合、対象に近づきすぎないように、ブレーキやハンドルの操作
を支援します。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあります。

lプロアクティブドライビングアシストは日常のブレーキ操作、ステアリング操
作の一部を支援し、作動対象に近づきすぎないように支援することを目的とし
ていますが、支援の範囲には限りがあります。

必要に応じて運転者自らブレーキやステアリング操作を行ってください。次の
項目をお読みいただき、システムを過信せず安全運転に努めてください。
（→P. 286）

lプロアクティブドライビングアシストは前方への注意を軽減する装置ではあ
りません。システムが正常に機能していても運転者が認識している周囲の状況
とシステムが検知している状況が異なる場合があります。注意義務は運転者に
あり、危険性の判断・安全の確保は運転者が行う必要があります。システムに
頼ったり、安全を委ねる運転をしたりすると思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡事故につながる恐れがあります。

lわき見運転やぼんやり運転などを許容するシステムでも、視界不良を補助する
システムでもありません。運転者自らが周囲の状況に注意を払う必要がありま
す。周囲の状況を把握し、安全運転を心がけてください。

nプロアクティブドライビングアシストをOFFにするとき

lセンサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253

lシステムをOFF にする必要があるとき：→P. 247
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プロアクティブドライビングアシストは、次のように自車が走行中の状
況に応じて、作動内容と作動対象を切りかえます。

システムが作動する状況と対象

機能 状況 作動内容 作動対象

障害物先読みアシ
スト (OAA)

道路を横断中の作
動対象を検知した
とき

衝突の可能性を軽
減するため、ブ
レーキ操作の一部
を支援します。

･ 歩行者
･ 自転車運転者

道路脇の作動対象
を検知したとき

作動対象に近づき
すぎないよう、周
囲の状況に応じて
ハンドル操作やブ
レーキ操作の一部
を支援します。
ハンドル操作の支
援は自車線から逸
脱しない範囲で行
います。

･ 歩行者
･ 自転車運転者
･ 駐車車両

減速アシスト
(DA)

先行車を検出した
とき、または隣接
車の割り込みを検
出したとき

車間距離が近づき
すぎないようにブ
レーキ操作の一部
を支援します。

･ 先行車
･ 自動二輪車

自車前方にカーブ
を検出したとき

前方のカーブに対
して自車の速度が
速いと判定した場
合、ブレーキ操作
の一部を支援しま
す。

なし

信号のある交差点
で右左折するとき

右左折する交差点
に対して自車の速
度が速いと判定し
た場合、ブレーキ
操作の一部を支援
します。

なし

操舵アシスト
(SA)

車線を認識してい
るとき

運転操作を先読み
して、ハンドル操
作を支援します。

なし
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nシステムの作動車速

l道路を横断する作動対象に対する支援

約30km/h ～ 60km/h

l道路脇の作動対象に対する支援

約30km/h ～ 60km/h

l先行車に対する減速支援

約20km/h 以上

lカーブに対する減速支援

約20km/h 以上

l信号のある交差点に対する右左折時の減速支援

約30km/h～80km/h（信号のある交差点で方向指示レバーを操作したとき）

l車線に対する操舵支援

約10～140km/h

nシステムの作動が停止するとき

l次のときシステムは作動を停止します

･ レーダークルーズコントロール、またはクルーズコントロールをセットした
とき
･ PCSがOFF のとき
･ システムの一部もしくは全てが作動しないとき：→P. 255
･ シフトポジションがP、RまたはNのとき
･ 運転席シートベルトを着用していない

l次のときブレーキ操作の支援は作動を停止します

･ 車速が約15km/h 以下のとき
･ 周囲の状況からシステムが判断した目標の速度に到達したとき

l次のときシステムは作動を停止する場合があります

･ 運転支援装置によるブレーキ制御、出力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドライブスタートコントロール）
･ 作動対象が遠ざかったとシステムが判断した場合
･ 車線が検出できなくなった場合
･ ブレーキ操作を行った場合
･ アクセル操作を行った場合
･ 一定以上の操舵力でハンドルを操作した場合
･ 方向指示レバーを左折または右折の位置へ操作したとき（信号のある交差点
に対する右左折時の減速支援を除く）

知識
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警告

nシステムが正常に作動しないおそれがあるとき
l車線を検知できないおそれがあるとき：→P. 255
l作動対象などが自車進路内に入る手前で停止したとき

lガードレールや柵などの奥にいる作動対象のすぐそばを通過するとき

l車線を変更して作動対象などを追いこすとき

l車線変更や右左折している作動対象などを追い抜くとき

l物体（ガードレール・電柱・木・壁、柵、ポール、工事用コーン、ポストな
ど）が周囲に存在するとき

l自車の前方に作動対象との区別がつきにくい模様・ペイントがあるとき

l道路上方に構造物（天井の低いトンネル・道路標識・看板など）がある場所を
走行するとき

l雪道、轍のある道路や凍結路を走行するとき

l自車に向かって作動対象が近づいてくるとき

l自車や作動対象がふらついているとき

l作動対象の動きが変化したとき（方向転換、急加速、急減速など）

l作動対象に急接近したとき

l先行車・自動二輪車が自車の中心軸からずれているとき

l上方に構造物がある場所の下に作動対象がいるとき

l作動対象の一部が他のもので隠れているとき（大きな荷物や傘、またはガード
レールなど）

l作動対象が複数重なっているとき

l作動対象が太陽光や他車両からのヘッドランプなどの強い光を反射している
とき

l作動対象の色合いが白系統で、極端に明るく見えるとき

l作動対象の色合いや明るさが背景に溶け込んでいるとき

l作動対象が割り込んできたり、飛び出してきたりしたとき

l横向き、斜め、または自車方向を向いている前方車両に近付いたとき

l駐車車両が横向き、斜め向きのとき

l子供用自転車、大きい荷物を載せた自転車、2人以上乗車している自転車、ま
たは特殊な形状の自転車（チャイルドシート装着車・タンデム自転車など）

l歩行者・自転車運転者の大きさが約1m以下、または約2m以上のとき
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警告

l歩行者・自転車運転者の全身の輪郭があいまいなとき（レインコート・ロング
スカートを着用している場合など）

l歩行者・自転車運転者が前かがみになっている、またはしゃがんでいるとき

l歩行者・自転車運転者の移動速度が速いとき

l歩行者がベビーカー・車いす・自転車などを押しているとき

l周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、および周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
ため、作動対象が周囲に溶け込んでいるとき

l車線幅が約4m以上あるとき

l車線幅が約2.5m以下のとき

lハイブリッドシステムを始動したあと、走行を開始してしばらくのあいだ

l右左折中および右左折後の数秒間

l進路変更中および進路変更後の数秒間

l作動対象がカーブ進入前、カーブ走行中およびカーブを曲がり切ってからの数
秒間に存在するとき

l信号機の灯色が黄色のとき

l信号機が一灯式や二灯式のとき
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l プロアクティブドライビングアシストの作動／非作動は、カスタマイ
ズ設定から切りかえることができます。（→P. 586）

l プロアクティブドライビングアシストの設定は、カスタマイズ設定か
ら変更することができます。（→P. 586）

状況に応じて、ディスプレイに次のような表示灯やアイコンを表示しま
す。
アイコンの種類によっては、ディスプレイを運転支援機能情報に切り替
えないと表示されません。

プロアクティブドライビングアシストの設定を変更する

システムの作動表示

表示 状態

･ 白色：作動対象監視中
･ 緑色：道路を横断する作動対象に対する支援または道路
脇の作動対象に対する支援が作動中

道路を横断中、または道路脇の歩行者を検知して、ブレー
キまたはハンドルの操作を支援している

道路脇の車両を検知して、ブレーキまたはハンドルの操作
を支援している

･ 道路脇の作動対象へ近づきすぎないように、ハンドルの
操作を支援している
･ 操舵支援が作動中

先行車に対する減速支援が作動中

適正な車間距離を確保するよう注意喚起している

カーブに対する減速支援が作動中

信号のある交差点に対する減速支援が作動中
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n手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル保持をうながすメッセージと図で示すシンボルがディス
プレイに表示され注意喚起を行います。ハンドルを握ったとシステムが判断する
と、注意喚起を停止します。システムを使用する際は注意喚起にかかわらず、常
にハンドルをしっかりと握ってください。

l道路を横断する作動対象に対する支援または道路脇の作動対象に対する支援が
作動中に、手放し運転をしているとシステムが判断したとき

さらに操作しない状態が続くとブザーが鳴り、注意喚起が行われます。運転者の
ハンドル操作が小さい状態が続いたときも同様に注意喚起が行われます。

n先行車への減速支援終了後の注意喚起について

先行車への減速支援が終了後、ドライバーによるブレーキまたはアクセル操作が
無く、先行車へ接近したとき、ディスプレイ表示の点滅とブザーによって注意喚
起し、減速をうながします。ドライバーがブレーキまたはアクセルを操作したと
システムが判断した場合、注意喚起を停止します。

知識
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前の車に続いて停止中、先行車が発進しても停止し続けた場合にお知ら
せします。

交差点の先頭で停止中、信号が青（方向指示器と同一方向の青矢印信号
も含む）にかわっても停止し続けた場合にお知らせします。

n作動条件

次のいずれかの条件を満たしたときに作動します。

lシフトレバーがP・R以外でブレーキペダルを踏んで、停止している、またはシ
フトレバーがNで停止しているとき

lブレーキホールドが作動中のとき

lレーダークルーズコントロールが作動していて、制御停車中のとき

n発進遅れ告知機能が正しく作動しない恐れがある状況

例えば次のような状況では、前方カメラとレーダーが対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しない場合があります。

l先行車がオートバイ・自転車などのとき

l車両や樹木、看板などにより信号を正しく認識できないとき

l右左折や車線変更などのために、ハンドルを大きくまわしたとき

lセンサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253

n先行車が発進していなくても告知する場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が発進したと判断し、システムが作動する場
合があります。

l先行車がいない状態での停止時に、交差点の先にいる車両や自車の正面を横切
る車両などを先行車として認識したとき

l自車と先行車とのあいだに、ほかの車両が割り込んだり通過したりしたとき

発進遅れ告知機能

先行車の発進または信号が青にかわったあと、自車が停止し続けた場合、
告知音とマルチインフォメーションディスプレイの表示でお知らせする
機能です。

先行車発進告知機能

信号切替り告知機能

知識
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n信号機が青にかわっていなくても告知する場合があるとき

例えば次のような状況では、信号が青にかわったと判断し、システムが作動する
場合があります。

l道路標識や看板などの信号機でないものを信号機と認識した場合

l歩行者用、または自転車用の信号機の形状が自動車用と似ている場合

l交差側や遠くの交差点にある信号機など、自車の対象ではない信号機を認識し
た場合

l日照条件などにより、正しく自車対象の信号機を判別できない場合

発進遅れ告知機能の作動／非作動は、カスタマイズメニューから切りか
えることができます。（→P. 586）

カスタマイズ設定から発進遅れ告知機能の設定を切りかえることができ
ます。（→P. 586）

システムのON／OFF を変更する

発進遅れ告知機能の設定を変更する



292 4-5. 運転支援装置について

Century_J_OM

l 前方カメラまたはナビゲーションシステム（情報を取得した場合）に
よって道路標識などを認識すると、ディスプレイに表示します。

l 複数の道路標識を表示できます。
車の仕様によっては表示される標識が制限される場合があります。

n標識表示の作動条件

次の条件を満たしたとき、標識の表示を行います。

lシステムが標識を認識しているとき

次の状況では、標識の表示が消えることがあります。

l一定の距離を走行中、新しい標識が認識されないとき

l右左折等により走行する道路が変わったとシステムが判定したとき

l終わりを示す補助標識を認識したとき

RSA ( ロードサインアシスト )

前方カメラまたはナビゲーションシステム（情報を取得した場合）を使っ
て特定の道路標識や信号などを認識し、ディスプレイ表示やブザーで運
転者にお知らせします。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあります。システムを過信せず、運転者は常に
自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転に努めてください。

lRSAは、道路標識などの情報を知らせることで運転の支援を行いますが、支
援の範囲には限りがあります。運転者は常に道路標識などに従い、ご自身で適
切な運転操作をしてください。

nRSAを使用してはいけない状況

lシステムをOFF にする必要があるとき：→P. 247

n機能が正常に作動しないおそれのある状況

lセンサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253

ディスプレイ表示機能

知識
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n表示機能が正常に作動しないおそれのある状況

次のような状況では、システムが正常に標識を認識できず、正しい標識の表示が
されない場合があります。

l標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がりがあるとき

l電光標識のコントラストが低いとき

l標識の全体または一部が、木・電柱などで隠れているとき

l前方カメラが標識を認識する時間が短いとき

l運転の状況（曲がる・車線変更等）が誤って判断されたとき

l標識が高速道路の分岐した直後、または合流直前の隣の車線にあるとき

l先行車の後部分にステッカーが貼ってあるとき

lシステムが対応している標識と類似した標識が認識されたとき

l側道の速度標識が前方カメラの認識範囲内に入ったとき

lロータリー（環状交差路）を走行しているとき

lトラックなどの車両を対象にした標識を認識したとき

l補助標識（区間の終わり、曜日、時間など）があるとき

l工事などの通行規制区間に標識があるとき

l標識の後ろに木・電柱・建物・看板などがあるとき

lナビゲーションシステムの地図情報が古いとき

lナビゲーションシステムを利用できないとき

マルチインフォメーションディスプレイとナビゲーションシステムに表示され
る最高速度標識が異なる場合があります。
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次の状況では、システムが運転者に告知（例えば、強調表示やブザー吹
鳴）します。
l 速度超過告知：自車の車速がディスプレイに表示されている制限速度
より一定の速度を超過したときには、強調表示やブザーにより注意を
うながします。

l 車両進入禁止告知：進入禁止の標識を認識し、自車が進入禁止区域に
進入したとシステムが判定したときには、強調表示やブザーにより注
意をうながします。

l 赤信号告知：赤信号を認識している場合に、信号を見落として交差点
に進入する可能性があるとシステムが判定したときには、強調表示や
ブザーにより注意をうながします。

n告知機能の作動条件

l速度超過告知に対する作動条件

次の条件を満たしたとき作動します。

･ 最高速度を表示しているとき
l車両進入禁止告知に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動します。

･ 進入禁止標識を2つ以上認識しているとき
･ 進入禁止標識の間を通過するとき

l赤信号告知に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動します。

･ システムが信号機や路面ペイントを認識しているとき
･ 車速が約20～70km/h のとき
･ 一定以上の減速がないとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 一定以上のハンドル操作をしていないとき
･ 先行車がいないとき

告知機能

知識
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n告知機能が正常に作動しないおそれのある状況

l表示機能の項目に加えて、次のような状況では告知対象があるのにシステムが
作動しないおそれがあります。

･ 右左折等により標識が検知できないとき
･ 信号機が矢印信号のとき
･ 信号機が点滅信号のとき
･ 信号機の庇で発光部の一部が隠れているとき
･ ルーバー信号機で発光部が見えづらいとき
･ 停止線などの路面ペイントが先行車などで隠れているとき
･ 停止線などの路面ペイントがかすれているとき
･ 停止線に対し信号機が遠くにあるとき
･ 交差点間の距離が近いとき

l表示機能の項目に加えて、次のような状況では告知対象がないのにシステムが
作動するおそれがあります。

･ 標識が通常とは異なる大きさのとき
･ 標識や信号機が多数あるとき
･ 自車が走行するレーンではない側道や分岐地点などの標識や信号機を認識し
たとき
･ 作動対象の標識、信号機や路面ペイントとは区別がつきにくい模様・光源・
ペイントがあるとき
･ 信号機の灯色が黄色のとき
･ 信号機が矢印信号のとき
･ 予告信号があるとき
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次の種類の道路標識を表示します。
ただし、規定外の道路標識、新しく導入された道路標識は表示されない
場合があります。

RSAの設定は、カスタマイズ設定から変更することができます。
(→ P. 586)

ディスプレイ表示および告知される道路標識などの種類

最高速度

はみ出し通行禁止

車両進入禁止

転回禁止

一時停止

赤信号

RSAの設定を変更する
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レーダークルーズコントロール

車両前方の先行車の有無・先行車との車間距離を判定して、先行車との
適切な車間距離を確保する制御をします。また、車間距離切りかえスイッ
チを操作して、希望の車間距離に設定することもできます。
高速道路や自動車専用道路で使用してください。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあります。システムを過信せず、運転者は常に
自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転に努めてください。

lレーダークルーズコントロールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽
減するためのシステムで、支援の範囲には限りがあります。

次の項目をお読みいただき、システムを過信せず安全運転に努めてください。

･ システムが正しく作動しないおそれのある状況：→P. 305
l設定速度は、制限速度・交通の流れ・路面環境・天候などを考慮して適切に設
定してください。設定速度の確認は、運転者が行う必要があります。

lシステムが正常に機能していても、運転者が認識している先行車の状況とシス
テムが検知している状況が異なる場合があります。従って注意義務・危険性の
判断・安全の確保は運転者が行う必要があります。システムに頼ったり、安全
を委ねる運転をしたりすると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。



298 4-5. 運転支援装置について

Century_J_OM

警告

nシステムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、次の点に注意してください。システムを
過信すると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

l運転者が見る過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、自車と設定された先行車との車間距離を検
知するのみであり、わき見やぼんやり運転を許容するシステムでも、視界不良
を補助するシステムでもありません。
走行中に限らず、運転者自らが周囲の状況に注意を払う必要があります。

l運転者が判断する過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、自車と設定された先行車との車間距離が適
正かどうかを判断しており、それ以外の判断はしません。このため、危険性が
あるかどうかなど運転者は自ら安全の判断をする必要があります。

l運転者が操作する過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、先行車への追突を防止する機能はありませ
ん。このため、危険性があれば運転者自らが安全を確保する必要があります。

nレーダークルーズコントロールを使用してはいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコントロールを使用しないでください。適切
な制御が行われず、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

l歩行者や自転車等が混在している道

l高速道路や自動車専用道路の出入り口

l接近警報がひんぱんに鳴るとき

lセンサーが正しく作動しないおそれがあるとき：→P. 253

lシステムをOFF にする必要があるとき：→P. 247
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定速走行：
先行車がいないとき
運転者が設定した速度で定速走行します。

下り坂走行で設定車速を超えた時、設定車速が点滅し警報ブザーが吹鳴します。

減速走行ー追従走行：
設定した速度より、遅い先行車が現れたとき
先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかか
ります（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の
設定した車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車
に接近した場合は、接近警報を鳴らします。

加速走行：
設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき
設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

発進：
先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発進
後、“RES” スイッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にもどります
（発進操作）。自車が発進操作を行わなかった場合は、制御停車を続けます。

基本機能

1

2

3

4
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n メーター表示
マルチインフォメーション
ディスプレイ
設定速度
表示灯

n 操作スイッチ
走行支援モード選択スイッチ
走行支援スイッチ
“+” スイッチ、“RES” ス
イッチ
“-”スイッチ
キャンセルスイッチ
車間距離切りかえスイッチ

システムの構成部品

1

2

3

CTP45BW085

1

2

3

4

5

6



3014-5. 運転支援装置について

4

運
転

Century_J_OM

n 速度を設定する
走行支援モード選択スイッチ
を押してレーダークルーズ
モードを選択します。
レーダークルーズコントロール表示
灯が点灯します。

希望の車速（約30km/h以上）
までアクセルペダル操作で加
速／減速し、走行支援スイッチ
を押して速度を設定する
マルチインフォメーションディスプ
レイに設定した速度が表示されま
す。

スイッチを離したときの車速で定速
走行できます。

レーダークルーズコントロールを使用する

CTP45BW086

1

CTP45BW087

2
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n 設定速度をかえる
l スイッチで設定速度をかえる
設定速度をかえるには、希望の速度が表示されるまで“+”スイッ
チまたは“-”スイッチを押します。
速度を上げる
速度を下げる
短押し調整：スイッチを押す

長押し調整：スイッチを押し続け
て速度をかえ、希望の速度で手を
離す

設定速度は、次のとおりに増減されます：
短押し調整：スイッチを操作するごとに1km/h

長押し調整：スイッチを押し続けているあいだ、5km/h ずつ

カスタマイズメニューから、設定速度の変化量を変更することができます。

l アクセルペダルで設定速度を上げる
設定したい車速になるまで、アクセルペダルを踏んで加速する
“+”スイッチを押す

CTP45BW088

1

2

1

2
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n 制御を解除する・復帰させる
制御を解除するには、キャンセ
ルスイッチまたは走行支援ス
イッチを押す
ブレーキペダルを踏んだときも解除
されます。
（制御停車中は、ブレーキペダルを踏
んでも解除されません）

制御を復帰させるには、“RES”スイッチを押す
n 車間距離を変更する
スイッチを押すごとに次のよう
に車間距離を切りかえます。
先行車がいる場合、先行車マークも
表示されます。

車速に応じて実際の車間距離は増減します。また、制御停車時は設定
にかかわらず状況に応じた車間距離で停車します。

CTP45BW089

1

2

CTP45BW148

イラスト番号 車間距離 距離の目安（車速100km/h の場合）

短 約30ｍ

中 約45ｍ

長 約60ｍ

最長 約70ｍ

1

2

3

4
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n設定条件について

lシフトポジションがDのとき設定できます。

l車速が約30km/h 以上のとき、希望の設定速度に設定できます。

･ 車速が約30km/h 未満のときに設定すると、約30km/h に設定されます。
･ 車速がシステムの上限を超えているときに設定すると、設定速度の上限に設
定されます。

n車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で加速できます。加速後、車速が設定速度
にもどります。ただし、車間制御モード時は先行車との距離を保持するため車速
が設定速度以下になることもあります。

n追従走行中の停車制御について

l制御停車中に“RES”スイッチを押した場合、約3秒以内に先行車が発進すれ
ば追従走行にもどります。

l先行車に続いて停車したあと約3秒以内に先行車が発進した場合、追従走行にも
どります。

n車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解除されます。

l運転支援装置によるブレーキ制御、出力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドライブスタートコントロール）

lパーキングブレーキが作動したとき

l走行中に運転席シートベルトを着用していないとき

lプリクラッシュセーフティがOFFのとき

l急坂路で制御停車したとき

l制御停車中に次を検出したとき

･ 運転席シートベルトを着用していない
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約3分経過した
自動でパーキングブレーキがかかることがあります。

lシステムの一部もしくは全てが作動しないとき：→P. 255

nレーダークルーズコントロールの警告メッセージ・警告ブザー

安全にお使いいただくために：→P. 246

知識
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nセンサーが正しく検知しないおそれのある先行車

次のような場合にシステムによる減速が不十分な場合はブレーキペダルを、加速
が必要な場合はアクセルペダルを、状況に応じて操作してください。

センサーが正しく車両を検知できず、接近警報（→P. 306）も作動しないおそ
れがあります。

l割込み車両、離脱車両の車線変更が極端に速い、または遅いとき

l自車が車線変更しているとき

l先行車が低速で走行中のとき

l同じ車線に停車中の車がいるとき

l同じ車線を二輪車が走行中のとき

nシステムが正しく作動しないおそれのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペダルで減速（場合によってアクセルペダ
ルを操作）してください。

センサーが正常に車両を検知できず、システムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

l先行車が急ブレーキをかけた場合

l渋滞時等、低速で車線変更したとき
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追従走行中の他車の割り込みなど、十分な減速ができない状態で先行車
に接近したときは、表示の点滅とブザーで運転者に注意をうながします。
その場合は、ブレーキペダルを踏むなど適切な車間距離を確保してくだ
さい。
n 警報されないとき
車間距離が短くても、次のような場合は警報されないことがあります。
l 先行車と自車の車速が同じか先行車の方が速いとき
l 先行車が極端な低速走行をしているとき
l 速度を設定した直後
l アクセルペダルを踏んだとき

カーブを認識すると車速の抑制を開始します。カーブが終了すると車速
の抑制が終了します。
状況に応じて設定速度まで復帰します。

先行車に割り込まれる等で、追従走行が優先された場合も車速抑制は終了します。

nカーブ速度抑制機能が作動しないおそれがある状況

次のような状況では、カーブ速度抑制機能が作動しない場合があります。

l緩やかなカーブを走行しているとき

lアクセルペダルを操作しているとき

l極端に短いカーブを走行しているとき

接近警報

カーブ速度抑制機能

知識

CTP45BW091
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約 80km/h 以上で走行中に追い越し車線側へ車線変更する場合、方向指
示レバーの操作と連動して設定速度まで加速することで、追い越しを支
援します。
約80km/h 以上で走行中に自車より遅い車両の後方へ車線変更する場合、方向指
示レバーの操作と連動して緩減速することで、車線変更を補助します。

レーダークルーズコントロールの設定は、カスタマイズ設定から切りか
えることができます。（→P. 586）

レーダークルーズコントロールの作動状態を示しています。

車線変更時の補助機能

レーダークルーズコントロールの設定を変更する

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

白色
設定車間距離：灰色

レーダークルー
ズコントロール

OFF

緑色

設定車間距離：青色
設定速度：緑色 定速走行

緑色

設定車間距離：青色
設定速度：緑色
先行車：白色

追従走行

CTP45BW093

CTP45BW094

CTP45BW095
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緑色

設定車間距離：橙色点滅
設定速度：緑色
先行車：橙色点滅

接近警報

緑色

設定車間距離：灰色
設定速度：白色
先行車：灰色

アクセルペダル
による加速中

緑色
設定速度：緑色反転表示 設定速度超過時

緑色

設定車間距離：灰色
設定速度：白色
先行車：灰色

制御停車

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

CTP45BW096

CTP45BW097

CTP45BW098

CTP45BW097
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クルーズコントロール

アクセルペダルを踏まなくても、一定の車速で走行できます。
高速道路や自動車専用道路で使用してください。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあります。システムを過信せず、運転者は常に
自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転に努めてください。

l設定速度は、制限速度・交通の流れ・路面環境・天候などを考慮して適切に設
定してください。設定速度の確認は、運転者が行う必要があります。

nクルーズコントロールを使用してはいけない状況

次の状況では、クルーズコントロールを使用しないでください。適切な制御が
行われず、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

l急カーブのある道

l曲がりくねった道

l雨天時や、凍結路・積雪路などのすべりやすい路面

l急な下り坂や急で勾配の変化が激しい坂
急な下り坂では車速が設定速度以上になることがあります。

lシステムをOFF にする必要があるとき：→P. 247
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n メーター表示
設定速度
クルーズコントロール表示灯

n 操作スイッチ
走行支援モード選択スイッチ
走行支援スイッチ
“+” スイッチ、“RES” ス
イッチ
“-”スイッチ
キャンセルスイッチ

システムの構成部品

1

2

CTP45BW100

1

2

3

4

5
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n 速度を設定する
走行支援モード選択スイッチ
を押してクルーズコントロー
ルモードを選択します。
クルーズコントロール表示灯が点灯
します。

希望の車速（約30km/h以上）
までアクセルペダル操作で加
速／減速し、走行支援スイッチ
を押して速度を設定する
スイッチを離したときの車速で定速
走行できます。

クルーズコントロールを使用する

CTP45BW086

1

CTP45BW087

2
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n 設定速度をかえる
l スイッチで設定速度をかえる
設定速度をかえるには、希望の速度が表示されるまで“+”スイッ
チまたは“-”スイッチを押します。
速度を上げる
速度を下げる

設定速度は、次のとおりに増減
されます：
微調整：スイッチを押すごとに
1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けて
いるあいだ連続して変化

l アクセルペダルで設定速度を上げる
設定したい車速になるまで、アクセルペダルを踏んで加速する
“+”スイッチを押す

CTP45BW088

1

2

1

2
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n 制御を解除する・復帰させる
制御を解除するには、キャンセ
ルスイッチまたは走行支援ス
イッチを押す
ブレーキペダルを踏んだときも解除
されます。

制御を復帰させるには、“RES”スイッチを押す

nクルーズコントロールの自動解除

次のとき、自動的にクルーズコントロールが解除されます。

l設定速度より車速が約16km/h 以上低下したとき

l車速が約30km/h 未満になったとき

l運転支援装置によるブレーキ制御、出力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドライブスタートコントロール）

lパーキングブレーキが作動したとき

l運転席シートベルトを着用していないとき

lシステムの一部もしくは全てが作動しないとき：→P. 255

CTP45BW089

1

知識

2
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クルーズコントロールの作動状態を示しています。

ディスプレイ表示とシステムの作動状況

表示灯 マルチインフォメーションディスプレイ表示 状態

白色
なし クルーズコント

ロールOFF

緑色
設定速度：緑色 定速走行

緑色
設定速度：緑色反転表示 設定速度超過時
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ドライバー異常時対応システム

ドライバー異常時対応システムは、走行中の運転者が、急病などにより
運転の継続が困難になった場合に、自動的に車線内で自車を減速、停車
させるシステムです。
LTA（レーントレーシングアシスト）制御中に、手放しなどの無操作運
転状態からシステムが運転者が異常状態であると判断すると、車線内で
減速、停車し、衝突事故の回避・衝突被害の低減に寄与します。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。ドライバー異常時対応システムは、運転者が急病などによ
り運転の継続が困難になった場合を対象とするシステムであり、居眠り運転や
注意散漫な運転、体調が悪い場合の運転を対象とするものではありません。

lドライバー異常時対応システムは、システムが運転者による運転の継続が困難
と判断した場合に、自車線内で減速、停車を行うことで、衝突回避を支援、あ
るいは衝突被害の軽減に寄与することを目的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。そのため、常に同じ性能を発揮できるものでは
ありません。また、作動には条件があり、作動条件を満たさない場合は作動し
ません。

lシステム作動後、異常から復帰できた場合には、速やかに運転を再開するか、
路肩へ避難し、三角表示板および発炎筒を設置して後続車両に停車しているこ
とをお知らせください。

lシステム作動後、同乗者は運転者への救護措置をはじめとした必要な危険防止
措置をとり、路側帯やガードレールの外側などの安全な場所にすみやかに退避
してください。

l本システムは運転者の異常をハンドルの操作状態などで判断しています。正常
な運転者が意図的に無操作を続けた場合には、システムが作動することがあり
ます。また、運転者が異常状態であっても、ハンドルにもたれかかるなどシス
テムが手放し運転と判断できない場合は、システムが作動しないことがありま
す。
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本システムは 4 つの状態に分けられます。「警告 1 フェーズ」、「警告 2
フェーズ」で運転者への注意喚起や速度抑制を実施しながら、運転者の
正常／異常判定を行います。システムが、運転者が異常状態であると判
断した場合には「減速停車フェーズ」、「停車保持フェーズ」で自車を減
速、停車させます。

n作動条件

次の条件をすべて満たすと作動します。

lシステムが自動車専用道路と認識しているとき
システムが誤って一般道を自動車専用道路と認識する場合があります。

lLTAをONにしているとき

l自車速が約50km/h 以上

n作動解除条件

次のいずれかの状況では作動解除されます。

lLTA制御がキャンセルされたとき（LTAスイッチを押した場合など）

lレーダークルーズコントロール制御がキャンセルされたとき

lドライバ操作が検出されたとき（ハンドルを握る、ブレーキ操作、アクセル操
作、パーキングブレーキ操作、ハザードスイッチ操作、方向指示レバー操作）

l自車が一般道を走行しているとシステムが判断したとき

l停止保持中、シフトポジションをPにした状態で走行支援スイッチを押したとき

lパワースイッチをONからOFF にしたとき

lシステムの一部もしくは全てが作動しないとき：→P. 255

n作動解除時の LTA制御

システムの作動が解除された場合、LTA 制御がキャンセルされる場合がありま
す。

システム概要

知識
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手放し運転警告がされてからも運転操作がない場合、ブザー（断続音）と
ディスプレイ表示により注意喚起を行い、運転者の正常／異常判定を行
います。一定時間以内にハンドル保持などの運転者による操作がされな
かった場合、警告2フェーズに移行します。

ブザー（早い断続音）とディスプレイ表示により注意喚起を行い、ゆる
やかに車速を減速させます。一定時間以内にハンドル保持などの運転者
による操作がされなかった場合には、システムが運転者が異常状態であ
ると判断し、減速停車フェーズに移行します。
車両の減速時に道路環境等の要因によって、ストップランプが点灯する場合があり
ます。

ある程度減速すると、非常点滅灯（ハザードランプ）が点滅します。システムの作
動が終了しても、非常点滅灯（ハザードランプ）の点滅は継続します。

運転者が異常状態にあると判断し、ブザー（連続音）とディスプレイ表
示で運転者に注意喚起を行うとともに、ゆるやかに減速して車両を停車
させます。減速と同時に、ストップランプの点灯、非常点滅灯（ハザー
ドランプ）の点滅とホーン吹鳴によって周囲に緊急事態であることをお
知らせします。車両が停車すると停車保持フェーズに移行します。

警告1フェーズ

警告2フェーズ

減速停車フェーズ
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停車後、パーキングブレーキが自動でかかります。引き続きブザー（連
続音）で注意喚起を行うとともに、非常点滅灯（ハザードランプ）の点
滅とホーンによって周囲に緊急事態を知らせます。また、ドア解錠やヘ
ルプネット自動接続による運転者の救命・救護要請（ヘルプネット契約
時のみ）を行います。

nヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続後、ヘルプネットのオペレーターからの声掛けに対して車
内からの応答がない場合、救命・救護のために救急や警察へ通報を行います。

n作動解除後の機能制限

減速停車フェーズに移行後は、ドライバー異常時対応システムの作動が解除され
ていてもハイブリッドシステムを再始動するまで次の機能が使用できなくなり
ます。

lLTA

停車保持フェーズ

知識

警告

nヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続は、T-Connect 通信エリア内、かつT-Connect 契約が
されている場合にのみ行われます。T-Connect 通信エリア外やT-Connect 未
契約、T-Connect 契約が未更新の場合は接続が行われず、警察・救急への通報
が行われません。あらかじめ通信エリアとご自身の T-Connect 契約をご確認
の上、システムをご利用ください。
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BSM（ブラインドスポットモニター）

ブラインドスポットモニターは、リヤバンパー内側にある後側方レー
ダーセンサーを使用し、運転者による車線変更時の判断を支援するシス
テムです。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。

lブラインドスポットモニターは、ドアミラーの死角領域に入った車両の存在と
その死角領域に急速に接近してくる車両の存在を運転者に提供する、補助的な
システムです。本システムだけで安全な車線変更の可否を判断できるものでは
ないため、システムを過信すると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
状況によっては本システムが有効に機能しないことがあるため、運転者は自ら
の目視とミラーによる安全確認をおこなう必要があります。
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メーター操作スイッチ
ブラインドスポットモニターの ON ／
OFFを切りかえます。

ドアミラーインジケーター
ドアミラーの死角領域に車両を検知し
たとき、または後方からその死角領域
に急速に接近してくる車両を検知した
ときは、検知した側のドアミラーイン
ジケーター（→P. 90）が点灯します。
検知した側に方向指示レバーを操作し
ている場合は、ドアミラーインジケー
ターが点滅します。

運転支援情報表示灯
ブラインドスポットモニターが OFF のときに点灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されます。

nドアミラーインジケーターの視認性について

強い日差しのもとでは、ドアミラーインジケーターが見えづらいことがありま
す。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することができます。（→P. 586）

n後側方レーダーセンサーの取り扱いについて

システムの構成部品

CTP45BW101

1

2

知識

3
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警告

nシステムを正しく作動させるために

ブラインドスポットモニターのセンサーは、車両リヤバンパー内側に左右ひと
つずつ設置されています。システムを正しく作動させるために次のことをお守
りください。

lセンサー周辺のリヤバンパーは常にきれいにしておく

lセンサーやセンサー周辺のリヤバンパーにアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）やアルミテープなどを貼ったりしない

lセンサー周辺のリヤバンパーへの強い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもずれると、車両を正しく検知できなくなった
り、装置が正常に動作しなくなるおそれがあります。

次のような場合には、必ずトヨタ販売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃を受けた
･ センサー周辺のリヤバンパーなどに傷や凹みがある、一部が外れている

lセンサーを分解しない

lセンサーやセンサー周辺のリヤバンパーを改造しない

lセンサーやリヤバンパーの脱着や交換が必要な場合は、トヨタ販売店にご相談
ください。

lリヤバンパーの塗装修理の際にはトヨタ設定色以外への変更は行わないでく
ださい。

センサー周辺のリヤバンパーに汚れや着
雪がある場合、警告表示とともにシステ
ムが作動しなくなることがあります。そ
の場合、汚れや雪を落としたあと、BSM
機能の作動条件（→ P. 324）でしばら
く走行してください（目安：約 10 分）。
それでも警告表示が消えない場合はトヨ
タ販売店にて点検を受けてください。
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ブラインドスポットモニターのON／OFF は、カスタマイズメニューか
ら切りかえることができます。（→P. 586）
ブラインドスポットモニターがOFFになると、運転支援情報表示灯（→
P. 90）が点灯し、マルチインフォメーションディスプレイにメッセー
ジが表示されます。
パワースイッチが ON になるたび、ブラインドスポットモニターは ON
になります。

n 走行中に検知できる車両
ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより隣の車
線を走行する次の車両を検知し、ドアミラーのインジケーターによっ
てその車両の存在を運転者に知らせます。

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両
後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してく
る車両

ブラインドスポットモニターのON／OFF を切りかえるには

ブラインドスポットモニターの作動

1

2
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n 走行中に検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知します。

検知できる範囲：
車両の両側面について、側面から約0.5m離れた面から約3.5mの
領域※1

リヤバンパーから約1m前方の領域
リヤバンパーから約3m後方の領域
リヤバンパーから後方約3m～60mの領域※2

※1 車両側面から外側に約0.5mは検知しません。
※2 自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がよ
り遠くにいる状況で点灯・点滅します。

n 関連機能
隣の車線を走行する車両の検知を用いた機能が LDA（レーンディパー
チャーアラート）にあります。本機能の作動条件などの詳細について
はP. 276 を参照してください。

1

2

3

4
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n作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作動します。

lパワースイッチがON のとき

lブラインドスポットモニターがONのとき

lシフトレバーがR以外のとき

l車速が約10km/h 以上のとき

nセンサーが車両を検知する条件

ブラインドスポットモニターは、次のような状況で検知範囲に入った車両を検知
します。

l隣の車線を走行する他車に自車が追いこされるとき

l小さい速度差で隣の車線を走行する他車を追いこすとき

l他車が車線変更中に検知範囲に進入するとき

nシステムが検知しない条件

ブラインドスポットモニターは次のような車両や車両以外のものを検知対象と
しません。

l小型のオートバイ・自転車・歩行者など※

l対向車

lガードレール・壁・標識・駐車車両などの静止物※

l同一車線を走行する後続車※

l2つ隣の車線を走行する他車※

l大きい速度差で自車が追いこす他車※

※ 状況によっては検知することがあります。

知識
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nシステムが正しく作動しないおそれがある状況

l次のような状況では車両を正しく検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセンサーやセンサー周辺のリヤバンパーに付
着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たまりなどの濡れた路面を走行するとき
･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接近するとき
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が大きすぎるとき
･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほとんど等しいとき
･ 停止状態から発進した際に、検知範囲に他車が存在し続けたとき
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や道路のくぼみなどを走行しているとき
･ きついカーブや連続したカーブ、起伏がある場所を走行するとき
･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアクセサリーを装着しているとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差がありすぎるとき
･ ブラインドスポットモニターをONにした直後
･ けん引しているとき

l特に次のような状況では不要な検知が増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ ガードレールや壁などとの距離が短い状況で、それらが検知範囲に入ったと
き
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や道路のくぼみなどを走行しているとき
･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき
･ きついカーブや連続したカーブ、起伏がある場所を走行するとき
･ タイヤがスリップ（空転）しているとき
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアクセサリーを装着しているとき
･ けん引しているとき
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後方車両への接近警報

後方車両への接近警報は、リヤバンパー内側にある後側方レーダーセン
サーを使用し、後方車両からの追突の可能性が高いと判断したときに、
非常点滅灯を高速点滅させて後方車両に注意をうながすシステムです。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。

後方車両への接近警報は自車の後方から接近してくる車両に追突される可能性
が高いと判断したときに、非常点滅灯を高速点滅させて後方車両に注意をうな
がす補助的なシステムです。

後方車両への接近警報を使用していても状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、運転者は自らの目視による安全確認をおこなう必要
があります。

システムを過信すると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

nシステムを正しく作動させるために

→P. 321
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同じ車線を走行する後方車両を後
側方レーダーセンサーで検出し、追
突の可能性が高いと判断したとき
に、非常点滅灯を高速点滅させて後
方車両に注意をうながします。この
ときマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージを表示
し、後方車両の接近を運転者に知ら
せます。

n後方車両への接近警報の作動条件

次の条件を満たしたときシステムが作動します。

lパワースイッチがONのとき

lシフトポジションがR以外のとき

l方向指示レバーを操作していないとき

l自車から見た後方車の接近速度が約30km/h ～ 100km/h の間

l自車の車速が約10km/h 以下、または前進時でブレーキを踏んでいる 

nセンサーが車両を検知する条件

後方車両への接近警報は、同じ車線を走行する後方車両が追突の可能性が高い状
況のとき、検知範囲に入った車両を検知します。

後方車両への接近警報の作動

知識
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nシステムが検知しない条件

後方車両への接近警報は、次のような車両や車両以外のものを検知対象としませ
ん。

l小型のオートバイ・自転車・歩行者など ※

lガードレール・壁・標識・駐車車両などの静止物 ※

l対向車

l隣の車線を走行する他車 ※

※ 状況によっては検知をすることがあります。

n後方車両への接近警報が正しく作動しないおそれがある状況

l次のような状況では後方車両を正しく検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセンサーやセンサー周辺のリヤバンパーに付
着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たまりなどの濡れた路面に停車、または走
行しているとき
･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や道路のくぼみなどを走行しているとき
･ けん引しているとき
･ 後方車両と自車の中心がずれているとき
･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んできたとき
･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁などの静止物があるとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアクセサリーを装着しているとき
･ 後続車の高さが自車と違いがありすぎるとき

l特に次のような状況では、衝突の可能性がなくてもシステムが作動するおそれ
があります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ けん引しているとき
･ 自車の周辺に複数台の他車が存在するとき
･ 右左折待ちで停車したときなどに、自車の真うしろを車両が通過するとき
･ 道路脇に停車したときなどに、車両が真横を通過するとき
･ 後方車両が近距離から自車を追い越したとき
･ 後方車両が近距離まで急接近したとき
･ 後方車両の周辺にガードレールや壁などの静止物があるとき
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安心降車アシスト

安心降車アシストは、リヤバンパー内側にある後側方レーダーセンサー
を使用し、各席乗員による降車時のドアと車両・自転車の衝突可能性の
判断の支援をすることで、事故被害低減に貢献するシステムです。

警告

n安全にお使いいただくために

l安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。

l安心降車アシストは、停車中に接近してくる車両や自転車の存在を乗員に提供
する補助的なシステムです。本システムだけで安全を判断できるものではない
ため、システムを過信すると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

状況によっては本システムが有効に機能しないことがあるため、乗員は自らの
目視やミラーなどによる安全確認を行う必要があります。
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マルチインフォメーションディ
スプレイ
安心降車アシストのON／OFF を切り
かえます。

衝突の可能性がある状態でドアの開放
をした場合に対象のドアをメーターに
表示します。また、ドアミラーインジ
ケーターが点灯した状態でドアが開け
られた場合などは、上記に加えてブ
ザーで警報を行います。

ドアミラーインジケーター
開いたドアと衝突する可能性がある車両・自転車を検知したときは、検知した側の
ドアミラーインジケーター（→P. 90）が点灯します。検知している側のドアを開
いた場合は、ドアミラーインジケーターが点滅します。

運転支援情報表示灯
安心降車アシストが OFF のときに点灯し、マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。

nドアミラーインジケーターの視認性について

強い日差しのもとでは、ドアミラーインジケーターが見えづらいことがありま
す。

nブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオや周辺環境などで大きな音がする場合、ブザー音が聞こえづ
らくなる場合があります。

nカスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することができます。（→P. 586）

安心降車アシストのシステム構成部品

1

知識

警告

nシステムを正しく作動させるために

→P. 321

2

3
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安心降車アシストのON／OFFは、カスタマイズメニューから切りかえ
ることができます。（→P. 586）
安心降車アシストがOFF になると、運転支援情報表示灯が点灯し、マル
チインフォメーションディスプレイにメッセージが表示されます。
パワースイッチがONになるたび、安心降車アシストはONになります。※
※ パワースイッチ OFF 後、すぐにパワースイッチを ON にした場合は、安心降
車アシストがONにならない場合があります。

n 安心降車アシストが検知できる対象
安心降車アシストは後側方レーダーセンサーにより自車の後方を走行
する次の車両・自転車を検知し、ドアミラーインジケーター、ブザー、
メーターの表示によってその車両の存在を乗員に知らせます。

ドアを開けたときにドアと衝突する可能性が高いと判断された車
両・自転車

安心降車アシストのON／OFF を切りかえる

安心降車アシストの作動

CTP45BW105

1
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n 安心降車アシストが検知できる範囲
次の範囲に入った車両・自転車を検知します。

フロントドアから後方約45mの領域※
※ 接近する車両・自転車の速度が速いほど、ドアミラーインジケーターは車両・
自転車がより遠くにいる状況で点灯・点滅します。

n安心降車アシストの作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作動します。

lパワースイッチがONのとき、ハイブリッドシステムOFF後3分以内、およびド
アを開けて車内に乗り込んでから3分以内（ドア開閉が行われた場合は、作動
継続時間がさらに延長される場合があります）

l安心降車アシストがONのとき

l停車中

lシフトレバーがR以外のとき

nセンサーが車両を検知する条件

安心降車アシストは、次のような状況で検知範囲に入った車両を検知します。

l停車している自車と並行に走行する車両や自転車がドアを開けた範囲付近を通
過するとき

知識

CTP45BW106

1
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nシステムが車両を検知しない条件

l安心降車アシストは、次のような車両・自転車や車両・自転車以外のものを検
知対象としません。

･ 接近する車両・自転車の速度が遅いとき※
･ ドアを開いたときに、衝突する可能性が低いと判断された車両・自転車※
･ 真うしろから接近する車両・自転車※
･ 前方から接近する車両・自転車※
･ ガードレール・壁・標識・駐車車両などの静止物※
･ 歩行者、動物など※
※ 状況によっては検知をすることがあります。

l安心降車アシストは、次のような状況では作動しません。

･ ハイブリッドシステム OFF 後に 3 分以上経過した場合（ドア開閉が行われ
た場合は、作動継続時間が延長される場合があります）
･ 自車が完全に停車していないとき

nシステムが正しく作動しないおそれがある状況

l次のような状況では車両や自転車を有効に検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセンサーやセンサー周辺のリヤバンパーに付
着したとき
･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たまりなどの濡れた路面に停車しているとき
･ 隣の駐車車両に後続する車両や自転車
･ 後方で急な進路変更をして接近する車両や自転車
･ 発進した直後の車両や自転車
･ トランクが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアクセサリーやスロープを装着していると
き
･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止物や人がいるとき
･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 接近する車両や自転車の周囲に走行する車両があるとき
･ 接近する車両や自転車が壁・標識などの静止物の横を走行しながら接近して
いるとき
･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車しているとき
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l特に次のような状況では不要な検知が増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき
･ 自車の後方からずれた状態で車両や自転車が接近するとき
･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 斜めに駐車している後方を車両や自転車が接近するとき
･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止物や人がいるとき
･ 後方で急な進路変更をして接近する車両や自転車
･ 接近する車両や自転車が壁・標識などの静止物の横を走行しながら接近して
いるとき
･ トランクが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアクセサリーやスロープを装着していると
き
･ 車両や自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車しているとき
･ 隣接車線に停止している車両の後ろから車両や自転車が接近するとき
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n センサーの種類
フロントコーナーセンサー
フロントセンターセンサー
リヤコーナーセンサー
リヤセンターセンサー

n クリアランスソナーの表示のしかた
壁などの静止物を検知すると、マルチメディアディスプレイに表示さ
れます。
イラストは説明のための例であり、仕様により異なります。
l マルチメディアディスプレイの表示

n クリアランスソナー検知表示灯★

静止物を検知するとクリアランスソナー検知表示灯が点灯します。

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と壁などの静止物とのおおよその距離を超
音波センサーによって検知して、マルチメディアディスプレイの距離表
示とブザー音、音声案内で運転者にお知らせします。

システムの構成部品

1

2

3

4

CTP45BW116

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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nクリアランスソナー検知表示灯の有無について

クリアランスソナーがOFF の状態でシフトポジションを Rにしたとき、クリア
ランスソナーOFF表示灯 (→ P. 336) が消灯する車両はクリアランスソナー検
知表示灯があります。

クリアランスソナーのON／OFFは、カスタマイズメニューから切りか
えることができます。（→P. 586）
クリアランスソナー機能が OFF のときは、クリアランスソナーOFF 表
示灯 ( → P. 90) が点灯します。
OFF（非作動）に切りかえて、クリアランスソナーを停止させた場合、
再度、カスタマイズメニュー ( → P. 586) から ON（作動）に切りかえ
ないとシステムは復帰しません。
（パワースイッチをOFFにしたあとで再度ONにしても、復帰しません）
クリアランスソナー検知表示灯がある車両は、シフトポジションを R に
すると自動的に ON( 作動 ) になり、クリアランスソナーOFF 表示灯が
消灯します。
このとき、クリアランスソナー機能のON／OFFを切りかえることがで
きません。
クリアランスソナー機能の設定自体は変更されません。

知識

クリアランスソナーのON／OFF を切りかえるには
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警告

n安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限界があります。システムを過信せず、運
転者は常に自らの責任で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけてください。

nシステムを正しく作動させるために

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

lセンサーに傷を付けたりぜずに、常にきれいにしておいてください。

lセンサー付近に市販の電装部品（字光式ナンバープレート・フォグランプ・
フェンダーポール・無線アンテナなど）を取り付けないでください。

lセンサー周辺へ衝撃を与えないでください。衝撃を受けた際はトヨタ販売店で
点検を受けてください。前後のバンパーやグリルの脱着や交換が必要な場合は
トヨタ販売店にご相談ください。

l改造・分解・塗装をしないでください。

lライセンスプレートカバーを取り付けないでください。

l適正なタイヤ空気圧を維持してください。

l純正品以外のサスペンションを取り付けないでください。

n洗車時の注意

l高圧洗車機を使用して洗車するときは、センサー部に直接水をあてないでくだ
さい。強い水圧により衝撃が加わり、正常に作動しなくなるおそれがあります。

lスチームを使用した洗車機などで洗車するときは、スチームをセンサー部に近
付けすぎないようにしてください。スチームにより、正常に作動しなくなるお
それがあります。
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n作動条件

lパワースイッチがONモードのとき

lクリアランスソナー機能がONのとき

l車両の速度が約10km/h 以下のとき

lフロントコーナーセンサー：シフトポジションがP以外にあるとき

lフロントセンターセンサー：シフトポジションがP・R以外にあるとき

lリヤコーナ―、リヤセンターセンサー：シフトポジションがRにあるとき

lクリアランスソナー検知表示灯がある車両は、シフトポジションをRにすると、
クリアランスソナー機能をOFF（非作動）に設定している場合でも、自動的に
ON（作動）になり、クリアランスソナーOFF 表示灯が消灯します。
クリアランスソナー機能の設定自体は変更されません。

nセンサーの検知について

lセンサーの検知範囲は車両前部と後部のバンパー周辺に限られます。

l静止物の形状・条件によって検知できる範囲が短くなることや、検知できない
ことがあります。

lセンサーが静止物に近付きすぎると検知できないことがあります。

l静止物を検知してから、表示が出る（ブザーが鳴る）までに多少時間がかかり
ます。低速走行時の場合でも表示が出る（ブザーが鳴る）までに、静止物まで
約30cm以内に接近するおそれがあります。

lオーディオ・エアコン使用時は、音楽やファンの音などにより、ブザーの音が
聞き取りづらくなる場合があります。

l他システムのブザーの音などにより本システムの音が聞き取りづらくなる場合
があります。

lメーター故障時はブザーの音が鳴らないことがあります。

知識
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nシステムが正しく検知できないことがある静止物

静止物の形状・条件によっては検知できる範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意して運転してください。

l針金・フェンス・ロープなどの細いもの

l綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

l鋭角的な形のもの

l背の低いもの

l背が高く上部が張り出しているもの
特に人は衣類の種類によっても検知できない場合がありますので、常に目視で
確認してください。

nシステムが正常に作動しないおそれのある状況

次のような状況では、センサーが正常に作動しないことがあります。

lセンサーに氷・雪・泥などが付着したとき（取り除けば、正常に復帰します）

lセンサー部が凍結したとき（解ければ、正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表示が出たり、壁などの静止物があっても
検知しないことがあります。

l凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時など

l他車のホーン・オートバイのエンジン音・大型車のエアブレーキ音・他車のセ
ンサーなど超音波を発生するものが近付いたとき

l大雨や水しぶきがかかったとき

lセンサーに静止物が近付きすぎたとき

l超音波を反射しにくい歩行者（例：ギャザーやフリルの多いスカートなど）

l地面に対して垂直でないもの、車両進行方向に対して直角でないもの、凹凸な
もの、波打っているものが検知範囲にあるとき

l風が強いとき

l霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

l作動対象物と車両のあいだに検知できない対象物があるとき

l車・オートバイ・自転車・歩行者などの作動対象が車両の横から割り込んだり、
飛び出してきたとき

l炎天下や寒冷時
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l衝突などで、センサーの方向がずれたとき

lセンサー付近にけん引フック・バンパープロテクター・バンパートリム・サイ
クルキャリア・除雪装置（スノーブラウ）などを取り付けたとき

l積載状況などにより車高が著しく変化したとき(ノーズアップ・ノーズダウンな
ど )

l事故や故障で自車の走行が不安定なとき

lタイヤチェーン・応急用タイヤ・タイヤパンク応急修理キットを使用している
とき

lけん引しているとき

n衝突の可能性がなくてもシステムが作動する状況

次のような状況では、衝突の可能性がなくてもシステムが作動する場合がありま
す。

l垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、遮断機（踏切のバー・ETCのバー・駐
車場のバーなど）に向かって走行するとき

l地面にわだちや穴があるとき

l排水溝などの金属のフタ（グレーチング）走行時

l急な登坂路や降坂路を走行するとき

l冠水している道路でセンサーに水がかぶったとき

lセンサーに水滴・氷・雪・泥などが付着したとき（取り除けば、正常に復帰します）

l大雨や水しぶきがかかったとき

l霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

l他車のホーン・オートバイのエンジン音・大型車のエアブレーキ音・他車のセ
ンサーなど超音波を発生するものが近付いたとき

l狭い道路を走行するとき

l風が強いとき
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l積載状況などにより車高が著しく変化したとき（ノーズアップ・ノーズダウン
など）

l衝突などで、センサーの方向がずれたとき

l背の高い縁石や直角の縁石に向かって進んだとき

l立体駐車場や工事現場などで柱 (H形鋼など）の付近を走行するとき

l事故や故障で自車の走行が不安定なとき

lタイヤチェーン・応急用タイヤ・タイヤパンク応急修理キットを使用している
とき

lけん引しているとき

l凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時など
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n 静止物を検知できる範囲
約100cm
約 150cm
約 60cm
検知できる範囲は図のとおりです。
ただし、静止物がセンサーに近付き
すぎると検知できません。

静止物の形状・条件によっては、検
知できる距離が短くなることや、検
知できないことがあります。

n 検知距離とブザー音

※ 自動ミュート機能あり (→ P. 343)

距離表示の見方

1

2

3

静止物までのおおよその距離 ブザー音

フロントセンターセンサー：
約100cm～ 60cm※
リヤセンターセンサー：
約150cm～ 60cm※

断続音

約60cm～45cm※ 速い断続音

約45cm～30cm※ 非常に速い断続音

約30cm以下 継続音
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n ブザー動作と静止物までの距離
静止物を検知すると、ブザーが鳴ります。
ブザー音と同時に音声案内を行います。

l 静止物との距離が近付くと、ブザーの断続時間が短くなります。静
止物との距離が約 30cm 以下のとき、ブザーは断続音「ピピ」か
ら連続音「ピー」になります。

l 複数のセンサーが同時に静止物を検知しているときは、もっとも近
い静止物との距離に合わせたブザー音が鳴ります。

l 断続音ブザー吹鳴後、静止物との距離が近づかない場合は、自動で
ブザーが消音されます。（自動ミュート機能）

nブザー音量調整

カスタマイズメニューから、クリアランスソナー、RCTAの音量を一括で切りか
えることができます。（→P. 586）

nブザー音の一時ミュート（消音）について

マルチメディアディスプレイに一時ミュート（消音）スイッチが表示されている
ときにこのスイッチを押すと、一時的にブザー音を消すことができます。

クリアランスソナー、RCTAのブザー音が一括でミュート（消音）されます。

l次のとき、自動でミュート（消音）が解除されます。

･ シフトポジションを切りかえたとき
･ 車速が一定値以上になったとき
･ センサー異常やシステムが一時使用不可となったとき
･ 使用中の機能をOFFにしたとき
･ パワースイッチをOFFにしたとき

音声案内とブザー音

知識
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RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）機能はリヤバンパー内側に
あるブラインドスポットモニターの後側方レーダーセンサーを使用し、
運転者の目視だけでは感知しづらい領域の確認を補助する機能です。後
退時に運転者を支援します。

警告

n安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。

RCTA機能は自車の右後方または左後方から接近してくる車両の存在を運転者
に提供する補助的なシステムです。

RCTA機能を使用していても状況によっては本システムが有効に機能しないこ
とがあるため、運転者は自らの目視による安全確認をおこなう必要があります。

システムを過信すると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

nシステムを正しく作動させるために

→P. 321
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メーター操作スイッチ
メーター操作スイッチを操作して、マ
ルチインフォメーションディスプレイ
上で RCTA 機能の ON ／ OFF を切り
かえます。

ドアミラーインジケーター
自車の右後方または左後方から接近し
ている車両を検知したときは、両側の
ドアミラーインジケーター（→P. 90）
が点滅し、ブザーが鳴ります。

マルチメディアディスプレイ
自車の右後方または左後方から接近している車両を検知したときは、マルチメディ
アディスプレイに検知した側のRCTAアイコン（→P. 346）が点灯します。

イラストは両後方から車両が接近している例です。

運転支援情報表示灯
RCTA が OFF のときに点灯し、マルチインフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

RCTA の ON ／ OFF は、カスタマイズメニューから切りかえることが
できます。（→P. 586）
RCTA機能がOFFのとき、運転支援情報表示灯（→P. 90）が点灯し、
マルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示されます。
パワースイッチがONになるたび、RCTA機能はONになります。

nドアミラーインジケーターの視認性について

強い日差しのもとでは、ドアミラーインジケーターが見えづらいことがありま
す。

nRCTAブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする場合、RCTAブザー音が聞こえづらくな
る場合があります。

n後側方レーダーセンサーについて

→P. 321

システムの構成部品

1

2

設定のしかた

知識

3

4
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n RCTA機能の作動
RCTA機能は後側方レーダーセンサーにより自車の右後方または左後
方から接近している車両を検知し、ドアミラーのインジケーターとブ
ザーによってその車両の存在を運転者に知らせます。

接近車両
接近車両を検知できる範囲

n RCTAアイコンの表示
自車の右後方または左後方から
接近している車両を検知したと
きは、マルチメディアディスプレ
イ上に次の表示をします。
例：両方向から車両が接近してい
るとき

RCTA機能

1

2
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n RCTA機能で検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知します。

速度が速い車両に対しては、より離れた位置で警報ブザーを鳴らしま
す。
例：

接近車両の速度 警報距離（概算）

56km/h（速い） 30m

8km/h（遅い） 4m

1
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nRCTA機能の作動条件

RCTA機能は、次の条件をすべて満たしているときに作動します。

lパワースイッチがONモードのとき

lRCTA機能がONのとき

lシフトレバーがRのとき

l自車の車速が約15km/h 以下のとき

l接近する他車の車速が約8km/h～約 56km/h のあいだのとき

nブザーの音量調整について

カスタマイズメニューから、　RCTA、クリアランスソナーの音量を一括で切り
換えることができます。（→P. 586）

nブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチメディアディスプレイ上に一時ミュート ( 消音
) スイッチが表示されます。

これを押すとクリアランスソナー、RCTA のブザー音が一括でミュート ( 消音 )
されます。

一時ミュート (消音 ) が解除されるとき：

lシフトレバーを切りかえたとき

l車速が一定値以上になったとき

lセンサー異常やシステムが一時使用不可となったとき

l使用中の機能をOFFにしたとき

lパワースイッチをOFFにしたとき

nシステムが検知しない車両について

RCTA機能は、次のような車両や車両以外のものを検知対象としません。

l真後ろから接近する車両

l自車の隣の駐車スペースで後退する車両

lガードレール・壁・標識・駐車車両などの静止物※

知識

l障害物のためにセンサーが検知できない
車両
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l小型のオートバイ・自転車・歩行者など※

l自車から遠ざかる車両

l自車の隣の駐車スペースから接近する車両※

lセンサーと接近車両との距離が近すぎる場合
※ 状況によっては検知をすることがあります。

nシステムが正常に作動しないおそれのある状況

RCTA機能は、次のような状況では車両を有効に検知しないおそれがあります。

lセンサーやセンサー周辺への強い衝撃などにより、センサーの位置や向きがず
れているとき

l泥・雪・氷・ステッカーなどがセンサーやセンサー周辺のリヤバンパーに付着
したとき

l大雨・雪・霧などの悪天候時、水たまりなどのぬれた路面を走行するとき

l複数台の他車が狭い間隔で連続して接近するとき

l車両が高速で接近するとき

lセンサー付近にけん引フック・バンパープロテクター・バンパートリム・サイ
クルキャリア・除雪装置（スノープラウ）などを取り付けたとき

lRCTA機能をONにした直後

l勾配の変化が激しい坂で後退していると
き

l斜めの駐車場から出庫するとき
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lRCTA機能をONにした状態で、ハイブリッドシステムを始動した直後

l障害物のためにセンサーが車両を検知できないとき

lけん引しているとき

l検知範囲に入る他車と自車の高さに差がありすぎるとき

l炎天下や寒冷時

lローダウンサスペンションや、純正と異なるサイズのタイヤを取り付けたとき

l車高が極端に変化しているとき（ノーズアップ、ノーズダウンなど）

n衝突の可能性がなくてもシステムが作動する状況

RCTA機能は、特に次のような状況では不要な検知が増えることがあります。

l自車が旋回しているとき

l旋回しながら車両が近づいてきたとき

l駐車場に面した道を車両が走行している
とき

l車両後方に電波の反射しやすい金属（ガー
ドレール・壁・標識・駐車車両など）が存
在するとき
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lセンサー付近にけん引フック・バンパープロテクター・バンパートリム・サイ
クルキャリア・除雪装置（スノープラウ）などを取り付けたとき

l自車近くに室外機などの回転体があるとき

lセンサーに向けてスプリンクラーなどによる水の飛散があったとき

l動いているもの（旗・排気ガス・大粒の雨や雪、路面の雨水など）

lガードレールや壁などとの距離が短い状況で、それらが検知範囲に入ったとき

lグレーチングや側溝

l炎天下や寒冷時

lローダウンサスペンションや、純正と異なるサイズのタイヤを取り付けたとき

l車高が極端に変化しているとき（ノーズアップ、ノーズダウンなど）

lけん引しているとき

l車両が自車の横を通過するとき

l自車の近くで旋回していく移動物が存在
するとき
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システムは次のものを作動対象として検出しています。（機能によって、
作動対象が異なります。）
l パーキングサポートブレーキ（前後方静止物）（→P. 357）
l パーキングサポートブレーキ（後方接近車両）（→P. 361）

PKSB（パーキングサポートブレーキ）

PKSB（パーキングサポートブレーキ）は、駐車時などの低速走行時に
作動対象を検知した場合、警報と自動ブレーキ抑制で作動対象との衝突
被害の低減に寄与するシステムです。

駐車支援機能

警告

n安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。システムを過信すると思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。必ず車両周辺の安全を確認しながら運転してくださ
い。

道路状況、車両状態および天候など、状況によっては作動しない場合がありま
す。

センサー、レーダーでの検知には限界があります。必ず車両周辺の安全を確認
しながら運転してください。

l安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。PKSB（パーキングサポートブレーキ）は作動対象への
衝突を緩和し、衝突被害低減に寄与できる場合がありますが、状況によっては
作動しない場合もあります。

lPKSB（パーキングサポートブレーキ）は、完全に車両を停止させるシステ
ムではありません。また、車両を停止させることができたとしても、ブレーキ
制御は約２秒で解除されるため、すぐにブレーキペダルを踏んでください。

l故意に車や壁に向かって走行するなど、システムの作動を確認する行為は大変
危険です。絶対におやめください。
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警告

nパーキングサポートブレーキをOFFにするとき

次のときは、PKSB（パーキングサポートブレーキ）をOFF にしてください。
衝突の可能性がなくてもシステムが作動する場合があります。

l点検などで、シャシーローラー・シャシーダイナモ・フリーローラーなどを使
用するとき

l船舶・トラックなどへ積載する際の進入時

lローダウンサスペンションや、純正と異なるサイズのタイヤを取り付けたとき

l積載状況などにより車高が著しく変化したとき（ノーズアップ、ノーズダウン
など）

lセンサー付近にけん引フック・輸送用フック・バンパープロテクター・バン
パートリム・サイクルキャリア・除雪装置（スノープラウ）などを取り付けた
とき

l自走式洗車機を利用するとき

l事故や故障で自車の走行が不安定なとき

lオフロード走行やスポーツ走行をするとき

lタイヤの空気圧が適正でないとき

l著しく摩耗したタイヤを装着しているとき

lタイヤチェーン・応急用タイヤ・タイヤパンク応急修理キットを使用している
とき

lけん引しているとき

nサスペンションの取り扱いについて

車高や車の傾きが変化すると、センサーが作動対象物を正しく検知できなくな
り、システムが正しく作動しなくなるおそれがあり危険です。サスペンション
の改造はしないでください。
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パーキングサポートブレーキのON／OFF は、カスタマイズメニューか
ら切りかえることができます。（→P. 586）
PKSB（パーキングサポートブレーキ）がOFF のとき、運転支援情報表
示灯 ( → P. 90) が点灯し、マルチインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。
PKSB（パーキングサポートブレーキ）を OFF（非作動）にした場合、
再度、カスタマイズメニュー ( → P. 586) から ON（作動）にしないと
システムは復帰しません。
（パワースイッチをOFFにしたあとで再度ONにしても、復帰しません）

ハイブリッドシステム出力抑制制御・ブレーキ制御が作動したときは、ブ
ザーでお知らせするとともに、マルチメディアディスプレイおよびマル
チインフォメーションディスプレイに、システムによる加速制限を示す
メッセージや、ブレーキ操作を促すメッセージが表示されます。
出力抑制制御は状況により、加速制限制御か出力最大抑制制御のいずれかが作動し
ます。

l ハイブリッドシステム出力抑制制御作動中（加速制限制御）
一定以上の加速をシステムが制限しているとき：

マルチメディアディスプレイ表示：表示なし

マルチインフォメーションディスプレイ表示：“加速抑制中です”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

l ハイブリッドシステム出力抑制制御作動中（出力最大抑制制御）
通常よりやや強めのブレーキ操作が必要だとシステムが判断したとき：

マルチインフォメーションディスプレイ表示：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

l ブレーキ制御作動中
急ブレーキが必要だとシステムが判断したとき：

マルチインフォメーションディスプレイ表示：“ブレーキ！”

運転支援情報表示灯：消灯のまま

ブザー：ピー（単発音）

システムを作動させるには

ハイブリッドシステム出力抑制制御・ブレーキ制御の表示・ブザーにつ
いて
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l システム作動により車両停止
ブレーキ制御作動後に車両が停止したとき：

マルチインフォメーションディスプレイ表示例：“ アクセルが踏まれています ブ
レーキを踏んでください”、“ブレーキを踏んでください”

運転支援情報表示灯：点灯

ブザー：ピピピピ（連続音）

PKSB（パーキングサポートブレーキ）は、衝突の可能性がある作動対
象（壁などの静止物、後方接近車両）を検知したとき、ハイブリッドシ
ステムの出力を抑制することにより車速の上昇を抑えます。（ハイブリッ
ドシステム出力抑制制御：図2）
また、そのままアクセルペダルを踏み続けた場合は、ブレーキをかけ減
速させます。（ブレ―キ制御：図3）
l 図1 （PKSB［パーキングサポートブレーキ］非作動時）

ハイブリッドシステム出力
制動力
時間

l 図2（ハイブリッドシステム出力抑制制御時）
ハイブリッドシステム出力
制動力
時間
ハイブリッドシステム出力抑
制制御開始（作動対象と衝突の
可能性があるとシステムが判
断したとき）

PKSB（パーキングサポートブレーキ）の作動について

CTP45BW068

1

2

3

CTP45BW069

1

2

3

4
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l 図3（ハイブリッドシステム出力抑制制御かつブレーキ制御時）
ハイブリッドシステム出力
制動力
時間
ハイブリッドシステム出力抑
制制御開始（作動対象と衝突の
可能性があるとシステムが判
断したとき）
ブレーキ制御開始（作動対象と
衝突の可能性が非常に高いと
システムが判断したとき）

nPKSB（パーキングサポートブレーキ）が作動したときは

システム作動により車両が停止した場合、PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が停止して、運転支援情報表示灯が点灯します。

また、PKSB（パーキングサポートブレーキ）が作動した場合でもブレーキ制御
は約2秒で解除されるため、そのまま発進できます。

また、ブレーキペダルを踏んでも解除されるため、再度アクセルペダルを踏むと
発進できます。

nPKSB（パーキングサポートブレーキ）作動後の復帰について

システム作動により PKSB（パーキングサポートブレーキ）が停止したときに、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）を復帰させたい場合は、再度PKSB（パー
キングサポートブレーキ）を ON にするか、パワースイッチをいったん OFF に
してから、再度ONにしてください。

また、次の状況でも自動的に PKSB（パーキングサポートブレーキ）が復帰し、
運転支援情報表示灯が消灯します。(→ P. 90)

lシフトポジションをPにする

l進行方向の作動対象がなくなった状態で走行する

l車両の進行方向を切りかえる

nクリアランスソナーのブザーについて

クリアランスソナーのON／OFF に関係なく ( → P. 336)、PKSB（パーキン
グサポートブレーキ）を停止させていなければ (→ P. 354)、ブレーキ制御とハ
イブリッドシステム出力抑制制御が作動すると、クリアランスソナーのブザーも
鳴り、作動対象とのおよその距離をお知らせします。

CTP45BW070

1

2

3

4

5

知識
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次のようなときに進行方向の静止物を検知してシステムが作動します。
n 低速走行時にブレーキペダルを踏み損なってしまった、または踏み遅
れてしまったとき

パーキングサポートブレーキ（前後方静止物）

駐車時や低速走行時において、壁などの静止物への衝突のおそれがある
ときや、アクセルペダルの踏み間違いや踏みすぎによる急発進、および、
シフトポジション選択を誤っての発進時に、センサーが前後進行方向の
静止物を検知するとシステムが作動し、衝突を緩和し衝突被害低減に寄
与します。

システム作動例（前後方静止物）

CTP45BW071
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n アクセルペダルを踏みすぎてしまったとき

n 誤ってシフトポジションをDにして前進してしまったとき
CTP45BW072

CTP45BW073
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→ P. 335

nパーキングサポートブレーキ（前後方静止物）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯 (→ P. 88、 90) しておらず、次の条件をすべて満た
すと作動します。

lハイブリッドシステム出力抑制制御

･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）をON（作動）にしているとき
･ 車速が約15km／ h 以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止物があるとき（約2 ～ 4m 先まで）
･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブレーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

lブレーキ制御

･ ハイブリッドシステム出力抑制制御作動中
･ 衝突回避には、急ブレーキ操作が必要とシステムが判断したとき

センサーの種類

警告

nシステムを正しく作動させるために

→P. 337

n万一、踏切内などで PKSB（パーキングサポートブレーキ）が誤って作動した
ときは

→P. 356

n洗車時の注意

→P. 337

知識
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nパーキングサポートブレーキ（前後方静止物）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了します。

lハイブリッドシステム出力抑制制御

･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）をOFF（非作動）にしたとき
･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能になったとシステムが判断したとき
･ 車両進行方向の作動対象となる静止物がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

lブレーキ制御

･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）をOFF（非作動）にしたとき
･ ブレーキ制御により車両が停止して約２秒が経過したとき
･ ブレーキ制御により車両が停止したあとに、ブレーキペダルを踏んだとき
･ 車両進行方向の作動対象となる静止物がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

nパーキングサポートブレーキ（前後方静止物）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（前後方静止物）の検知範囲は、クリアランスソ
ナーの検知範囲 (→ P. 342) とは異なります。そのため、クリアランスソナーが
静止物との接近をお知らせしても、パーキングサポートブレーキ（前後方静止物）
は作動を開始していない場合があります。

nシステムが正常に作動しないおそれのある状況

→P. 339

n衝突の可能性がなくてもシステムが作動する状況

→P. 340
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次のようなときに進行方向の車両を検知してシステムが作動します。
n 後退時、車両接近中にブレーキペダルを踏み損なってしまった、また
は踏み遅れてしまったとき

→P. 321

パーキングサポートブレーキ（後方接近車両）

後側方レーダーセンサーで自車の右後方または左後方から接近している
車両を検知し、システムが衝突の危険性があると判断した場合にブレー
キ制御をすることで、接近車両への衝突を緩和し衝突被害軽減に寄与し
ます。

システム作動例

センサーの種類

警告

nシステムを正しく作動させるために

→P. 321

CTP45BW076
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nパーキングサポートブレーキ（後方接近車両）の作動開始条件

運転支援情報表示灯が点灯 (→ P. 88、 90) しておらず、次の条件をすべて満た
すと作動します。

lハイブリッドシステム出力抑制制御

･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）をON（作動）にしているとき
･ 車速が約15km／ h以下
･ 後側方から接近する車両の車速が約8km／ h以上
･ シフトポジションがRのとき
･ 後側方からの接近車両への衝突回避には、通常よりやや強めのブレーキ操作
が必要とシステムが判断したとき

lブレーキ制御

･ ハイブリッドシステム出力抑制制御作動中
･ 後側方からの接近車両への衝突回避には、急ブレーキ操作が必要とシステム
が判断したとき

nパーキングサポートブレーキ（後方接近車両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了します。

lハイブリッドシステム出力抑制制御

･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）をOFF（非作動）にしたとき
･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能になったとき
･ 自車後側方への接近車両がなくなったとき

lブレーキ制御

･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）をOFF（非作動）にしたとき
･ ブレーキ制御により車両が停止して約２秒が経過したとき
･ ブレーキ制御により車両が停止したあとに、ブレーキペダルを踏んだとき

nシステムが正常に作動しないおそれのある状況

→P. 349

n衝突の可能性がなくてもシステムが作動する状況

→P. 350

知識
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u ノーマルモード

燃費性能、静粛性、運動性能のバランスが良く、市街地を走行する場
合に適しています。

u エコドライブモード

スロットルの特性を穏やかに設計することで、エコ運転中のドライ
バーのアクセル操作をアシストします。またエアコン（暖房／冷房）
も作動を抑え、燃費の向上を意識した走行に適しています。

u スポーツモード

ハイブリッドシステムに加え、ステアリングやサスペンションを総合
的に制御することにより操縦性・安定性の確保に貢献し、よりスポー
ティーな走りを楽しみたいときに適しています。

スイッチを押すごとに、走行モード
がノーマルモード・スポーツモー
ド・エコドライブモードの順に切り
かわります。
ノーマルモード
スポーツモード
エコドライブモード

ドライブモードセレクト

走行・使用状況に合わせて次のモードを選択できます。

走行モードを選択するには

1

2

3
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nエコドライブモード時のエアコン作動について

エコドライブモードは、暖房／冷房の作動や風量を抑制して、燃費向上を図って
います。空調の効きをより良くしたいときは、風量の調整またはエコドライブ
モードの解除をしてください。

nスポーツモードの自動解除

スポーツモードは、パワースイッチを OFF にするとノーマルモードにもどりま
す。

n走行モードを選択しているときのマルチインフォメーションディスプレイ表示

選択した走行モードによって、マルチインフォメーションディスプレイの表示が
切りかわる場合があります。

知識
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路面の状況や走行状態にあわせて、車高選択スイッチで HIGH 車高を選
択することができます。
HIGH車高にするにはスイッチを押
す
HIGH 車高を選択すると、メーター内
のエアサスペンション HIGH モード表
示灯が点灯します。

もう一度スイッチを押すと、もとに戻
ります。

n作動条件

ハイブリッドシステムが作動しているとき

n車高制御の保護機能

車高選択スイッチの操作などで車高の昇降を繰り返すと、システムが一時的に作
動しなくなることがあります。

n車高制御が正常に作動しないおそれのある状況

l次のような状況では、車高の昇降速度が遅くなったり、正常な車高まで昇降し
ないおそれがあります。

･ 車体が雪・氷・石などにあたるとき
･ 気温が低いとき
･ ブレーキペダルを踏んで停車しているとき
･ ブレーキホールドシステムが作動しているとき
･ 段差や凹凸の大きい道路
･ 傾斜した道路

電子制御エアサスペンション

乗員や荷物重量にかかわらず、一定の車高を維持します。
また、車高選択スイッチで車高を選択することができます。

車高を選択するには

知識
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nエアサスペンション用コンプレッサーの作動音

乗車や荷物の積み込みなどによって車高が低下したときやHIGHモードを選択し
たときなどに、コンプレッサーが作動して“ヴィーン”という音が聞こえるこ
とがありますが、異常ではありません。

nマルチインフォメーションディスプレイに「エアサスペンションシステムチェッ
ク」と表示されたときは

システムが正常に作動しないおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告

nエアサスペンションについて

次の状況では、エアサスペンションの作動を停止するために、ハイブリッドシ
ステムを停止してください。車高がかわり車両に体が挟まれたりして、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

l縁石などに乗り上げて駐車するとき

l脱輪したとき

lジャッキアップするとき

l車両を固縛するとき

lレッカー車などで車両を持ち上げてけん引するとき

n車高制御について

車高選択スイッチで車高を変えるときは、十分に周囲の安全を確かめてくださ
い。車高が変わったときに、車両に体が挟まれたりして思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意

n駐車するとき

長時間駐車する場合、気温の変化などにより車高が変わることがあります。駐
車するときは、車高が変わったときに車体に接触するものがないことを確認し
てください。
乗員が降りたときは、通常より車高が高くなりますので、高さ制限のある場所
では注意してください。
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u ECB（電子制御ブレーキシステム）

電子制御により、ブレーキ操作に応じたブレーキ力を発生させます。

u ABS（アンチロックブレーキシステム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤのロックを
防ぎ、スリップを抑制します。

u ブレーキアシスト

急ブレーキ時などに、より大きなブレーキ力を発生させます。

u VSC（ビークルスタビリティコントロール）

急なハンドル操作や、すべりやすい路面で旋回するときに横すべりを
抑え、車両の姿勢維持に寄与します。

u S-VSC（ステアリングアシステッドビークルスタビリティコントロー
ル）

ABS・TRC・VSC・EPSを協調して制御します。
すべりやすい路面などの走行で急なハンドル操作をした際に、ハンド
ル操作力を制御することで、車両の方向安定性確保に貢献します。

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保するため、走行状況に応じて次の装置が
自動で作動します。ただし、これらの装置は補助的なものなので、過信
せずに運転には十分に注意してください。
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u TRC（トラクションコントロール）

すべりやすい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力
確保に貢献します。

u ヒルスタートアシストコントロール

上り坂で発進するときに、車が後退するのを緩和します。

u EPS（エレクトリックパワーステアリング）

電気式モーターを利用して、ハンドル操作を補助します。

u NAVI・AI-AVS
（AVS：アダプティブバリアブルサスペンションシステム）

路面の状態や運転操作などに応じ、ショックアブソーバーの減衰力を
４輪独立に制御することで、なめらかな乗り心地と優れた安定感の確
保に貢献し、車両の姿勢維持に寄与します。
また、ドライブモードセレクトでスポーツモードを選択したときには、
スポーツ走行に適した減衰力に切りかわります。（→P. 363）

u VDIM（ビークルダイナミクスインテグレイテッドマネージメント）

ABS・ブレーキアシスト・TRC・VSC・ヒルスタートアシストコン
トロール・EPSを総合的に制御します。
すべりやすい路面の走行などで急な運転操作をした際に、ブレーキ・
ハイブリッドシステム出力・ハンドル操作力を制御することで、車両
の安定性確保に貢献します。
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u 緊急ブレーキシグナル

急ブレーキ時に非常点滅灯を自動的に点滅させることにより、後続車
に注意をうながし、追突される可能性を低減させます。

u セカンダリーコリジョンブレーキ

SRSエアバッグのセンサーが衝突を検知して作動したとき、自動的に
ブレーキと制動灯を制御することで、車両を減速させ二次衝突による
被害の軽減に寄与します。

u ブレーキ車両姿勢制御（ロール制御）

旋回開始時に後内輪にブレーキ制御をおこなうことで、急なロール姿
勢の変化を抑え、快適な姿勢を保てるようにサポートします。

u 衝突時の急加速抑制

SRS エアバッグのセンサーが軽度の衝突を検知したときに、急アクセ
ルによるハイブリッドシステム出力を自動的に抑制することで、二次
衝突による被害の軽減に寄与します。
システム作動時はブザー、音声案
内とマルチインフォメーション
ディスプレイのメッセージでお
知らせします。
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TRC・VSC・ABSが作動している
ときは、スリップ表示灯が点滅しま
す。

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出するときに、TRCが作動していると、
アクセルペダルを踏み込んでもハイブリッドシステムの出力が上がら

ず、脱出が困難な場合があります。このようなときに を押すことに
より、脱出しやすくなる場合があります。

TRCを停止するには を押す

マルチインフォメーションディスプレ
イに「TRC OFF しました」と表示さ
れます。

もう一度 を押すと、システム作動

可能状態にもどります。

TRC・VSC・ABSが作動しているとき

TRCを停止するには
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nTRCとVSCを停止するには

TRCと VSCを停止するには、停車時に を押し3秒以上保持する。

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチインフォメーションディスプレイに「TRC
OFFしました」と表示されます。※

もう一度 を押すと、システム作動可能状態にもどります。

※ プリクラッシュブレーキアシスト・プリクラッシュブレーキの作動も停止しま
す。PCS警告灯が点灯し、マルチインフォメーションディスプレイにメッセー
ジが表示されます。（→P. 256）

n を押さなくてもマルチインフォメーションディスプレイに「TRC OFFしまし

た」が表示されたとき

TRC が一時的に作動できない状態になっています。表示が継続する場合はトヨ
タ販売店にご相談ください。

nヒルスタートアシストコントロールの作動条件

次のときシステムが作動します。

l前進での上り坂発進時にシフトレバーがDなどの前進シフトのとき、後退での
上り坂発進時にシフトレバーがRのとき

l車両停止状態

lアクセルペダルを踏んでいない

lパーキングブレーキがかかっていない

lパワースイッチがONモード

nヒルスタートアシストコントロールの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除されます。

l前進での上り坂発進時にシフトレバーがDなどの前進シフト以外のとき、後退
での上り坂発進時にシフトレバーがR以外のとき

lアクセルペダルを踏んだ

lブレーキペダルを踏んで、かつパーキングブレーキをかけた

lブレーキペダルから足を離して最大2秒経過した

lパワースイッチがOFFモード

知識
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nABS・ブレーキアシスト・TRC・VSC・ヒルスタートアシストコントロールの
作動音と振動

lハイブリッドシステム始動時や発進直後、ブレーキペダルをくり返し踏んだと
きなどに、エンジンルームから作動音が聞こえることがありますが、異常では
ありません。

l上記のシステムが作動すると、次のような現象が発生することがありますが、異
常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

nECBの作動音

次のような場合に ECB の作動音が聞こえることがありますが、異常ではありま
せん。

lブレーキペダルを操作したときに、エンジンルームから聞こえる作動音（“カ
チ”、“シュー”、“ジー”という音）

l運転席ドアを開けたときに車両前方から聞こえるブレーキシステムのモーター
音（“ジー”という音）

lハイブリッドシステム停止後1～2分後経過時に、エンジンルームから聞こえる
作動音（“カチ”、“シュー”、“ジー”という音）

nEPSモーターの作動音

ハンドル操作を行ったとき、モーターの音（“ウィーン” という音）が聞こえ
ることがありますが、異常ではありません。

nTRCやVSCの自動復帰について

TRCや VSCを作動停止にしたあと、以下のときはシステム作動可能状態にもど
ります。

lパワースイッチをOFFにしたとき

l（TRCのみを作動停止にしている場合）車速が高くなったとき
ただし、TRC と VSCの作動を停止している場合は、車速による自動復帰はあ
りません。

nセカンダリーコリジョンブレーキの作動条件

走行中にSRS エアバッグのセンサーが衝突を検知して作動したとき。
ただし構成部品が破損した場合システムは作動しません。
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nセカンダリーコリジョンブレーキの自動解除

次のいずれかのとき自動的にシステムが解除されます

l車速が約０㎞ /hになったとき

l作動して一定時間経過したとき

lアクセルペダルを大きく踏み込んだとき

nEPSの効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドルをまわし続けると、EPSシステムのオー
バーヒートを避けるため、EPS の効果が下がりハンドル操作が重く感じられる
ようになります。
その場合は、ハンドル操作を控えるか、停車し、ハイブリッドシステムを停止し
てください。10分程度でもとの状態にもどります。

n緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

l非常点滅灯が点滅していないこと

l車速55km/h 以上

l車両の減速度から急ブレーキであるとシステムにより判断された

n緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除されます。

l非常点滅灯を点滅させた

l車両の減速度から急ブレーキではないとシステムにより判断された

nブレーキ車両姿勢制御（ロール制御）の作動条件

次のときシステムが作動します。

l車速が約40km/h 以上120km/h 未満

lブレーキペダルを踏んでいない

l一定以上のハンドル操作をシステムが検出したとき

lスリップ表示灯が点灯、点滅していないとき（ABSや VSC,TRCなど車両安定
化制御中は作動しません）

nシステム解除条件

次のときシステムが解除されます。

lVSC/TRCが作動禁止状態

lブレーキペダルを踏んでいる（レーダークルーズコントロールなどの自動ブ
レーキ中も作動しません）
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n衝突時の急加速抑制について

l次の条件をすべて満たすと、システムが作動します。

･ 車速が約60km/h 以下のとき
･ SRSエアバッグのセンサーが車両前方に軽度の衝突を検知したとき
･ 衝突の直前にブレーキ操作をしていないとき
･ アクセルペダルを速く強く踏み込んだ※あとに衝突した、または衝突後にア
クセルペダルを速く強く踏み込んだ※とき

※ アクセルペダルを踏み込む速度と踏み込み量が一定以上のとき

lアクセルペダルを離すとシステムの作動が解除されます。

l次のような状況では衝突していなくても、
システムが作動する場合があります。

･ 縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき
･ 深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたとき
･ ジャンプして地面にぶつかったり、道路
から落下したとき
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警告

nABSの効果を発揮できないとき

lタイヤのグリップ性能の限界をこえたとき（雪に覆われた路面を過剰に摩耗し
たタイヤで走行するときなど）

l雨でぬれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、ハイドロプレーニング
現象が発生したとき

nABSが作動することで、制動距離が通常よりも長くなる可能性があるとき

ABSは制動距離を短くする装置ではありません。特に次の状況では、常に速度
を控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。

l泥・砂利の道路や積雪路を走行しているとき

lタイヤチェーンを装着しているとき

l道路のつなぎ目など、段差をこえたとき

l凹凸のある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとき

nTRCやVSCの効果を発揮できないとき

すべりやすい路面では、TRCやVSCが作動していても、車両の方向安定性や
駆動力が得られないことがあります。車両の方向安定性や駆動力を失うような
状況では、特に慎重に運転してください。

nヒルスタートアシストコントロールの効果を発揮できないとき

lヒルスタートアシストコントロールを過信しないでください。急勾配の坂や
凍った路面ではヒルスタートアシストコントロールが効かないことがありま
す。

lヒルスタートアシストコントロールはパーキングブレーキのように車を長時
間駐車するための機能ではありませんので、同機能を坂道での駐停車のために
使用しないでください。思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

nスリップ表示灯が点滅しているときは

TRC・ABS・VSC が作動中であることを知らせています。常に安全運転を心
がけてください。無謀な運転は思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
表示灯が点滅したら特に慎重に運転してください。

nTRCやVSCをOFFにするときは

TRCや VSCは駆動力や車両の方向安定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外はTRC・VSCを作動停止状態にしないでください。
TRCやVSCを作動停止状態にしたときは、路面状況に応じた速度で、特に慎
重な運転を心がけてください。
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警告

nセカンダリーコリジョンブレーキについて

セカンダリーコリジョンブレーキを過信しないでください。本システムは、二
次衝突による被害軽減に寄与することを目的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。システムを過信すると重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

n衝突時の急加速抑制

l衝突時の急加速抑制を過信しないでください。本システムは、二次衝突による
被害軽減に寄与することを目的としていますが、その効果はさまざまな条件に
よりかわります。システムを過信すると重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

l本システムは急加速を抑制するものであり、ブレーキを作動させるものではあ
りません。必要に応じてブレーキペダルを操作してください。

nタイヤまたはホイールを交換するときは

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー・ブランド・トレッドパターン（溝
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（→P. 585）
異なったタイヤを装着すると、ABS・TRC・VSC など、運転を補助するシス
テムが正常に作動しません。
タイヤ、またはホイールを交換するときは、トヨタ販売店に相談してください。

nタイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につながるおそれがあ
ります。
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プラスサポートを使用すると、機能の追加や、音声案内シーンの追加で
より安心なドライブを支援します。また、通常の電子キーとは異なるカ
スタマイズ設定が可能です。
n 機能の追加

l 急アクセル時加速抑制
l 交差点対向車注意喚起

n 音声案内シーンの追加（進入禁止区間に進入した場合など）
対象機能：
l PCS（プリクラッシュセーフティ）
l RSA（ロードサインアシスト）
l 急アクセル時加速抑制
l PKSB（パーキングサポートブレーキ）

n 通常の電子キーとは異なるカスタマイズ設定
対象機能：
l PCS（プリクラッシュセーフティ）
l LDA（レーンディパーチャーアラート）
l RSA（ロードサインアシスト）
l BSM（ブラインドスポットモニター）
l PDA（プロアクティブドライビングアシスト）
l RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
l PKSB（パーキングサポートブレーキ）
l 安心降車アシスト
l クリアランスソナー

プラスサポート（販売店装着オプション）

プラスサポートは、お客様の運転を補助し、より安全なドライブを支援
します。プラスサポートを使用するためには、プラスサポート用スマー
トキー（以下、サポキー）が必要です。プラスサポートおよびサポキー
は販売店装着オプションです。

プラスサポートでできること
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nカスタマイズ初期値の変更

カスタマイズ設定から、各システムの設定を変更することができます。サポキー
で起動した場合、通常の電子キーとは異なる設定でシステムが作動します。サポ
キーで起動後に変更した設定はサポキーにのみ記憶されます。通常キーには記憶
されません。より安全に運転いただくため、通常の電子キーでは設定の変更がで
きた音声案内など、一部の項目が作動状態に固定されます。

n プラスサポートを始動するには
サポキーを携帯していること
を確認して、ドアを解錠する
(→ P. 116、 120)
パワースイッチが OFF 以外の状態
でドアが施錠されているときは、サ
ポキーでドアを解錠しても、プラス
サポートは作動可能になりません。

通常の手順でハイブリッドシステムを始動する (→ P. 184)
“プラスサポートで起動中 急
加速を制限します ” という
メッセージが表示され、プラス
サポート表示灯が点灯したこ
とを確認する
パワースイッチをOFFにするまで、
プラスサポートが作動可能な状態に
なります。

ハイブリッドシステムの始動後は、
プラスサポート表示灯が点灯してい
ることを必ず確認してください。プ
ラスサポート表示灯が点灯していな
いときは、プラスサポートが作動し
ません。また、プラスサポートが不
要なときは、プラスサポート表示灯
が消灯していることを必ず確認して
ください。

知識

プラスサポートを使用するには

1

2

3
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メーター操作スイッチの を押してメッセージを非表示にする

メッセージ表示後約 30 秒経過するまで、またはスイッチ操作によりメッセー
ジを非表示とするまで、“ プラスサポートで起動中 急加速を制限します ” の
メッセージは表示されたままになります。

n プラスサポートが不要なときは
標準装備の電子キーを携帯してドアを解錠し、ハイブリッドシステム
を始動してください。プラスサポートが非作動になり、標準車と同様
の制御になります。

警告

nプラスサポートを正しく使用するために

l必ずサポキーを携帯していることを確認してください。標準装備の電子キーを
携帯しているときは、プラスサポートが始動しません。

lサポキーと標準装備の電子キーを同時に携帯しないでください。プラスサポー
トが始動しない場合があります。

lハイブリッドシステムの始動後は、プラスサポート表示灯が点灯していること
を必ず確認してください（→P. 90）。プラスサポート表示灯が点灯していな
いときは、プラスサポートが作動しません。また、プラスサポートが不要なと
きは、プラスサポート表示灯が消灯していることを必ず確認してください。

4
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低速走行（約 30km ／ h 以下）中
に、ペダルの踏み間違いなどでアク
セルペダルが速く強く踏み込まれ
たとシステムが判断したとき、ハイ
ブリッドシステムの出力を抑制す
ることで、車両が急加速しないよう
に制御します。

急アクセル時加速抑制について

CTP45BW078

警告

n安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。システムを過信すると思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。必ず車両周辺の安全を確認しながら運転してくださ
い。

l安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。急アクセル時加速抑制は、状況によっては作動しない場合
もあります。

l急アクセル時加速抑制は衝突を防止するシステムではありません。車両を自動
で停止させる機能はないため、加速抑制後も車両は惰性で動きます。周囲の交
通状況を確認の上、必ずご自身でブレーキペダルを踏んでください。

l急アクセル時加速抑制は意図せぬ急加速の防止を補助する機能ですが、走行状
況によっては、加速が必要なときにもハイブリッドシステムの出力が抑制され
る場合があります。安全、かつ環境に優しい運転をするためにも、日頃からア
クセルペダルはゆっくり操作するように心がけてください。

lお客様ご自身で急アクセル時加速抑制の作動テストを行わないでください。状
況によってはシステムが正常に作動せず、思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

n急アクセル時加速抑制が作動したとき

急アクセル時加速抑制が作動すると、ハイブリッドシステムの出力を抑制しま
す。すみやかにアクセルペダルから足を離して、ブレーキペダルを踏んでくだ
さい。アクセルペダルを踏み込んだままでいると、しばらくしたあとに車両が
加速し、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

n右左折・車線変更するとき

必ず方向指示灯を点滅させてください。方向指示灯が点滅していないと、急ア
クセル時加速抑制によりハイブリッドシステムの出力が抑制され、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。
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急アクセル時加速抑制が作動した
ときは、ブザーや音声発話でお知ら
せするとともに、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。
メッセージが表示されたときは、すみ
やかにアクセルペダルから足を離し、
ブレーキペダルを踏んでください。

n急アクセル時加速抑制の作動条件

プラスサポートが始動したあと、次の条件をすべて満たした場合、急アクセル時
加速抑制が作動します。

lシフトポジションがP・N以外のとき

l車速が約30km／ h以下のとき

lアクセルペダルを速く強く踏み込んだとき（アクセルペダルを踏み込む速度と
踏み込み量が一定以上のとき）

次の条件のいずれかを満たした場合、ハイブリッドシステムの出力抑制量を少な
くし、前進時は約30km／h、後退時は約12km／h※までゆるやかに加速します。

l加速抑制作動中にアクセルペダルを約5秒間踏み続けたとき

l加速抑制作動後すぐにアクセルペダルを速く強く踏み直したとき
※ 状況によっては所定の速度以下に抑制できない場合があります

n急アクセル時加速抑制が作動しないとき

次の場合は、加速が必要な場合を考慮し、急アクセル時加速抑制が作動しません。
アクセルペダルをゆっくり操作し、安全運転を心がけてください。

l方向指示灯の点滅中、または消灯したあと約2秒間（前進時）

lブレーキペダルを踏んでいるとき、またはブレーキペダルを離したあと約2秒間
（前進時）

l急な上り坂に自車がいるとき

急アクセル時加速抑制が作動したとき

知識



382 4-5. 運転支援装置について

Century_J_OM

nシステムが正常に作動しないおそれのある状況

次のような状況ではシステムが正常に作動しない場合があります。

l車両姿勢の変化

･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）
･ ローダウンサスペンション、純正と異なる径のタイヤなどを取り付けたとき

l周辺環境の影響

･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路を走行しているとき
･ 雪道などスリップが発生するような場所を走行しているとき
･ 坂道の出口など車両姿勢が急激に変化したとき
･ スピードブレイカーや縁石など大きな段差を乗り越えるとき

n加速したい場面でシステムが作動するおそれのある状況

次のような状況では踏み間違いでなくてもシステムが作動する場合があります。
アクセルを離してゆっくり踏み直してください。

l車両姿勢の変化

･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）
･ ローダウンサスペンション、純正と異なる径のタイヤなどを取り付けたとき

l周辺環境の影響

･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路を走行しているとき
･ 雪道などスリップが発生するような場所を走行しているとき
･ 坂道の入り口など車両姿勢が急激に変化したとき
･ スピードブレイカーや縁石など大きな段差を乗り越えるとき

l運転操作の影響

･ 車線変更や右折などで方向指示灯を点滅させずに急いで加速しようとしたと
き
･ 惰性走行から急いで加速しようとしたとき
･ ETCゲート通過後に急加速したとき
･ ブレーキホールドによるブレーキ保持中に急発進しようとしたとき
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交差点で接近してくる対向車がいるときに右折しようとする場合、ブ
ザーと表示で注意喚起を行います。

交差点対向車注意喚起が作動した
ときは、ブザーでお知らせするとと
もに、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示
されます。

n交差点対向車注意喚起の作動条件

方向指示灯が点滅していないときは、交差点対向車注意喚起が作動しません。

交差点対向車注意喚起について

交差点対向車注意喚起が作動したとき

知識

作動対象 自車速度 相対速度

対向車両 約15 ～ 30km/h 約 10km/h 以上

対向自動二輪車 約15 ～ 30km/h 約 25km/h 以上
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4-6. 運転のアドバイス

u エコドライブモードの利用

エコドライブモードを使用すると、通常にくらべてアクセルペダルの
踏み込みに対するトルクの発生がゆるやかになります。また、エアコ
ン（暖房／冷房）の作動を抑え、燃費向上につながります。（→P. 397）

u ハイブリッドシステムインジケーターの利用

メーター内のハイブリッドシステムインジケーターの針をエコエリア
の範囲に保つことで、環境に配慮した走行が可能です。（→P. 96）

u シフトレバーの操作

信号待ちや渋滞のときなどは、シフトレバーをD にしましょう。また、
駐車するときは、シフトレバーをPにしましょう。シフトレバーをN
にしても、燃費向上の効果はありません。N では、ガソリンエンジン
が回転していても駆動用電池は充電されないため、エアコンなどを使
用していると駆動用電池の残量が低下します。

u アクセルペダル・ブレーキペダルの操作

l 急加速・急減速を控え、スムーズな運転を心がけましょう。ゆるや
かに加速・減速することで、より効果的に電気モーターを使用でき、
余分なガソリン消費を抑えることができます。

l 加速のくり返しは、駆動用電池の残量を低下させ、結果、燃費が悪
化するため控えましょう。走行中、アクセルペダルを少しもどすこ
とで駆動用電池の残量を回復させることができます。

u 減速時のブレーキ操作

減速時は、早めに、ゆるやかなブレーキ操作を行いましょう。
減速時に発生する電気エネルギーをより多く回収することができま
す。

u 渋滞

加速・減速のくり返しや、長い信号待ちは燃費を悪化させます。お出
かけ前に交通情報を確認するなどして、なるべく渋滞を回避するよう
にしましょう。また渋滞の際は、ブレーキペダルをゆるめて微前進し、
アクセルペダルをあまり踏まないようにしましょう。余分なガソリン
消費を抑えることができます。

ハイブリッド車運転のアドバイス

環境に配慮した経済的な運転のためには、次のことを心がけてください。
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u 高速道路での運転

速度を抑え、一定速度で走行しましょう。また、料金所手前では早め
にアクセルペダルをもどし、ゆるやかなブレーキ操作を行いましょう。
減速時に発生する電気エネルギーをより多く回収することができま
す。

u エアコンのON/OFF

必要時以外はエアコンスイッチをOFF にしましょう。余分なガソリン
消費を抑えることができます。
夏季：外気温が高いときは、内気循環モードに設定しましょう。エア
コンへの負荷が減り燃費向上につながります。
冬季：ガソリンエンジン・車室内が暖まるまで、ガソリンエンジンが
自動停止しないので、燃料を消費します。また、過剰な暖房を避ける
と、燃費向上につながります。

u タイヤ空気圧の点検

タイヤ空気圧はこまめに点検しましょう。タイヤ空気圧が適切でない
と、燃費の悪化につながります。
また、冬用タイヤは転がり抵抗が大きいため、乾燥した路面では燃費
の悪化につながります。季節、道路状況に応じて適切なタイミングで
タイヤを交換しましょう。

u 荷物

重い荷物が積まれていると、燃費が悪化します。不要な荷物は、積ん
だままにせずに降ろしましょう。また、大型ルーフキャリアの装着も
重い荷物と同様に燃費の悪化につながります。

u 走行前の暖機運転

ガソリンエンジンが冷えているときは、ガソリンエンジンの始動／停
止を自動的に行いますので、暖機運転は必要ありません。
なお、短距離走行のくり返しは、暖機運転のためのガソリンエンジン
始動がひんぱんに行われることになりますので、燃費の悪化につなが
ります。
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l 次のものはそれぞれ外気温に適したものをお使いください。
･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液

l 補機バッテリーの点検を受けてください。
l 冬用タイヤ（4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を使用してく
ださい。
タイヤは4輪とも指定サイズで同一銘柄のものを、タイヤチェーンは
タイヤサイズに合ったものを使用してください。
（タイヤについて：→P. 468）

状況に応じて次のことを行ってください。
l ドアやワイパーが凍結したときは無理に開けたり動かしたりせず、ぬ
るま湯をかけるなどして氷を溶かし、すぐに水分を十分に拭き取って
ください。

l フロントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪が積もっていると
きは、エアコンのファンを正常に作動させるために、雪を取り除いて
ください。

l 外装ランプ・ドアミラー・ドアガラス・車両の屋根・タイヤの周辺や
ブレーキ装置に雪や氷が付いているときは、取り除いてください。

l 乗車する前に靴底に付いた雪をよく落としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を十分にとって控えめな速度で走行して
ください。

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切に
運転してください。

冬を迎える前の準備

運転する前に

運転するとき
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l パーキングブレーキのオートモードをOFFにしてください。パーキン
グブレーキが自動的に作動し、ブレーキ装置が凍結して解除できなく
なるおそれがあります。
また、次のシステムの使用は控えてください。オートモードをOFFに
していても、パーキングブレーキが自動的に作動します。
･ ブレーキホールドシステム

l パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置が凍結して解除できな
くなるおそれがあります。パーキングブレーキはかけずに、シフトレ
バーをPに入れて駐車し、必ず輪止め※1をしてください。
輪止めをしないと、車が動き思わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

l パーキングブレーキがオートモードのときは、シフトレバーをPに入
れたあとにパーキングブレーキを解除してください。（→P. 210）

l パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、シフトレバーをＰに
入れた状態でシフトレバーが動かないこと※2を確認してください。

l 寒冷時にブレーキ部品がぬれた状態で車を駐車したままにすると、凍
結のおそれがあります。

※1 輪止めは、トヨタ販売店で購入することができます。
※2 ブレーキペダルを踏まないで Ｐ からシフトするときにロックがかかります。
シフトできる場合は、シフトロックシステムなどの故障が考えられます。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

nタイヤチェーンについて

取り付け・取りはずし・取り扱い方法については次の指示に従ってください。

l安全に作業できる場所で行う

l後2輪に取り付ける

lタイヤチェーンに付属の取扱説明書に従う

l取り付け後0.5～ 1.0km走行したら締め直しを行う

n寒冷地用ワイパーブレードについて

l降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは、雪が付着するのを防ぐために
金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードをお求
めください。

l高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスが拭き取りにくくなること
があります。その場合には速度を落としてください。

駐車するとき

知識
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警告

n冬用タイヤ装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコントロールが不能となり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

l指定サイズのタイヤを使用する

l空気圧を推奨値に調整する

l装着する冬用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない

l冬用タイヤを装着する際は、必ず4輪とも装着する

nタイヤチェーンを取り付けるときは

電子制御エアサスペンションの車高調整機能が作動しないように、ハイブリッ
ドシステムを停止してください。車高がかわり車両に体が挟まれたりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

nタイヤチェーン装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運転することができずに、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

l装着したチェーンに定められた制限速度、もしくは30km/hのどちらか低い
方をこえる速度で走行しない

l路面の凹凸や穴を避ける

l急加速・急ハンドル・急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ
の使用は避ける

lカーブの入り口手前で十分減速して、車のコントロールを失うのを防ぐ

lLDA（レーンディパーチャーアラート［ステアリング制御機能付き］）を使用
しない
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注意

nタイヤチェーンの使用について

この車両に適合したトヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。
なお、トヨタ純正品以外のタイヤチェーンの中には、使用すると車体にあたり、
走行のさまたげとなるおそれがあるものもあります。市販のタイヤチェーンを
使用する場合は、車体に干渉しないことをあらかじめご確認ください。
詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。

nタイヤを修理・交換するとき

トヨタ販売店へご依頼ください。
タイヤの取り付け・取りはずしはタイヤ空気圧バルブ／送信機の作動に影響し
ます。（タイヤについての詳しい説明はP. 468を参照してください）

nタイヤチェーンの装着

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ空気圧バルブ／送信機が正しく作動しな
いおそれがあります。

nガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。
ガラスがひび割れるおそれがあります。
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5-1. リヤマルチオペレーションパネル

操作するときは、リヤアームレストのライティングテーブルを格納しま
す。
n HOME画面

 を押す

長押しすると、画面が OFF になり
ます。

リヤアームレストのライティング
テーブルを引き出しても画面が
OFFになります。

TV の電源 ON ／ OFF を切り
かえる（詳しくは別冊「マルチ
メディア取扱説明書」を参照し
てください。）
オーディオ操作画面を表示す
る（詳しくは別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照して
ください。）
リヤエアコン操作画面を表示する（→P. 409）
シート操作画面を表示する（→P. 149, 152, 155）
リフレッシュシステム操作画面を表示する（→P. 158）
リヤマルチオペレーションパネル設定画面を表示する（→P. 393）
ショートカットスイッチ
押すごとに表示／非表示が切りかわります。

リヤマルチオペレーションパネル

リヤアームレスト内のオペレーションパネルを使って、オーディオ・エ
アコン・シートなどの操作をすることができます。

リヤマルチオペレーションパネルの操作について

1

2

3

4

5

6

7
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ショートカット画面
次の機能を操作できます。
･ リヤエアコンの温度設定（→P. 410）
･ リヤシートヒーター／リヤシートベンチレーター★（→P. 416）
･ オーディオ（詳しくは別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。）
･ 電動リヤカーテンの開閉★（→P. 441）

n リヤマルチオペレーションパネル設定画面
画面の操作規制の設定や画面の明るさなどを調整できます。
画面を消す
画面の明るさを調整する
自動表示切替
画面操作をロックする

n 自動表示切替画面
一定時間画面操作を行わな
かった場合、自動で画面が切り
かわるかを設定できます。
HOME 画面に切りかえるか画
面表示を消すかを設定できま
す。
操作を行わなかった場合、画面
表示が切りかわる時間を 10
秒、30秒、60秒、120秒の
間で設定できます。

8

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

1

2

3

4

1

2

3
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n 画面操作のロックを解除する
「画面ロック解除（長押し）」をス
テータスがすべて点灯するまで
押し続ける

ステータス
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nリヤマルチオペレーションパネルの取扱いについて

l操作は指で行ってください。爪やペンなどでは操作できません。

l操作は一本の指で行ってください。他の指がふれていると操作できないことが
あります。

lパワースイッチをアクセサリーモードまたはONモードにしたとき、パネル上に
手や物が置かれていたり、水や異物が付着していると、誤作動を起こすことが
あります。その場合、それらを取り除き、30秒ほど待ってから操作してくださ
い。万一、パネルの反応が元に戻らない場合は、 ボタンを長押しして画

面をOFFにし、再度 ボタンを押してから操作を行ってください。

l以下の場合、リヤマルチオペレーションパネルが正しく反応しなかったり、誤
作動することがあります。

･ 手袋を着用しているとき
･ 濡れた手で操作したとき
･ パネル面にフィルムを貼ったり、塗装をしたとき
･ パネル面に水分や汚れが付着しているとき
･ 近くにテレビ塔・発電所・ガソリンスタンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとき
･ 無線機や携帯電話などの無線通信機器を携帯しているとき

lリヤマルチオペレーションパネルが、次のような金属製のものに接していたり、
覆われたりしているときは、リヤマルチオペレーションパネルが反応しなかっ
たり、誤作動することがあります。

･ 小銭
･ 鍵
･ 財布やかばんの金属部品
･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱やケース
･ カイロ
･ CD/DVDなどのメディアやUSBなどのケーブル
･ スマートフォンや携帯電話、タブレット端末などの機器

lリヤマルチオペレーションパネルが汚れていると、操作の反応が悪くなる場合
があるため、定期的に清掃を行ってください。また、リヤマルチオペレーショ
ンパネルを清掃する際は、誤作動を防ぐため、画面をOFFにした状態で行って
ください。

知識
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注意

nリヤマルチオペレーションパネルの故障を防ぐために

lリヤマルチオペレーションパネルに飲料水や雨水などをかけないでください。
変色や漏電の原因になります。

lリヤマルチオペレーションパネルの上に乗ったり、ものを上に置かないでくだ
さい。故障の原因になります。

lリヤマルチオペレーションパネルを強く押したり、先のとがったもので操作し
たりしないでください。破損の原因になります。
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5-2. エアコンの使い方

“SYNC”（シンクロ）スイッチ（各席連動モード）
“A/C”（冷房・除湿）スイッチ
フロントデフロスタースイッチ
リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒータースイッチ
内外気切りかえスイッチ
“OFF”スイッチ
“AUTO”スイッチ
運転席側温度調整スイッチ
風量調整スイッチ
吹き出し口切りかえスイッチ
助手席側温度調整スイッチ

フロントオートエアコン

“AUTO”スイッチをONにすることで、設定温度に合わせて吹き出し
口と風量を自動で調整します。

エアコン操作スイッチについて

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11



398 5-2. エアコンの使い方

Century_J_OM

n 温度を調整する
設定温度を上げるときは温度調整スイッチを上に、下げるときは下に
操作します。
“A/C”（冷房・除湿）スイッチが押されていない場合は、送風または暖房で
使用できます。

n 風量を切りかえる
風量を増やすときは風量調整スイッチを上に、減らすときは下に操作
します。
“OFF”スイッチを押すと、ファンが止まります。

n 吹き出し口を切りかえる
吹き出し口切りかえスイッチを上下に操作します。
スイッチを操作するたびに吹き出し口が切りかわります。

上半身に送風
上半身と足元に送風
足元に送風
足元に送風／ガラスの曇りを
取る

n 内気循環／外気導入を切りかえる
内外気切りかえスイッチを押します。
スイッチを押すたびに内気循環／外気導入が切りかわります。内気循環を選択
しているときは表示灯が点灯します。

n エアコン（冷房・除湿機能）を切りかえるには
“A/C”（冷房・除湿）スイッチを押します。
“A/C”（冷房・除湿）機能がON のときは、作動表示灯が点灯します。

1

2

3

4
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n フロントウインドウガラスの曇りを取る
フロントデフロスタースイッチを押します。
除湿機能が作動し、風量が増えます。内気循環にしている場合は、外気導入に
してください。（自動的に外気導入に切りかわることがあります） 

風量を強くし、設定温度を上げると、より早く曇りを取ることができます。曇
りが取れたら再度フロントデフロスタースイッチを押すと前のモードにもどり
ます。

フロントデフロスタースイッチがON のときは、作動表示灯が点灯します。

外気温が低いときは、フロントウインドウガラスの霜を取るのに時間がかかる
場合があります。

n リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒーター
リヤウインドウガラスの曇りを取るときや、ドアミラーから雨滴や霜
を取るときに使用してください。
リヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒータースイッチを押します。
リヤウインドウデフォッガーを作動させると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。

リヤウインドウデフォッガーとミラーヒーターは、しばらくすると自動的に
OFFになります。

n ウインドシールドデアイサー★

フロントウインドウガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐために使
用してください。
エアコンオプション画面表示スイッチを選択します（→P. 405）
“デアイサー”スイッチを選択します
ウインドシールドデアイサーは、しばらくすると自動的にOFF になります。

n 花粉除去機能を使用するには
エアコンオプション画面表示スイッチを選択します（→P. 405）
“ 花粉除去” スイッチを選択します
内気循環に切りかわり、上半身に送風して花粉を除去します。

外気温が低いときは、フロントウインドウガラスの曇りを防止するために除湿
機能が作動する場合があります。

花粉除去モードがOFF のときも花粉はフィルターで取り除かれています。

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

1

2

1

2
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nガラスの曇りについて

l車室内の湿度が高いときはガラスが曇りやすくなります。その場合は、“A/C”
（冷房・除湿）スイッチをONにすると、吹き出し口から除湿された風が出るた
め、効果的に曇りを取ることができます。

l“A/C”（冷房・除湿）スイッチをONからOFF にすると、ガラスが曇りやすく
なります。

l内気循環を使うとガラスが曇る場合があります。

n外気導入・内気循環について

lトンネルや渋滞などで、汚れた外気を車内に入れたくないときや、外気温度が
高いときに冷房効果を高めたい場合は、内気循環にすると効果的です。

l設定温度や室内温度などにより、自動的に切りかわる場合があります。

n外気温度が0 ℃近くまで下がったとき

“A/C”（冷房・除湿）スイッチを押しても除湿機能が働かない場合があります。

nエコドライブモードのエアコン作動について

lエコドライブモードは燃費性能を優先させるため、空調システムが次のように
制御されます。

･ エンジン回転数やコンプレッサーの作動を制御し、暖房 /冷房の能力を抑制
します。
･ オート設定での使用時、ファンの風量を抑制します。

l空調の効きをより良くしたいときは、次の操作を行ってください。

･ 風量を調整する。
･ エコドライブモードを解除する。

知識
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nナノイーX※1, 2 について

エアコンにはナノイーX発生装置が搭載されています。この装置はフロント席中
央の吹き出し口 （助手席側）からナノイーX を放出し、車室内を快適な空気環
境に導きます。※3

lナノイーXがONのとき、ファンが作動すると、自動的にナノイーX発生装置が
作動します。（→P. 406）

lナノイーX発生装置が作動中、次の条件で効果を発揮します。

･ 吹き出し口が上半身に送風、上半身と足元に送風、足元に送風のとき
lナノイーX発生装置作動時は、微量のオゾンが発生し、かすかに臭うことがあ
りますが、森林など、自然界に存在する程度の量なので、人体に影響はありま
せん。

lナノイーX発生装置作動中、かすかに作動音が聞こえることがありますが、故
障ではありません。

･ ナノイーX発生装置が作動するまでに多少時間がかかることがあります。
･ 作動直後は作動音が大きい場合があります。
※1 nanoe、ナノイーおよび nanoe マークは、パナソニック ホールディングス
株式会社の商標です。

※2 ナノイーXはナノイーに比べて、効果の元であるOHラジカルをより多く含
む微粒子イオンです。

※3 温湿度環境、風量・風向きによってはナノイーの効果が十分に得られない場
合があります。

n換気とエアコンの臭いについて

l車室外の空気を車室内に取り入れたいときは、外気導入にしてください。

lエアコン使用中に、車室内外のさまざまな臭いがエアコン装置内に取り込まれ
て混ざり合うことにより、吹き出し口からの風に臭いがすることがあります。

lエアコン始動時に発生する臭いを抑えるために：

･ 駐車時は外気導入にしておくことをおすすめします。
･ オート設定での使用時にはエアコン始動直後、しばらく送風が停止する場合
があります。

l駐車時に自動的に外気導入に切りかえることにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生する臭いを緩和します。

n音声対話サービスについて

音声対話サービスを使用して、エアコンを操作することができます。詳しくは、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

nエアコンフィルターについて

→P. 489
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nエアコン操作パネルのスイッチのタッチ感度を変更するには

次の操作により、スイッチのタッチ感度を変更できます。

操作中のエアコンの操作はできません。

ONモードにしてから５秒以内に、“A/C“スイッチを押しながら を６回
押す。

モニター内の助手席側温度部に「０１」～「０４」が表示されます。

にタッチするたびに、タッチ感度が「01」（低い） ～ 「04」（高い） の４
段階で切りかわります。

お好みの設定を表示した状態のまま、画面が切りかわるまでの約５秒間タッチ
操作を行わないと設定が完了します。

画面が切りかわる前にパワースイッチを OFF にすると、設定は保存されませ
ん。

nエアコン操作パネルのスイッチの反応を変更するには

次の操作により、スイッチにタッチしてからの反応するまでの時間を変更できま
す。

操作中のエアコンの操作はできません。

ONモード中に、“AUTO”スイッチと を約３秒間タッチする

モニター内の助手席側温度部に「０１」～「０５」が表示されます。

にタッチするたびに、反応するまでの時間が「01」（早い）～「05」（遅
い）の５段階で切りかわります。

お好みの設定を表示した状態のまま、画面が切りかわるまでの約５秒間タッチ
操作を行わないと設定が完了します。

画面が切りかわる前にパワースイッチを OFF にすると、設定は保存されませ
ん。

nエアコン操作パネルのスイッチ操作音をON／OFFするには

次の操作により、スイッチにタッチしたときの操作音をON／OFFできます。

操作中のエアコンの操作はできません。

ONモード中に、“AUTO”スイッチと”A/C”スイッチを約３秒間タッチ
する。

モニター内の助手席側温度部に「On」または「OFF」と表示されます。

にタッチするたびに、ON／OFFが切りかわります。

「On」または「OFF」を表示した状態のまま、画面が切りかわるまでの約５秒
間タッチ操作を行わないと設定が完了します。

画面が切りかわる前にパワースイッチを OFF にすると、設定は保存されませ
ん。

1

2

1

2

1

2
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nカスタマイズ機能

機能の一部は設定を変更することができます。（→P. 586）

警告

nフロントウインドウガラスの曇りを防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコンを低い設定温度で作動させているとき
は、フロントデフロスタースイッチを押さないでください。外気とガラスの温
度差でガラスの外側が曇り、視界をさまたげる場合があります。

nリヤウインドウデフォッガー＆ミラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの表面が非常に熱くなります。やけどをするおそれがあるのでふれ
ないでください。

nウインドシールドデアイサーが作動しているとき

フロントウインドウガラス下部およびフロントピラー横の表面が熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふれないでください。

nナノイーX発生装置について

高電圧の部品を含むため、分解・修理はしないでください。修理が必要な場合
は、トヨタ販売店にお問い合わせください。

注意

n補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステム停止中は、エアコンを必要以上に使用しないでください。

nナノイーX発生装置の損傷を防ぐために

フロント席中央の吹き出し口 （助手席側）の近くでスプレーを使用したり、吹
き出し口にものをはめ込んだり貼ったりしないでください。正常に働かなくな
るおそれがあります。
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次のように操作して、風向きの調整や吹き出し口の開閉をします。

エアコン操作スイッチの“AUTO”スイッチを押します

温度を設定します
ファンを止めたいときは、“OFF”スイッチを押します

風量や吹き出し口を切りかえると、“AUTO”スイッチの作動表示灯が
消灯しますが、操作した機能以外のオート設定は継続します。

nオート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されるため、“AUTO” を ON
にした直後、温風や冷風の準備ができるまでしばらく送風が停止する場合があり
ます。

日射の影響により、暖房時でも上半身付近に冷風が出る場合があります。

SYNC モードをON にするには、“SYNC”スイッチを押します。
運転席側温度調整スイッチで運転席・助手席・リヤ席の設定温度を調整できます。
運転席・助手席・リヤ席の設定温度を別々に設定するには、助手席側温度調整ス
イッチまたはリヤ席温度調整スイッチを操作するか、“SYNC” スイッチを押し
てください。

SYNC モードがON のときは、“SYNC”スイッチの作動表示灯が点灯します。

次のいずれかの操作をすると、独立モードがON になります。
l SYNC がON の時に、エアコン操作スイッチの“SYNC”スイッチを
押します。

l 助手席およびリヤ席の設定温度を変更します。
独立モードになり“SYNC”スイッチの作動表示灯が消灯します。

オート設定で使用する

知識

各席の設定温度を連動して設定する（SYNC モード）

運転席と助手席およびリヤ席の設定温度を別々に設定する（独立モード）

1

2

3
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マルチメディアディスプレイの操作方法については、別冊「マルチメディ
ア取扱説明書」を参照してください。
n 表示のしかた

マルチメディアディスプレイのメインメニューから を選択し
ます
サブメニューの“エアコン” を選択します
各画面を選択します
フロントエアコン操作画面
を表示する
リヤエアコン操作画面を表
示する
オプション操作画面を表示
する

エアコン操作画面について

1

2

3

1

2

3
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n フロントエアコン操作画面
吹き出し口を切りかえる
選択するたびに、吹き出し口が切り
かわります。

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

：足元に送風・ガラスの曇りを取る

状況によっては、選択した吹き出し口以外からも送風する場合があります。

各機能のON ／ OFF を切りかえる
選択するたびに、機能のON ／ OFF が切りかわります。

機能がON のとき、表示灯が点灯します。

“A/C”：冷房・除湿機能（→P. 398）

“SYNC”：SYNCモード（→P. 404）

風量表示
現在の風量が表示されます。

n リヤエアコン操作画面
→P. 408

n オプション操作画面
各機能の （作動）・ （非作動）を選択します。
エコ空調モードを作動させる
（→P. 400）
フロントウインドウガラスと
ワイパーブレードの凍結を防
ぐ（ウインドシールドデアイ
サー装着車）（→P. 399）
ナノイーXを作動させる
（→P. 401）
花粉除去を作動させる（→P. 399）

1

2

3
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n 吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定によ
り、風が出る位置や風量が変化し
ます。（→P. 398）

n 風向きの調整と吹き出し口の開閉

吹き出し口について

 フロントセンター／サイド  リヤセンター／サイド

風向きの調整 吹き出し口の開閉1 2
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n マルチメディアディスプレイ
エアコン操作画面（→P. 405）で、「リヤエアコン」を選択する
助手席側リヤ席の温度を調整
する
リヤ席の風量を切りかえる
運転席側リヤ席の温度を調整
する
リヤ席の吹き出し口を切りか
える

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

状況によっては、選択した吹き出し口以外からも送風する場合があります。

リヤ席操作禁止機能のON/OFF を切りかえる
リヤ席の吹き出し口と風量が自動的に調整される（→P. 410）
リヤ席のファンを停止する

リヤオートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。
マルチメディアディスプレイ、またはリヤマルチオペレーションパネル
で操作することができます。

リヤエアコン操作画面について

1

2

3
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n リヤマルチオペレーションパネル
 エアコン操作画面
HOME画面（→P. 392）で「エアコン」を選択する
リヤ席操作禁止機能が ON のときは、リヤマルチオペレーションパネルでは操
作できません。

リヤ席の吹き出し口と風量が
自動的に調整される
（→P. 410）
助手席側リヤ席の温度を調整
する
助手席側リヤ席の吹き出し口
を切りかえる

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

状況によっては、選択した吹き出し口以外からも送風する場合があります。

運転席側リヤ席の吹き出し口を切りかえる
状況によっては、選択した吹き出し口以外からも送風する場合があります。

運転席側リヤ席の温度を調整する
リヤクーラー調整画面を表示する（→P. 409）

 リヤクーラー調整画面
エアコン操作画面で「リヤクーラー」を選択する
ルーフサイド吹き出し口から
の風量を切りかえる
ルーフサイド吹き出し口から
の送風を停止する

2 3
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 ショートカット画面
助手席側リヤ席の温度を調整
する
運転席側リヤ席の温度を調整
する

n マルチメディアディスプレイ
リヤエアコン操作画面（→P. 408）で「REAR AUTO」を選択する
温度を設定する
ファンをとめたいときは「REAR OFF」を選択する

n リヤマルチオペレーションパネル
エアコン操作画面（→P. 409）で「AUTO」を選択する
温度を設定する
ルーフサイド吹き出し口からの送風をとめたいときは「リヤクー
ラー」を選択し、「OFF」を選択する

n オート設定時の作動表示灯について
風量や吹き出し口を切りかえると、REAR AUTOスイッチの表示色は
反転しますが、操作した機能以外のオート設定は継続します。

n 各席の温度を設定する
次のいずれかの操作をすることで、リヤ席の温度を設定できます。
l 独立モード（→P. 404）がOFF のとき運転席の温度を設定する
リヤ席の温度が運転席と同じ温度に設定されます。

l マルチメディアディスプレイのリヤエアコン操作画面もしくはリヤ
マルチオペレーションパネルでリヤ席の温度を設定する
操作した席の温度のみ設定されます。（独立モード）

1

2

オート設定で使用する
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n 吹き出し口について
吹き出し口の切りかえ設定によ
り、風が出る位置や風量が変化し
ます。（→P. 408）

n 風向きの調整と吹き出し口の開閉

nオート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されるため、「Rear AUTO」、ま
たはリヤマルチオペレーションパネルで「AUTO」スイッチを選択した直後、温
風や冷風の準備ができるまでしばらく送風が停止する場合があります。日射の影
響により、暖房時でも上半身付近に冷風が出る場合があります。

吹き出し口について

 リヤセンター／サイド  ルーフサイド

風向きの調整 吹き出し口の開閉

知識

注意

n補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステム停止中は、エアコンを必要以上に使用しないでください。

1 2
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ステアリングヒーター／シートヒーター／シートベンチ
レーター★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ハンドル左右のグリップ部やシートを温めたり、シートから風を出して
通気をよくできます。操作スイッチやマルチメディアディスプレイ、リ
ヤマルチオペレーションパネルで操作することができます。

警告

l低温やけどを負うおそれがあるため、以下のかたがステアリングヒーター／
シートヒーターに触れないようにご注意ください。

･ 乳幼児、お子さま、お年寄り、病人、体の不自由なかた
･ 皮膚の弱いかた
･ 疲労の激しいかた
･ 深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風邪薬など）を服用されたかた

l異常加熱や低温やけどの原因になるおそれがあるため、シートヒーターを使用
するときは次のことをお守りください。

･ 長時間連続使用しないでください。
･ 毛布・クッションなどを使用しないでください。

注意

lシートヒーター／シートベンチレーターの損傷を防ぐため、凹凸のある重量物
をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なものを突き刺したりしないで
ください。

l補機バッテリーあがりを防ぐため、ハイブリッドシステムが停止した状態で使
用しないでください。
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n ステアリングヒーター
システムのON／OFF を切りか
えます。
ステアリングヒーターが ON のと
き、スイッチのインジケーターが点
灯します。

n フロントシートヒーター
システムのON／OFF を切りか
えます。
スイッチを押すたびに、作動状態が
次のように切りかわります。

AUTO→強（3個点灯）→中（2個点

灯）→弱（1個点灯）→OFF

作動中はAUTO インジケーター、ま
たはレベルインジケーターのいずれ
か、または両方が点灯します。

n フロントシートベンチレーター★

システムのON／OFF を切りか
えます。
スイッチを押すたびに、作動状態が
次のように切りかわります。

AUTO→強（3個点灯）→中（2個点

灯）→弱（1個点灯）→OFF

作動中はAUTO インジケーター、ま
たはレベルインジケーターのいずれ
か、または両方が点灯します。

操作スイッチについて

CTP52BW034

インジケーター

CTP52BW035

AUTOインジケーター

レベルインジケーター

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

CTP52BW036

AUTOインジケーター

レベルインジケーター
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n マルチメディアディスプレイ
 フロントシートヒーター／フロントシートベンチレーター操作画面
マルチメディアディスプレイの操作方法については、別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してください。
マルチメディアディスプレイのメインメニューから を選択し
ます
サブメニューの“シート空調” を選択します
シートヒーターの温度を調
整する
スイッチを選択するたびに、作動
状態が次のように切りかわりま
す。

AUTO→強（3個点灯）→中（2
個点灯）→弱（1個点灯）→OFF

作動中は、スイッチのまわりにあ
るレベルインジケーター（赤）が
点灯します。

シートベンチレーター★の風量を切りかえる
スイッチを選択するたびに、作動状態が次のように切りかわります。

AUTO→強（3個点灯）→中（2個点灯）→弱（1個点灯）→OFF

作動中は、スイッチのまわりにあるレベルインジケーター（青）が点灯します。

助手席側シートヒーター／シートベンチレーター★のAUTOモー
ドのON/OFFを切りかえる
“AUTO” を選択すると AUTO 作動に切りかわります。AUTO 作動中は、
シートヒーター／シートベンチレーターの作動状況に応じてシートヒーター
スイッチ／シートベンチレータースイッチのまわりにあるレベルインジケー
ターが点灯します。

運転席側シートヒーター／シートベンチレーター★のAUTOモー
ドのON/OFFを切りかえる
“AUTO” を選択すると AUTO 作動に切りかわります。AUTO 作動中は、
シートヒーター／シートベンチレーターの作動状況に応じてシートヒーター
スイッチ／シートベンチレータースイッチのまわりにあるレベルインジケー
ターが点灯します。

操作画面について

1

2

1

2

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

3

4
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 リヤシートヒーター／リヤシートベンチレーター操作画面
マルチメディアディスプレイの操作方法については、別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してください。
マルチメディアディスプレイのメインメニューから を選択し
ます
サブメニューの“シート空調” を選択します
“リヤ” を選択します
シートヒーターの温度を調
整する
スイッチを選択するたびに、作動
状態が次のように切りかわりま
す。

AUTO→強（3個点灯）→中（2
個点灯）→弱（1個点灯）→OFF

作動中は、スイッチのまわりにあ
るレベルインジケーター（赤）が
点灯します。

シートベンチレーター★の風量を切りかえる
スイッチを選択するたびに、作動状態が次のように切りかわります。

AUTO→強（3個点灯）→中（2個点灯）→弱（1個点灯）→OFF

作動中は、スイッチのまわりにあるレベルインジケーター（赤）が点灯します。

リヤ席左側シートヒーター／シートベンチレーター★の AUTO
モードのON/OFFを切りかえる
“AUTO” を選択すると AUTO 作動に切りかわります。AUTO 作動中は、
シートヒーター／シートベンチレーターの作動状況に応じてシートヒーター
スイッチ／シートベンチレータースイッチのまわりにあるレベルインジケー
ターが点灯します。

リヤ席右側シートヒーター／シートベンチレーター★の AUTO
モードのON/OFFを切りかえる
“AUTO” を選択すると AUTO 作動に切りかわります。AUTO 作動中は、
シートヒーター／シートベンチレーターの作動状況に応じてシートヒーター
スイッチ／シートベンチレータースイッチのまわりにあるレベルインジケー
ターが点灯します。

1

2

3

1

2

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

3

4
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n リヤマルチオペレーションパネル
 エアコン操作画面
HOME画面（→P. 392）で「エアコン」を選択する
リヤ席操作禁止機能が ON のときは、リヤマルチオペレーションパネルでは操
作できません。

リヤシートヒーターの温度を
調整する
スイッチを選択するたびに、作動状
態とレベルインジケーター（橙）が
次のように切りかわります。

AUTO→強（3個点灯）→中（2個
点灯）→弱（1個点灯）→OFF

リヤシートベンチレーター★
の風量を切りかえる
スイッチを選択するたびに、作動状態とレベルインジケーター（青）が次のよ
うに切りかわります。

AUTO→強（3個点灯）→中（2個点灯）→弱（1個点灯）→OFF

 ショートカット画面
リヤシートヒーターの温度を
調整する
スイッチを選択するたびに、作動状
態とレベルインジケーター（橙）が
次のように切りかわります。

AUTO→強（3個点灯）→中（2個
点灯）→弱（1個点灯）→OFF

リヤシートベンチレーター★
の風量を切りかえる
スイッチを選択するたびに、作動状態とレベルインジケーター（青）が次のよ
うに切りかわります。

AUTO→強（3個点灯）→中（2個点灯）→弱（1個点灯）→OFF

1 1
2 2

CTP52BW037

1

2

1 1
2 2

CTP52BW038

1

2

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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n作動条件

パワースイッチがONモードのとき

nAUTO 作動を選択したとき

エアコンの設定温度、外気温などに応じて、ステアリングヒーター／シートヒー
ター／シートベンチレーターの機能がOFF になることがあります。

nエアコン連動制御モードについて（シートベンチレーター装着車）

フロントシートベンチレーターが強のとき、エアコンの風量に応じてフロント
シートベンチレーターの風量が強くなります。

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）

知識
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5-3. 室内灯のつけ方

室内灯一覧

ドアミラー照明
フロントインテリアランプ

（→P. 419）
パーソナルランプ

（→P. 420）
パワースイッチ照明

ドアカーテシランプ
シートベルトバックル照明
リヤインテリアランプ

（→P. 419）
読書灯 （→P. 420）
足元照明

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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n ドアポジション（ドア連動）をONにする
ドア連動スイッチを押す
ドアの開閉に連動してランプの点
灯・消灯が切りかわります。

ON のときはインジケーターが点灯
します。

n ランプを点灯・消灯する
 フロント
ランプを点灯・消灯する（ランプ
にタッチする）

 リヤ
ランプを点灯・消灯する

インテリアランプ

CTP53BW007
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ランプを点灯・消灯する（ランプに
タッチする）
ドアポジション（ドア連動）が ON の
ときは、ドアが開くとランプが点灯し
ます。

点灯／消灯
明るくする
暗くする

nイルミネーテッドエントリーシステム

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・ドアの開閉・パワースイッチのモードによ
り、各部の照明が自動的に点灯・消灯します。

n補機バッテリーあがりを防ぐために

パワースイッチが OFF の場合、室内灯が点灯したままのときは、約 20 分後に
自動消灯します。

n室内灯の自動点灯について

SRS エアバッグの作動時または後方から強い衝撃を受けたときは、室内灯が約
20分間自動で点灯します。

手動操作で消灯することもできますが、二次災害を防ぐため、安全が確保できる
までは消灯しないことをおすすめします。（衝撃の度合いや事故の状況によって
は点灯しないことがあります。）

nカスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定を変更することができます。
（→P. 586）

パーソナルランプ

読書灯

1

2

3

知識
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注意

n補機バッテリーあがり防止するために

ハイブリッドシステムが停止した状態で、長時間ランプを点灯しないでくださ
い。

nランプのレンズの取りはずしについて

フロントインテリアランプとフロントパーソナルランプのレンズを絶対に取り
はずさないでください。ランプが故障する原因となります。レンズを取りはず
す必要がある場合は、トヨタ販売店にご相談ください。



422
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5-4. 収納装備

収納装備一覧

ドアポケット（フロント席）
（→P. 425）

グローブボックス（→P. 423）
小物入れ （→P. 427）

コインホルダー （→P. 423）
カップホルダー （→P. 426）
コンソールボックス

（→P. 424）

警告

lメガネ・ライターやスプレー缶を収納装備内に放置したままにしないでくださ
い。
放置したままでいると、次のようなことが起こるおそれがあり危険です。

･ 室温が高くなったときの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネが
変形やひび割れを起こす
･ 室温が高くなったときにライターやスプレー缶が爆発したり、他の収納物
との接触でライターが着火したりスプレー缶のガスがもれるなどして火災
につながる

l収納装備を使わないときは、フタを必ず閉じてください。
急ブレーキや急旋回時などに、開いたフタに体があたったり、収納していたも
のが飛び出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあります。

1

2

3

4

5

6
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メカニカルキーで解錠
メカニカルキーで施錠
開ける（ボタンを押す）

車幅灯点灯時は、グローブボックス内のランプが点灯します。

ボタンを押す

車幅灯点灯時は、コインホルダー内のランプが点灯します。

グローブボックス

1

2

3

知識

コインホルダー

知識
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ボタンを押してフタを開ける
両側から開けることができます。

nコンソールボックス内のランプについて

車幅灯点灯時はコンソールボックス内のランプが点灯します。

nコンソールボックス内のトレイについて

nペンホルダー

コンソールボックス

知識

トレイは取りはずすことができます。

フタの裏側にペンを取り付けることがで
きます。
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警告

n走行中の警告

コンソールボックスを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたフタが体に当たったり、収納していたものが飛び
出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

注意

nトレイについて

トレイの高さ以上にものを入れないでください。フタの開閉の妨げになるおそ
れがあります。

ドアポケット（フロント席）



426 5-4. 収納装備
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カップホルダー

 フロント  リヤ

フタを押して開ける アームレストを手前に倒し、フタ
を押して開ける

知識

フロントカップホルダー内を清掃するた
めに、仕切りを取りはずすことができま
す。

警告

lカップホルダーにはカップや缶以外のものを置かないでください。
急ブレーキや事故により落ちてけがをするおそれがあります。

lやけどを防ぐために、カップホルダーに温かい飲み物を置くときはフタを閉め
てください。
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 天井
ボタンを押す

 インストルメントパネル中央
フタを押す

 リヤアームレスト
レバーを引き上げてロックを解除
し、フタを持ち上げる

小物入れ

CTP54BW032
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 コンソール背面
フタを押す

nコンソール内のトレイについて

nリヤアームレスト、コンソール内のランプについて

車幅灯点灯時はリヤアームレスト、コンソール内のランプが点灯します。

知識

トレイは取りはずすことができます。

警告

n収納してはいけないもの（天井）

200g以上のものを入れないでください。200g以上のものを入れると、ふた
が開き収納されているものが飛び出したりして思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。
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荷物を固定したり、トランク内を前後に仕切ることができます。
n 荷物を固定するには
床上の固定用フックを引き上げ、
ネットを固定用フックにかける

n トランク内を仕切るには
床上の固定用フックを引き上げ、
ネットを固定用フックにかけて
から、買い物フックにかける

トランク内装備

ラゲージネット

注意

lラゲージネットで、先の尖ったものや重いものを固定しないでください。ラ
ゲージネットがやぶれるおそれがあります。

lラゲージネットを使用しないときは、必ず固定用フックをもとの位置にもどし
ておいてください。トランク内の荷物または固定用フックが破損するおそれが
あります。

lトランク内に荷物を置くときは、駆動用電池冷却用吸入口をふさがないでくだ
さい。（→P. 78）



430 5-4. 収納装備

Century_J_OM

ハンガーをクリップからはずし、手
前におろす

買い物フック

注意

破損を防ぐために、買い物フックに過度の負荷をかけないでください。

タオルハンガー
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使用しないときは折りたたむこと
ができます。

傘や毛バタキを収納できます。

小物入れ

傘・毛バタキ入れ



432 5-4. 収納装備
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レバーを持ってラゲージマットを
折りたたむ

ラゲージマットを取りはずす（→P. 554）
タイヤパンク応急修理キット装着車：デッキボードを取りはずす
（→P. 540）
三角表示板を収納することができます。
大きさや形状によっては、収納できない場合があります。

ラゲージマット下収納スペース（タイヤパンク応急修理キット装着車）

三角表示板収納スペース

1

2

3

 スペアタイヤ装着車  タイヤパンク応急修理キット装
着車
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5-5. その他の室内装備の使い方

前方をさえぎるには、バイザーを
下ろす
側方をさえぎるには、バイザーを
下ろした状態でフックからはず
し、横へまわす

 フロント
カバーをスライドして開ける
カバーを開けるとランプが点灯しま
す。

 リヤ
ボタンを押して開ける
ランプが点灯します。

ハイブリッドシステムが停止した状態でランプが点灯したままの場合、約20分後
に自動消灯します。

その他の室内装備

サンバイザー

1

2

バニティミラー

知識
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DC12V/10A（消費電力 120W）未満の電気製品を使用するときの電
源としてお使いください。
フタを開けて使用する

nアクセサリーソケットを使用するとき

作動条件：パワースイッチがアクセサリーモード、ON モードまたはマルチメ
ディアシステムの電源がONのとき

nハイブリッドシステムを停止するとき

モバイルバッテリーなどの、充電機能を備えた電気製品をはずしてください。接
続したままにしておくと、ハイブリッドシステムが正常に停止しなくなる場合が
あります。

注意

l使用しないときは、バニティミラーを必ず閉じてください。
l補機バッテリーあがりを防止するために、ハイブリッドシステムが停止した状
態で長時間ランプを点灯しないでください。

アクセサリーソケット

知識

注意

l異物が入ったり、飲料水などがかかったりしないように、使用しないときはフ
タを閉めておいてください。

l補機バッテリーあがりを防止するために、ハイブリッドシステムが停止した状
態で、アクセサリーソケットを長時間使用しないでください。
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AC100Vで最大消費電力100W以下の電気製品を使うときの電源とし
てお使いください。

作動条件：パワースイッチがONモードのとき

アクセサリーコンセント

 コンソールボックス  コンソール背面

フタを開けて使用する フタを開けて使用する

知識

注意

lアクセサリーコンセントに異物が入ったり、飲料水などがかかったりしないよ
うに、使用しないときは、フタを閉めておいてください。

lヒューズが切れるのを防ぐために、AC100Vで最大消費電力100W以上の電
気製品を使用しないでください。消費電力が100Wをこえる電気製品を使用
すると、保護回路が作動して電源を遮断します。

l補機バッテリーあがりを防止するために、ハイブリッドシステムが停止した状
態で、アクセサリーコンセントを長時間使用しないでください。

l次のようなAC100Vの電気製品は、消費電力が100W以下の場合でも正常に
作動しないおそれがあります。

･ 起動時のピーク電力が高い電気製品
･ 精密なデータを処理する計測機器
･ 電源周波数の切りかえ（50/60Hz）のある機器
･ 極めて安定した電力供給を必要とするその他の電気製品
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 フロント席用（インストルメントパネル中央）
最大45W までの出力が可能です。
充電用USB 端子は、使用する機器によって複数の電圧（V）および複数
の出力（W）にて使用できます。
 フロント席用（コンソールボックス）
DC5V/3A（消費電力15W）の電源としてお使いください。
 リヤ席用（リヤアームレスト）
DC5V/2.1A（消費電力10.5W）の電源としてお使いください。
これらのUSB 端子は充電専用でありデータ転送などは行えません。
また、使用する機器によっては、正常に充電できない場合があります。
ご使用になる機器に付属の取扱説明書もお読みください。
n 充電用USB端子を使用するには

充電用USB端子

 フロント席用（インストルメ
ントパネル中央）

 フロント席用（コンソールボッ
クス）

フタを開けて使用する フタを開けて使用する
 リヤ席用（リヤアームレスト）

フタを開けて使用する

CTP55BW029
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n充電用USB端子の作動条件

パワースイッチがアクセサリーモード、ON モードまたはマルチメディアシステ
ムの電源がONのとき

n充電用USB端子が正常に働かないおそれのある状況

l以下の容量をこえる電力を要求する機器を接続したとき

･ フロント席用（インストルメントパネル中央）：DC15V/3A またはDC20V/
2.25A（消費電力45W）
･ フロント席用（コンソールボックス）：DC5V/3A （消費電力15W）
･ リヤ席用：DC5V/2.1A（消費電力10.5W）

lパソコンと通信を行う機器を接続したとき

l接続機器の電源がOFFのとき（機器により異なります）

l炎天下に駐車したあとなど、車室内の温度が高いとき

n使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいったん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

知識

注意

n充電用USB端子の損傷を防ぐために

l端子部に異物を入れないでください。

l水や液体をかけないでください。

l充電用USB端子を使わないときはフタを必ず閉じてください。端子部に異物
や液体が入ると故障やショートの原因になります。

l強い力や衝撃を加えないでください。

l分解や改造、取りはずしをしないでください。

n外部機器の損傷を防ぐために

l機器を車室内に放置しないでください。車室内が高温となり、故障の原因とな
ります。

l機器が接続されているときに、外部機器や外部機器のケーブルを押し下げた
り、不要な力を加えたりしないでください。

n補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態で、充電用 USB 端子を長時間使用しな
いでください。
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GPS の時刻情報を利用して、時刻
を自動で調整します。
詳しくは、別冊「マルチメディア取扱
説明書」を参照してください。

雑誌や新聞、タブレットなどを収納
することができます。
大きさ･形状によっては収納できない
ことがあります。

レバーを引いて手前に倒す

時計

シートバックポケット（運転席側のみ）

リヤアームレスト

注意

リヤアームレストの破損を防ぐために過度の負荷をかけないでください。
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使用するときは、ライティングテー
ブルのふちを押す

本や新聞などを収納することがで
きます。
大きさ・形状によっては収納できない
ことがあります。

ライティングテーブル

注意

lライティングテーブルの破損を防ぐため、過度の負荷をかけないでください。

l先のとがったペンなどを使用した場合、表面に傷がつくことがあります。

マガジンラック
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使用するときは、カーテンの端を
持ってスライドさせる
右図を参考に、中央を持ってスライド
させてください。

nリヤドアカーテンのお手入れについて

→P. 452

リヤドアカーテン★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識
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リヤマルチオペレーションパネルやスイッチの操作でリヤウインドウガ
ラスのカーテンを開閉できます。
n フロント席からの操作

スイッチを押す
･ 押し続けているあいだ、カーテ
ンが開きます。
･ 自動全閉作動中に押すと作動
が停止します。

スイッチを約１秒長押しする
全開位置まで作動します。（自動全開
作動）

スイッチを押す
･ 押し続けているあいだ、カーテ
ンが閉じます。
･ 自動全開作動中に押すと作動
が停止します。

スイッチを約１秒長押しする
･ カーテンが全開位置の場合、半開位置まで作動します。
･ カーテンが全開位置以外の場合、全閉位置まで作動します。（自動全閉作
動）

電動リヤカーテン★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

1

2

3

4
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n リヤ席からの操作
操作スイッチをタッチする
電動リヤカーテンが全開／全閉しま
す。

作動中に再度タッチすると逆方向に
動きます。

n作動条件

パワースイッチがONモードのとき

nカーテンの作動について

l開閉作動後、反対側に少し作動することがありますが、異常ではありません。

l自動全開／自動全閉作動直後、一定時間スイッチ操作を受け付けない場合があ
りますが、異常で はありません。

nハイブリッドシステム停止後の作動

パワースイッチをアクセサリーモードまたはOFF にしたあとでも、約 1分間は
操作できます。

nリバース連動機能

シフトレバーをRにすると、後方を見やすくするために電動リヤカーテンが開き
ます。

lシフトレバーがRにあるときは、リヤマルチオペレーションパネルやスイッチで
操作しても電動リヤカーテンを閉じることはできません。

lハイブリッドシステムを停止するか、シフトレバーをPに入れる、またはR以外
にして約15km/h で走行すると、半開位置にもどります。
（作動前に全閉していた場合は全閉位置にもどります）

nリヤカーテンのお手入れについて

→P. 452

CTP55BW027

知識
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警告

n電動リヤカーテン作動中は

カーテンレール溝部に指などを入れないでください。
挟まれてけがをするおそれがあります。

注意

n補機バッテリーあがりをふせぐために

ハイブリッドシステムが停止しているときは電動リヤカーテンを操作しないで
ください。

n正常に作動させるために

次のことをお守りください。

lモーターや他の部分に過度の負荷をかけない

l開閉の妨げになる部分にものを置かない

lカーテンレールにものをかけたり取り付けたりしない

l手でカーテンを動かさない
もしも動かしてしまったときは、フロント席のスイッチを押し続け、全開また
は全閉にしてください。

lカーテンレール溝部をきれいに保つ

l長時間操作を続けない
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使用するときは、コートフックを押
す

靴べらを収納することができます。
大きさ・形状によっては収納できない
ことがあります。

コートフック

警告

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なものをかけないでください。
SRSカーテンシールドエアバッグがふくらんだときにそれらのものが飛び、重大
な傷害または死亡につながるおそれがあります。

靴べら差し
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6-1. お手入れのしかた

l 水を十分かけながら車体・足まわり・下まわりの順番に上から下へ汚
れを洗い落とす

l 車体はスポンジやセーム皮のようなやわらかいもので洗う
l 汚れがひどいときはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流す
l 水をふき取る
l 水のはじきが悪くなったときは、ワックスがけを行う
ボデーの表面の汚れを落としても水が玉状にならないときは、車体の温度が冷えて
いるときにワックスをかける（およそ体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイールコート・ガラスコートなど、トヨタケミ
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法が異なります。
詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。

nセルフリストアリングコートについて

お車のボデーには、洗車などによる小さなすり傷を自然に復元する、傷付きにく
い塗装を使用しています。

l新車時から5～8年のあいだ、効果が持続します。

l傷が復元するまでの時間は、傷の深さや周囲の温度により変化します。
なお、お湯をかけて塗装を暖めると、復元するまでの時間が短くなる場合があ
ります。

l鍵や硬貨などによる深い傷は復元できません。

l成分にコンパウンド（磨き粉）が含まれるワックス類は使用しないでください。

外装の手入れ

お手入れは、次の項目を実施してください。

知識
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n自動洗車機を使うとき

lお車を洗う前に：

･ ドアミラーを格納する
･ パワートランクリッドを停止する
走行前は必ずドアミラーを復帰状態にもどしてください

lブラシで車体などに傷が付き、塗装を損なうことがあります。

n高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてたりしないでください。

n洗車などで車に水をかけたとき

キーを携帯して洗車などで水をドアハンドルにかけた場合、施錠／解錠動作をく
り返すことがあります。その場合は次のような処置をして、洗車などをしてくだ
さい。

l電子キーを車両から2ｍ以上離れた場所に保管する（電子キーの盗難に注意して
ください）

l電子キーを節電モードに設定し、スマートエントリー＆スタートシステムの作
動を停止する（→P. 141）

nホイール・ホイールキャップについて

l中性洗剤を使用し、早めに汚れを落としてください。

l洗剤を使用したあとは放置せずに水で十分洗い流してください。

l塗装の損傷を防ぐため、次のことを必ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入った洗剤を使用しない
･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱いときは、洗剤を使用しない

nブレーキパッドやディスクローターについて

水に濡れた状態のまま駐車しておくと、錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて乾燥させてから駐車してください。

nバンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにしてください。

nフロントドアガラスの撥水コーティングについて

撥水効果を長持ちさせるため、次のことに注意してください。

lフロントドアガラス表面の泥などの汚れを落とす

l汚れは早めにやわらかい湿った布などで清掃する

lコンパウンド（磨き粉）が入ったガラスクリーナーやワックスを使用しない

l金属製の道具で霜取りをしない
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nメッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、次の方法でお手入れをしてください。

l中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらかい布に含ませふき取る

l乾いたやわらかい布で表面の水分をふき取る

l油分を含んだ汚れはアルコール系ウェットティッシュなどで油を浮かせてから
ふき取る

警告

n洗車をするとき

エンジンルーム内に水をかけないでください。
電気部品などに水がかかると、車両火災につながるおそれがあり危険です。

nフロントウインドウガラスを清掃するときは

l雨滴センサー上部のフロントウインドウガラスに手でふれたとき

l水分を含んだ布などを雨滴センサーに近付けたとき

lフロントウインドウガラスに衝撃を与えたとき

l車内から雨滴センサー本体にふれるなどして衝撃を与えたとき

n排気管について

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排
気管が冷めてからにしてください。やけどをするおそれがあります。

nリヤバンパーについて

リヤバンパーの塗装に傷が付くと、次のシステムが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。トヨタ販売店にご相談ください。

lBSM

lRCTA

l後方車両への接近警報

l安心降車アシスト

ワイパースイッチをOFFにしてください。
AUTOモードになっていると、次のような
ときにワイパーが不意に作動し、指などを
挟み重大な傷害を受けたり、ワイパーブ
レードなどを損傷するおそれがあります。

OFF
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注意

n塗装の劣化や車体・部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために

l次のような場合は、ただちに洗車してください。

･ 海岸地帯を走行したあと
･ 凍結防止剤を散布した道路を走行したあと
･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふん・虫の死がいなどが付着したとき
･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学物質などの降下が多い場所を走行したあと
･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき
･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有機溶剤が付着したとき

l塗装に傷が付いた場合は、早めに補修してください。

lホイール保管時は、腐食を防ぐために汚れを落とし、湿気の少ない場所へ保管
してください。

nランプの清掃

l注意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。
ランプを損傷させるおそれがあります。

lランプにワックスがけを行わないでください。
レンズを損傷するおそれがあります。

n高圧洗浄機を使用するときは

l洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメラ周辺に直接水を当てないでください。強
い水圧により衝撃が加わり、装置が正常に作動しなくなるおそれがあります。

lノズルの先端を、下記部品の結合部やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカバー）、
コネクタ類に近付けすぎないでください。
高い水圧がかかることにより、部品が損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品
･ ステアリング部品
･ サスペンション部品
･ ブレーキ部品

lモール、バンパーなど樹脂部分は変形、損傷するおそれがあるため、洗浄ノズ
ルと車体との距離を30cm以上離してください。また、同じ場所へ連続して
水をあてないでください。

lフロントウインドウガラス下部へ連続して水をあてないでください。エアコン
の空気取り入れ口があり、エアコンが正常に作動しなくなるおそれがありま
す。

l高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄しないでください。
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注意

n自動洗車機を使用するときは

ワイパースイッチをOFFにしてください。（→P. 232）
AUTOモードになっていると、不意にワイパーが作動してワイパーブレードな
どを損傷するおそれがあります。
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l 掃除機などでほこりを取り除き、水またはぬるま湯を含ませた布でふ
き取る

l 汚れが落ちない場合は、中性洗剤を水で約 1％に薄めてやわらかい布
に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表面に残った洗剤・水分をふき取る

l 重曹（炭酸水素ナトリウム）溶液をやわらかい布または合成セーム皮
に含ませ、汚れをふき取る
真水に重曹を10:1 の割合で溶かした溶液を使用してください。

l 乾いたやわらかい布で表面に残った水分を完全にふき取る

l 掃除機などでほこりや砂を取り除く
l 薄めた洗剤をやわらかい布に含ませ、汚れをふき取る
ウール用の中性洗剤を水で約5%に薄めて使用してください。

l 水を浸した布を固くしぼり、表面に残った洗剤をふき取る
l 乾いたやわらかい布で表面の水分をふき取り、風通しのよい日陰で乾
燥させる

内装の手入れ

お手入れは、次の要領で実施してください。

室内の手入れ

サテン仕上げ金属コーティング部分の手入れ

本革部分の手入れ
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l 掃除機などでほこりを取り除く
l 中性洗剤を水で約1％に薄めてやわらかい布に含ませふき取る
l 水を浸した布を固くしぼり、表面に残った洗剤・水分をふき取る

カーテンは取りはずして清掃することができます。

n リヤドアカーテンの取りはずし方
ドアを開ける
ドアガラスを全開にする（→P. 177）
マジックテープを取りはずす（3箇所）

合成皮革部分の手入れ

カーテンのお手入れ

注意

l取りはずす際にランナーやフックに無理な力をかけないでください。破損の原
因になります。

lカーテンに強い力を加えて引っ張らないでください。

1

2

3

 車両後方側  車両前方側
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番号順に下側ランナーからフックを押して取りはずす

番号順に上側ランナーからフックを押して取りはずす

4

 車両後方側  車両前方側

5

 車両後方側  車両前方側
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n リヤカーテンの取りはずし方
アームレストを倒す（→P. 438）
ヘッドレストを下方に移動させる（→P. 168）
リヤカーテンを半開位置に移
動させる（→P. 442）

スナップを取りはずす（2 箇
所）

番号順に下側ランナーから
フックを取りはずす
車両外側に押すように取りはずして
ください。

1

2

3

4

5
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番号順に上側ランナーから
フックを取りはずす
車両外側に押すように取りはずして
ください。

n カーテンの洗濯について
カーテンの洗濯をするときは、カーテンに取り付いているタグの洗濯
表示を参照してください。

6
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n リヤドアカーテンの取り付け方
ドアを開ける
ドアガラスを全開にする（→P. 177）
番号順に上側ランナーにフックを取り付ける
車両前方側のカーテンはマジックテープが車両内側になるように取り付けてく
ださい

番号順に下側ランナーにフックを取り付ける

1

2

3

 車両後方側  車両前方側

4

 車両後方側  車両前方側
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マジックテープを取り付ける（3箇所）

n リヤカーテンの取り付け方
アームレストを倒す（→P. 438）
ヘッドレストを下方に移動させる（→P. 168）
番号順に上側ランナーにフッ
クを取り付ける
スナップが車両内側になるように取
り付けてください

5

 車両後方側  車両前方側

1

2

3
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番号順に下側ランナーにフッ
クを取り付ける

スナップを取り付ける（2 箇
所）

4

5



4596-1. お手入れのしかた

6

お
手
入
れ
の
し
か
た

Century_J_OM

n本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。

nカーペットの洗浄

カーペットは常に乾いた状態を保つことをおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。
スポンジまたはブラシを使用して泡をカーペットに広げ、円を描くように塗り込
んでください。直接水をかけたりせず、ふき取ってから乾燥させてください。

nシートベルト

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やスポンジを使って洗ってください。
シートベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定期的に点検してください。

知識

警告

n車両への水の浸入

l床・トランク内・駆動用電池冷却用吸入口など、車内に水をかけたり液体をこ
ぼしたりしないでください。（→P. 78）
駆動用電池や電気部品などに水がかかると、故障や車両火災につながるおそれ
があり危険です。

lSRSエアバッグの構成部品や電気配線をぬらさないでください。（→P. 39）
電気の不具合により、SRSエアバッグが作動したり、正常に機能しなくなり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

n内装の手入れをするときは（特にインストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。インストルメン
トパネルがフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思
わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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注意

n清掃するとき使用する溶剤について

l変色・しみ・塗装はがれの原因になるため、次の溶剤は使用しないでください。

･ シート・ハンドル以外の部分：ベンジン・ガソリンなどの有機溶剤や酸性
またはアルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤
･ シート部分：シンナー・ベンジン・アルコール、その他の酸性やアルカリ
性の溶剤
･ ハンドル：シンナーなどの有機溶剤、アルコール類を含むクリーナー

l艶出しワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。
インストルメントパネルやその他内装の塗装のはがれ・溶解・変形の原因にな
るおそれがあります。

n革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために、次のことをお守りください。

l革に付着したほこりや砂はすぐに取り除く

l直射日光に長時間さらさないようにする
特に夏場は日陰で車を保管する

lビニール製・プラスチック製・ワックス含有のものは、車内が高温になると革
に張り付くおそれがあるため、革張りの上に置かない

n床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にある電気部品に水がかかると、車の故障の
原因となったり、ボデーが錆びるおそれがあります。

nフロントウインドウガラスの内側を掃除するときは

カメラセンサーのレンズに、ガラスクリーナーが付着しないようにしてくださ
い。
また、レンズにはふれないでください。（→P. 249）

nリヤウインドウガラスの内側を掃除するときは

l熱線やアンテナを損傷するおそれがあるため、ガラスクリーナーなどを使わ
ず、熱線やアンテナにそって水またはぬるま湯を含ませた布で軽くふいてくだ
さい。

l熱線やアンテナを引っかいたり、損傷させないように気を付けてください。
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6-2. 簡単な点検・部品交換

ボンネット解除レバーを引く
ボンネットが少し浮き上がります。

レバーを左方向に押して、ボン
ネットを開ける

n補機バッテリーについて

ボンネット

室内からロックを解除して、ボンネットを開けます。

1

2

知識

この車両の補機バッテリーはトランク（助手
席側）のカバー内にあり、エンジンルームに
は搭載されていません。
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警告

n走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされていることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボンネットが突然開いて、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

n修理・車検・整備点検をする場合は

整備モードに切りかえる必要がありますので、必ずトヨタ販売店にご相談くだ
さい。高電圧システムを使用しているため、取り扱いを誤ると、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

nエンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などをエンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に
つながるおそれがあり危険です。

nボンネットを閉めるとき

n補機バッテリーの取り扱いについて

→P. 570

手などを挟まないように注意してくださ
い。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険で
す。
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注意

nボンネットやダンパーステーへの損傷を防ぐために

lボンネットを閉めるときは、体重をかけるなどして強く押さないでください。
ボンネットがへこむおそれがあります。

lボンネットには、ボンネットを支えるためのダンパーステーが取り付けられて
います。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため、次のことをお守りくだ
さい。

･ ビニール片・ステッカー・粘着材などの異物をステーのロッド部（棒部）に
付着させない
･ ロッド部を軍手などでふれない
･ ボンネットにトヨタ純正品以外のアクセサリー用品を付けない
･ ステーに手をかけたり、横方向に力をかけたりしない
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u フロント側

u リヤ側

ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用するときは、ガレージジャッキに付属の取扱説
明書に従って、安全に作業してください。
ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置にガ
レージジャッキをセットしてください。
正しい位置にセットしないと、車両が損傷したり、けがをするおそれが
あります。
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 外側

 前側

エンジンルームカバー

ヒューズの交換・点検などを行うときに取りはずします。

エンジンルームカバーの取りはずし方

CTP62BW042

CTP62BW043
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 タイプA
クリップの中央部を押し上げる
挿し込む
クリップ中央部分を押す

 タイプB
クリップを押す

クリップの取り付け方

1

2

3

警告

nけがを防ぐために

エンジンルームカバーを取りはずす前に、パワースイッチをOFFにしてくださ
い。熱くなった部品でやけどをしたり、作動中の部品に巻き込まれて重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。

注意

nエンジンルームカバー取り付け後の確認

もとの場所に確実に取り付けられていることを確認してください。
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次の場合、ウォッシャー液を補充し
てください。
l ウォッシャー液が出ない
l マルチインフォメーションディ
スプレイに「ウォッシャー液を補
充してください」が表示されたと
き

ウォッシャー液の補充

警告

nウォッシャー液を補充するとき

ハイブリッドシステムが熱いときやハイブリッドシステム作動中は、ウォッ
シャー液を補充しないでください。
ウォッシャー液にはアルコール成分が含まれているため、ハイブリッドシステ
ムなどにかかると出火するおそれがあり危険です。

注意

nウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく
ださい。塗装にしみが付くことや、ポンプが故障してウォッシャー液が出なく
なるおそれがあります。

nウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。
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タイヤは次の項目を点検してください。
点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。
l タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えているときに行ってください。

l タイヤの亀裂・損傷の有無
l タイヤの溝の深さ
l タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみが摩耗していたり、摩耗
程度が他のタイヤと著しく異なるなど）の有無

nタイヤ空気圧の数値

nタイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取り付けナットを交換するときは、トヨタ
販売店にご相談ください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付けられています。日常点検として必ずタ
イヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばすために、タイヤローテーション（タ
イヤ位置交換）を10,000kmごとに行ってください。

タイヤの点検項目

知識

空気圧※　kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

230（2.3） 240（2.4）

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ空
気圧ラベルで確認することができます。
※ タイヤが冷えているときの空気圧
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警告

n点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lタイヤはすべて同一メーカー・同一銘柄・同一トレッドパターンで、摩耗差の
ないタイヤを使用する

lメーカー指定サイズ以外のタイヤやホイールを使用しない

lラジアルタイヤ・バイアスベルテッドタイヤ・バイアスプライタイヤを混在使
用しない

lサマータイヤ・オールシーズンタイヤ・冬用タイヤを混在使用しない

l他の車両で使用していたタイヤを使用しない
以前どのように使用されていたか不明なタイヤは使用しない

n異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着していると、走行時にハンドルを取られたり、
異常な振動を感じることがあります。また、次のような事態になり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

l破裂などの修理できない損傷を与える

l車両が横すべりする

l車両の本来の性能（燃費・車両の安定性・制動距離など）が発揮されない

n異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用しないでください。
走行中にタイヤの空気が抜けて、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

nタイヤ交換時の注意

ねじ部にオイルやグリースをぬらないでください。
ナットを締めるときに必要以上に締め付けられ、ボルトが破損したり、ディス
クホイールが損傷するおそれがあります。
またナットがゆるみホイールが落下して、重大な事故につながるおそれがあり
ます。オイルやグリースがねじ部についている場合はふき取ってください。
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注意

n悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するときは注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッション作用が低下します。また、タイヤ・
ホイール・車体などの部品も損傷するおそれがあります。

n走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷することがあります。
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図で示すようにタイヤのローテーションを行います。
タイヤの磨耗状態を均一にし、寿命をのばすために、トヨタは定期点検ごとのタイ
ヤローテーションをおすすめします。

タイヤローテーション後は、タイヤ空気圧警報システムの初期化を確実
に行ってください。

タイヤローテーションのしかた

 スペアタイヤ装着車  タイヤパンク応急修理キット装
着車
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ディスクホイールに装着された空気圧バルブ、および送信機が一定周期
ごとに各輪のタイヤ空気圧を監視し、タイヤの空気圧の低下を早期に知
らせるタイヤ空気圧警報システムが付いています。
このシステムは状況に応じてマルチインフォメーションディスプレイで
2種類の警報とタイヤ空気圧警告灯、ブザーでお知らせをします。
（→P. 518）
l マルチインフォメーションディスプレイに“空気圧を調整してくださ
い”が表示されたとき
通常の使用によって、タイヤの空気圧が低下した場合に表示されます。

l マルチインフォメーションディスプレイに“すみやかに安全な場所で
タイヤ点検”が表示されたとき
急激にタイヤの空気圧が低下した場合に表示されます。
ただし、このシステムはパンク等を検出できない場合があります。

l タイヤ空気圧警報システムが検
知した空気圧をマルチインフォ
メーションディスプレイに表示
できます。

タイヤ空気圧警報システム
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n 単位の切りかえかた
車を安全な場所に駐車し、ハイブリッドシステムを停止する
車両が動いているときは、単位の切りかえができません。

ハイブリッドシステムを始動する
マルチインフォメーションディスプレイの を選択する

メーター操作スイッチの または を押して“車両設定”を選

択し、 スイッチを長押しする

メーター操作スイッチの または を押して“TPWS設定”を

選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して“単位設定”を選

択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押してお好みの単位を選

択し、 スイッチを押す

nタイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検の代用ではありません。

日常点検として必ずタイヤを点検してください。

タイヤの点検方法は、別冊「メンテナンスノート」を参照してください

nタイヤ空気圧表示について

lパワースイッチをONにしたあと、空気圧が表示されるまで約2分かかります。
また、空気圧が調節された場合も、表示が更新されるまで約2分かかります。

lタイヤ空気圧は温度によって変化します。また、表示された空気圧は、空気圧
計で測定した数値と異なる場合があります。

知識

1

2

3

4

5

6

7
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nタイヤ空気圧警報システムが正常に働かないおそれのある状況

l次の場合は、タイヤ空気圧警報システムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したとき
･ タイヤチェーンなどを装着しているとき
･ 電波を遮断するフィルムがウインドウに貼り付けられているとき
･ 車両（特にホイール・ホイールハウスの周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき
･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に高いとき
･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機を搭載していないホイールを使用している
とき
･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機の ID がタイヤ空気圧警報コンピューター
に登録されていないとき

l次の場合は正しい性能が確保できない場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンスタンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港など、強い電波やノイズの発生する場所にいるとき
･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話などの無線通信機器が車両付近にある
とき

電波状況によってタイヤ位置情報が正しく表示されない場合は、走行して電波状
況がかわることで正しく表示されることがあります。

l停車時は警報開始・警報解除までの時間が長くなる場合があります。

lタイヤが破裂（バースト）したときなど、空気圧が急激に低下したときは、警
報できない場合があります。
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タイヤやホイールを交換するときは、付けかえたホイールにも空気圧バ
ルブ／送信機を装着してください。
バルブ／送信機を装着する場合は、専用の ID コードをコンピューターに登録する
必要があります。（→P. 482）

nホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の ID コードが登録されていないと、タイヤ空気圧
警報システムは正しく作動しません。その場合、約10分間走行したあとシステ
ム異常となり、タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅、その後点灯します。

空気圧バルブ／送信機の装着について

知識

注意

nタイヤ・ホイール・空気圧バルブ／送信機・バルブキャップの修理・交換

lタイヤをホイールから脱着する際は、空気圧バルブ／送信機が損傷しないよう
注意してください。脱着手順の詳細は、トヨタ販売店へご相談ください。

lトヨタ指定の純正ホイールを使用してください。
トヨタ指定の純正ホイール以外を使用すると、空気圧警報システムが正しく作
動しないおそれがあります。

lホイールを交換したときは、空気圧バルブ／送信機を装着してください。空気
圧バルブ／送信機が装着されていないと、タイヤ空気圧警告灯が消灯しませ
ん。

lバルブキャップを必ず取り付けてください。バルブキャップをはずしている
と、水が浸入してバルブが腐食し、固着やエアー漏れの原因となります。

lバルブキャップを交換するときは、指定以外のバルブキャップを使用しないで
ください。バルブキャップが固着するおそれがあります。

nパンク補修液を使用したとき

空気圧が正確に計測できなくなることがあります。できるだけ早くトヨタ販売
店で点検を受け、空気圧バルブ／送信機を交換してください。
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n タイヤ位置の登録が必要なとき
タイヤローテーションを行ったときは、タイヤの位置を登録する必要
があります。
お客様自身でタイヤ位置を登録することができます。適度に右左折も
しながら、直進走行をすることでタイヤ位置は登録されますが、走行
条件や走行環境によっては、登録が完了するまでに時間がかかる場合
があります。

n タイヤ位置の登録のしかた
車を安全な場所に駐車し、15 分以上ハイブリッドシステムを停止
する
ハイブリッドシステムを始動する
車両が動いているときは、タイヤ位置の登録操作はできません。

マルチインフォメーションディスプレイの を選択する

メーター操作スイッチの または を押して“車両設定”を選

択し、 スイッチを長押しする

メーター操作スイッチの または を押して“TPWS設定”を

選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して “ タイヤローテー

ション”を選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して“はい”を選択し、

スイッチを押す

マルチインフォメーションディスプレイにタイヤ位置登録中のメッセージが表
示されます。タイヤ空気圧表示が“---” になり、タイヤの位置判定を開始しま
す。

約 40km/h 以上で適度に右左折や直進をしながら約 10 ～ 30 分
走行する
タイヤの位置判定が完了するとマルチインフォメーションディスプレイに各タ
イヤの空気圧の表示と登録完了のメッセージが表示され、タイヤ位置の登録が
完了します。
約 40km/h 以上を維持できない場合でも長時間運転すると登録は完了します
が、1 時間以上走行しても登録ができない場合は、パワースイッチは ON のま
ま、安全な場所に約15分以上停車したあと、再度走行し直して下さい。

タイヤ位置を登録するには

1
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nタイヤ位置を登録するとき

l通常は約30分以内の走行で登録が完了します。

l車速が約40km/h 以上のときに行われます。

nタイヤ位置登録の操作について

lタイヤ位置登録中にパワースイッチをOFFにしてしまった場合は、次回ONにし
たとき、自動的にタイヤ位置判定処理が再開されるため、あらためて登録し直
す必要はありません。

lタイヤ位置判定中にタイヤ空気圧が表示されない場合でも、空気圧低下時はタ
イヤ空気圧警告灯が点灯します。

nタイヤ位置登録がうまくいかないとき

l次の場合は、タイヤ位置の登録に時間がかかる場合や、登録ができない場合が
あります。

･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した
1時間以上走行しても登録が完了できない場合は、安全な場所に約15分以上停
車したあと、再度走行し直してください。

lタイヤ位置登録中に車を後退させると、それまでのデータがリセットされるた
め、再度走行し直してください。

知識
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n タイヤ空気圧の設定が必要なとき
次のような場合は、タイヤの空気圧をタイヤ空気圧警報システムに設
定する必要があります。
l 指定空気圧が複数ある場合に、タイヤの指定空気圧を変更したとき
l タイヤのサイズを変更するなどして、タイヤの設定空気圧を変更し
たとき

タイヤ空気圧を指定空気圧に調整している場合は、指定空気圧の値を
選択して設定します。（→P. 478）
指定サイズ以外のタイヤの使用などにより、タイヤ空気圧が指定空気
圧以外の場合は、現在の空気圧で設定します。必ず空気圧を適切な値
に調整してから設定操作をしてください。タイヤ空気圧警報システム
は、この空気圧を基準として作動します。（→P. 479）

n 指定空気圧での設定のしかた
ハイブリッドシステムを始動する
車両が動いているときは、空気圧は設定できません。

マルチインフォメーションディスプレイの を選択する

メーター操作スイッチの または を押して“車両設定”を選

択し、 スイッチを長押しする

メーター操作スイッチの または を押して“TPWS設定”を

選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して “ タイヤ空気圧設

定”を選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して “ 指定空気圧で設

定”を選択し、 スイッチを押す

タイヤの空気圧を設定するには
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フロントタイヤとリヤタイヤ
の空気圧を選択して“はい”

を選択し、 スイッチを押す

タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回
点滅します。

空気圧の設定が完了するとマルチイ
ンフォメーションディスプレイに設
定完了のメッセージが表示されま
す。

n 現在の空気圧での設定のしかた
タイヤの空気圧を適切な値に調整する
タイヤ空気圧の調整はタイヤが冷えた状態で行ってください。

ハイブリッドシステムを始動する
車両が動いているときは、空気圧は設定できません。

マルチインフォメーションディスプレイの を選択する

メーター操作スイッチの または を押して“車両設定”を選

択し、 スイッチを長押しする

メーター操作スイッチの または を押して“TPWS設定”を

選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して “ タイヤ空気圧設

定”を選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して “ 現在空気圧で設

定”を選択し、 スイッチを押す

7
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メーター操作スイッチの
または を押して“は

い”を選択し、 スイッチ
を押す
タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回
点滅し、マルチインフォメーション
ディスプレイに設定中のメッセージ
が表示されます。

空気圧の設定が完了するとマルチイ
ンフォメーションディスプレイに設
定完了のメッセージが表示されま
す。

nタイヤ空気圧警報システムの警報精度について（現在の空気圧で設定するとき）

l現在の空気圧で設定する場合、タイヤ空気圧警報システムの警報精度は、空気
圧設定を実施したときの状況によって異なります。このため、空気圧がわずか
に低下している場合や、空気圧設定したときより高い空気圧の場合でも警報す
ることがあります。

l必ず空気圧を調整した上で、現在の空気圧で設定を実施してください。なお、空
気圧の調整および設定操作は、タイヤが冷えた状態で行ってください。

n空気圧設定の操作について（現在の空気圧で設定するとき）

l空気圧設定中にパワースイッチをOFFにしてしまった場合は、次回ONにしたと
き、自動的に設定処理が再開されるため、あらためて設定し直す必要はありま
せん。

l空気圧設定の必要がない状態で誤って現在の空気圧で設定の操作を行ってし
まったときは、タイヤが冷えている状態で指定空気圧に調整し、再度指定空気
圧で設定もしくは、現在の空気圧で設定で空気圧設定操作を行ってください。

nタイヤ空気圧の設定がうまくいかないとき

l現在の空気圧で設定をする場合、通常約2分で終了します。

l空気圧設定操作時に警告灯が3回点滅しない場合、設定が開始されていないおそ
れがありますので、設定手順を最初からやり直してください。

l上記の方法でも空気圧を設定できない場合は、トヨタ販売店にご相談ください。

8

知識
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警告

n現在の空気圧で設定するとき

必ず空気圧を適切な値に調整してから設定操作をしてください。お守りいただ
かないと、タイヤ空気圧が低下してもタイヤ空気圧警告灯が点灯しない、また
は適切な空気圧でもタイヤ空気圧警告灯が点灯してしまうことがあります。
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n ID コード登録が必要なとき
タイヤ空気圧バルブ／送信機には固有のIDコードが設定されているた
め、新しいバルブ／送信機を装着したときは、車両のコンピューター
に IDコードを登録する必要があります。

n ID コードの登録のしかた
登録操作を行う前に、車両の近くにタイヤ空気圧バルブ／送信機を装
着したホイールがないことを確認してください。
車を安全な場所に駐車し、15 分以上ハイブリッドシステムを停止
する
ハイブリッドシステムを始動する
車両が動いているときは、IDコードの登録操作ができません。

マルチインフォメーションディスプレイの を選択する

メーター操作スイッチの または を押して“車両設定”を選

択し、 スイッチを長押しする

メーター操作スイッチの または を押して“TPWS設定”を

選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して“タイヤ交換”を

選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して“新規タイヤ登録”

を選択し、 スイッチを押す

ID コードを登録するには

1
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メーター操作スイッチの
または を押して“タ

イヤセット1”または“タ
イヤセット2”を選択し、

スイッチを押す

表示されているセットに ID コード
を登録します。

登録するセットを変更したい場合は、表示されているセットを選択し、登録し
たいセットを選択します。

すでに ID コードが登録されているときは、タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回
点滅し、マルチインフォメーションディスプレイに切りかえ中のメッセージが
表示されます。

メーター操作スイッチの
または を押して“は

い”を選択し、 スイッチ
を押す
タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回
点滅し、マルチインフォメーション
ディスプレイに登録中のメッセージ
が表示されます。ID コードの切りか
えが中止され、登録を開始します。

IDコードの登録が開始すると、タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅したあと点
灯します。また、登録中はマルチインフォメーションディスプレイのタイヤ空
気圧表示が“---” になります。

約 40km/h 以上で適度に右左折や直進をしながら約 10 ～ 30 分
走行する
登録が完了すると、タイヤ空気圧警告灯が消灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイに登録完了のメッセージが表示されます。

約40km/h以上を維持できない場合でも時間をかけることにより登録は完了し
ますが、1 時間以上走行しても登録できない場合は、最初からやり直してくだ
さい。

異なる空気圧に調整されているタイヤを取り付けた場合は、タイヤ
空気圧警報システムにタイヤ空気圧を設定する（→P. 478）
同じ空気圧に調整されている場合は、空気圧を設定する必要はありません。

8

9

10

11



484 6-2. 簡単な点検・部品交換

Century_J_OM

n ID コードの登録をするとき

l通常は約30分以内の走行で登録が完了します。

l車速が約40km/h 以上のときに行われます。

l ID コードはお客様自身で登録することができます。適度に右左折もしながら、
直進走行をすることで登録されますが、走行条件や走行環境によっては、登録
が完了するまでに時間がかかる場合があります。

lすでに IDコードの登録がされているタイヤセットを使用する場合は、ID切りか
えを行うと短い時間で切りかえることができます。（→P. 485）

n ID コードの登録がうまくいかないとき

l次の場合は、IDコードの登録に時間がかかる場合や、登録できない場合があり
ます。

･ 走行前に約15分以上駐車していない
･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した
･ 他車と併走し、自車のセンサーと他車のセンサーが判別できない
･ タイヤ空気圧バルブ／送信機を装着したホイールが車内や車両の近くにある

l登録中に車を後退させると、それまでのデータがリセットされるため、再度走
行し直してください。

l1時間以上走行しても登録できない場合は、IDコードの登録手順を最初からや
り直してください。

l登録操作時に警告灯が点滅しない場合、IDコードが登録されていないおそれが
ありますので、登録手順を最初からやり直してください。

l上記の方法でも IDコードを登録できない場合は、トヨタ販売店にご依頼くださ
い。

知識
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ID コードの登録を中止するには、マルチインフォメーションディスプレ
イの“新規タイヤ登録”を再度選択します。
IDコードの登録を中止すると、タイヤ空気圧警告灯が消灯します。

タイヤ空気圧警告灯が消灯しないときは、ID コードの登録が正常に中止できてい
ません。正しく中止するためには、再度、“新規タイヤ登録”を選択し、警告灯
が消灯することを確認してください。

この車両は 2 セット分の ID コードを登録することができるタイヤ空気
圧警報システムが備わっています。通常使用するタイヤと冬用タイヤの
2セットを登録しておくと便利です。
l この機能は2セット目（タイヤセット2）のタイヤを登録してある場合
のみ、切りかえをすることができます。タイヤセット2のタイヤが登
録されていない場合、“切替未完了　登録し直してください　取扱説
明書を確認”と表示され、選択しても切りかえはできません。

IDコードの登録はお客様自身で登録することができます。（→P. 482）
l IDコードを登録したときのセットでタイヤの交換をしたときのみ切り
かえをすることができます。他のセットの IDコードを混在させた場合
は作動しません。

l IDコード登録中は、正常にIDコードの切りかえができないおそれがあ
ります。IDコードの登録を中止してから切りかえを行ってください。

n ID コードの切りかえかた
切りかえをしたいタイヤセットに交換する
マルチインフォメーションディスプレイの を選択する

メーター操作スイッチの または を押して“車両設定”を選

択し、 スイッチを長押しする

メーター操作スイッチの または を押して“TPWS設定”を

選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して“タイヤ交換”を

選択し、 スイッチを押す

ID コードの登録を中止するには

IDコードを切りかえるには
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メーター操作スイッチの または を押して“登録済みタイヤ切

替”を選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの または を押して“タイヤセット1”

または“タイヤセット2”を選択し、 スイッチを押す

メーター操作スイッチの
または を押して“は

い”を選択し、 スイッチ
を押す
タイヤ空気圧警告灯がゆっくり3回
点滅し、切りかえ中のメッセージが
表示され、ID コードの切りかえを開
始します。

IDコードの切りかえが開始すると、タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅したあ
と点灯します。また、切りかえ中はマルチインフォメーションディスプレイの
タイヤ空気圧表示が“---” になります。

約2分後に ID コードの切りかえが完了し、タイヤ空気圧警告灯が消灯して、マ
ルチインフォメーションに登録完了のメッセージが表示されます。

約4分経過しても切りかえが完了しない場合は、切りかえが完了しないメッセー
ジが表示されます。

装着しているタイヤセットを確認して、切りかえ手順を最初からやり直してく
ださい。

異なる空気圧に調整されているタイヤを取り付けた場合は、タイヤ
空気圧警報システムにタイヤ空気圧を設定する（→P. 478）
同じ空気圧に調整されている場合は、空気圧を設定する必要はありません。

タイヤの位置を登録する（→P. 476）

6

7

8

9

10
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nタイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

l燃費の悪化

l乗り心地や操縦安定性の低下

l摩耗によるタイヤ寿命の低下

l安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合は、トヨタ販売店でタイヤの点検を受け
てください。

nタイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことをお守りください。

lタイヤが冷えているときに点検する

lタイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正かどうか判断できません。

l走行後はタイヤの発熱により空気圧が高くなります。異常ではありませんので
減圧しないでください。

l荷物を積んだり、多人数で乗車するときは荷重を不均等にかけないようにする

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持するために、タイヤの空気圧点検を月に 1
回以上実施してください。（→P. 585）

知識
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警告

nタイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してください。
タイヤ空気圧が適正に保たれていないと、次のようなことが起こるおそれがあ
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

l過度の摩耗

l偏摩耗

l操縦安定性の低下

lタイヤの過熱による破裂

lタイヤとホイールのあいだからの空気漏れ

lホイールの変形、タイヤの損傷

l走行時にタイヤが損傷する可能性の増大
（路上障害物、道路のつなぎ目や段差など）

注意

nタイヤ空気圧の点検・調整をしたあとは

タイヤのバルブキャップを確実に取り付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほこりや水分がバルブに入り空気が漏れ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあります。
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n フロントエアコンフィルター
エアコンを内気循環モードに切りかえる（→P. 398）
外気導入モードではフィルターケースを取りはずすことができません。

パワースイッチをOFFにする
グローブボックスを開け、背面
のパネルをはずす

フィルターケースを取りはず
す

フィルターケースからフィル
ターを取りはずし、新しいフィ
ルターと交換する
「↑UP」マークの矢印が上を向くよ
うに取り付けます。

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期的
に交換してください。

交換のしかた

1

2

3

CTP62BW015

4

5
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n リヤエアコンフィルター
パワースイッチをOFFにする
トランクを開け、フィルターカ
バーを取りはずす

フィルターを取りはずし、新し
いフィルターと交換する
「↑UP」マークの矢印が上を向くよ
うに取り付けます。

nエアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは次の時期を目安に交換してください。

15,000km［7,500km※1］ごと、ただし12ヶ月をこえないこと※2

※1 大都市や寒冷地など、交通量や粉じんの多い地区
※2 芳香剤などの使用により脱臭寿命が著しく低下する場合があります。エアコン
の臭いが気になりだしたらフィルターを交換してください。

nエアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますので、フィルターを交換してください。

1

2

3

知識
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注意

nエアコンを使用するときの注意

lフィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることがあり
ます。必ずフィルターを装着してください。

lフィルターは交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はしないでください。
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l マイナスドライバー
l 小さいマイナスドライバー
l リチウム電池CR2450

ロックを解除してメカニカル
キーを抜く

カバーをはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

適切なサイズのマイナスドライバーを
ご使用ください。無理にこじった場合、
カバーが変形するおそれがあります。

消耗した電池を取り出す
カバーをはずしたときに、上側のカ
バーに電子キーのモジュールが貼り付
き、電池面が隠れている場合がありま
す。この場合、電子キーのモジュール
をひっくり返し、図のように電池が見
える状態で作業してください。

電池をはずす際は、適切なサイズのマ
イナスドライバーをご使用ください。

新しい電池は、＋極を上にして取り付けます。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。

用意するもの

電池交換のしかた

CTP62BW048

1

CTP62BW049

2

CTP62BW050

3
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カバーを取り付け、メカニカルキーを差し込む
ボタン（  または ）を操作して、ドアが施錠または開錠される
ことを確認する

n電池を交換するときは

電池などの小さな部品を紛失しないようにしてください。

nリチウム電池CR2450の入手

電池はトヨタ販売店・時計店およびカメラ店などで購入できます。

n電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

lスマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレス機能が作動しない

l作動距離が短くなる

知識

警告

n電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

l誤って電池を飲み込まないように注意してください。化学熱傷のおそれがあり
ます。

l電子キーにはコイン電池もしくはボタン電池が使われています。電池を飲み込
むと、わずか2時間で重度の化学熱傷を引き起こし、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

l新しい電池および取りはずした電池は、お子さまにさわらせないでください。

lカバーがしっかり閉まらない場合はそのまま使用せず、お子さまの手の届かな
い場所に保管し、トヨタ販売店で点検を受けてください。

l誤って電池を飲み込んだ、または体の一部に入れてしまった場合は、すぐに医
師の診察を受けてください。

n電池の爆発や可燃性の液体またはガスの漏れを防ぐために

l同じタイプの電池と交換してください。異なったタイプの電池を使用すると、
電池が爆発するおそれがあります。

l極端に温度の高いところや、高度が高く極端に気圧が低いところに電池を持ち
込まないでください。

l電池を燃やしたり、つぶしたり、切ったりしないでください。

4

5
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注意

n交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

lぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

l電池以外の部品に、ふれたり動かしたりしない

l電極を曲げない
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パワースイッチをOFFにする
ヒューズボックスを開ける

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系統の装置が働かないときは、ヒューズ切
れが考えられます。ヒューズの点検を行ってください。

1

2

 エンジンルーム（1）  エンジンルーム（2）

エンジンルームカバーを取りは
ずし（→ P. 465）、ツメを押し
ながら、カバーを持ち上げる

エンジンルームカバーを取りはず
し（→P. 465）、ツメを押しなが
ら、カバーを持ち上げる

 エンジンルーム（3）

エンジンルームカバーを取りは
ずし（→ P. 465）、ツメを押し
ながら、カバーを持ち上げる

CTP62BW044 CTP62BW045

CTP62BW046
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 トランク内（1）
ツメを押しながら、カバーを取り
はずす

ツメを押しながら、ヒューズボッ
クスのカバーを取りはずす

 運転席足元  助手席足元

ツメを押しながら、カバーを取り
はずす

ツメを押しながら、カバーを取り
はずす
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 トランク内（2）
ツメを押しながら、カバーを取り
はずす

ツメを押しながら、ヒューズボッ
クスのカバーを取りはずす

ヒューズを引き抜く
ヒューズはずしでヒューズを引
き抜くことができます。

ヒューズが切れていないか点検
する
正常
ヒューズ切れ
ヒューズボックスの表示に従い、規
定容量のヒューズに交換します。

3

4

1

2
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nヒューズを交換したあとは

交換しても再度ヒューズが切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

n補機バッテリーからの回路に過剰な負荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れるように設計されています。

知識

警告

n車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火災、けがをするおそれがあります。

l規定容量以外のヒューズ、またはヒューズ以外のものを使用しないでくださ
い。

l必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。

lヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。

注意

nヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負荷だと判明したときは、トヨタ販売店で
点検を受けてください。
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nLEDランプについて

すべてのランプは、数個の LEDで構成されています。もし LEDがひとつでも点
灯しないときは、トヨタ販売店で交換してください。

nレンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題ありません。ただし、次のようなときは、
トヨタ販売店にご相談ください。

lレンズ内側に大粒の水滴が付いている

lランプ内に水がたまっている

電球（バルブ）の交換

ランプが切れたときは、トヨタ販売店で交換してください。

知識
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7-1. まず初めに

非常点滅灯（→P. 503）を点滅さ
せながら、車を路肩に寄せ停車する
非常点滅灯は、故障などでやむを得ず
路上駐車する場合、他車に知らせるた
め使用します。

高速道路や自動車専用道路では、次
のことに従う
l 同乗者を避難させる
l 車両の 50m 以上後方に発炎筒
（→ P. 504）と停止表示板を置
くか、停止表示灯を使用する
･ 見通しが悪い場合はさらに後方に
置いてください。
･ 発炎筒は、燃料もれの際やトンネル内では使用しないでください。

l その後、ガードレールの外側などに避難する

n停止表示板・停止表示灯について

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指示に従ってください。

50m以上
後方に置く

知識

l高速道路や自動車専用道路でやむを得ず
駐停車する場合は、停止表示板または停止
表示灯の表示が、法律で義務付けられてい
ます。

l停止表示板のご購入については、トヨタ販
売店にお問い合わせください。

停止表示板 停止表示灯
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スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。も
う一度押すと消灯します。

n非常点滅灯について

lハイブリッドシステム停止中（READYインジケーターが点灯していないとき）
に、非常点滅灯を長時間使用すると、補機バッテリーがあがるおそれがありま
す。

lSRSエアバッグの作動時または後方から強い衝撃を受けたときは、非常点滅灯
が自動で点滅します。
非常点滅灯スイッチを2回押すか、約20分経過すると消灯します。（衝撃の度
合いや事故の状況によっては点滅しないことがあります。）

非常点滅灯（ハザードランプ）

事故などでやむを得ず路上駐車する場合、他車に知らせるために使用し
てください。

知識
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助手席足元の発炎筒を取り出す

本体をまわしながら抜き、本体を
逆さにして挿し込む

先端のフタを取り、すり薬で発炎
筒の先端をこすり、着火させる
必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向け
ないでください。

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・事故時に非常信号用として使用します。
（トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください）
発炎時間は約5分です。非常点滅灯と併用してください。

1

2

すり薬

3
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n発炎筒の有効期限

本体に表示してある有効期限が切れる前に、トヨタ販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、炎が小さくなる場合があります。

知識

警告

n発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないでください。
煙で視界が悪くなったり、引火するおそれがあるため危険です。

lトンネル内

lガソリンなど可燃物の近く

n発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

l使用中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない

l発炎筒は、お子さまにさわらせない
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ブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける
ブレーキペダルをくり返し踏まないでください。通常より強い力が必要となり、制
動距離も長くなります。

シフトレバーをNに入れる
 シフトレバーがNに入った場合
減速後、車を安全な道路脇に停める
ハイブリッドシステムを停止する

 シフトレバーがNに入らない場合
ブレーキペダルを両足で踏み続け、可能な限り減速させる
パワースイッチを 2 秒以上押し
続けるか、素早く 3 回以上連続
で押してハイブリッドシステム
を停止する

車を安全な道路脇に停める

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったときの非常時のみ、次の手順で車両を停止
させてください。

1

2

3

4

3

2秒以上押すまたは
3回以上連続で押す

4

警告

n走行中にやむを得ずハイブリッドシステムを停止するとき

ハンドル操作が重くなるため、車のコントロールがしにくくなり危険です。ハ
イブリッドシステムを停止する前に、十分に減速するようにしてください。

5
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l ドアを開けることができる場合、ドアを開けて車外に出てください。
l ドアを開けることができない場合、パワーウィンドウスイッチでドア
ガラスを開けて避難経路を確保してください。

l ドアガラスが開けられる場合、窓から車外に出てください。
l 水没によりドアおよびドアガラスを開けることができない場合、落ち
着いて車内外の水圧差がなくなるまで車内が浸水するのを待ってから
ドアを開けて車外に出てください。
車外の水位がドア高さの半分を超えると、水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

n水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、電気装置が損傷し、パワーウィンドウ
が作動しなくなったり、エンジンやモーターが停止し、車が移動できなくなるお
それがあります。

n緊急脱出用ハンマー※の使用について

この車両の全てのガラスには合わせガラスが使用されております。
合わせガラスは、緊急脱出用ハンマー※で割ることができません。
※ 詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走行できるように設計されていません。冠
水路または冠水のおそれがある道路は、走行しないでください。車両が
水没や漂流することが予想される場合は、車内に留まると危険です。落
ち着いて次のように対処してください。

知識

警告

n走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路は、走行しないでください。車両が故障
して動かなくなり、水没や漂流から死亡につながるおそれがあります。
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車中泊が必要なときは

警告

車中泊としてお車をご利用になる場合は、エコノミークラス症候群や熱中症、
一酸化炭素中毒などのリスクを伴うため十分注意してください。

l詳しい注意事項などを以下のURLで確認することができます。

https://www.toyota.co.jp/jpn/
sustainability/social_contribution/
tdrs/emergency
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7-2. 緊急時の対処法

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者にご依頼ください。
その場合は、レッカー車または、車両運搬車を使用することをおすすめ
します。
やむを得ず他車にロープでけん引してもらう場合は、車両積載車までの
移動など、できるだけ短距離にとどめてください。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

nレッカー車でけん引するとき

n他車にけん引してもらうときの運転について

lけん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進などを避けてください。
けん引フックやロープが破損し、その破片が周囲の人などにあたり、重大な傷
害を与えるおそれがあります。

lパワースイッチをOFF にしないでください。
ハンドルがロックされ、ハンドル操作ができなくなるおそれがあります。

nけん引フックを車両に取り付けるとき

指定の位置にしっかりと取り付けてください。
指定の位置にしっかり取り付けていないとけん引時にフックがはずれるおそれ
があります。

必ず4 輪とも持ち上げた状態で運搬してく
ださい。タイヤが地面に着いた状態でけん
引すると、駆動系部品が破損したり、車の
向きがかわり事故につながったりするおそ
れがあります。また、モーターが回転して
発電し、故障や破損の状態によっては火災
が発生するおそれがあります。
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次の場合は、駆動系の故障が考えられるため、トヨタ販売店または専門
業者へご連絡ください。
l ハイブリッドシステムの異常を示す警告メッセージが表示され、車が
動かない

l 異常な音がする

注意

n車両の損傷を防ぐために

l他車にけん引してもらうときは次のことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない
･ 速度30km/h 以下、距離は車両積載車までの移動など、できるだけ短距離
にとどめる
･ 前進方向でけん引する
･ サスペンション部などにロープをかけない

lこの車両で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。

n長い下り坂でけん引するときは

レッカー車で4輪とも持ち上げた状態でけん引してください。
レッカー車でけん引しないと、ブレーキが過熱し効きが悪くなるおそれがあり
ます。

n緊急用フックについて

次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、装置の変形や車両の
損傷などにつながるおそれがあります。

lやむを得ない場合以外は使用しないでください。

l緊急用フックで他車をけん引しないでください。

けん引の前に販売店への連絡が必要な状況
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レッカー車でけん引するとき

 前向きにけん引するときは  うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる 台車を使用して前輪を持ち上げる

注意

nレッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のようなレッ
カー車ではけん引しないでください。
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車両運搬車で輸送するときは、図の
場所で固縛する
固縛用の穴にはカバーが取り付けられ
ています。輸送後はカバーをもとの位
置に取り付けて、穴をふさいでくださ
い。

鎖やケーブルなどを使用して車両
を固縛する場合は図に黒く示す角
度が45°になるように固縛する

車両運搬車を使用するとき

注意

n車両運搬車に車を固縛するとき

lケーブル等を過度に締め付けすぎないでください。車両の損傷につながるおそ
れがあります。

l電子制御エアサスペンションの車高調整機能が作動しないように、ハイブリッ
ドシステムを停止してから固縛してください。固縛後に車高が変わると、車両
の損傷につながるおそれがあります。
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他車にけん引してもらうときは、けん引フックを取り付ける必要があり
ます。手順に従って取り付けてください。
トランク内のホイールナットレンチ、マイナスドライバー、けん引フッ
クを取り出す（→P. 538, 552）
マイナスドライバーを使ってフ
タをはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

けん引フックを穴に挿し込んで
まわし、軽く締める

ホイールナットレンチや金属の
固い棒などを使い確実に取り付
ける

車体に傷が付かないようにロープをけん引フックにかける
車体に傷が付かないように注意してください。また、前進方向でけん引してくださ
い。

他車にけん引してもらうとき

1

2

3

4

5
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ロープの中央に白い布を付ける
布の大きさ：
0.3m平方（30cm×30cm）以上

運転者はけん引される車両に乗り、ハイブリッドシステムを始動する
ハイブリッドシステムが始動しないときは、パワースイッチをONモードにしてく
ださい。

けん引される車両のシフトレバーをNにしてから、パーキングブレー
キを解除する
オートモードをOFFにしてください。（→P. 211）

けん引中は、ロープがたるまないよう、減速時なども前の車の速度に合わせてくだ
さい。

シフトレバーがシフトできないときは：→P. 207

nけん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

n他車にけん引してもらうときに

ハイブリッドシステムが停止しているとブレーキの効きが悪くなったり、ハンド
ル操作が通常より重くなったりします。

nホイールナットレンチについて

トランクに搭載されています。（→P. 538, 552）

n緊急用フックについて

25m以内

5m以内

けん引方向
白い布

6

知識

雪の吹きだまりなどでスタックして走行で
きなくなったとき、やむを得ず他車に引っ張
り出してもらうために使用することができ
ます。他車をけん引することはできません。

7

8



5157-2. 緊急時の対処法

7

万
一
の
場
合
に
は

Century_J_OM

n緊急用フックを取り付けるには

緊急用フックを取り付けるときは、手順に従って取り付けてください。

トランク内のホイールナットレンチ、マイナスドライバー、けん引フックを取り
出す（→P. 538, 552）

マイナスドライバーを使ってフタを外す

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

けん引フックを穴に挿し込んでまわし、軽
く締める

ホイールナットレンチや金属の固い棒な
どを使い確実に取り付ける

1

2

3

4
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警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザー一覧

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

ブレーキ警告灯（警告ブザー）
･ ブレーキ液の不足
･ ブレーキ系統の異常
→ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ
さい。走行を続けると危険です。
ブレーキパッドの磨耗
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

（黄色）

ブレーキ警告灯（警告ブザー）
･ 回生ブレーキシステムの異常
･ 電子制御ブレーキシステムの異常
･ パーキングブレーキシステムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ハイブリッドシステム過熱警告灯※1（警告ブザー）
ハイブリッドシステムが過熱
→安全な場所に停車し、対処方法（→P. 575）に従ってくだ
さい。

高水温警告灯※1（警告ブザー）
エンジン冷却水の高温異常
→ただちに安全な場所に停車し、対処方法（→ P. 573）に
従ってください。

充電警告灯※1（警告ブザー）
充電系統の異常
→ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ
さい。

油圧警告灯※1（警告ブザー）
エンジンオイル圧力の異常
→ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ
さい。
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エンジン警告灯（警告ブザー）
･ ハイブリッドシステムの異常
･ エンジン電子制御システムの異常
･ 電子制御スロットルの異常
･ トランスミッション電子制御システムの異常
→ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくだ
さい。

SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯（警告ブザー）
･ SRSエアバッグシステムの異常
･ プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ポップアップフード警告灯（警告ブザー）
ポップアップフードが作動した
→ポップアップフードは、一度作動すると再使用できません。
トヨタ販売店で交換してください。
ポップアップフードの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ABS＆ブレーキアシスト警告灯（警告ブザー）
･ ABSの異常
･ ブレーキアシストの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ペダル誤操作警告灯※1（警告ブザー）
ブザーが鳴った場合：
･ ブレーキオーバーライドシステムの異常
･ ドライブスタートコントロールの異常
･ ドライブスタートコントロール作動時
→マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。
ブザーが鳴らなかった場合：
ブレーキオーバーライドシステム作動時
→アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでくだ
さい。

警告灯 警告内容・対処方法
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（赤色）

（黄色）

パワーステアリング警告灯（警告ブザー）
EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

燃料残量警告灯
燃料の残量が約13L以下になった
→燃料を補給する

運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※2）
運転席・助手席シートベルトの非着用
→シートベルトを着用する
助手席乗員がいるときは、助手席乗員もシートベルトを着用
してください。

タイヤ空気圧警告灯
警告灯が約1分間点滅したあとに点灯した場合：
タイヤ空気圧警報システムの異常
→トヨタ販売店で点検を受けてください。
警告灯が点灯した場合：
次のようなタイヤ空気圧の低下を表します。
･ 自然要因
･ タイヤのパンク
→ただちに安全な場所に停車し、対処方法（→P.521）に従っ
てください。

クリアランスソナーOFF 表示灯（警告ブザー）
ブザーが鳴った場合：
クリアランスソナーの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
ブザーが鳴らなかった場合：
センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できな
い
→マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（→P. 529）

警告灯 警告内容・対処方法
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（点滅または点灯）

PCS警告灯
PCS（プリクラッシュセーフティ）の異常が考えられます。
→ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従って
ください。
プリクラッシュセーフティが OFF、または VSC（ビークル
スタビリティコントロール）システムが停止しているときも
点灯します。

（黄色）

LTA表示灯（警告ブザー）
LTA（レーントレーシングアシスト）の異常が考えられます。
→ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従って
ください。

（黄色）

LDA表示灯（警告ブザー）
LDA（レーンディパーチャーアラート）の異常が考えられま
す。
→ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従って
ください。

（黄色）

レーダークルーズコントロール表示灯（警告ブザー）
レーダークルーズコントロールの異常が考えられます
→ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従って
ください。

（黄色）

クルーズコントロール表示灯（警告ブザー）
クルーズコントロールの異常が考えられます
→ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従って
ください。

（黄色）

PDA表示灯（警告ブザー）
PDA（プロアクティブドライビングアシスト）の異常が考え
られます。
→ディスプレイに表示されているメッセージの指示に従って
ください。

警告灯 警告内容・対処方法
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※1 マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。
※2 運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブ
ザーが一定時間断続的に鳴ります。

※3 パーキングブレーキをかけたまま車速が 5km/h をこえると、警告ブザーが鳴
ります。

運転支援情報表示灯
次のシステムに異常が考えられます。
･ PCS（プリクラッシュセーフティ）
･ LDA（レーンディパーチャーアラート）
･ 後方車両への接近警報
→マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。
次のシステムのいずれかが異常、停止、または設定がOFF に
なっています。
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
･ BSM（ブラインドスポットモニター）
･ RCTA（リヤクロストラフィックアラート）
･ 安心降車アシスト
→マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。

スリップ表示灯
警告灯が点灯した場合：
･ VSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異
常
･ TRC（トラクションコントロール）システムの異常
･ ABS（アンチロックブレーキシステム）の異常
･ ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
警告灯が点滅した場合：
ABS・VSC・TRCシステムが作動していることを表します。

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯（警告ブザー※3）
パーキングブレーキが完全にかかっていない、または解除さ
れていない可能性がある
→パーキングブレーキスイッチを再度操作してください。
パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。
解除後、消灯すれば正常です。

（点滅）

ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）
ブレーキホールドシステムの異常
→ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法
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n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディオの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

nシートベルト非着用警告灯の乗員検知センサーの作動について

l助手席に乗員がいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーが重量を検
知して警告灯が点滅することがあります。

l助手席に座布団などを敷くと、センサーが乗員を検知せず警告灯が作動しない
ことがあります。

nパワーステアリング警告灯／警告ブザーについて

補機バッテリーの充電が不十分な場合、または一時的に電圧が下がった場合に警
告灯が点灯し、警告ブザーが鳴ることがあります。

nタイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤがパンクしていないか確認してください。

パンクしているときは : → P. 536, 551

パンクしていないときは :
パワースイッチを OFF にしたあとで再度 ON モードにして、タイヤ空気圧警告
灯が点灯しているか点滅しているかを確認してください。

タイヤ空気圧警告灯が1分間点滅したあとに点灯した場合

タイヤ空気圧警報システムに異常があるおそれがあります。ただちにトヨタ販売
店で点検を受けてください。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤが十分に冷えてから空気圧を確認し、適切な値に調整してください。

数分たっても警告灯が消灯しない場合は、タイヤ空気圧が適切な値であることを
確認し、タイヤ空気圧警報システムの空気圧設定を行ってください。（→P. 478）

空気圧設定を行ってから数分たっても警告灯が消灯しない場合は、ただちにトヨ
タ販売店で点検を受けてください。

n自然要因によるタイヤ空気圧警報について

自然な空気もれ、外気温による空気圧の変化など、自然要因によりタイヤ空気圧
警告灯が点灯することがあります。この場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整し
てください。数分後に警告灯が消灯します。

nスペアタイヤ★に交換した場合

スペアタイヤにも空気圧バルブ／送信機が装備されています。スペアタイヤの空
気圧が低下している場合、空気圧警告灯が点灯します。タイヤがパンクした場合、
スペアタイヤに交換しても空気圧警告灯は消灯しません。

知識

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
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nタイヤ空気圧警報システムが正常に働かないおそれがある状況

→P. 474

警告

nABS警告灯とブレーキ警告灯が同時に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店にご連絡ください。
ABSまたはブレーキアシストシステムに異常が発生しているだけでなく、強め
のブレーキの際に車両が不安定になるおそれがあり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

nパワーステアリング警告灯が点灯したときは

黄色に点灯したときは操作力補助が制限され、赤色に点灯したときは操作力補
助がなくなるため、ハンドル操作が非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、ハンドルをしっかりと持ち、通常より強
く操作してください。

nタイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

lできる限り速やかに安全な場所に停車し、タイヤ空気圧を調整してください。

lタイヤ空気圧を調整したあとも警告灯が点灯する場合はタイヤがパンクして
いる可能性があります。タイヤを確認し、パンクしている場合はスペアタイヤ
に交換するかタイヤパンク応急修理キットで応急修理し、最寄りのトヨタ販売
店でタイヤを修理してください。

l急ハンドル・急ブレーキを避けてください。
タイヤの状態が悪化すると、ハンドル操作やブレーキが効かなくなるおそれが
あります。

nタイヤの破裂、突然の空気もれが発生した場合

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、タイヤ空気圧警報システムによる警報
ができない場合があります。
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注意

nタイヤ空気圧警報システムについての注意

l純正ホイール以外を使用した場合、バルブ／送信機から発信する電波の飛び方
がかわり、システムが正常に作動しないことがあります。

l構造・メーカー・銘柄・トレッドパターンが異なるタイヤを使用しないでくだ
さい。タイヤ空気圧警報システムが正常に作動しないことがあります。

lタイヤ空気圧警告灯の点灯および点滅は、空気圧設定では解除できません。
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n警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

n警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディオの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

警告メッセージが表示されたときは

マルチインフォメーションディスプレイには、システムの故障や誤った
操作をしたときの警告、メンテナンスが必要であることをお知らせする
メッセージが表示されます。メッセージが表示されたときは、メッセー
ジの内容に従って対処してください。
処置後に再度メッセージが表示されたときは、トヨタ販売店へご連絡く
ださい。
また、メッセージと同時に専用警告灯が点灯・点滅する場合があります。
その際は、各警告灯が点灯・点滅したときの対処方法（→ P.516）に
従ってください。

知識
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n “エンジンオイル量不足 補充するか、交換してください”が表示され
たときは

n “ハイブリッドシステム 停止のため ハンドルが 重くなります”が表
示されたときは

n “バッテリー保護のため 自動で電源を OFFしました”が表示された
ときは

n “Nレンジです アクセルを緩めて 希望レンジに 切りかえてください
”が表示されたときは

メッセージと警告作動

原因 対処方法

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。

エンジンオイル量を点検し、オイルを
補給してください。
また、傾斜路などに停車したときに表
示される場合があります。水平な路面
に移動し、メッセージが表示されるか
確認してください。

原因 対処方法

走行中にハイブリッドシステムが停止
したときにメッセージが表示されま
す。

ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

原因 対処方法

自動電源 OFF 機能が作動したときに
メッセージが表示されます。

次回ハイブリッドシステム始動時に、
約5分間ハイブリッドシステムが作動
した状態を保持し、補機バッテリーを
充電してください。

原因 対処方法

シフトポジションがNで、アクセルペ
ダルを踏んだときにメッセージが表示
されます。

アクセルペダルから足を離し、シフト
ポジションを D または R にしてくだ
さい。
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n “補機バッテリ－充電 システム異常 安全な場所に停車し 取扱書を確
認”が表示されたときは

n “駆動用電池保護が必要 Pレンジにして 再始動してください”が表
示されたときは

n “駆動用電池保護が必要 Nレンジの使用を控えてください”が表示さ
れたときは

n “ハイブリッドシステム 高温出力制限中です”が表示されたときは

原因 対処方法

故障している可能性があります。
ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店へ連絡してください。走行を続
けると危険です。

原因 対処方法

一定時間シフトポジションがNになっ
ていると、駆動用電池の残量が低下し、
メッセージが表示されます。

車両を動かす場合は、シフトポジショ
ンをPにして、ハイブリッドシステム
を再始動してください。

原因 対処方法

シフトポジションが N のときにメッ
セージが表示されることがあります。

シフトポジションがNでは充電できな
いため、停車するときはシフトポジ
ションをPにしてください。

原因 対処方法

負荷の高い走行状況（例えば、長い上
り坂を走行）のときにメッセージが表
示される場合があります。

→P.573
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n “切替未完了 登録しなおして ください 取扱書を確認”が表示された
ときは

n “ヘッドランプシステム故障 販売店で点検してください”が表示さ
れたときは

n “エンジン冷却水高温 安全な場所に停車して 取扱書を 確認してくだ
さい”が表示されたときは

n “スマートエントリー＆ スタートシステム故障 取扱書を確認”が表
示されたときは

原因 対処方法

タイヤ空気圧警報システムの ID 切り
かえができません。

装着しているタイヤセットを確認し
て、切りかえ手順を最初からやり直し
てください。

原因 対処方法

次のシステムに異常があるおそれがあ
ります。
･ LEDヘッドランプ
･ ヘッドランプオートレベリングシス
テム
･ AHB（オートマチックハイビーム）
･ AHS（アダプティブハイビームシス
テム）

ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

対処方法

→P.573

原因 対処方法

故障している可能性があります。 ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。
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n “ 故障のためブレーキ力が低下 安全な場所に停車して 取扱書を確認
”が表示されたときは

n “ エンジン油圧不足 安全な場所に停車して 取扱書を確認してくださ
い”が表示されたときは

n 販売店での点検を促すメッセージが表示されたときは

n “補機バッテリー（始動用） 充電不足 取扱書確認ください”が表示さ
れたときは

原因 対処方法

故障している可能性があります。
ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店へ連絡してください。走行を続
けると危険です。

原因 対処方法

故障している可能性があります。
ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店へ連絡してください。走行を続
けると危険です。

原因 対処方法

警告メッセージで名称が表示されたシ
ステム、または部位などに問題が発生
しています。

すみやかにトヨタ販売店で点検を受け
てください。

対処方法

･ 数秒後に表示が消えたときは、ハイブリッドシステムが作動した状態を約
15分以上保持し、補機バッテリーを充電してください。
･ 表示が消えないときは、「補機バッテリーがあがったときは」（→P.567）の
手順でハイブリッドシステムを始動してください。
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n “機能故障 販売店で点検”が表示されたときは

原因 対処方法

次のいずれかのシステムが停止してい
ます。

･  PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

･  LDA（レーンディパーチャー
アラート）

･  LTA（レーントレーシングア
シスト）

･  AHB（オートマチックハイ
ビーム）

･  AHS（アダプティブハイビー
ムシステム）

･  レーダークルーズコントロー
ル

･  RSA（ロードサインアシスト）

･  発進遅れ告知

･  PDA（プロアクティブドライ
ビングアシスト）

･  BSM（ブラインドスポットモ
ニター）

･  RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）

･  後方車両への接近警報

･  安心降車アシスト

･  クリアランスソナー

･  PKSB（パーキングサポート
ブレーキ）

すみやかにトヨタ販売店で点検を受け
てください。
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n “機能停止 取扱書を確認”が表示されたときは

原因 対処方法

次のいずれかのシステムが停止してい
ます。

･  PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

･  LDA（レーンディパーチャー
アラート）

･  LTA（レーントレーシングア
シスト）

･  AHB（オートマチックハイ
ビーム）

･  AHS（アダプティブハイビー
ムシステム）

･  レーダークルーズコントロー
ル

･  RSA（ロードサインアシスト）

･  発進遅れ告知

･  PDA（プロアクティブドライ
ビングアシスト）

･  BSM（ブラインドスポットモ
ニター）

･  RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）

･  後方車両への接近警報

･  安心降車アシスト

･  クリアランスソナー

･  PKSB（パーキングサポート
ブレーキ）

次の対処法に従ってください。
･ 補機バッテリー電圧を確認する
･ Toyota Safety Sense で使用す
るセンサーに付着物がないか確認
し、あった場合には取り除いてくだ
さい。（→P. 249）
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n “機能停止 前方カメラ視界不良 取扱書を確認”が表示されたときは

センサーが正しく作動しなくなる状況
を確認し、該当する場合は改善してく
ださい。（→P.253, 305, 325, 
328, 333, 339, 349, 360, 362）

･ センサー周辺のリヤバンパーに付着
物がないか確認し、ある場合は取り
除いてください。（→P.321）
･ クリアランスソナー、PKSBで使
用するセンサーとカメラに付着物が
ないか確認し、あった場合には取り
除いてください。（→P.335）
･ センサーが正しく作動しなくなる状
況が解決すると、表示が消える場合
があります。

原因 対処方法

原因 対処方法

次のいずれかのシステムが停止してい
ます。

･  PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

･  LDA（レーンディパーチャー
アラート）

･  LTA（レーントレーシングア
シスト）

･  AHB（オートマチックハイ
ビーム）

･  AHS（アダプティブハイビー
ムシステム）

･  レーダークルーズコントロー
ル

･  RSA（ロードサインアシスト）

･  発進遅れ告知

･  PDA（プロアクティブドライ
ビングアシスト）

次の対処法に従ってください。
･ ワイパー機能を使って、フロントウ
インドウガラスの汚れや付着物を取
り除く。
･ エアコン機能を使って、フロント
ウィンドウガラスの曇りを取り除
く。
･ ボンネットを閉じる、またはステッ
カーを剥がすなど、カメラの視界を
遮らないようにする。
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n “機能停止 前方カメラ作動温度範囲外 常温までお待ちください”が
表示されたときは

原因 対処方法

次のいずれかのシステムが停止してい
ます。

･  PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

･  LDA（レーンディパーチャー
アラート）

･  LTA（レーントレーシングア
シスト）

･  AHB（オートマチックハイ
ビーム）

･  AHS（アダプティブハイビー
ムシステム）

･  レーダークルーズコントロー
ル

･  RSA（ロードサインアシスト）

･  発進遅れ告知

･  PDA（プロアクティブドライ
ビングアシスト）

次の対処法に従ってください。
･ 炎天下での駐車時など、前方カメラ
が高温のときは、エアコンでカメラ
周辺の温度を下げる
･ 特に駐車時に太陽光を反射するサン
シェードなどをフロントウインドウ
ガラスに使用すると前方カメラが高
温になりやすくなります
･ 極寒での駐車時など、前方カメラが
低温の時は、エアコンで前方カメラ
周辺の温度を上げる
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n “機能停止 前方レーダー汚れ 汚れを除去してください”が表示され
たときは

n “機能停止 前方レーダー作動温度範囲外 常温までお待ちください”
が表示されたときは

原因 対処方法

次のいずれかのシステムが停止してい
ます。

･  PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

･  LTA（レーントレーシングア
シスト）

･  レーダークルーズコントロー
ル

･  発進遅れ告知

･  PDA（プロアクティブドライ
ビングアシスト）

次の対処法に従ってください。
･ レーダーおよびレーダー専用カバー
に付着物がないか確認し、あった場
合には取り除いてください。
（→P.250）
･ 砂漠・草原・郊外などの、周辺車両
や構造物が少ない広々とした地域を
走行すると表示される場合がありま
す。
車両周辺に構造物や車両などが存在す
る場所まで走行すると、表示が消える
場合があります。

原因 対処方法

次のいずれかのシステムが停止してい
ます。

･  PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

･  LTA（レーントレーシングア
シスト）

･  レーダークルーズコントロー
ル

･  発進遅れ告知

･  PDA（プロアクティブドライ
ビングアシスト）

レーダー周辺の温度が作動条件外で
す。適切な温度になるまでお待ちくだ
さい。
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n “機能停止 前方レーダー向き調整中 取扱書を確認”が表示されたと
きは

n “クルーズコントロール 使用できません 取扱書を確認してください”
が表示されたときは

n “エンジン系故障”が表示されたときは

原因 対処方法

次のいずれかのシステムが停止してい
ます。

･  PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

･  LTA（レーントレーシングア
シスト）

･  レーダークルーズコントロー
ル

･  発進遅れ告知

･  PDA（プロアクティブドライ
ビングアシスト）

次の対処法に従ってください。
･ レーダーおよびレーダー専用カバー
に付着物がないか確認し、あった場
合には取り除いてください。
（→P.250）
･ レーダの向きがずれている可能性が
あり、レーダーが走行中に自動で再
調整しています。しばらく走行を続
けてください。

原因 対処方法

次のいずれかのシステムが停止してい
ます。
･ レーダークルーズコントロール
･ クルーズコントロール
走行支援スイッチを短時間に繰り返し
操作したときにメッセージが表示され
ることがあります。

走行支援スイッチを短く確実に押して
ください。

原因 対処方法

故障している可能性があります。 ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。
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n “ハイブリッドシステム 故障”が表示されたときは

n “アクセル系故障”が表示されたときは

n “バッテリー系故障”が表示されたときは

n “ハイブリッドシステム停止”が表示されたときは

n “燃料残量不足 エンジン停止”が表示されたときは

原因 対処方法

故障している可能性があります。 ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

原因 対処方法

故障している可能性があります。 ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

原因 対処方法

故障している可能性があります。 ただちにトヨタ販売店で点検を受けて
ください。

原因 対処方法

ガス欠になっている可能性がありま
す。

ただちに安全な場所に停車し、燃料残
量が少ない場合は給油してください。

原因 対処方法

ガス欠になっている可能性がありま
す。

ただちに安全な場所に停車し、燃料残
量が少ない場合は給油してください。

注意

n「電力消費が大きいため一部の空調・ヒータ作動を制限中です」がひんぱんに表
示されるとき

充電系の異常や補機バッテリーが劣化している可能性があります。トヨタ販売
店で点検を受けてください。

n「補機バッテリー（始動用）充電不足 取扱書を確認してください」がひんぱんに
表示されるとき

補機バッテリーが劣化している可能性があります。その状態で放置しておくと、
補機バッテリーのバッテリーあがりを起こすおそれがあるため、トヨタ販売店
で補機バッテリーの点検を受けてください。
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パンクしたときは（タイヤパンク応急修理キット装着車）

タイヤパンク応急修理キット装着車には、スペアタイヤが搭載されてい
ません。
タイヤがパンクしたときは、タイヤパンク応急修理キットで応急修理す
ることができます。釘やネジなどが刺さった程度の軽度なパンクを応急
修理できます。（パンク補修液 1 本につき、応急修理できるタイヤは 1
本です）パンクしたタイヤの損傷状況により、応急修理キットでは応急
修理できない場合があります。（→P. 537）
タイヤパンク応急修理キットで応急修理したタイヤの修理・交換につい
ては、トヨタ販売店にご相談ください。

警告

nタイヤがパンクしたときは

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修理できないほど損傷したり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。
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l 地面が固く平らで安全な場所に移動する
l パーキングブレーキをかける
l シフトレバーをPにする
l ハイブリッドシステムを停止する
l 非常点滅灯を点滅させる
l タイヤの損傷程度を確認する
釘やネジなどが刺さっている場
合のみ、タイヤを応急修理してく
ださい。
･ タイヤに刺さっている釘やネ
ジなどは抜かないでください。
抜いてしまうと穴が大きくな
りすぎ、応急修理ができなくな
ることがあります。

･ パンク補修液がもれないようにするため、パンク箇所が分かってい
る場合は、パンク箇所が上になるように車両を移動してください。

n応急修理キットで修理できないパンク

次の場合は、応急修理キットでは応急修理できません。トヨタ販売店にご連絡く
ださい。

lタイヤ空気圧が不十分な状態で走行してタイヤが損傷しているとき

lタイヤ側面など、接地面以外に穴や損傷があるとき

lタイヤがホイールから明らかにはずれているとき

lタイヤに4mm以上の切り傷や刺し傷があるとき

lホイールが破損しているとき

l2本以上のタイヤがパンクしているとき

l1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や刺し傷があるとき

応急修理する前に

知識
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※ ジャッキの使い方（→P. 556）

タイヤパンク応急修理キット・工具の搭載位置

ジャッキ※

ジャッキハンドル
ドライバー
タイヤパンク応急修理キット
（ボトル）

タイヤパンク応急修理キット
（コンプレッサー）
けん引フック
ホイールナットレンチ

1

2

3

4

5

6

7
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タイヤパンク応急修理キットの内容／各部の名称

ホース
空気逃がしキャップ
ラベル
電源プラグ

空気圧計
電源スイッチ
ゴム栓

1

2

3

4

5

6

7
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ラゲージマットとデッキボード
を取りはずす

応急修理キットを取り出す

タイヤパンク応急修理キットの取り出し方

1

2
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応急修理キットを取り出す
パンクしたタイヤのバルブから
バルブキャップを取りはずす

ホースをのばし、ホースから空気
逃がしキャップを取りはずす
空気逃がしキャップは再度使用するた
め、なくさないように保管してくださ
い。

ボトルのホースをパンクしたタ
イヤのバルブに接続する
ホース先端を時計まわりにまわして
しっかりと最後までねじ込みます。

コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認する

応急修理するときは

1

2

3

4

5
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コンプレッサーのゴム栓をはず
す

コンプレッサーの電源プラグを
取りはずす

コンプレッサーの電源プラグを
アクセサリーソケットに挿し込
む（→P. 434）

6

7

8
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コンプレッサーにボトルを接続
する
しっかり接続されているか確認してく
ださい。

運転席から見やすい位置に、付属
のラベルを貼り付ける

タイヤの指定空気圧を確認する
運転席側の空気圧ラベルで確認するこ
とができます。（→P.468, 585）

9

10

11
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ハイブリッドシステムを始動する（→P. 195）
コンプレッサーのスイッチをON
にし、パンク補修液と空気を充填
する

空気圧が指定空気圧になるまで空気を充填する
一時的に空気圧計が 300 ～
400kPa（3.0～4.0kg/cm2）
まで上昇し、徐々に減少します。
スイッチを ON にしてから１
分程度（低温の場合は15分程
度）で実際の空気圧になりま
す。
空気圧を確認するときは、コンプ
レッサーのスイッチを OFF にして
ください。空気の入れすぎに注意し
て、指定空気圧になるまで充填・確
認をくり返してください。

10 分以上（低温の場合は 35 分以
上）充填しても指定空気圧にならな
い場合は、応急修理できません。コ
ンプレッサーのスイッチを OFF に
してトヨタ販売店にご連絡くださ
い。

空気を入れすぎたときは、指定空気圧になるまで空気を抜いてください。
（→P.468, 585）

12

13

14

1

2
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コンプレッサーのスイッチがOFF であることを確認した上で、アクセ
サリーソケットから電源プラグを抜き、タイヤのバルブからボトルの
ホースを取りはずす
ホースを取りはずすときにパンク補修液がもれる可能性があります。

バルブキャップを応急修理したタイヤのバルブに取り付ける
ボトルのホース先端に空気逃が
しキャップを取り付ける
空気逃がしキャップを取り付けないと
パンク補修液がもれ、車や衣服などが
汚れる可能性があります。

いったん、ボトルとコンプレッサーを接続したままトランクに収納す
る
タイヤ内のパンク補修液を均等に広げるために、ただちに約５ km、速
度80km/h 以下で安全に走行する
走行後、平坦な場所に停車して再
度、応急修理キットを接続する
ボトルのホースを接続する前に、空気
逃がしキャップを取りはずしてくださ
い

15

16

17

18

19

20
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コンプレッサーのスイッチを数秒間 ON にしてから再度 OFF し、空
気圧を確認する
空気圧が 130kPa（1.3kg/
cm2）未満の場合：応急修理
できません。トヨタ販売店に
ご連絡ください。
空気圧が 130kPa（1.3kg/
cm2）以上、指定空気圧未満
の場合：手順  へ
空 気 圧 が 指 定 空 気 圧（→
P.468, 585）の場合：手順 
へ

コンプレッサーのスイッチをONにして指定空気圧まで空気を充填し、
再度約５ km走行後にあらためて手順  から実施する
ボトルのホース先端に空気逃が
しキャップを取り付ける
空気逃がしキャップを取り付けないと
パンク補修液がもれ、車や衣服などが
汚れる可能性があります。

ボトルとコンプレッサーを接続したままトランクに収納する
急ブレーキ、急加速、急ハンドルを避け、走行距離が約100km以内、
80km/h 以下の速度で、トヨタ販売店まで慎重に運転する
タイヤの修理・交換、応急修理キットの処理についてはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

トヨタ販売店でタイヤを修理・交換するときに、パンク補修液注入済みであること
を必ずお伝えください。

21
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n空気を入れすぎてしまったとき

タイヤからボトルのホースを取りはずす

ホースから空気逃がしキャップを取りはずし、ホースを再接続する

コンプレッサーのスイッチを数秒間 ON にし、OFF にしてから空気圧計を確認
する
指定空気圧より低いときは、再度、コンプレッサーのスイッチをONにし、指定
空気圧になるまで空気を充填してください。

n応急（パンク）修理キットを使用したとき

l空気圧が正確に計測できなくなることがあります。できるだけ早くトヨタ販売
店で点検を受け、空気圧バルブ／送信機を交換してください。

lタイヤの指定空気圧に達していても、タイヤ空気圧警告灯が点灯する可能性が
あります。

n応急修理キットの点検について

lパンク補修液の有効期限の確認は定期的に行ってください。有効期限はボトル
に表示されています。

l有効期限が切れたパンク補修液は使用しないでください。応急修理キットによ
る修理が正常にできない場合があります。

l有効期限が切れる前に交換してください。交換については、トヨタ販売店にご
相談ください。

n補修液を廃棄するときは

補修液には環境に有害な物質が含まれています。補修液のボトル、および補修液
の廃棄が必要な際は、トヨタ販売店、または都道府県知事の許可を受けた、専門
の廃棄物処理業者に処理をご依頼ください。

知識

ボトルのホース先端に空気逃がしキャッ
プを取り付け、キャップの突起部をタイヤ
のバルブに押しあて、空気を抜く

1

2

3

4
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n応急修理キットについて

lパンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理できます。使用したパンク
補修液の交換は、トヨタ販売店にご相談ください。コンプレッサーは、くり返
し使用できます。

l外気温度が－40℃～60℃のときに使用できます。

l応急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズ以外のタイ
ヤや、他の用途には使用しないでください。

lパンク補修液が衣服に付着すると、シミになる場合があります。

lパンク補修液がホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなるお
それがあります。ぬれた布などですみやかにふき取ってください。

l応急修理キット作動中は、大きな音がしますが故障ではありません。

lタイヤ空気圧の点検や調整には使用しないでください。

警告

nタイヤがパンクしているときは

タイヤがパンクした状態で走行を続けないでください。
短い距離でもパンクしたタイヤで走行すると、タイヤおよびホイールが損傷し
修理できなくなります。パンクした状態で走行を続けると、タイヤ側面に円周
状の溝ができる場合があります。この状態で応急修理キットを使用すると、タ
イヤが破裂する危険があります。

n応急修理キットについて

l応急修理キットは指定の位置に収納してください。
急ブレーキ時などに応急修理キットが飛び出したりして破損したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

l応急修理キットはお客様の車専用です。他の車には使わないでください。他の
車に使うと思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

l指定タイヤサイズ以外のタイヤや他の用途には使用しないでください。パンク
修理が完全に行われず、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

nパンク補修液について

l誤って飲み込むと健康に害があります。その場合はできるだけたくさんの水を
飲み、ただちに医師の診察を受けてください。

lもし目に入ったり、皮膚に付着したりした場合には、水でよく洗い流してくだ
さい。それでも異常を感じたときは、医師の診察を受けてください。
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警告

nパンクしたタイヤを応急修理するとき

l車両を安全で平坦な場所に停止させてください。

l走行直後、ホイールやブレーキまわりなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわりは高温になっている可能性があるため
手や足などがふれると、やけどをするおそれがあります。

lタイヤを車両に取り付けた状態で、バルブとボトルのホースをしっかりと接続
してください。ホースの接続が不十分な場合、空気がもれたり、パンク補修液
が飛散したりするおそれがあります。

l空気充填中にボトルのホースがはずれると、圧力でホースが暴れ大変危険で
す。

l空気充填後は、ボトルのホースを取りはずすときや空気を抜くときにパンク補
修液が飛散する場合があります。

l作業手順に従って応急修理を行ってください。
手順どおりに行わないとパンク補修液が噴出する場合があります。

l破裂の危険があるので、応急修理キットの作動中は補修中のタイヤから離れて
ください。タイヤに亀裂や変形が発生している場合、ただちにコンプレッサー
のスイッチをOFF にし、修理を中止してください。

l応急修理キットは、長時間作動させるとオーバーヒートする可能性がありま
す。40分以上連続で作動させないでください。

l応急修理キットが作動すると部分的に熱くなります。使用中または使用後の取
り扱いには注意してください。ボトルとコンプレッサー接続箇所付近の金属部
分は特に熱くなるのでふれないでください。

l速度制限シールは指定位置以外に貼らないでください。ハンドルのパッド部分
などの SRS エアバッグ展開部に貼ると、SRS エアバッグが正常に作動しな
くなるおそれがあります。

n補修液を均等に広げるための運転について

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコントロールが不能となり、重大な傷害を受け
たり、最悪の場合死亡事故につながるおそれがあります。

l低速で慎重に運転してください。特にカーブや旋回時には注意してください。

l車がまっすぐ走行しなかったり、ハンドルをとられたりする場合は、運転を中
止し、次のことを確認してください。

･ タイヤを確認してください。タイヤがホイールからはずれている可能性が
あります。
･ 空気圧を確認してください。130kPa（1.3kg/cm2）未満の場合は、タ
イヤが大きなダメージを受けている可能性があります。
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注意

n応急修理をするとき

lタイヤに刺さった釘やネジを取り除かずに応急修理を行ってください。
取り除いてしまうと、応急修理キットでは応急修理ができなくなる場合があり
ます。

l応急修理キットに防水機能はありません。降雨時などは、水がかからないよう
にして使用してください。

l砂地などの砂ぼこりの多い場所に直接置いて使用しないでください。砂ぼこり
などを吸い込むと、故障の原因になります。

l応急修理キットは倒れた状態では正常に作動しません。必ず立ててご使用くだ
さい。

n応急修理キットについて

l応急修理キットはDC12V専用です。他の電源での使用はできません。

l応急修理キットにガソリンがかかると、劣化するおそれがあります。ガソリン
がかからないようにしてください。

l応急修理キットはビニール袋に入れて砂ぼこりや水を避けて収納してくださ
い。

l応急修理キットは指定の位置に収納し、お子さまが誤って手をふれないようご
注意ください。

l分解・改造などは絶対にしないでください。また、空気圧計などに衝撃を与え
ないでください。故障の原因になります。
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l 地面が固く平らで安全な場所に移動する
l パーキングブレーキをかける
l シフトレバーをPに入れる
l ハイブリッドシステムを停止する
l 非常点滅灯を点滅させる

パンクしたときは（スペアタイヤ装着車）

パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。
（タイヤについての詳しい説明はP. 468を参照してください）

警告

nタイヤがパンクしたときは

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修理できないほど損傷したり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

ジャッキで車体を持ち上げる前に
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工具とジャッキの位置

ホイールナットレンチ
ジャッキ
ドライバー

けん引フック
ジャッキハンドル
スペアタイヤ
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3

4

5

6
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警告

nジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

lジャッキはタイヤ交換・タイヤチェーン取り付け・取りはずし以外の目的で使
用しない

l備え付けのジャッキは、お客様の車にしか使うことができないため、他の車に
使ったり他の車のジャッキをお客様の車に使用したりしない

lジャッキはジャッキセット位置に正しくかける

lジャッキで支えられている車の下に体を入れない

l車がジャッキで支えられている状態で、ハイブリッドシステムを始動したり車
を走らせない

l車内に人を乗せたまま車を持ち上げない

l車を持ち上げるときは、ジャッキの上または下にものを置かない

l車を持ち上げるときは、タイヤ交換できる高さ以上に上げない

l車の下にもぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する

l車を下げるときは、周囲に人がいないことを確認し、人がいるときは声をかけ
てから下げる

l電子制御エアサスペンションの車高調整機能が作動しないように、ジャッキ
アップ時は必ずハイブリッドシステムを停止する

注意

nジャッキを使用するときに車体の損傷を防ぐために

車両うしろ側のジャッキポイント付近にあ
る金具（図で示す位置）にジャッキをかけ
ないでください。車体が損傷するおそれが
あります。
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ラゲージマットを取りはずす

留め具をはずしてジャッキを取
り出す

ジャッキの取り出し方

1

2
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ラゲージマットを取りはずす

留め具をはずしてスペアタイヤ
を取り出す

スペアタイヤの取り出し方

1

2

警告

nスペアタイヤを収納するとき

ボデーとスペアタイヤとのあいだに、指などを挟まないように注意してくださ
い。
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輪止め※をする
※ 輪止めは、トヨタ販売店で購入する
ことができます。

マイナスドライバーを溝に差込
み、センターオーナメントをはず
す
傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

ナットを少し（約 1 回転）ゆる
める

パンクしたタイヤの交換

1

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

前輪
左側 右側後輪うしろ

右側 左側後輪うしろ

後輪
左側 右側前輪前

右側 左側前輪前

2

3
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ジャッキのA部を手でまわして、
ジャッキ溝をジャッキセット位
置にしっかりかける
車両の損傷を防ぐために、正しい位置
にジャッキをかけてください。
（→P. 553）

タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

ナットすべてを取りはずし、タイ
ヤを取りはずす
タイヤを直接地面に置くときは、ホ
イールの意匠面に傷が付かないよう意
匠面を上にします。

CTP72BW037

4

CTP72BW038

5

6
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警告

nタイヤ交換について

l走行直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれないでください。
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ
ヤ交換などで手や足などがふれると、やけどをするおそれがあります。

l次のことをお守りいただかないとナットがゆるみ、ホイールがはずれ落ち、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

･ ねじ部にオイルやグリースを塗らない
ナットを締めるときに必要以上に締め付けられ、ボルトが破損したり、ディ
スクホイールが損傷するおそれがあります。ナットを取り付けるときに、オ
イルやグリースがねじ部に付いている場合はふき取ってください。
･ タイヤを交換したあとは、速やかに締め付けトルクを確認してください。
締め付けトルク：140N・m（1429kgf・cm）
･ タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する
･ ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト穴につぶれや亀裂などの異
常がある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける
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ホイール接触面の汚れをふき取
る
ホイール接触面が汚れていると、走行
中にナットがゆるみ、タイヤがはずれ
るおそれがあります。

スペアタイヤを取り付け、タイヤががたつかない程度まで手でナット
を仮締めする
ナットの座金がホイールに軽く
あたるまでまわす

車体を下げる

ホイールナットレンチを使用し、
図の番号順でナットを 2、3 度
しっかり締め付ける
締め付けトルク：
140N・m（1429kgf・cm）

スペアタイヤの取り付け

1

2

ホイール

座金

CTP72BW040

3

4
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センターオーナメントを取り付ける
すべての工具・ジャッキ・パンクしたタイヤを収納する

警告

nジャッキや工具を使用したあとは

走行前に正しい位置に格納されているか確認してください。正しく格納されて
いないと、事故や急ブレーキの際、重大な傷害につながるおそれがあり危険で
す。

5

6
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次の原因が考えられます。
l 電子キーが正常に働いていない可能性があります。（→P. 565）
l 燃料が入っていない可能性があります。
給油してください。

l イモビライザーシステムに異常がある可能性があります。（→P. 83）
l 電子キーの電池切れやヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性があ
ります。異常の種類によっては、ハイブリッドシステムを一時的な処
置で始動することができます。（→P. 562）

次の原因が考えられます。
l 補機バッテリーあがりの可能性があります。（→P. 567）
l 補機バッテリーのターミナルがゆるんでいる可能性があります。
（→P. 461）

次の原因が考えられます。
l 補機バッテリーあがりの可能性があります。（→P. 567）
l 補機バッテリーのターミナルがはずれている可能性があります。
（→P. 461）
対処の方法がわからないとき、あるいは対処をしてもハイブリッドシステムが始動
できないときは、トヨタ販売店にご連絡ください。

ハイブリッドシステムが始動できないときは

ハイブリッドシステムが始動できない原因は状況によって異なります。
次のことをご確認いただき、適切に対処してください。

正しいハイブリッドシステムの始動方法（→ P. 195）に従っても始動
できない

室内灯・ヘッドランプが暗い／ホーンの音が小さい、または鳴らない場合

室内灯・ヘッドランプが点灯しない／ホーンが鳴らない場合
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通常のハイブリッドシステム始動操作でハイブリッドシステムが始動し
ないときは、次の手順でハイブリッドシステムが始動する場合がありま
す。
緊急時以外は、この方法で始動させないでください。
パーキングブレーキがかかっていることを確認する
シフトレバーがPの位置にあることを確認する。
パワースイッチをアクセサリーモード※1にする※2

ブレーキペダルをしっかり踏んでパワースイッチを約 15 秒以上押し
続ける

上記の方法でハイブリッドシステムが始動しても、システムの故障が考
えられます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
※1 カスタマイズメニューでON ／ OFF を切りかえることができます。
（→P.586）

※2 アクセサリーモードがない場合は、パワースイッチをONモードにしたあとに
パワースイッチをOFF にして、5秒以内にP. 565の方法でハイブリッドシ
ステムを始動してください。

緊急始動機能

1

2

3

4
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n ドア
メカニカルキー（→P. 117）を
使って次の操作ができます。（運
転席ドアのみ）
全ドア施錠
ドアガラスが閉まる（まわし続
ける）※

全ドア解錠

ドアガラスが開く（まわし続ける）※
※ トヨタ販売店での設定変更が必要です。（→P. 586）

電子キーが正常に働かないときは

電子キーと車両間の通信がさまたげられたり（→P. 142）、電子キーの
電池が切れたときは、スマートエントリー＆スタートシステムとワイヤ
レスリモコンが使用できなくなります。このような場合、次の手順でド
アやトランクを開けたり、ハイブリッドシステムを始動したりすること
ができます。

ドアの施錠・解錠、トランクの解錠とキー連動操作

1

2

3

4
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n トランク
メカニカルキーを使ってトランクを開けることがきます。（→P. 117）
メカニカルキーを、エンブレム
とバックガイドモニターのカ
メラのあいだに挿し込む

メカニカルキーで爪部を強く
押し込みながら、エンブレムを
下側から取りはずす

メカニカルキーを時計まわり
にまわして開ける

エンブレムを取り付ける
取り付けたあとは、エンブレムがしっかり固定されていることを確認してくだ
さい。

1

2

3

4
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シフトレバーがPの状態でブレーキペダルを踏む
電子キーのエンブレム面で、パ
ワースイッチにふれる
電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONモードへ切りかわります。

車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定が非
作動になっている、かつACCカスタマ
イズがONのときは、アクセサリーモー
ドへ切りかわります。

ブレーキペダルをしっかりと踏み込んで、マルチインフォメーション
ディスプレイに  が表示されていることを確認する

短く確実にパワースイッチを押す
処置をしても作動しないときは、トヨタ販売店にご連絡ください。

nハイブリッドシステムの停止方法

通常のハイブリッドシステムの停止方法と同様に、シフトレバーを P にしてパ
ワースイッチを押します。

n電池交換について

ここで説明しているハイブリッドシステムの始動方法は一時的な処置です。電池
が切れたときは、ただちに電池の交換をおすすめします。（→P. 492）

nパワースイッチのモードの切りかえ

ハイブリッドシステム始動方法の手順  で、ブレーキペダルから足を離してパ
ワースイッチを押すと、ハイブリッドシステムが始動せず、スイッチを押すごと
にモードが切りかわります。（→P. 196）

n電子キーが正常に働かない場合について

l車両カスタマイズ機能でスマートエントリー＆スタートシステムの設定を確認
し、非作動になっている場合には、作動可能に設定変更してください。
（→P. 586）

l電子キーが節電モードに設定されていないことを確認してください。
設定されている場合は解除してください。（→P. 141）

l電子キーの機能が停止している可能性があります。（→P.118）

ハイブリッドシステム始動の方法

1

2

知識

3

4

3
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nトランクエンブレムの取り扱いについて

誤った取り扱いをすると、トランクエンブレムが破損する場合があります。ご自
身での作業に不安がある場合は、トヨタ販売店にご相談ください。

警告

nメカニカルキーを使ってドアガラスを操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがないことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、メカニカルキーによる操作をさせないでください。お
子さまや他の人がドアガラスに挟まれたり巻き込まれたりするおそれがありま
す。

nエンブレムの取り付けについて

エンブレムを取り付けるときは、エンブレムで指などを挟まないよう十分注意
してください。

注意

nトランクを開けるとき

lカメラ部を押したり、強い衝撃をあたえないでください。カメラの位置、取り
付け角度がずれるおそれがあります。

lバックガイドモニターのカメラ部に、メカニカルキーが当たらないようにして
ください。カメラレンズが傷つくと、鮮明な画像を見ることができなくなるお
それがあります。

nスマートエントリー＆スタートシステムの故障などで販売店に車両を持ってい
くとき

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。
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ブースターケーブルと12Vのバッテリー付き救援車があれば、次の手順
に従って、ハイブリッドシステムを始動させることができます。
トランクを開け、バッテリーカ
バーをはずす
トランクオープナースイッチで開かな
い場合は、メカニカルキーで開けます。
（→P. 564）

補機バッテリーの＋端子のカバーをはずし、ブースターケーブルを次
の順につなぐ
ブースターケーブルは、指定の端子に届くものを使用してください。

赤色のブースターケーブルを自車の補機バッテリーの＋端子につな
ぐ
赤色のブースターケーブルのもう一方の端を救援車のバッテリーの
＋端子につなぐ
黒色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子につなぐ
黒色のブースターケーブルのもう一方の端を、自車の補機バッテ
リーの－端子につなぐ

救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約５分間自車の補
機バッテリーを充電する

補機バッテリーがあがったときは

補機バッテリーがあがった場合、次の手順でハイブリッドシステムを始
動することができます。

1

2

1

2

3

4

3
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パワースイッチがOFFの状態でいずれかのドアを開閉する
救援車のエンジン回転を維持したまま、パワースイッチをいったんON
モードにしてからハイブリッドシステムを始動する。
READYインジケーターが点灯することを確認する
点灯しない場合はトヨタ販売店にご連絡ください。

ハイブリッドシステムが始動したら、ブースターケーブルをつないだ
ときと逆の順ではずす
バッテリーカバーを取り付ける

ハイブリッドシステムが始動しても、早めにトヨタ販売店で点検を受け
てください。

4

5

6

7

8
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n補機バッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はできません。

n補機バッテリーあがりを防ぐために

lハイブリッドシステムが停止しているときは、ランプやオーディオの電源を
切ってください。

l渋滞などで長時間止まっているときは、不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

lACCカスタマイズがOFFのときは、パワースイッチがOFFの状態でもマルチメ
ディアシステムに電源が供給されます。
マルチメディアシステムの電源をOFFにしてください。詳しくは、別冊「マル
チメディア取扱説明書」を参照してください。

n補機バッテリーについて

→P. 461

n補機バッテリーがあがってしまったときは

コンピューターに記憶されている情報が消去されます。補機バッテリーがあがっ
たときはトヨタ販売店で点検を受けてください。

n補機バッテリー端子をはずすときは

補機バッテリー端子をはずすと、コンピューターに記憶されている情報が消去さ
れます。補機バッテリー端子をはずすときは、トヨタ販売店にご相談ください。

n補機バッテリーの充電について

補機バッテリーの電力は、車両を使用していないあいだも、一部の電装品による
消費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間
放置すると、補機バッテリーがあがってハイブリッドシステムを始動できなくな
るおそれがあります。（補機バッテリーはハイブリッドシステムの作動中に自動
で充電されます）

n補機バッテリーあがり時や取りはずし時など

l補機バッテリー脱着直後はスマートエントリー＆スタートシステムによるドア
の解錠ができない場合があります。解錠できなかった場合は、ワイヤレスリモ
コン、またはメカニカルキーで解錠・施錠を実施してください。

l補機バッテリー脱着後、最初の始動操作ではハイブリッドシステムが始動でき
ないことがありますが異常ではありません。再度始動操作を行ってください。

l車両は常にパワースイッチの状態を記憶しています。補機バッテリーあがり時、
補機バッテリー脱着後は、バッテリーをはずす前の状態に復帰します。補機バッ
テリーを脱着する際は、パワースイッチをOFF にしてから行ってください。
補機バッテリーがあがる前の状態が不明の場合、補機バッテリー接続時は特に
注意してください。

知識
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n補機バッテリーを交換するときは

l一括排気タイプの補機バッテリー（欧州規格）を使用してください。

l交換前と同一のケースサイズ（LN3）、20時間率容量（20HR）が同等（70Ah）
以上、かつ性能基準値（CCA）が同等（600A）以上の補機バッテリーを使用
してください。

･ 大きさが異なると、補機バッテリーが正しく固定されません。
･ 20 時間率容量が小さいと、車両を使用していない時期が短い期間であって
も補機バッテリーがあがって、ハイブリッドシステムの始動ができなくなる
おそれがあります。

l取っ手の付いている補機バッテリーを使用してください。
取っ手が付いていない補機バッテリーを使用すると、補機バッテリーを取り出
しにくくなります。

l交換後は、補機バッテリーの排気穴に次のものを確実に取り付けてください。

詳しくは、トヨタ販売店にご相談ください。

･ 排気ホースは、交換前の補機バッテリー
に取り付けられているものを使用して
ください。
･ 排気穴栓は、交換した補機バッテリーに
付属のもの、または交換前の補機バッテ
リーに取り付けられているものを使用
してください。（交換する補機バッテ
リーによっては、排気穴がふさがれたも
のもあります。）

排気穴栓

排気穴

排気ホース

車両穴部

1

2

3

4
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警告

n補機バッテリー端子をはずすときは

必ず－端子を先にはずしてください。＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺の
金属部分にふれた場合、火花が発生し火災につながるおそれがある他、感電し
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

n補機バッテリーの引火または爆発を防ぐために

補機バッテリーから発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれがあり危険
ですので、火や火花が発生しないよう、次のことをお守りください。

lブースターケーブルは正しい端子または接続箇所以外に接続しない

l＋端子に接続したブースターケーブルの先を付近のブラケットや未塗装の金
属部に接触させない

lブースターケーブルは＋側と－側の端子を絶対に接触させない

l補機バッテリー付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない

n補機バッテリーの取り扱いについて

補機バッテリー内には有毒で腐食性のある酸性の電解液が入っており、また関
連部品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。

l補機バッテリーを取り扱うときは保護メガネを着用し、バッテリー液（酸）が
皮膚・衣服・車体に付着しないようにする

l必要以上、顔や頭などを補機バッテリーに近付けない

l誤ってバッテリー液が体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部にあててお
く

l誤ってバッテリー液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察
を受ける

l補機バッテリーや周辺部品の取り扱い後は手を洗う

lお子さまを補機バッテリーに近付けない

n補機バッテリーあがりの処置をしたあとは

早めにトヨタ販売店で補機バッテリーの点検を受けてください。
補機バッテリーが劣化している場合、そのまま使い続けると補機バッテリーか
ら異臭ガスが発生し、乗員に健康障害をおよぼすおそれがあり危険です。
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警告

n補機バッテリーを交換するときは

交換後は、交換した補機バッテリーの排気穴に排気ホースと排気穴栓を確実に
取り付けてください。正しく取り付けられていないと、ガス（水素）が車内に
侵入したり、引火して爆発するおそれがあり危険です。

n補機バッテリーの－端子について

ボデー側に接続された補機バッテリーの－端子をはずさないでください。誤っ
てはずすと＋端子と接触し、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意

nブースターケーブルの取扱いについて

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まれないように十分注意してください。

nブースターケーブルを接続するときは

指定の端子以外にブースターケーブルを接続しないでください。電子機器に悪
影響をおよぼしたり、破損につながったりするおそれがあります。
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n 高水温警告灯と「エンジン冷却水高温 安全な場所に停車して取扱書を
確認してください」がマルチインフォメーションディスプレイに表示
されたとき
安全な場所に停車し、エアコンを OFF にしてから、ハイブリッド
システムを停止する
蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認してから、注意してボンネットを
開ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける
ハイブリッドシステムが十分
に冷えてから、ラジエーターコ
ア部（放熱部）やホースなどか
らの冷却水もれを点検する
ラジエーター
ファン

多量の冷却水もれがある場合は、た
だちにトヨタ販売店に連絡してくだ
さい。

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバーヒートの可能性があります。
l 高水温警告灯と「エンジン冷却水高温 安全な場所に停車して取扱書
を確認してください」がマルチインフォメーションディスプレイに
表示されたり、ハイブリッドシステムの出力が低下する（スピード
が出ないなど）

l マルチインフォメーションディスプレイに「ハイブリッドシステム
高温 出力制限中です」が表示される

l エンジンルームから蒸気が出る

対処方法

1

2

3

1

2
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冷却水の量がリザーバータン
クの “FULL”（上限）と
“LOW”（下限）のあいだに
あるかを点検する
リザーバータンク
“FULL”（上限）
“LOW”（下限）

冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する（→P. 577）
冷却水がない場合は、応急措置とし
て水を補給してください。

CTP72BW075

4

1

2

3

5



5757-2. 緊急時の対処法

7

万
一
の
場
合
に
は

Century_J_OM

ハイブリッドシステムを始動し、エアコンを作動させてラジエー
ター冷却用のファンが作動しているか、およびラジエーターコアや
ホースなどから冷却水もれがないことを再度確認する
ハイブリッドシステムが冷えた状態での始動直後は、エアコンを ON にするこ
とでファンが作動します。ファンの音や風で確認してください。わかりにくい
ときは、エアコンのON/OFF をくり返してください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが作動しないことがあります）

ファンが作動していない場合：
すぐにハイブリッドシステムを停止し、トヨタ販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を受ける

n マルチインフォメーションディスプレイに「ハイブリッドシステム高
温　出力制限中です」が表示されたとき
安全な場所に停車する
ハイブリッドシステムを停止し、注意してボンネットを開ける
ハイブリッドシステムが十分
に冷えてから、ラジエーターコ
ア部（放熱部）やホースなどか
らの冷却水もれを点検する
ラジエーター
ファン

多量の冷却水もれがある場合は、た
だちにトヨタ販売店に連絡してくだ
さい。

6

7

1

2
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冷却水の量がリザーバータン
クの“F”（上限）と“L”（下
限）のあいだにあるかを点検す
る
リザーバータンク
“F”（上限）
“L”（下限）

冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する（→P. 465）
冷却水がない場合は、応急措置とし
て水を補給してください。

ハイブリッドシステムを停止してから5分以上経過したあとで、ハ
イブリッドシステムを始動し、マルチインフォメーションディスプ
レイを確認する
表示が消えない場合：
ハイブリッドシステムを停止してトヨタ販売店に連絡する
表示が消えている場合：
ハイブリッドシステムの温度が低下したため、通常走行が可能です
ただし、そのあともひんぱんに表示される場合は、トヨタ販売店に連絡してく
ださい。

CTP72BW076

4

1

2

3

5
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nエンジン冷却水を補給する前に

ｓ

知識

エンジン冷却水を補充するときはエンジ
ンカバーを取りはずす必要があります。

警告

nエンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの重大な傷害を受けるおそれがあります。

lエンジンルームから蒸気が出ている場合は、蒸気が出なくなるまでボンネット
を開けないでください。エンジンルーム内が高温になっています。

lハイブリッドシステムの停止後は、READYインジケーターが消灯しているこ
とを確認してください。
ハイブリッドシステムが作動していると、ガソリンエンジンが自動的に動き出
したり、ガソリンエンジンが停止していても、冷却ファンが急にまわり出すこ
とがあります。ファンなどの回転部分にふれたり、近付いたりすると、手や着
衣（特にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）が巻き込まれたりして、重大な
傷害を受けるおそれがあり危険です。

lハイブリッドシステムおよびラジエー
ターが熱い場合は、冷却水リザーバータン
クのキャップを開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が噴き出すおそれが
あります。
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注意

n冷却水を入れるとき

ハイブリッドシステムが十分に冷えてからゆっくり入れてください。
ハイブリッドシステムが熱いときに急に冷たい冷却水を入れると、ハイブリッ
ドシステムが損傷するおそれがあります。

n冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

l異物（砂やほこりなど）を冷却水に混入させない

l冷却水用添加剤を使用しない



5797-2. 緊急時の対処法

7

万
一
の
場
合
に
は

Century_J_OM

パーキングブレーキをかけシフトレバーをPにして、ハイブリッドシス
テムを停止する
後輪周辺の土や雪などを取り除く
後輪の下に木や石などをあてがう
ハイブリッドシステムを再始動する
シフトレバーをDまたはRに入れ、パーキングブレーキを解除して注
意しながらアクセルペダルを踏む

n脱出しにくいとき

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタイヤが空転したり埋まり込んで動けなく
なったときは次の方法を試みてください。

知識

 を押してTRCをOFFにしてください。

警告

n脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車・ものまたは人と
の衝突を避けるため周囲に何もないことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方または後方に飛び出すおそれがあります
ので、特に注意してください。

nシフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

1

2

3

4

5
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注意

nトランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために

l後輪が空転するのを避け、必要以上にアクセルペダルを踏まないでください。

l上記の方法で脱出できなかった場合、けん引による救援が必要です。
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8-1. 仕様一覧

※1 無鉛レギュラーガソリンを使用することもできます。その場合、エンジン性能
を十分に発揮できません。

※2 エタノールの混合率 10％以下または、ETBE の混合率 22％以下のガソリン
（酸素含有率3.7％以下）を使用することができます。

※ エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジン
の暖機後にハイブリッドシステムを停止し、5分以上経過してからレベルゲー
ジで行ってください。

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されます。
お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」といい
ます）のご使用をおすすめします。
指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご
使用ください。

燃料

指定燃料 容量［L］（参考値）

･ 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）※1
･ バイオ混合ガソリン（プレミアム）※2 82

エンジンオイル

指定銘柄

容量 [L]（参考値※）

オイルのみ
交換

オイルと
オイル
フィルター
交換

推奨：
トヨタ純正モーターオイル
SP 0W-20
API SP/RC, ILSAC GF-6A, 
SAE 0W-20
適合：
トヨタ純正モーターオイル
SN 5W-30
API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 5W-30

8.8 9.4
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n 指定エンジンオイル
API 規格 SP/RC、SN PLUS/RC、SN/RC か、ILSAC 規格に合致
したオイルをご使用ください。0W-20 は、新車時に工場充填されて
いる推奨オイルであり、優れた省燃費性能を発揮できます。0W-20
が入手困難な場合は、5W-30 もご使用いただけます。なお、ILSAC
規格合格油の缶には ILSAC CERTIFICATION（イルサックサーティ
フィケーション）マークがついています。
API マーク
ILSAC CERTIFICATIONマー
ク

n エンジンオイル推奨粘度
下記図に基づき、外気温に適した粘度のものをご使用ください。

オイル粘度について（例として0W-20で説明します）：
･ 0W-20の 0Wは、低温時のエンジン始動特性を示しています。W
の前の数値が小さいほど冬場や寒冷時のエンジン始動が容易になり
ます。
･ 0W-20の 20は、高温時の粘度特性を示しています。

1

2
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※ 交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください

n ブレーキフルード

ラジエーター

指定銘柄

容量 [L]（参考値）

ガソリン
エンジン

パワー
コントロール
ユニット

トヨタ純正スーパーロングライフクー
ラント
凍結保証温度
濃度50％　　－35C

11.1 2.5

トランスミッション

指定銘柄 容量［L］（参考値）

トヨタ純正オートフルード　WS※ 5.5

注意

nトランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因
になるおそれがあります。

ディファレンシャル

オイルタイプ・推奨粘度 容量［L］（参考値）

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオイル LT
（API GL-5 SAE 75W-85） 1.35

ブレーキ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A



585

8

8-1. 仕様一覧

車
両
情
報

Century_J_OM

n ブレーキペダル

※ ハイブリッドシステムが作動している状態で、300N（30.6kgf）の踏力を
かけたときの床板とのすき間の最小値

n ブレーキパッド

n サイズ・空気圧

n ホイールナット締め付けトルク

※ 表に記載のないランプは LEDを採用しています。

項目 基準値［mm］

遊び 1～6

踏み込んだときの床板とのすき間※ 135

項目 使用限度値［mm］

ブレーキパッドの厚み 1

ウォッシャータンク

容量 [L]（参考値）

4.8

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ
タイヤが冷えているときの空気圧

kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

225/55R18 98H 18 × 7 1/2J 230（2.3） 240（2.4）

トルク［N・m（kgf・cm）］

140（1429）

電球（バルブ）※

電球 W（ワット）数

フロントバニティミラーランプ 8

車両仕様

型式 エンジン 電動機型式 駆動方式

UWG60 2UR-FSE
（5.0L ガソリン） 1KM FR（後輪駆動）
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8-2. カスタマイズ機能

安全に操作することができる場所に停車し、シフトレバーを P にして、
パーキングブレーキをかけます。
n マルチメディアディスプレイで設定するには

マルチメディアディスプレイの を選択する
“車両カスタマイズ”を選択する
一覧表示された中から設定を変更する項目を選択する
作動・非作動を変更できる機能では、 （作動）・ （非作動）を選
択します。

音量やセンサーの感度などを変更できる機能では、バー上のアイコンをスライ
ドしてレベルを調整します。

n リヤマルチオペレーションパネルで設定するには
リヤマルチオペレーションパネルのHOME画面で「シート」をタッ
チする
「左席」または「右席」をタッチする

をタッチする
操作スイッチをタッチして設定を変更する

n マルチインフォメーションディスプレイで設定するには

マルチインフォメーションディスプレイの を選択する

または を押して設定変更したい項目にカーソルを合わせる

スイッチを短押しまたは長押しする

スイッチの短押し・長押しで設定できる内容が異なります。

画面に表示されている内容に従って操作してください。

ユーザーカスタマイズ機能一覧

お車に装備されている各種の機能は、ご希望に合わせてトヨタ販売店で
作動内容を変更することができます。
また、マルチメディア・マルチインフォメーションディスプレイの操作
により、設定を変更することができる機能もあります。

設定変更のしかた

1

2

3

1

2

3

4

1

2

3
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機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳
しくはトヨタ販売店へお問い合わせください。
マルチメディアディスプレイの画面操作で設定変更可能
マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能
トヨタ販売店で設定変更可能

n メーター、マルチインフォメーションディスプレイ
（→P. 86, 93, 101）

車両カスタマイズ設定一覧

1

2

3

機能の内容※1 カスタマイズ設定

言語 ･ 日本語
･ 英語 ー ○ ー

単位 ･ km/L
･ L/100km ー ○ ー

メーター表示タイプ
･ タイプ1※2
･ タイプ2※2
･ タイプ3

ー ○ ー

メーターデザインタイプ

･ スマート
･ カジュアル
･ タフ
･ スポーティー

ー ○ ー

アナログメーター切りかえ

･ ハイブリッドシステムイン
ジケーター
･ タコメーター
･ スピードメーター※3

ー ○ ー

EVインジケーター ･ あり
･ なし ー ○ ー

燃費グラフ ･ リセット間平均燃費
･ 始動後平均燃費 ー ○ ー

ドライブインフォ項目選択（上
段）

･ 走行距離
･ 平均車速
･ 走行時間

ー ○ ー

ドライブインフォ項目選択（下
段）

･ 走行距離
･ 平均車速
･ 走行時間

ー ○ ー

1 2 3
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※1 機能についての詳しい説明はP. 101を参照してください。
※2 ウィジェット表示の表示／非表示も選択できます。
※3 メーター表示タイプによっては、設定項目が表示されないことがあります。

n ワイヤレスドアロック（→P. 116, 120, 131）

TRIP A 項目選択（上段）
･ 走行距離
･ 平均車速
･ 走行時間

ー ○ ー

TRIP A 項目選択（下段）
･ 走行距離
･ 平均車速
･ 走行時間

ー ○ ー

TRIP B 項目選択（上段）
･ 走行距離
･ 平均車速
･ 走行時間

ー ○ ー

TRIP B 項目選択（下段）
･ 走行距離
･ 平均車速
･ 走行時間

ー ○ ー

割込表示 ･ あり
･ なし ー ○ ー

提案サービス
･ あり
･ あり（停車中のみ）
･ なし

○ ー ○

機能の内容※1 カスタマイズ設定 1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

解錠時の操作
･ 1回で全ドア解錠
･ 1回で運転席ドア解錠、連続
2回で全ドア解錠

○ ー ○

トランク解錠時の操作

･ 1 回押し
･ 2回押し
･ 1 回押し続ける（短）
･ 1 回押し続ける（長）
･ 非作動

ー ー ○

1 2 3
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n ドアロック（→P. 120, 563）

n スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（→P. 120, 139）

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキーによる解錠
･ 1回で全ドア解錠
･ 1回で運転席ドア解錠、連続
2回で全ドア解錠

ー ー ○

車速感応オートドアロック ･ あり
･ なし ○ ー ○

シフトポジションを P 以外に
したときの全ドア施錠（シフト
操作連動ドアロック）

･ あり
･ なし ○ ー ○

シフトポジションを P にした
ときの全ドア解錠（シフト操作
連動アンロック）

･ あり
･ なし ○ ー ○

運転席ドアを開けたときの全
ドア解錠（運転席ドア開連動ア
ンロック）

･ あり
･ なし ○ ー ○

全ドア解錠したときトランク
解錠、全ドア施錠したときトラ
ンク施錠（ドアロック連動トラ
ンク）

･ あり
･ なし ー ー ○

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

作動の合図（ブザー音量調整） ･ 任意の音量 ○ ー ○

作動の合図（非常点滅灯） ･ あり
･ なし ○ ー ○

解錠後、ドアを開けなかったと
きの自動施錠までの時間

･ 30秒
･ 60秒
･ 120秒

ー ー ○

半ドア警告ブザー ･ あり
･ なし ー ー ○

1 2 3
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n スマートエントリー＆スタートシステム（→P. 120, 139）

n リヤシート（→P. 123, 160）

※ リヤマルチオペレーションパネルでも設定を変更することができます。
（→P. 160）

n ドアミラー（→P. 174）

機能の内容 カスタマイズ設定

スマートエントリー＆スター
トシステム

･ あり
･ なし ○ ー ○

連続ロック操作の有効回数 ･ 2回
･ 無制限 ー ー ○

全席解錠までのドアハンドル
保持時間

･ 非作動
･ 1.5 秒
･ 2.0 秒
･ 2.5 秒

ー ー ○

降車オートロック機能 ･ あり
･ なし ー ー ○

接近時オートアンロック機能 ･ あり
･ なし ー ー ○

パワースイッチ文字照明 ･ あり
･ なし ー ー ○

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤシートリマインダー ･ あり
･ なし ー ○ ○

ドア連動シートリターン機能※ ･ あり
･ なし ー ー ○

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

オート電動格納作動
･ OFF
･ ドアの施錠・解錠と連動
･ パワースイッチと連動

ー ー ○

1 2 3
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n パワーウインドウ（→P. 177）

n パワーイージーアクセスシステム（→P. 161）

n ドライブスタートコントロール（→P. 206）

※「なし」に変更しても、パワースイッチをONにするたびに「あり」に戻ります。

n パワースイッチ（→P. 196）

機能の内容 カスタマイズ設定

メカニカルキー連動開機能 ･ あり
･ なし ー ー ○

メカニカルキー連動閉機能 ･ あり
･ なし ー ー ○

ワイヤレスリモコン連動開機
能

･ あり
･ なし ー ー ○

ワイヤレスリモコン連動閉機
能

･ あり
･ なし ー ー ○

ワイヤレスリモコン連動開閉
作動の合図（ブザー）

･ あり
･ なし ー ー ○

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

降車時の運転席シート前後移
動量

･ OFF
･ 少なめ
･ 標準

○ ー ○

ハンドルの操作

･ なし
･ チルトのみ
･ テレスコピックのみ
･ チルト＆テレスコピック

○ ー ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

後退速度の抑制制御 ･ あり
･ なし※ ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

ACCカスタマイズ
ACC の ON ／ OFF を切りか
える

･ ON
･ OFF ○ ー ○

1 2 3
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n ランプ自動点灯・消灯システム（→P. 218）

n ランプ（→P. 218）

n アダプティブハイビームシステム（→P. 222）

※ オートマチックハイビームとして作動します。（→P. 226）

機能の内容 カスタマイズ設定

ライトセンサーの感度調整（コ
ンライト点灯照度 )

･ より暗い
･ 暗い
･ 標準
･ 明るい
･ より明るい

○ ー ○

ランプ消し忘れ防止機能

･ パワースイッチを OFF にし
て運転席ドアを開ける
･ パワースイッチを OFF にす
る

ー ー ○

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

LED デイタイムランニングラ
ンプ（LEDデイライト）

･ あり
･ なし ー ー ○

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

アダプティブハイビームシス
テム

･ ON
･ OFF※ ー ー ○

車速に応じた、ハイビームの明
るさと照らす範囲の調整

･ 15km/h
･ 30km/h
･ 40km/h

ー ー ○

カーブを走行しているとき、進
行方向側のハイビームを明る
く照らす

･ ON
･ OFF ー ー ○

先行車との距離に応じた、ロー
ビームの照らす範囲の調整

･ ON
･ OFF ー ー ○

発進時のコーナーリングラン
プ点灯

･ ON
･ OFF ー ー ○

雨天時用のハイビーム配光制
御

･ ON
･ OFF ー ー ○

市街地用の配光制御 ･ ON
･ OFF ー ー ○

1 2 3
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n プリクラッシュセーフティ（→P. 256）

n レーンディパーチャーアラート（LDA）（→P. 276）

n 休憩提案（→P. 280）

機能の内容 カスタマイズ設定

プリクラッシュセーフティ ･ ON
･ OFF ー ○ ー

警報タイミング
･ 遅い
･ 標準
･ 早い

ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

レーンディパーチャーアラー
ト（LDA）

･ ON
･ OFF ー ○ ー

警報タイミング ･ 標準
･ 早い ー ○ ー

警報手段 ･ ハンドル振動
･ ブザー ー ○ ー

低車速支援 ･ ON
･ OFF ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

休憩提案 ･ ON
･ OFF ー ○ ー

1 2 3
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n レーダークルーズコントロール（DRCC）（→P. 297）

n プロアクティブドライビングアシスト（→P. 283）

機能の内容 カスタマイズ設定

加速度設定
･ 弱
･ 中
･ 強

ー ○ ー

速度設定（短押し）
･ 1km/h
･ 5km/h
･ 10km/h

ー ○ ー

速度設定（長押し）
･ 1km/h
･ 5km/h
･ 10km/h

ー ○ ー

ガイド文言表示 ･ ON
･ OFF ー ○ ー

カーブ速度抑制

･ OFF
･ 弱
･ 中
･ 強

ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

プロアクティブドライビング
アシスト（PDA）

･ ON
･ OFF ー ○ ー

支援感度
･ 低い
･ 中間
･ 高い

ー ○ ー

操舵アシスト（SA） ･ ON
･ OFF ー ○ ー

減速アシスト（DA） ･ ON
･ OFF ー ○ ー

障害物先読みアシスト（OAA） ･ ON･ OFF ー ○ ー

1 2 3
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n 発進遅れ告知（→P. 290）

n ロードサインアシスト（→P. 292）

n BSM（ブラインドスポットモニター）（→P. 319）

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車 ･ ON
･ OFF ー ○ ー

信号 ･ ON
･ OFF ー ○ ー

告知タイミング
･ 遅い
･ 標準
･ 早い

ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

ロードサインアシスト ･ ON
･ OFF ー ○ ー

速度標識超過告知方法
･ 無
･ 表示
･ 表示とブザー

ー ○ ー

その他告知方法
･ 無
･ 表示
･ 表示とブザー

ー ○ ー

速度超過告知車速
･ 2km/h
･ 5km/h
･ 10km/h

ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

ブラインドスポットモニター
機能

･ あり
･ なし ー ○ ー

ドアミラーインジケーターの
明るさ

･ 暗い
･ 明るい ー ○ ー

接近車両を知らせるタイミン
グ（感度）

･ 遅い
･ 標準
･ 早い

ー ○ ー

1 2 3
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n 安心降車アシスト（→P. 329）

n クリアランスソナー（→P. 335）

※ クリアランスソナー、RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の音量調整
は連動しています。

n RCTA（リヤクロストラフィックアラート）（→P. 344）

※ クリアランスソナー、リヤクロストラフィックアラートの音量調整は連動して
います。

n PKSB（パーキングサポートブレーキ）（→P. 352）

機能の内容 カスタマイズ設定

安心降車アシスト機能 ･ ON
･ OFF ー ○ ー

ドアミラーインジケーター表
示

･ あり
･ なし ー ○ ー

接近車両検知の感度
･ 低い
･ 中間
･ 高い

ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

クリアランスソナー機能 ･ あり
･ なし ー ○ ー

ブザー音量※
･ 小
･ 中
･ 大

ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

リヤクロストラフィックア
ラート機能

･ あり
･ なし ー ○ ー

リヤクロストラフィックア
ラート作動時のブザー音量※

･ 小
･ 中
･ 大

ー ○ ー

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）機能

･ ON
･ OFF ー ○ ー

1 2 3
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n エアコン（→P. 397）

ヒーターコントロールパネル操作の設定変更項目は、P. 402 を参照
してください。

n シートヒーター／シートベンチレーター（→P. 412）

機能の内容 カスタマイズ設定

AUTOスイッチがONのとき、
連動して外気導入と内気循環
を自動的に切りかえる

･ する
･ しない ○ ー ○

AUTO スイッチを ON にした
とき、“A/C”（冷房・除湿）
スイッチが連動してONになる

･ する
･ しない ○ ー ○

排ガスセンサー感度調節 ･ -3～ +3
･ OFF ○ ー ○

1 2 3

機能の内容 カスタマイズ設定

運転席自動シートヒーター／
ベンチレーターAUTO 作動時
の温度調整

･ -2（涼しめ）～+2（暖かめ） ○ ー ○

助手席自動シートヒーター／
ベンチレータ AUTO 作動時の
温度調整

･ -2（涼しめ）～+2（暖かめ） ○ ー ○

左側リヤシートヒーター／ベ
ンチレーターAUTO モード時
の温度または風量調整

･ -2（涼しめ）～+2（暖かめ） ○ ー ○

右側リヤシートヒーター／ベ
ンチレーターAUTO モード時
の温度または風量調整

･ -2（涼しめ）～+2（暖かめ） ○ ー ○

パワースイッチをONにしたと
きの、左側リヤシートヒーター
の自動起動

･ あり
･ なし ○ ー ○

パワースイッチをONにしたと
きの、右側リヤシートヒーター
の自動起動

･ あり
･ なし ○ ー ○

1 2 3
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n イルミネーション（→P. 418）

機能の内容 カスタマイズ設定

室内灯の消灯までの時間

･ OFF
･ 7.5 秒
･ 15秒
･ 30秒

○ ー ○

パワースイッチ OFF 後の室内
灯自動点灯

･ あり
･ なし ー ー ○

接近時の照明の点灯 ･ あり
･ なし ー ー ○

解錠時の照明の点灯 ･ あり
･ なし ー ー ○

室外足元照明の消灯までの時
間

･ OFF
･ 7.5 秒
･ 15秒
･ 30秒

○ ー ○

接近時の室外足元照明の点灯 ･ あり
･ なし ー ー ○

解錠時の室外足元照明の点灯 ･ あり
･ なし ー ー ○

輝度の調整 ･ OFF
･ 1～ 9 ○ ー ○

1 2 3
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nカスタマイズ設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレーキをかけ、シフトポジションをPにして
ください。また、補機バッテリーあがりを防ぐため、ハイブリッドシステムが作
動している状態で操作を行ってください。

知識

警告

nカスタマイズ設定を行うとき

ハイブリッドシステムが作動した状態で操作を行うため、車庫内など囲まれた
場所では、十分に換気をしてください。換気をしないと、排気ガスが充満し、
排気ガスに含まれる一酸化炭素（CO）により、重大な健康障害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注意

nカスタマイズを行うときは

補機バッテリーあがりを起こす可能性がありますので、確実にハイブリッドシ
ステムが作動している状態で実施してください。
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8-3. 初期設定

初期設定が必要な項目

次の項目はメンテナンスを行ったあとなどに、システムを正しく作動さ
せるために初期設定が必要です。

項目 初期設定が必要なとき 参照先

タイヤ空気圧警報システム

･ タイヤサイズの変更な
どにより、タイヤの指
定空気圧が変更になっ
たとき
･ 指定空気圧が複数ある
場合に、タイヤの指定
空気圧を変更したとき

P. 478
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8-4. フリー／オープンソースソフトウェア

本製品はフリー／オープンソースソフトウェアを含んでいます。このよ
うなフリー／オープンソースソフトウェアのライセンス情報やソース
コードの両方またはどちらか片方は以下のURLで入手することができま
す。
https://www.denso.com/global/en/opensource/meter/toyota/

フリー／オープンソースソフトウェア情報

計器類
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こんなときは
（症状別さくいん）...........................604
車から音が鳴ったときは
（音さくいん）..................................607
アルファベット順さくいん..............609
五十音順さくいん.............................612

次の装備は、別冊「マルチメディア取扱説明書」をお読みください。

･ナビゲーション
･オーディオ＆ビジュアル
･音声操作システム
･バックガイドモニター

･ETCシステム／ETC2.0システム
･ハンズフリー
･T-Connect
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こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

l メカニカルキーをなくした場合、トヨタ販売店でトヨタ純正の新しい
メカニカルキーを作ることができます。（→P. 117）

l 電子キーをなくすと盗難の危険性が極めて高くなるため、ただちにト
ヨタ販売店にご相談ください。（→P. 119）

l キーの電池が消耗、または電池が切れていませんか？（→P. 492）
l パワースイッチがONモードになっていませんか？
施錠するときは、パワースイッチをOFFにしてください。（→P. 196）

l 電子キーを車内に置き忘れていませんか？
施錠するときは、電子キーを携帯していることを確認してください。

l 電波状況により、機能が正常に働いていない可能性があります。
（→P. 142）

l チャイルドプロテクターがかかっていませんか？
チャイルドプロテクターがかかっていると車内からは開きません。
いったん車外から開けて、チャイルドプロテクターを解除してくださ
い。（→P. 126）

l キー閉じ込み防止機能が働き、通常通りトランクを開けることができ
ます。キーを取り出してください。（→P. 133）

お困りの際は、トヨタ販売店にご連絡いただく前にまず次のことを確認
してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができない

キーをなくした

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

誤ってトランク内にキーを閉じ込めた
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l ブレーキペダルをしっかりと踏みながらパワースイッチを押していま
すか？（→P. 195）

l シフトレバーはPになっていますか？（→P. 198）
l キーが車内の検知される場所にありますか？（→P. 140）
l キーの電池が消耗、または電池が切れていませんか？
このときは、一時的な方法でハイブリッドシステムを始動することが
できます。（→P. 565）

l 補機バッテリーがあがっていませんか？（→P. 567）

l パワースイッチはONモードになっていますか？
パワースイッチがONモードでブレーキを踏んでも解除できないとき
（→P. 207）

l ウインドウロックスイッチが押されていませんか？
ウインドウロックスイッチが押されていると、運転席以外のパワーウ
インドウは操作できなくなります。（→P. 178）

l 一定時間アクセサリーモードまたはONモード（ハイブリッドシステム
が作動していない状態）にしておくと、自動電源OFF機能が作動しま
す。（→P. 198）

故障かな？と思ったら

ハイブリッドシステムが始動できない

ブレーキペダルを踏んでいてもシフトレバーがPから動かない

パワーウインドウスイッチを操作してもドアガラスが開閉しない

パワースイッチが自動的にOFFになった
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l 警告音が鳴りだしたときは、「車から音が鳴ったときは（音さくいん）」
（→P. 607）をご確認ください。

l 警告灯や警告メッセージが表示されたときは、P. 516、524をご確
認ください。

l タイヤパンク応急修理キット装着車
車を安全な場所に停め、タイヤパンク応急修理キットでパンクしたタ
イヤを応急修理してください。（→P. 536）

l スペアタイヤ装着車
車を安全な場所に停め、パンクしたタイヤをスペアタイヤに交換して
ください。（→P. 551）

l ぬかるみ・砂地・雪道などで動けなくなったときの脱出方法を試して
ください。（→P. 579）

警告音が鳴りだした

警告灯や警告メッセージが表示されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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車から音が鳴ったときは（音さくいん）

次の状況のとき、車の状態や誤操作などをお知らせするために警告音が
鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

ドアを開閉したとき

電子キーを車内に置き忘れている P. 524

シフトレバーがP以外になっている P. 524

窓が開いている（ハイブリッドシステム停
止中のみ） P. 179

トランクを閉めたとき 電子キーをトランク内に置き忘れている P. 133

ハイブリッドシステム
を停止したとき 電子キーの電池残量が少なくなっている P. 492

施錠しようとしたとき
（施錠できないとき）

いずれかのドアが確実に閉まっていない P. 140

電子キーを車内に置き忘れている P. 524
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※ 助手席に荷物を置いている場合にもブザーが鳴ることがあります。

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したとき

いずれかのドアが確実に閉まっていない P. 122

パーキングブレーキが解除されていない P. 213

運転席・助手席のシートベルトを着用して
いない※ P. 520

シフトダウンしたとき シフトダウン制限をこえて操作した P. 206

先行車に接近したとき レーダークルーズコントロールを使用し
ている P. 306

前方の障害物と衝突し
そうになったとき

PCS（プリクラッシュセーフティ）が作動
した P. 256

車線から逸脱しそうに
なったとき

LTA（レーントレーシングアシスト）を使
用している P. 270

LDA（レーンディパーチャーアラートを使
用している P. 276

前の車が発進または信
号が青に替わっても停
車し続けたとき

発進遅れ告知機能が作動した P. 290

制限速度より一定の速
度を超過したとき

RSA（ロードサインアシスト）が作動した P. 292
進入禁止区域に進入し
たとき

障害物との距離が近付
いたとき クリアランスソナーが作動した P. 335

後退時に左右からの車
を検知したとき

RCTA（リヤクロストラフィックアラー
ト）が作動した P. 344
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 397, 408
ABS
（アンチロックブレーキシステム）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 367
AHB
（オートマチックハイビーム） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226
AHS
（アダプティブハイビームシステム） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222
AI-AVS
（アーティフィカルインテリジェンスアダプティブバリアブル
サスペンションシステム）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 368

AVS
（アダプティブバリアブルサスペンションシステム） . . . . . . . . . . . . . . . . 368
BSM
（ブラインドスポットモニター） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 319
ECB
（エレクトロニカリーコントロールドブレーキシステム）. . . . . . . . . . . . . 367
EDR
（イベントデータレコーダー）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10
EPS
（エレクトリックパワーステアリング） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 368
EV
（エレクトリックビークル）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 201
FR
（フロントエンジンリヤドライブ）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 585
ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーション） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 583
ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィックス） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 53
LDA
（レーンディパーチャーアラート
［ステアリング制御機能付き］） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 276
LED
（ライトエミッティングダイオード） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 218
LTA
（レーントレーシングアシスト） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 270
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PCS
（プリクラッシュセーフティ） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 256
PDA
（プロアクティブドライビングアシスト）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 283
PKSB
（パーキングサポートブレーキ） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352
RCTA
（リヤクロストラフィックアラート） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 344
RF
（ラジオフリクエンシー）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11
RSA
（ロードサインアシスト）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 292
S-FLOW
フロント席集中送風モード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404

S-VSC
（ステアリングアシステッドビークルスタビリティ
コントロール） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 367

SRS
（サプリメンタルレストレイントシステム）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39
SYNC スイッチ
（シンクロスイッチ）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 397
Toyota Safety Sense
AHB（オートマチックハイビーム） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226
AHS（アダプティブハイビームシステム） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222
LDA（レーンディパーチャーアラート） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 276
LTA（レーントレーシングアシスト） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 270
PCS（プリクラッシュセーティ） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 256
PDA（プロアクティブドライビングアシスト）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 283
RSA（ロードサインアシスト）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 292
クルーズコントロール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 309
ドライバー異常時対応システム  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 315
発進遅れ告知機能. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 290
レーダークルーズコントロール  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 297
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TRC
（トラクションコントロール） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 368
VDIM
（ビークルダイナミクスインテグレイテッドマネージメント） . . . . . . . . . 368
VSC
（ビークルスタビリティコントロール） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 367
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五十音順さくいん

五十音順さくいん

アースポイント
（バッテリーあがりの処置）....... 567
アームレスト
（リヤアームレスト）.................. 438
アウターミラー（ドアミラー）... 174
RCTA（リヤクロス
トラフィックアラート）....... 344
格納のしかた........................... 174
操作 .......................................... 174
ブラインドスポットモニター
（BSM）.................................. 319
ミラーヒーター....................... 399
リバース連動機能 ................... 175

アクセサリー
コンセント.................................. 435
アクセサリーソケット................. 434
アクセサリーモード..................... 196
足元照明 ........................................ 418
アダプティブハイビーム
システム ..................................... 222
アダプティブバリアブル
サスペンションシステム
（AVS)......................................... 368
アナログ時計※............................. 438
アンチロックブレーキシステム
（ABS）........................................ 367
ABS＆ブレーキアシスト
警告灯.................................... 517

アンテナ（スマートエントリー＆
スタートシステム）.................... 139

ECB
（電子制御ブレーキシステム）...367
イージークローザー
トランク...................................133
ドア...........................................129

EVドライブモード.......................201
イグニッションスイッチ
（パワースイッチ）.......................195
位置交換
（タイヤローテーション）...........471
イベントデータレコーダー
（EDR）............................................10
イモビライザーシステム.................83
イルミネーテッドエントリー
システム......................................420
インジケーター（表示灯）
ハイブリッドシステム
インジケーター........................96
表示灯..........................................90
READY ....................................195

インストルメントパネル
照度調整スイッチ.......................100
インテリアランプ .........................418
インナーミラー.............................172

あ い
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ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換............ 499
方向指示レバー....................... 209

ウインドウ
ウォッシャー........................... 232
パワーウインドウ ................... 177
フロントワイパー
デアイサー............................ 399
リヤウインドウ
デフォッガー ........................ 399

ウインドウロックスイッチ ......... 178
ウォーニングメッセージ............. 524
ウォーニングランプ
（警告灯）............................. 88, 516
ウォッシャー
液の補充................................... 467
スイッチ................................... 232
タンク容量............................... 585
冬の前の準備・点検 ............... 386

動けなくなったときは
（スタック）.................................. 579
雨滴感知式ワイパー..................... 232
運転
雨の日の運転........................... 185
運転を補助する装置 ............... 367
寒冷時の運転........................... 386
正しい運転姿勢.......................... 32
手順 .......................................... 184
ハイブリッド車運転の
アドバイス............................ 384

運転支援機能情報表示................. 103
運転席シートベルト
非着用警告灯.............................. 518

エアコン
花粉除去機能 ...........................399
曇り取り
（フロントガラス）.................399
ナノイーX ...............................401
フィルターの交換....................489
フロントオートエアコン........397
リヤオートエアコン................408

エアサスペンション .....................365
エアバッグ........................................39
SRSエアバッグ警告灯..........517
お子さまのための注意...............44
改造・廃棄 ..................................47
作動条件 ......................................41
正しい姿勢 ..................................32
配置..............................................39

HDMI 端子※

エコドライブモード .....................363
エネルギーモニター .....................110
LEDデイライト............................220
電球（バルブ）の交換............499

エレクトリック
パワーステアリング（EPS）....368
パワーステアリング警告灯 ....518

う え

※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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エンジン
イモビライザーシステム........... 83
エンジン警告灯....................... 517
エンジンスイッチ ................... 195
オーバーヒート....................... 573
ハイブリッドシステムが
始動できない ........................ 561
ハイブリッドシステムの
始動方法................................ 195
パワースイッチ
（イグニッションスイッチ／
エンジンスイッチ）............... 195
ボンネット............................... 461

エンジンオイル............................. 582
警告メッセージ....................... 525
冬の前の準備・点検 ............... 386
メンテナンスデータ ............... 582
容量 .......................................... 582

エンジンスイッチ
（パワースイッチ）...................... 195
エンジンフード（ボンネット）... 461
エンジンルーム
エンジンルームから
蒸気が出ている .................... 573

オートエアコン..................397, 408
オーディオ※

オーディオシステム連携表示......106
オートドアロック・
アンロック機能 ..........................127
オートマチックハイビーム..........226
オートレベリングシステム
（ヘッドランプ）..........................221
オーバーヒート.............................573
オープナー
給油扉.......................................239
トランク ...................................131
ボンネット ...............................461

オイル（エンジンオイル）............582
お子さまを乗せるとき.....................52
ウインドウロックスイッチ ....178
お子さまの安全のために...........52
シートベルトの着用...................36
チャイルドシート.......................53
チャイルドシートの取り付け ...53
チャイルドプロテクター........126

オットマン.....................................152
オドメーター
ODO/TRIP スイッチ ................99
機能..............................................93

お
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カーテシランプ
装着位置................................... 418

カーテン
お手入れ................................... 452
リヤガラス............................... 441
リヤドア................................... 440

カーテンシールドエアバッグ ........ 39
カーペット
洗浄 .......................................... 459
フロアマットの取り付け方....... 30

外気温度表示 ................................... 93
回生ブレーキ ................................... 75
外装の電球（バルブ）
交換要領................................... 499

買い物フック ................................ 430
ガス欠になったとき........................ 79
給油 .......................................... 239

カスタマイズ機能......................... 586
型式................................................ 585
カップホルダー............................. 426
ガラスの曇り取り
（リヤウインドウ
デフォッガー）............................ 399
ガレージジャッキ......................... 464
冠水路走行 .................................... 193
寒冷時の運転 ................................ 386

キー ................................................116
キーナンバープレート............116
キーの構成 ...............................116
キーレスエントリー.....120, 131
キーをなくした.............117, 119
正常に働かない........................563
施錠・解錠ができない............563
電子キー ...................................116
電池が切れた ................492, 563
ハイブリッドシステムが
始動できない.........................565
メカニカルキー.............117, 563
ワイヤレスリモコン.....120, 131

キーレスエントリー .....................139
スマートエントリー＆
スタートシステム.................139
ワイヤレス
ドアロック..................120, 131

給油
給油口が開けられない............242
給油のしかた ...........................239
メンテナンスデータ................582

緊急時シートベルト固定機構.........36
緊急始動機能
（ハイブリッドシステム）...........562

か き

※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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緊急時の対処
オーバーヒートした ............... 573
キーの電池が切れた .... 492, 563
警告灯がついた....................... 516
警告メッセージが
表示された............................ 524
けん引....................................... 509
故障したときは....................... 502
車両を緊急停止する ............... 506
水没・冠水したときは............ 507
スタックした........................... 579
電子キーが正常に働かない.... 563
ハイブリッドシステムが
始動できない ........................ 561
発炎筒....................................... 504
パンクした.................... 536, 551
補機バッテリーがあがった.... 567

緊急停止システム............................ 78
緊急ブレーキシグナル................. 369

空気圧（タイヤ）...........................585
クーラー..............................397, 408
区間距離計（トリップメーター）
ODO/TRIP スイッチ ................99
機能..............................................93

靴べら差し.....................................444
駆動用電池........................................77
警告メッセージ........................524
充電について ..............................75
搭載位置 ......................................77
冷却用吸入口 ..............................78

駆動用電池冷却用吸入口.................78
曇り取り
フロントガラス........................399
ミラーヒーター........................399
リヤウインドウ
デフォッガー.........................399

クラクション（ホーン）................170
クリアランスソナー .....................335
クリアランスランプ（車幅灯）....218
スイッチ...................................218
電球（バルブ）の交換............499

クリップ
フロアマット ..............................30

クルーズコントロール..................297
クロック.........................................438
グローブボックス .........................423
グローブボックスランプ..............423

く
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警音器（ホーン）........................... 170
計器類（メーター）.......................... 93
照度調整................................... 100
設定 .......................................... 108
マルチインフォメーション
ディスプレイ ........................ 101

警告灯.................................... 88, 516
運転支援情報表示灯 ............... 520
ABS＆ブレーキアシスト...... 517
SRSエアバッグ..................... 517
LTA表示灯.............................. 519
LDA表示灯............................. 519
エンジン................................... 517
クリアランスソナーOFF
表示灯.................................... 518
クルーズコントロール
表示灯.................................... 519
高水温....................................... 516
シートベルト非着用 ............... 518
充電 .......................................... 516
スリップ表示灯....................... 520
タイヤ空気圧........................... 518
電子制御ブレーキ ................... 516

燃料残量 ...................................518
パーキングブレーキ表示灯 ....520
ハイブリッドシステム過熱 ....516
パワーステアリング................518
PCS..........................................519
PDA表示灯.............................519
プリテンショナー....................518
ブレーキ ...................................516
ブレーキホールド
作動表示灯.............................520
ペダル誤操作 ...........................517
ポップアップフード................517
油圧...........................................516
レーダークルーズ
コントロール表示灯.............519

警告ブザー
RCTA（リヤクロス
トラフィックアラート）.......345
クリアランスソナー................343
高水温.......................................516
シートベルト非着用................520
シフトダウン制限....................206
車線逸脱警報（LDA）.............276
充電...........................................516
衝突警報（PCS）.....................256
接近警報（レーダークルーズ
コントロール）.......................306

け
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電子制御ブレーキ ................... 516
ドライブスタート
コントロール ........................ 517
トランク開............................... 134
パーキングブレーキ
未解除走行時 ........................ 213
ハイブリッドシステム............... 73
パワーステアリング ............... 521
半ドア............................ 122, 140
半ドア走行時........................... 129
ブレーキ................................... 516
ブレーキオーバーライド
システム................................ 517
ブレーキホールド ................... 520
ポップアップフード ............... 517
ふらつき警報（LDA）............. 277
窓開 .......................................... 179
油圧 .......................................... 516
ランプ消し忘れ....................... 221
リバース................................... 206

警告メッセージ............................. 524
化粧用ミラー
（バニティミラー）...................... 433
けん引
けん引されるとき ................... 509
フック....................................... 513

コインホルダー.............................423
交換
エアコンフィルターの交換 ....489
キーの電池 ...............................492
タイヤ.......................................551
電球（バルブ）..........................499
ヒューズ ...................................495

工具（ツール）....................538, 552
後席ディスプレイ※

後席ブルーレイディスク
TM(BD)/DVDプレイヤー※

航続可能距離.................................113
後退速度の抑制制御（ドライブ
スタートコントロール）.............206
後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換............499

高電圧部位........................................77
後方車両への接近警報..................326
コートフック.................................444
コーナリングランプ .....................220
電球（バルブ）の交換............499

子供専用シート................................53
選択方法......................................54
取り付け方 ..................................66

小物入れ.........................................427
コンソールボックス .....................424
コンライト
（自動点灯・消灯装置）...............220

こ
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サービスプラグ........................77, 80
サイドエアバッグ............................ 39
サイドカーテン............................. 440
カーテンのお手入れ ............... 452

サイド方向指示灯
電球（バルブ）の交換............ 499
方向指示レバー....................... 209

サイドミラー（ドアミラー）
RCTA（リヤクロス
トラフィックアラート）....... 344
安心降車アシスト ................... 329
格納のしかた........................... 174
操作 .......................................... 174
ブラインドスポットモニター
（BSM）.................................. 319
ポジションメモリー ............... 161
ミラーヒーター....................... 399
リバース連動機能 ................... 175

三角表示板収納スペース............. 432
サンバイザー ................................ 433

シート..................................147, 155
オットマン ...............................152
正しい運転姿勢...........................32
チャイルドシート.......................53
調整...........................................147
手入れ.......................................451
パワーイージーアクセス
システム ................................161
フットレスト ...........................153
ヘッドレスト ...........................168
ポジションメモリー.....161, 166
メモリーコール機能................164
リヤシートリフレッシュ
システム ................................158

シートバックポケット..................438
シートヒーター.............................412
シートベルト....................................34
お子さまの着用...................36, 37
緊急時シートベルト固定機構 ...36
シートベルト非着用警告灯 ....518
高さ調整 ......................................35
正しく着用するには...................34
着け方・はずし方.......................34
手入れ.......................................459
妊娠中の方の着用.......................37

さ し

※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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シートベルト非着用警告灯 ......... 518
シートベルトプリテンショナー
機能 ............................................. 35
プリテンショナー警告灯........ 517

シートベンチレーター................. 412
事故が発生したとき
（ハイブリッドシステムの
注意）.............................................. 81
室内灯（インテリアランプ）....... 418
始動のしかた ................................ 195
シフトポジション......................... 204
シフトレバー
シフトポジションの
切りかえ................................ 204
シフトレンジの切りかえ........ 205
シフトロックシステム
（解除ボタン）........................ 206
操作 .......................................... 204
リバース警告ブザー ............... 206

シフトレバーが
シフトできないときは .............. 207
シフトロックシステム................. 206
締め付けトルク（ホイール）....... 559

車高調整
電子制御
エアサスペンション.............365

車中泊が必要なときは..................508
ジャッキ
ガレージジャッキ....................464
車載ジャッキ ................538, 552

ジャッキハンドル ..............538, 552
車幅灯.............................................218
LEDデイライト......................220
電球（バルブ）の交換............499
ランプスイッチ........................218

車両型式.........................................585
車両仕様（スペック）...................582
車両接近通報装置 ............................74
車両データの記録 ...............................7
車両を緊急停止するには..............506
充電用USB端子..........................436
収納装備.........................................422
仕様（車両仕様）...........................582
衝撃感知ドアロック
解除システム..............................128
初期設定.........................................600
助手席シートベルト
非着用警告灯 ..............................518
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スイッチ
アダプティブハイビーム
システム................................ 222
EVドライブモード................. 201
イグニッション....................... 195
インストルメントパネル
照度調整................................ 100
ウインドウロック ................... 178
ウォッシャー........................... 232
LTA .......................................... 274
オーディオ※

ODO/TRIP ................................ 99
給油扉オープナー ................... 241
クルーズコントロール............ 310
シート調整............................... 147
シートヒーター....................... 412
シートベルト.............................. 35
シートベンチレーター............ 412
シートポジション
メモリー..................... 161, 166
車高選択................................... 365
車間距離切りかえ
（レーダークルーズ
コントロール）...................... 300
助手席パワーシート ............... 148
ステアリング........................... 102
ステアリングヒーター............ 412
電動リヤカーテン ................... 441
電話※

ドアミラー ...............................174
ドアロック ...............................124
トーク※

ドライブモードセレクト........363
トランクオープナー................131
トランクオープナー
メイン ....................................133
パーキングブレーキ................210
パワーウインドウ....................177
パワースイッチ........................195
ハンドル位置調整....................170
非常点滅灯
（ハザードランプ）.................503
VSC OFF......................370, 371
フォグランプ ...........................230
ブレーキホールド....................215
フロントワイパー
デアイサー.............................399
ヘッドランプクリーナー........238
ヘルプネットスイッチ
パネル※

方向指示レバー........................209
ホーン（警音器）......................170
ポジションメモリー................162
メーター操作 ...........................102
ランプ.......................................218
リヤウインドウ
デフォッガー.........................399
レーダークルーズ
コントロール.........................300
LTA（レーントレーシング
アシスト）...............................274
ワイパー ...................................232

す
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スタック........................................ 579
ステアリングアシステッド
ビークルスタビリティ
コントロール（S-VSC）........... 367
ステアリングヒーター................. 412
ステアリングホイール
（ハンドル）.................................. 170
位置調整................................... 170
ステアリングスイッチ............ 102
ステアリングヒーター............ 412
パワーイージーアクセス
システム................................ 161
ポジションメモリー ............... 161

ストップランプ（制動灯）
緊急ブレーキシグナル............ 369
電球（バルブ）の交換............ 499

スノータイヤ（冬用タイヤ）....... 386
スピードメーター............................ 93
スペアタイヤ ................................ 551
空気圧....................................... 585
交換方法................................... 551

スペック（車両仕様）................... 582
スポーツモード............................. 363

スマートエントリー＆
スタートシステム.......................139
アンテナの位置........................139
カスタマイズ設定....................586
警告ブザー ...............................140
警告メッセージ........................140
作動範囲 ...................................140
正常に働かないとき................563
節電機能 ...................................141
電波がおよぼす
影響について.........................146
ドアの解錠・施錠....................120
トランクの解錠........................131
ハイブリッドシステムの
始動........................................195

スモールランプ
電球（バルブ）の交換............499
ランプスイッチ........................218

清掃 .....................................446, 451
外装...........................................446
シートベルト ...........................459
内装...........................................451
ホイール・
ホイールキャップ.................447
レーダーセンサー....................249

せ
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制動灯
緊急ブレーキシグナル............ 369
電球（バルブ）の交換............ 499

セカンダリーコリジョン
ブレーキ ..................................... 369
積算距離計（オドメーター）
ODO/TRIP スイッチ................ 99
機能 ............................................. 93

セキュリティインジケーター ........ 83
接近警報（レーダークルーズ
コントロール）............................ 306
センサー
インナーミラー....................... 173
雨滴感知センサー ................... 234
カメラセンサー....................... 249
ライトセンサー....................... 220
レーダーセンサー ................... 249

洗車................................................ 446
前照灯（ヘッドランプ）
オートレベリングシステム.... 221
電球（バルブ）の交換............ 499
ライトセンサー....................... 220
ランプ消し忘れ警告
ブザー.................................... 221
ランプ消し忘れ防止機能........ 220
ランプスイッチ....................... 218

前方センサー ................................ 249

走行モード
（ドライブモード）.......................363
送信機（タイヤ空気圧警報
システム）....................................472
速度計（スピードメーター）...........93

ターンシグナルランプ
（方向指示灯）
電球（バルブ）の
交換........................................499
方向指示レバー........................209

タイヤ.............................................468
空気圧............................487, 585
空気圧警告灯 ...........................518
交換...........................................551
締め付けトルク........................559
スペアタイヤ ...........................551
チェーン ...................................387
点検...........................................468
パンク応急修理キット............536
パンクしたときは.........536, 551
冬用タイヤ ...............................388
ホイールサイズ........................585
ローテーション
（位置交換）.............................471

タイヤが空まわりする
（スタックした）..........................579

そ

た
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タイヤ空気圧警報システム ......... 472
ID コードの切りかえ.............. 485
ID コードの登録...................... 482
機能について........................... 472
空気圧バルブ／
送信機について .................... 475
空気圧表示画面....................... 472
タイヤ位置の登録 ................... 476
タイヤ空気圧警告灯 ............... 518
タイヤ空気圧の設定 ............... 478

タイヤチェーン............................. 386

チェーン（タイヤチェーン）....... 386
チャイルドシート............................ 53
ISOFIX ロアアンカレッジでの
取り付け................................... 69
シートベルトでの固定............... 67
選択方法...................................... 54

チャイルドプロテクター............. 126
駐車ブレーキ
（パーキングブレーキ）.............. 210
警告灯....................................... 516
警告メッセージ....................... 213
操作 .......................................... 210
表示灯....................................... 520
未解除走行時
警告ブザー............................ 213

ツール（工具）....................538, 552

提案サービス機能 .........................109
手入れ..................................446, 451
外装...........................................446
シートベルト ...........................459
内装...........................................451
ホイール・
ホイールキャップ.................447
レーダーセンサー....................249

ディスプレイ.................................101
エネルギーモニター................110
警告メッセージ........................524
設定...........................................108

ディファレンシャル .....................584
テーブル.........................................439
テールランプ（尾灯）
電球（バルブ）の交換............499
ランプスイッチ........................218

デフォッガー
（リヤウインドウ
デフォッガー）............................399
電気モーター....................................77

ち

つ

て
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電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）.......... 499
ワット数................................... 585

点検基準値
（メンテナンスデータ）.............. 582
電子キー ........................................ 116
作動範囲................................... 140
正常に働かないとき ............... 563
節電機能................................... 141
電池が切れた........................... 563
電池交換................................... 492

電子制御ブレーキシステム
（ECB）......................................... 367
電池交換（キー）........................... 492
電動パーキングブレーキ............. 210
操作 .......................................... 210
パーキングブレーキ
表示灯.................................... 520
警告灯....................................... 516
冬季の注意............................... 386
未解除走行時
警告ブザー............................ 213

電動リヤカーテン......................... 441
カーテンのお手入れ ............... 452

電話スイッチ※

ドア ................................................120
イージークローザー................129
オートドアロック・
アンロック機能.....................127
衝撃感知ドアロック解除
システム ................................128
スマートエントリー＆
スタートシステム.................139
チャイルドプロテクター........126
ドアガラス ...............................177
ドアロックスイッチ................124
半ドア走行時警告ブザー........129
ロックボタン ...........................124
ワイヤレスリモコン................120

ドアカーテシランプ .....................418
位置...........................................418

ドアポケット.................................425
ドアミラー.....................................174
RCTA（リヤクロス
トラフィックアラート）.......344
安心降車アシスト....................329
格納のしかた ...........................174
操作...........................................174
ブラインドスポットモニター
（BSM）...................................319
ミラーヒーター........................399
リバース連動機能....................175

と
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盗難防止装置
イモビライザーシステム........... 83

トークスイッチ※

読書灯............................................ 420
時計※............................................ 438
トップテザーアンカレッジ ............ 71
Toyota Safety Sense.............. 246
LDA.......................................... 276
PCS ......................................... 256
レーダークルーズ
コントロール ........................ 297

ドライビングポジション
メモリー
ポジションメモリー ............... 161
メモリーコール機能 ............... 164

ドライブスタートコントロール
急発進の抑制制御 ................... 206
後退速度の抑制制御 ............... 206

ドライブモードセレクト............. 363
トラクションコントロール
（TRC）......................................... 368

トランク.........................................131
イージークローザー................133
オープナー ...............................131
キー閉じ込み防止機能............133
クローザースイッチ................132
警告ブザー ...............................134
電子キーが正常に
働かないとき.........................563
トランク内の装備....................429
挟み込み防止機能....................134
パワートランクリッド............131
メインスイッチ........................133
ワイヤレスリモコン................131

トランクランプ.............................133
トランスミッション .....................204
Sモード...................................205
シフトダウン
制限警告ブザー.....................206
シフトレバー ...........................204
シフトレバーが
シフトできない.....................207
ドライブモードセレクト........363
メンテナンスデータ................584

トリップメーター ............................93
ODO/TRIP スイッチ ................99
機能..............................................93
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内装
収納装備................................... 422
手入れ....................................... 451

ナノイーX .................................... 401

ニーエアバッグ................................ 39
荷物
積むときの注意....................... 194
トランク........................ 131, 429
ラゲージネット....................... 429

ぬかるみにはまった
（スタック）.................................. 579

燃費
エネルギーモニター ............... 110
燃費情報................................... 113

燃費画面........................................ 113
燃料................................................ 582
給油 .......................................... 239
種類 .......................................... 582
燃料残量警告灯....................... 518
容量 .......................................... 582

燃料計............................................... 93

パーキングブレーキ
操作...........................................210
パーキングブレーキ
表示灯 ....................................520
警告灯.......................................516
冬季の注意 ...............................386
未解除走行時
警告ブザー.............................213

パーソナルランプ .........................420
排気ガス............................................51
ハイビーム（ヘッドランプ）
アダプティブハイビーム
システム ................................222
オートマチックハイビーム ....226
電球（バルブ）の交換............499
ランプスイッチ........................219

ハイブリッドシステム.....................73
EVドライブモード.................201
運転のアドバイス....................384
エネルギーモニター................110
オーバーヒート........................573
回生ブレーキ ..............................75
ガス欠になったとき...................79
緊急始動機能 ...........................562
緊急時の停止方法....................506
緊急停止システム.......................78
駆動用電池冷却用吸入口...........78
警告メッセージ........................524
高電圧部位 ..................................77
サービスプラグ...................77, 80
事故が発生したとき...................81
始動できないときは................561
始動方法 ...................................195
車両接近通報装置.......................74
充電..............................................75
注意..............................................77

な

に

ぬ

ね
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特徴 ............................................. 73
特有の音と振動.......................... 76
パワー（イグニッション）
スイッチ................................ 195
補機バッテリーがあがった.... 567
メンテナンス・
修理・廃車するとき................ 76

ハイブリッドシステム
インジケーター............................. 96
ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換............ 499

ハザードランプ（非常点滅灯）
スイッチ................................... 503
電球（バルブ）の交換............ 499

挟み込み防止機能
パワーウインドウ ................... 178
パワートランクリッド............ 131

発炎筒............................................ 504
バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換............ 499

バッテリー（駆動用電池）.............. 77
充電について.............................. 75
搭載位置...................................... 77
冷却用吸入口.............................. 78

バッテリー（補機バッテリー）
搭載位置................................... 461
補機バッテリーがあがった.... 567
補機バッテリーを
交換するとき ........................ 570

バニティ（化粧用）ミラー ......... 433
バニティミラーランプ................. 433
ワット数................................... 585

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）...... 499
ワット数................................... 585

パワーウインドウ .........................177
ウインドウロックスイッチ ....178
警告ブザー ...............................179
閉めることが
できないときは.....................179
操作...........................................177
挟み込み防止機能....................178

パワーコントロールユニット.........77
パワー（イグニッション）
スイッチ......................................195
自動電源OFF機能..................198
ハイブリッドシステム
始動のしかた.........................195
モードの切りかえ....................196

パワーステアリング .....................368
パワーステアリング
警告灯 ....................................518

パワートランクリッド..................131
パワーリヤシート .........................155
パンクした
スペアタイヤ装着車................551
タイヤパンク応急修理キット
装着車 ....................................536

番号灯
（ライセンスプレートランプ）...218
電球（バルブ）の交換............499
ランプスイッチ........................218

ハンズフリー※

ハンドル
（ステアリングホイール）...........170
位置調整...................................170
ステアリングヒーター............412
パワーイージーアクセス
システム ................................161
ポジションメモリー................161
メーター操作スイッチ............102
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ビークルスタビリティ
コントロール（VSC）............... 367
ヒーター
オートエアコン............ 397, 408
ステアリングヒーター............ 412
ミラーヒーター....................... 399
リヤウインドウ
デフォッガー ........................ 399
シートヒーター....................... 412

非常点滅灯（ハザードランプ）... 503
スイッチ................................... 503
電球（バルブ）の交換............ 499

尾灯（テールランプ）................... 218
電球（バルブ）の交換............ 499
ランプスイッチ....................... 218

ヒューズ........................................ 495
表示灯............................................... 90
日よけ（サンバイザー）............... 433
ヒルスタートアシスト
コントロール.............................. 368

VSC（ビークルスタビリティ
コントロール）............................367
ブースターケーブルの
つなぎ方......................................567
フォグランプ.................................230
スイッチ...................................230
電球（バルブ）の交換............499

ブザー
クリアランスソナー................343
シートベルト非着用警告........520
シフトダウン制限....................206
車線逸脱警報（LDA）.............276
衝突警報（PCS）.....................256
接近警報
（レーダークルーズ
コントロール）.......................306
手放し運転警告（LDA）.........273
手放し運転警告（LTA）..........279
手放し運転警告（PDA）.........289
トランク開警告........................134
パーキングブレーキ未解除
走行時警告.............................213
パワーステアリング................521
半ドア............................122, 140
半ドア走行時警告....................129
ふらつき警報（LDA）.............277
窓開警告 ...................................179
ランプ消し忘れ警告................221
リバース警告 ...........................206

ひ ふ

※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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フック
買い物フック........................... 430
けん引フック........................... 513
コートフック........................... 444
フロアマット固定フック........... 30

フットレスト ................................ 153
フューエルメーター（燃料計）...... 93
フューエルリッド（給油口）
給油口が開けられない............ 242
給油のしかた........................... 239

冬の前の準備（寒冷時の運転）... 386
冬用タイヤ .................................... 386
ブラインドスポットモニター
（BSM）........................................ 319
プリクラッシュセーフティ
（PCS）........................................ 256
PCS警告灯............................. 519

ブレーキ
回生ブレーキ.............................. 75
緊急ブレーキシグナル............ 369
パーキングブレーキ ............... 210
パーキングブレーキ
表示灯.................................... 520
ブレーキ警告灯....................... 516
ブレーキホールド ................... 215
メンテナンスデータ ............... 584

ブレーキアシスト......................... 367
ABS＆ブレーキアシスト
警告灯.................................... 517

ブレーキオーバーライド
システム......................................186
ブレーキフルード .........................584
ブレーキホールド .........................215
フロアマット....................................30
PDA（プロアクティブ
ドライビングアシスト）.............283
フロントオートエアコン..............397
フロントシート.............................147
オットマン ...............................152
シートヒーター........................412
シートベンチレーター............412
正しい運転姿勢...........................32
調整...........................................147
手入れ.......................................451
パワーイージーアクセス
システム ................................161
フットレスト ...........................153
ヘッドレスト ...........................168
ポジションメモリー................161
メモリーコール機能................164

フロントパーソナルランプ..........420
フロントフォグランプ
スイッチ...................................230
電球（バルブ）の交換............499

フロント方向指示灯
電球（バルブ）の交換............499
方向指示レバー........................209

フロントワイパー
デアイサー..................................399
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平均車速............................. 107, 113
平均燃費 ............................. 106, 113
ヘッドフォンジャック※

ヘッドランプ
オートレベリングシステム.... 221
電球（バルブ）の交換............ 499
ライトセンサー....................... 220
ランプ消し忘れ
警告ブザー............................ 221
ランプ消し忘れ防止機能........ 220
ランプスイッチ....................... 218

ヘッドランプオートレベリング
システム ..................................... 221
ヘッドレスト ................................ 168
ヘルプネットスイッチパネル※

ベンチレーター（シートベンチ
レーター）.................................... 412

ホイール
交換（タイヤ）..........................551
メンテナンスデータ................585

ホイールナットレンチ.......538, 552
方向指示灯
電球（バルブ）の交換............499
方向指示レバー........................209

ホーン（警音器）...........................170
補機バッテリー.............................461
交換するとき ...........................570
搭載位置 ...................................461
補機バッテリーがあがった ....567

ポジションメモリー .....................161
保証 ...................................................11
ポップアップフード ........................48
ボンネット.....................................461
ポップアップフード...................48

へ ほ

※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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マイコンプリセットドライビング
ポジションシステム.................. 161
マガジンラック............................. 439
マルチインフォメーション
ディスプレイ.............................. 101
運転支援機能情報表示............ 103
エネルギーモニター ............... 110
オーディオシステム連携........ 106
警告メッセージ....................... 524
設定 .......................................... 108
タイヤ空気圧........................... 472
提案サービス機能 ................... 109
ドライブ
インフォメーション............. 107
燃費グラフ............................... 106
メーター操作スイッチ............ 102
レーダークルーズ
コントロール ........................ 297

マルチメディア※

ミラー
インナーミラー........................172
ドアミラー ...............................174
バニティミラー........................433
ミラーヒーター........................399

メーター（計器類）..........................93
警告灯...............................88, 516
警告メッセージ........................524
照度調整 ...................................100
設定...........................................108
ハイブリッドシステム
インジケーター........................96
表示灯..........................................90
マルチインフォメーション
ディスプレイ.........................101

メーター操作スイッチ..................102
メカニカルキー.............................117
メモリーコール機能 .....................164
メンテナンスデータ .....................582

ま み

め
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モーター（電気モーター）.............. 73
モーターでの走行
（EVドライブモード）............... 201

ユーザーカスタマイズ機能 ......... 586
雪道ですべって動けない
（スタックした）.......................... 579
油脂類............................................ 582

ライセンスプレートランプ
（番号灯）
電球（バルブ）の交換............ 499
ランプスイッチ....................... 218

ライティングテーブル................. 439
ラゲージマット............................. 432
ラゲージルーム
（トランク）....................... 131, 429
ラジエーター
オーバーヒート....................... 573
メンテナンスデータ ............... 584

ランプ
アダプティブハイビーム
システム ................................222
インテリアランプ....................419
コーナリングランプ................220
室内灯.......................................418
電球（バルブ）の交換............499
トランクランプ........................133
パーソナルランプ....................420
バニティミラーランプ............433
非常点滅灯
（ハザードランプ）.................503
フロントフォグランプ............230
ヘッドランプ（前照灯）..........218
方向指示灯
（ターンシグナルランプ／
ウインカー）...........................209
ライトセンサー........................220
ランプ消し忘れ警告ブザー ....221
ランプ消し忘れ防止機能........220
リヤフォグランプ....................230
ワット数 ...................................585

ランプ消し忘れ警告ブザー..........221
ランプ消し忘れ防止機能..............220

も

ゆ

ら

※：別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
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リバース連動機能.............. 175, 442
リヤアームレスト......................... 438
リヤウインドウ
デフォッガースイッチ .............. 399
リヤオートエアコン..................... 408
リヤカーテン ................................ 441
カーテンのお手入れ ............... 452

リヤドアカーテン......................... 440
カーテンのお手入れ ............... 452

リヤクロストラフィック
アラート ..................................... 344
リヤシート .................................... 155
シートヒーター....................... 412
シートベンチレーター............ 412
操作 .......................................... 155
ヘッドレスト........................... 168
ポジションメモリー ............... 166
リフレッシュシステム............ 158

リヤフォグランプ
スイッチ................................... 230
電球（バルブ）の交換............ 499

リヤ方向指示灯
電球（バルブ）の交換............ 499
方向指示レバー....................... 209

リヤマルチオペレーション
パネル ......................................... 392

ルームミラー
（インナーミラー）.......................172
ルームランプ（室内灯）................418

レーダークルーズ
コントロール..............................297
接近警報...................................306
レーダーセンサー....................249

レーンディパーチャーアラート
（LDA）.........................................276
車線逸脱警報機能....................276
ステアリング制御機能............277
ふらつき警報機能....................277
メーター表示 ...........................282
レーントレーシング
アシスト（LTA）...................270

冷却水.............................................584
冬の前の準備 ...........................386
メンテナンスデータ................584

冷却装置（ラジエーター）............584
オーバーヒート........................573
メンテナンスデータ................584

レバー
シフト.......................................204
方向指示 ...................................209
ボンネット解除........................461
ワイパー ...................................232

り る

れ
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ロードサインアシスト (RSA) .... 292
ロック
ウインドウロック ................... 178
スマートエントリー＆
スタートシステム................. 139
チャイルドプロテクター........ 126
ドア .......................................... 120
ワイヤレスリモコン .... 120, 132

ワイパー&ウォッシャー............ 232
フロントワイパー
デアイサー............................ 399
液の補充................................... 467

ワイパーブレード（寒冷地用）... 387
ワイヤレス
リモコン ............... 116, 120, 132
作動の合図............................... 122
操作 .................... 116, 120, 132
電池の交換............................... 492
半ドア警告ブザー ................... 122

ワックス........................................ 446
ワット数 ........................................ 585

ろ

わ
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック トランクオープナー 給油口

P. 461 P. 131 P. 241

ボンネット解除レバー 給油扉オープナー タイヤ空気圧

P. 461 P. 241 P. 585

燃料の容量（参考値） 82L

燃料の種類

･ 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）※1
･ バイオ混合ガソリン（プレミアム）※2
※1無鉛レギュラーガソリンを使用することもでき
ます。その場合、エンジン性能を十分に発揮で
きません。

※2エタノールの混合率10%以下または、ETBEの
混合率22%以下のガソリン（酸素含有率3.7%
以下）を使用することができます。

P. 582

タイヤが冷えている
ときの空気圧

前輪：230kPa（2.3kg/cm2）
後輪：240kPa（2.4kg/cm2）

エンジンオイル容量
（参考値）

オイルのみ交換時：8.8L
オイルとフィルター交換時：9.4L

エンジンオイルの種類 トヨタ純正モーターオイル P. 582
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